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飼養 液 内 無機 成分 の に 及ぼ ばす 影 


達 久 見 晴 


国立 予防 衛生 研究 所 虫 部 


東京 女子 医科 大 学 医 化学 教室 


は し が き 
の 体外 飼養 の 研究 に 於 て は の 要因 が の 生 
存 期間 及び 運動 型式 た 影響 を 及ぼ す 。 温度 (板東 , 石崎 


1952), pH (石崎 , 板東 。, 1952), 微生物 (石崎 , 板東 19・ 


53), 浴 透 圧 (石崎 , 久 津 見 ,。 1954) に つい て は 既に 報告 
! し た 通り で ある 。 

今回 は 飼養 液 中 に 含ま れる 重要 無機 成分 , 恐らく は イ 
ォ ン に 解離 し て いる と 思わ れる K', Ca', Mg’', SO.,, 
HPO,/" に つい て , その 飼養 液 中 の 濃度 差 が 遇 虫 の 運動 
型式 その 他 に 如何 に 影響 する か を し ら べ た の で こと こと に 報 


告 す る 。 


以上 の 無機 成分 の 内 世 (Na と の 関連 に 於 て ), Mg, Ca 
は 飼養 液 及 体腔 液 中 の 合 有 量 を 定量 し て , これ ちら 無機 成 
分 の 影響 の 本 態 に 考察 を 加え た 。 
各種 無機 成分 の 運動 に 及ぼ す 影 
(1) 実験 条件 と 材料 


(昭和 331 年 8 月 2 日 受領 ) 


実験 に 使用 し た の は 豚 牌 虫 で , 層 場 で 豚 の 腸 内 か ら 直 
接 採取 し , 0.952% NaCl 液 を 入れ 87°C に 保温 し た 魔法 
尊 中 に 入れ て 研究 富 に 持ち か えつ た 。 

と の 映 虫 を 予め 作成 し た 各種 飼養 液 に 入れ 液 温 82C に 
保っ ょ うに 調節 し た 映 卵 器 内 に 格納 し て 観察 し た 。 

容器 は 直径 2.5cm, 長 さ 50cm の 硝子 管 で , 飼養 液 量 は 
180cc, $$ 合計 2 隻 を 同一 容器 中 に 投入 し て 観察 し 
た 。 

飼養 液 は 48 時 間 毎 に 更新 し た 。 

飼養 液 の 組成 

一 覧 表 と し て 第 1 表 に 示し た 。 と れ を 説明 する と , と 
れ ら 無機 成分 (大 部 分 イオ ン 化 し て いる ) の 純粋 の 影響 を 
みる た め に 塩化 物 及び Na 塩 を 使用 し た 。 化合 物 と し て 
存 し た 場合 CL Na は に 無 影 響 と 考え られ る か 
ら で あ る 。 Na, C1 その 他 無 機 成 分 に と よる 浴 透 圧 の 平和 八 


第 1 表 使用 無機 塩類 と よそ の 濃度 


52.45 rm. Mol 5.245 m. Mol 0.525 m. Mol 0.0525 nm. Mol 
MgCl: 5000 r/cc 500 r/cc 50 r/cc 5 r/ce 
KCl 3900 r/cc 390 r/cc 39 r/cc 3.9 r/cc 
CaCl, 5820 r/cc 582 r/cc 58.2 r/cc 5.8 7/cc 
Na:SO,;, 7450 r/cc 745 r/cc 74.5 r/cc 
Na;HPO, 18800 r/cc 1880 r/cc 188 r/cc 


記 液 を の 至 適 圧 (0.95 NaClI) に する た め あめ 


NacCl 6.5 mg/cc 


9.2 mgl/cc 


9.5 mgl/cc 9.5 mgl/cc 


*Tatsushi Ishizaki, *Haruhiko Kutsumi & **Hisako 
Kubota: On the effects of inorganic substance 
in the artificial medium upon Ascaris suilla (*De- 
partment of Parasitology, National Institute of 
Health, Tokyo, *Department of Biochemistry, 
Tokyo Women’s Medical College, Tokyo) 


許 . 微生物 の 影響 を 除く た あめ SM 100 r/cc, Penicillin 10 u/cc, D.H.A. 50 r/cc を 飼養 液 た に 族 加 し た 。 


関係 は 考慮 し て 補正 し た 。 


Mg'" の 影響 を みる た め に MgCl: を 使用 し , その 各 


5000 r/cc, 500 r/cc, 50r/cc, 5 rlcc を 合 む 4 種 の 飼養 
液 を 作成 し た 。 小 透 圧 の 調節 の た め に NaCl を 各 6.5 
mg/cc, 9.2mg/cc, 9.5mg/cc, 9.5mg/cc を 如 え た 。 


全く 同じ 方 法 で KK は KCl, Ca" は CaCl:, SO,” は 


} 
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表 高 に 各種 無機 成分 の に 及ぼ す 影 響 (観察 期間 : 投入 ょ り 6 時間) 
後方 伝 コイ ル 部 分 的 筋肉 の 
特に 活 全部 3 
5000 4 に 4 に 3 に 固く ね 
1 時 間 で Ph 
CaCl, 5820 6 6.25 不 大 部 分 消 4 4 
失 
MgCl,+ 5000 52.45 十 81 分 8 に 6 
殆 ん ど 殆 ん ど 
2 


Na:SO,, HPO,/”" は Na:HPO, を 使用 し た 。 双 これ ら 
化合 物 の 上 銅 虫 に 対す る 作用 の 優劣 は 理論 的 に .Mol 濃度 
を 等 し くし な けれ ば ど ば ならない ので MgCl: と 同 Mol 濃 
了 に な る ょ うに 各 化 合 物 の 濃度 を 加減 し た 。 そ の た め 各 
化合 物 の 濃度 rjcc は 等 し く な い 。 

叉 微生物 の 影響 を 除く た め に Dihydrostreptomycin 
100r/cc, Penicillin 10u/cc, Dehydroacetic acid 50r/cc 
を 飼養 液 に 添加 し た 。 

実験 成績 

a) 高 濃度 に ける 各種 無機 成 の に 及ぼす 影 

濃度 CMgClz 5006 r/cc) と 同 Mol 濃度 は K' 
は KCI1 3900 r/cc, Ca" は CaCl: 5820 r/cc。SO,/” は 
7450 r/cc, HPO,” は NazHPO, 18800 r/cc で あ 
る 。 そ を こと で と こと れ ら を 含有 する 飼養 液 を 作り , それ ら の 人 処 
養 液 中 で の 遇 虫 の 運動 を 投入 より 6 時 間 ま で 観察 し た 。 

成績 は 第 2 表 に 示し た 。 

同一 無機 成分 の 飼養 液 中 に 投入 し た 豚 遇 虫 は 6 隻 て 
8 隻 , ? 8 隻 ) で ちる 。 と の 表 を みる と わか る よう に 
Mg の 影響 が 一 番 閉 し い 。 正 規 前 進 運 動 は 10 分 以内 に 消 
失 し 。 次 いで 神経 系 統 の 興 故 を 想像 させ る 各種 の 運動 を 
之 る と と が 出来 た 。 こ と に コイ ル 型 体型 の 出現 と 筋 To- 
nus の 増加 は 注目 すべ き 反応 で あつ て 後者 は Mg 群 だ 
け に 見 られ た な 。 

次 に K, Ca の 高 濃度 の 液 で も 正規 前 進 運動 の 消失 が 
見 られ た 。 両者 の 差異 は K を 含む を 族 中 で は 運動 が 活発 化 
し て 次 いで 正規 前 進 運動 が 消失 し た の に , Ca を 含む 液 
和 中 で は 活 逆 化す る こと な し に 正規 前 進 運動 が 消失 し た こ 
と で ある 。 


(2 ) 


次 に SO,, HPO, に 就 て は , これら が 生理 的 状態 ょ り 
は に 高 度 で ある に か ゝ わら ず , 全く の 運動 に 
影響 を 与え な か つた 。 即 ちと の 両者 は 貞 虫 と 比較 的 無害 
な 成分 で ある と 判断 する 。 

各種 無機 成分 の に 影響 を 与え る 限界 濃度 

その 成績 は 第 1 , 2, 8 図 で 示し た 。 図 上 黒色 柱 の 長 さ 
は 正規 前 進 運 動 存続 期間 で ある 。 同 一 濃度 に 使用 し た 上 
虫 数 は 6 隻 ($ 838, ? 38) で ある 。 正規 前 進 運 動 消 失 時 
間 は 晒 虫 各個 体 で 差 が あぁ る の で , 6 隻 中 何 隻 が 正規 前 進 
運動 し て いる か 示す た め に 柱 の 一 部 を 白色 と し , 白黒 の 
比率 で その 観察 時 の 正規 前 進 運 動 存続 短 虫 数 を 表わし 


‘{~o 


第 1 図 Mg* の 正規 前 進 運 動 に 及ぼ す 影 


s 


T T T T 


MgCl, に つい て : 第 1 図 に 示し た ょ 5000rjce で 
は は 全 例 10 分 以内 に 正規 前 進 運動 消失 する が 後 
一 時 的 に 再び 約 半 数 が 同 運動 を 民 復 し た 。 し か し 24 時 間 
後に は これ も 消失 し た 。 500 r/cc で は 矢 張り 全 例 正規 
前 進 運動 消失 し た が , それ に 要 し た 時 間 は 2 時 間 前 後 で 
あり , 後 再び 眉 復 し , 再び 消失 し た の は 32 日 後 で お あつ 
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第 2 図 ' の 正規 前 進 運動 に 及ぼ す 影 


Ca'" の 正規 前 進 運動 に 及ぼ す 影 響 


5820% 


582 


58.2 


5.8 
ContrelL 


T T T T 

た 。 507r/cc で は 2~38 時 間 目 に 一 部 の 映 虫 が 正規 前 進 
運動 を 消 内 し た が , 間もなく 眉 復 し て 平均 3,5 日 ま で 
正規 前 進 運動 を みた 。 5 r/cc で は 殆 ん ど 影 響 が な いと 考 

えら れる が , 対照 (0.95% NaCl 液 中 ) に 比較 する と 
生 々 短縮 し て いる 。 

KCI に つい て : 第 2 図 に 示し た うに, 3900 rjcc で 
は 被 検 映 虫 の 全 例 が 1~ 2 時 間 以 内 に 正規 前 進 運 動 を 消 
失 し , 後半 数 が 破 復 し た が 24 時 間 後に は それ も 全く 消失 

た 。 390 rjcc で は 2~ 8 時間 で 正規 前 進 運 動 が 消失 
し , 後 再 び 一 部 の 興 虫 が この 運動 を 破 復 し た が , と これ も 
平均 1.6 日 後に 消失 , 39 rjcc で も 似 た ょ うな 成績 で あ 
つた 。 し か し 8.9 rjcec で は 全く 影響 が み ら れ な か つた 。 

CaCl: に つい て : 第 2 図 に 示し た ょ うに 5820rjcc で は 
MgCl, 及び KCI 液 中 に 同様 の 経過 で あつ た 。 582r/cc 
及び 58.2 rjcc で は 矢 張 り KCI の 場合 に 似 た 成績 で 軽 
い 影 響 を みとめ た 。 し か し 5.8 r/cc で は 全く 影響 が み 
られ な か つた 。 

Na:SO, に つい て : 第 8 図 に 示し た ょ うに 7450r/cc で 
は 正規 前 進 運 動 の 存続 期間 が 生 々 短縮 し た が , 457/cc, 


第 3 図 の 正 規 前 進 運 動 に 及ぼ す 影 


Na; 


HPO,” の 正規 前 進 運 動 に 及ぼ す 影 
Cortral 


4 T T T T 


20g fa 29 Fs Se 


74.5rlcc で は 対 比 し て 著しい は みとめ らち れず , と 
の 面 か ら も 遇 虫 に 対す る 影響 は 考え られ な い 。 
Na:HPO, に つい て : 第 83 図 に 示し た ょ うに 18800 
rjcc 以下 各 濃度 で 正規 前 進 運動 存続 期間 は 全く 対照 と 同 
様 で あつ た 。 即 ちと の 面 か ら も 映 虫 に 対す る 影響 は 考え 
られ な い 。 


(3 ) 
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第 3 表 無機 成分 高 濃度 溶液 中 の 映 虫 体腔 液 無機 成分 の 座 化 

MgCl, 5000r/cc KCl 39007/cc CaCl, 5820 r/cc. 

3 時 間 時間 3 時 間 24 時 間 時 間 時間 時 間 時間 

Na/K 14.4 15.4 14.8 11.7 13.5 16.9 16.5 15.6 14.8 

Ca (m.Mol) 3.3 5.0 4.3 5.0 3.6 7.7 5.0 5.5 4 

Mg(m. Mol) 3.8 5.8 5.2 3.9 3.8 4.4 4.0 4.4 EB 


許 . 欄 内 数 値 は 2 回 平均 値 


以上 の 成績 を 比較 検討 し て みる と , 飼育 破 中 の 無機 成 
分 の 内 , Mg が 一 番 強 く 遇 虫 の 運動 に 影響 を 与え る 。K 
及び Ca も と これ に 準じ て 影響 を 与え る 。 遇 虫 の 運動 に 対 
し て 無 影 響 と 考え られ る の は Mg, K, Ca 三 者 共に 10 
rlcc 以下 の 濃度 で あつ た 。 と れ に 対し SO,, HPO, は 高 
い 濃 度 で も 上 遇 虫 の 正規 前 進 運動 に 対し て 無 影 響 で , 飼養 
液 の 研究 に 際 し て その 濃度 の 影響 を 考慮 する 必要 が な い 
こと と が 分 つた 。 

各種 無機 成分 高 濃度 液 中 に お ける 身 虫 体腔 液 内 無機 

成分 の 変化 


私 達 は 豚 体腔 液 内 無機 成分 の 正常 値 こっ つい て 別に 


発表 し た (石崎 , 津 見 , , 1957) 。 と こと の 論文 で は , 
それ に 発表 し た 正常 値 を 基準 に し て 各種 無機 成分 高 濃 度 
液 ち MgCl; 5000r/cc, KCI 39007/cc, CaCl, 5820r/cc, 
MgCl。 5000 r/cc 十 CaCl: 5820 r/cc の 4 種 飼養 液 中 に 
を 飼養 し た 場合 の 体腔 液 の Na, K, Mg, 
Ca の 変化 を 追求 し た 。 

Na 及び KK は 日 立 の 類 光 分 光 光 度 計 下 型 を 使用 し , Na 
は 波長 589m, slit 幅 0.361 mm, KK は 波長 766mg, slit 
幅 0.561mm で 定量 し た 。 又 Ca と Mg は Collman 光 
電 比 色 計 を 使用 し Ca は phosphate 法 (斎藤 , 1952) 
で 早 色 , Mg は Titan yellow 法 (斎藤 , 1952) で 星 色 
させ て 定量 し た 。 

その 実験 成績 を 表 に 示す と , 第 8 表 の ょ うに な つた 。 

各 観 察 値 は 2 検体 の 平均 値 で ある 。 8 時 間 値 と 24 時 間 
値 を 比較 する と , 24 時 間 値 の 方 が 正常 値 に 近い 値 を 示し 
て いる 。 と の と と は 該当 液 中 で 一 度 は 消失 し た 上 虫 の 正 
規 前 進 運動 が 24 時 間 以内 に 兎 も 角 一 部 分 の 血 虫 だ け に で 
も 破 復 を みた こと と 関係 し た 成績 て あ る 。 と れ を 見 る と 
環 虫 は 無機 成分 の 代謝 に 対し て 自ら 補正 する 能力 が ある 
と と が 考え られ る 。 次 に 8 時 間 値 に つい て 観察 する と , 
Na/K 比 は KCI 高 濃度 液 で 最も 低く , CaCl 高 濃度 液 
で 景 も 高く , その他 は 正常 値 に 近 か つ た 。 と の 成績 か ら 
みる と KCI! 高 濃度 液 で は 矢 張 り 体 腔 液 内 へ の K の 侵入 
が 考え られ る 。 し か し その 程度 は 軽度 で あつ て 飼養 液 内 


の 濃度 を 考え る な ら ば 問題 に と ならない 。 の 代謝 は 単 な 
る 湖 透 圧 だ け の 問題 で は な いよ ょ よう で ある 。 次 に CaCl 
高 濃 度 液 で は Na/K 比 が 変る の は , KK と Ca の 間 の 技 
抗 関係 か ふら Ca が 増加 し た 結果 玉 が 減少 する と 言う こと 
も $ 成 立 す る の で , と Ca の 間 の 何等 か の 相互 関係 を 表 
す も の で ある 。 と こと の 考え を 裏付け る も の と し て は , こと の 
場合 等 Mol に MgCl。 及び CaCl。 の 併存 する 沙 液 で は 
Na/K 比 は 正常 値 に 近く , CaCL 単独 の 場合 の よう に 増 
加 し な い 。 Ca と Mg 間 の 括 抗 で 体腔 液 内 Ca の 増加 
が 抑制 され る 結果 , Ca の 増加 が 少 か へ の で K の 減少 も 少 


いと 考え られ る 。 
Ca m. Mol は CaCl, 高 濃 度 液 で 最も 高く ,。 正常 値 
の 倍 以 上 に な つた 。 し か し 飼養 液 濃度 か ら 考 えれ ば そ 


の 増加 は 軽度 で あつ て , Ca の 代謝 は 矢 張 り 浴 透 圧 だ け 
の 問題 で は な い 。 こと の 増加 は MgCl: 及び CaCl, が 等 
Mol に 併存 する 溶液 で は 抑制 され た 。 し か し MegClz, 
KCl, MgCl。 及び CaCl, 併存 液 中 で の Ca 量 は 正常 値 

Mg m. Mol は MgCl, 高 濃度 液 中 で 最も 高 か つ た 。 
し か し 飼養 液 濃度 か ら 考 えれ ば その 増加 は 軽度 で ある 。 
Hobson 等 (1948) に ょ れ ば 体腔 液 Mg 量 は 飼養 液 と 
無関係 だ と いう が , 私 達 の 実験 で は 矢 張 り Ca, K と 同 
程度 の 影響 を うけ て 体腔 液 中 の Mg 量 が 増加 し た 。 映 
虫 の 運動 に 及ぼ ばす 影響 か ら 考 えて 当然 の こと と 思う 。 し レ し 
か し こと の 増加 も MgCl, 及び CaCl: が 等 Mol 測度 に 併 
存する 溶液 中 で は 抑制 され た 。 

以上 の 成績 を まとめ て みる と , K.Ca, Mg 共に 高 江 度 
液 で は 体腔 液 内 の それ ら の 成分 に 影響 を 与え て 増加 させ 
る 。 し か し こと れ は 8 時 間 値 で は 明 腔 で ある が 24 時 間 値 で 
は 正常 値 に 近く な る の で , 貞 虫 自身 の regulation 能力 が 
働く も の と 思わ れる 。 と れ は 運動 型式 の 変化 と 一 致す る 
成績 で ある 。 こ と の 成績 を 通じ て K と Ca, Ca と Mg の 

に 作用 が 認め られ た 。 と れ の 運動 型式 の 
変化 と 一 致す る 成績 で ある 。 
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Mg 及び Ca それ ぞ れ の 高 濃度 で は 既に 述べ た よ ょ うに _ 


' 環 虫 の 運動 は 大 き な 影 響 を 受け る 。 で は 両者 の 混合 液 で 
は どう か 。 生化 学 的 に は 上 記 の ょ うに Mg と Ca と の 
作用 が み ら れ た が , その 結果 は の 運動 に 対 
し て どう 影響 し て いる で あろ うか 。 
と の 問題 を 調べ る た め に MgCl, 5000r/cc 十 CaCk 58 
20r/cc 寺 NaCl 3500r/cc の 飼養 液 を 作り , 既 述 の 条件 で 
$ 合計 10 隻 の 豚 遇 虫 で 短期 間 の 変化 を 追求 し て みた 。 


第 4 表 Mg と Ca 抗 液 に け る の 
運動 の 変化 


正規 前 進 運 後方 伝 = コイ の ト 
成 7/cc 動 消 失 時 間 運動 型 ヌス 


MgCl; 5000 
異常 
‘CaCl, 5820 10 81 30 分 8 
NacCl 3500 


その 結果 は 第 4 表 の ょ うに な つた 。 と れ を 見 る と 正規 
前 進 運動 消失 が 遅延 し , コイ ル 型 体型 を 示す も の も 著 し 
く 減 少し , 筋 Tonus も 変化 な く , 大 部 分 が 後方 伝播 波 
動 を 示し た 。 又 24 時 間 に お いて 正規 前 進 運 動 は 一 例 し か 
. 安 られ な か つた が 運動 は 一 般 に 活 洪 で あつ た 。 

各 無機 成分 の 映 虫 に 対す る 作用 機 序 

上 記 の 成績 を みる と わか る ょ うに , と これ ら の 飼養 液 中 
無機 成分 は 体腔 液 内 の それ ら の 含有 量 に 影響 を 及ぼ ばす 。 
そこ と で と れ ら の 影響 の 作用 機 序 は 環 虫 の 神経 系 で ある か 
筋肉 組織 で ある か が 問題 と な る 。 

と の 目的 の に め に 頭 端 を 結 夫 し 切断 し て 頭 部 神経 中 枢 
節 を 除去 し た を , MgCl:, KC1, CaCl, の 各 高 濃度 
液 中 に 投入 し て 遇 虫 の 運動 を 観察 し た 。 諸 条件 は 既に 行 
つた 実験 と 全く 同一 に し た 。 


第 5 表 頭 端 切除 た ょ る 成績 


正規 その 部 分 的 

数 運動 前 進 他 の 運動 

運動 運動 は 静 上 正 

MgCl: 5000rlcc 不 存在 な し さま 


その 成績 は 第 5 表 に 示し た ょ うに な つた 。 和 怒 ち 6 時 間 
の 観察 で 正規 前 進 運 動 存 続 し て いて その 他 の 異常 運動 を 
みな か つた 。 こ と の 成績 は 無機 成分 の 量 的 変化 と 過敏 な 部 
位 は 頭 部 神経 中 枢 節 だ な で ある と と を 示す も の で ある 。 
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従 つ て と これ ら 無 機 成 分 の 作用 機 庁 は 頭 部 中 枢 神経 系 節 を 
介し て 行わ れる と 推定 する 。 
結 論 

映 虫 飼養 液 組成 に 関す る 研究 の 一 部 と し て 私 達 は 重要 
無機 成分 , 恐らく は 完全 に イオ ン に 解離 し て いる で あろ 
うと 思わ れる Na, K, Ca, Mg, -SO,, -HPO, に つい 
て 飼養 液 中 の 濃度 差 が 貞 虫 の 運動 型式 その 他 に 及ば な す 影 
挿 を し ら べ た 。 更 に 体腔 液 中 の Na, K, Mg, Ca, 量 を 
定量 し て , これ ら 無 機 成分 の 影響 の 本 態 を し ら べ た 。 

(1 目的 と する 無機 成分 の 影響 を みる た め に 次 の 化合 
物 を 選ん だ 。 MgClz, CaCl:, KC1, Na:SO,, Naz HPO, で 
と れ ら は 解離 し た 場合 に Na 及び Cl の 影響 は 考え な く 
て よい か ら で あ る 。 な お 湖 透 圧 の 影響 を 除く た め NaCl 
を 相当 量 加 えて 等 疹 透 圧 に 補正 し た 。 

(2② 高 濃度 に 於 ける 作用 は Mg が 一 番 閉 し い (MgCl: 
5000 r/cc)。 正規 前 進 運 動 10 分 以内 に 消失 し , 神経 系 興 
鈴 を 思わ せる 各種 運動 が 出現 し , 殊 に コイ ルル 型 体 型 の 出 
現 と 筋 Tonus の 増加 が 注目 すべ き 結 果 で ある 。 

Mg と 同 Mol 濃度 の KK 高 濃度 液 CKCI 3900 r/cc〕 
及び Ca 高 濃度 液 (CaClz 5820 r/cc) で も 正規 前 進 運 
動 は 1 時 間 前 後 で 消失 し た 。K 液 中 で は 生 興 故 作 用 が み 
られ た が Ca 液 中 で は それ が み ら れ な か つた 。 

Mg と 同 Mol 濃度 の SO, 高 度 液 7450 
r/cc) 及び HPO, 高 液 (NazHPO, 18800r/cc) で 
は 正規 前 進 運動 は 全く 影響 を 受け な か つた 。 

(3) 各 種 無機 成分 の に 影響 を 及ば ばす 限界 を レ 
ら べ る と Mg, K, Ca の 三 者 共 全 く 無 害 な 濃度 は 10r/cc 
以下 で あつ た 。SO,, HPO, に つい て は 飼養 液 組成 の 範 

で は 無害 で ある か ら 濃 度 を 考慮 する 必要 が な い 。 

(4 体腔 液 中 の Na, K, Mg, Ca の 含有 量 を 定量 す 
る と , KCI 高 測 庶 液 中 で は 増加 , Mg CL 高 濃度 液 で 
は Mg 増加 , CaCl, 高 漠 度 液 で は Ca 増加 が み ら れ 
た 。 し か し 増加 量 は 軽度 で あつ て 映 虫 自身 の 補正 作用 が 
み ら れ 投入 後 3 時 間 値 ょ り も 24 了 時間 値 が 正常 値 に 近い 。 

(5 う 2Mg と Ca の 間 に は 括 抗 作 用 が み ら れ , 上 記 Mg 
及び Ca の 高 濃度 を 併せ た 飼養 液 を 作 つ て みる と 体 腹 液 
中 の Mg 量 及 び Ca 量 は 正常 値 に 止 つ て いる 。 貞 虫 の 
運動 も と の 液 中 で は 単独 液 中 に 比 し て 正規 前 進 運 動 消失 
時 間 が 遅れ , Mg 特有 の 反応 が 現われ に くく な つた 。 
Na と K の 后 抗 作用 は 飼養 液 の 組成 上 単純 に 把握 出来 な 
か っ つた が , MgCL 及び CaCl, 座 中 で は 体腔 液 中 の Na/K_ 
比 は 変化 な く , KCI 液 中 で だ け Na/K 比 が 低下 し た の 
で 両者 は 拓 抗 関係 に ある と 思わ れる 。 
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(6) 頭 端 切除 の MgClz, KC1, CaClz 各 高 液 
中 の 運動 は 全く 正常 に 近く , 正規 前 進 運動 も 消失 せ ず 異 
常 運動 も 起 ら な い 。 こ の 成績 か ら み る と 頭 部 中 枢 神経 節 
の み が 無機 成分 の 濃度 差 に 対し て 敏感 で ある と 判断 す 
る 。 
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Summary 


"The observation has been made on the effect 
to the movement of the worm by inorganic sub- 
stances of respective concentration in culturing 
medium. At the same time the values of Na, 
K and Mg in body fluid have been calculated. 
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(1) The following chemical compounds were: 
selected as reagent : MgCl:, CaCl:, KCl, NazSO, 
and Na,HPO,. And NaCl was added to keep the: 
equal osmotic pressure. 

(2) The influence to the worm under a rela- 
tively high concentrated solution was remarkable. 
in Mg solution. In this case, the normal loco- 
motion disappeared within 10 minutes, and the 
particular movements by the exitement of ner- 
vous organ, especially coil shaped movement, 
appeared and the increase of tonus of muscle 
was observed. In solution of K(KCI 3900r/cc) 
and Ca(CaCl, 56207/cc) concentrated the same 
as Mg, the normal locomotion was no longer’ 
observed in one hour. During this observation 
the exitement of the worms was recognized in 
Kalium solution but not in Calcium solution. In 
solution of SO,(Na:SO, 7450r/cc) and -HPO, 
(Na:HPO,18800 r/cc) which was concentrated the 
same as Mg(MgCl, 5000 r/cc) showed no effect on 
the locomotion of the worms. 

(3) In concentration less than 10r/cc no ef-- 
fect on the worm was observed in these inorganic 
solution. 

(4) The values of Na, K, Mg and Ca in body 
fluid was measured and we recognized the in- 
creasing of Kin KCl, Mg in MgCl, and Ca in 
CaCl, high concentrated solution. But the in- 
creasing value was not so large, and the 3 hours: 
value was high, otherwise, 24 hours in normal. 

(5) The competition was observed between 
Mg and Ca. In the solution mixed Mg and Ca. 
the value of Mg and Ca in body fluid were 
observed in normal range, and abnornial loconio- 
tion as in the solution of Mg did not to be 
observed. 

(6) When the central nervous organ of the 
worm was cut away the influence to the high 
concentrated solution of MgCl;, KCl, CaCl; upon 
the locomotion did not happen to be observed. 
It is subsequently concluded that the part of the. 
body most sensible to the inorganic comiponents. 
of the medium may be identified as the centrak 
nervous organ placed in head. 
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は し が き 
著者 の 一 人 石崎 は 遇 虫 の 体外 飼育 の 研究 に 於 て 飼養 液 
内 無機 成分 の 影響 が 無視 出来 な いとこ と を 認め た の で , 天 
虫 の 運動 を 中 心 に みた 飼養 液 内 無機 成分 の 影響 を 発表 し 
た (石崎 他 1957)。 "と の 場合 に 飼養 液 内 無機 イオ ン が 遇 
虫 体腔 液 内 無機 イオ ン と 如何 な る 関係 に ある か 知る 必要 
が ある 。 そ こと で 本 論文 に お いて は 体腔 液 内 無機 成分 の 内 
Na, K, Mg, Ca の 4 種 (1 イオン化 し て い を か 否 か は こと 
の 場合 問題 と し な か つた ) の 正常 値 を 中 心 に 0.952% Na 
Cl 液 及び Locke 改変 液 (NaCl 0.95%, KCI 0.042% 
CaCl, 0.024 %, NaHCO; 0.015 2%) 内 に 飼養 し た 場合 
の それ ら の 変動 を 追加 し て 報告 する 。 
体腔 液 採取 方 法 の 吟味 
体腔 液 の 採取 法 は 小泉 (1954) に よれ ば 頭 端 を 上 に 向 


け て 固定 し , 箇 虫 を 垂直 に 下げ て 尾 端 を 小さ く 切 断 し ,. 
自然 に 体腔 液 を 滴下 させ る 方 法 が 用 いら れ て いる 。 
私 達 の 方 法 は これ を 基準 と し , 果して と の 方 法 で よい ・ 
か , 又 採 取 能 率 を よく する に は どう すれ ば よい か と いう 
点 を 吟味 し た 。 即ち 基 準 方 法 と し て , 木綿 糸 で 頭 端 を む を - 
す び 垂直 に 下げ , 出来 る だ け 組 織 を 損傷 し な いよ ょ うに 尾 . 
端 の 肛門 下部 で 切断 し , 体腔 液 を 自然 に 出さ せ た ( り 。 
と これ に 対し 流出 能率 を 増す た め に 頭 端 に "リリ : 皮下 注射 針 
を 刺 入 し た 場合 (a も 行 つ た 。 双 この 基準 法 で は 組織 液 - 
が 混入 する か も し れ な い の で , 尾 端 切断 で な く . て 尾 端 に - 
リ , 皮下 注射 針 を 刺 入 し それ を 通じ て 体腔 液 を 流出 させ 
る 方 法 も 試み (d), これ に 対し 能率 を よく する よう に 頭 
端 に る 注射 針 を 刺 入 し た も の も ある (ce)。 と の 場合 は 理 . 
論 的 に は 体腔 液 が 純粋 に 採取 出来 る と 思わ れる 。 


第 1 体腔 液 採取 の 吟味 


使用 


一 隻 当 り 採 取 能 率 


体 内 無機 成分 


採 取 方 法 


虫 数 0.5cc 流 出 時 間 1 時間 採 取 量 Ca mg/dl Mg mg/dk 
原液 
尾 端 切断 . 
(肛門 下部 ) 原液 15.5! 9.0 
、 92.2 10.1 分 0.13cc 


上 15.2 8.5 


尾 端 に 皮下 射 針 を 刺す 


非常 に 能率 が 悪い 


頭 端 に 皮下 注 
注射 針 を 刺す 


5 


. 採取 不能 


許 : 体腔 液 成分 分 析 に は 各 5 令 づつ の 体腔 液 を 集め て 使用 し た 。 


*Haruhiko Kutsumi, *Tatsushi Ishizaki & **Hisako 
Kubota: On inorganic substance in body fluid of 
Ascaris suilla. *Department of Parasitology, Natio- 
nal Institute of Health Tokyo, **Department 
of Biochemistry, Tokyo Women'’s Medicai Col- 
lege, Tokyo) 


上 記 4 組 の 採取 方 法 に 使用 し た 短 虫 は 層 場 で 豚 の 腸 か ・. 
ら 直 接 採 集 し 0.95% NaCl 液 に 入れ 87?C に 保温 し た 魔 - 
法 入れ て 持ち か えつ た 元気 な ゅ の (体重 4~・ 
5 &) で ある 。 各 組 の 使用 隻 康 は 各 5 隻 づ つ で ある 。 

実験 成績 を 一 覧 表 で 示す と 第 1 表 の よう 記 な つた 。 


| 1077 
| 
| | 
( 
(d) | | . 


理想 的 に 純粋 に 体腔 液 を 採取 し ょ うと し た (<) 及び 
て ( す ④ 組 は 非常 に 採取 能率 が わる く 実 際 問 題 と し て 採取 不 
可能 で あつ た 。 

そこ と で 基準 方 法 (D) と 私 達 の 考え た 改良 法 (の 比較 
だ け を 行 つ た 結果 に な つた 。 (3d, (も b) 2 群 の 採取 能率 
を 比較 する た め に 和 遇 虫 1 隻 か ら 体 腔 液 0.5cc が 流出 する 
に 要 し た 時 間 を みる と , (9 で は 平均 10.8 分 。 (CD) で は 
平均 82 分 で あつ た 。 こ の 差 は 一 元 配置 法 で 検定 し て みる 
と ( ,1949) 5 の 危険 で 有意 で ある 。 即 頭 
端 皮下 注射 針 刺 入 群 で は 基準 法 の リ 。 の 時 間 内 に 0.5cc 
の 体腔 液 が 流出 し 能率 が よい 。 

次 に 1 時 間 放置 し た 場合 の 体腔 液 採取 量 を みる と , と 
れ は (a) (bP 両 群 と を も 同一 量 で あつ た 。 1 時 間 以 内 に は 
流出 し 易い 体腔 液 は 出 尽 す も の と 思わ れる 。 

採取 し た 体腔 液 は 紅 褐 色 の 透明 な 液 で ある が よく みる 
と 軽度 に 混濁 が あり 有形 成分 を 含ん で いる 。 

体腔 液 中 の 無機 成分 の 正 整 含有 量 

(1) 採 取 方 法 に よ ょ る 無機 成分 合 有 量 の 差 

採取 方 法 に ょ つて は 体腔 液 と 混 じ て , 内 臓 組織 , 虫 
卵 , 精液 , 腸 内 容 等 が 出 て 来る 危険 が ある 。 そ こと で 上 記 
の ょ うに 肛門 を さげ て 尾 端 を 切断 する の で ある が それ で 
も 組織 損傷 の 危険 が ある 。 そ を こと で 第 1 表 に 示し た よう に 
含有 無機 成分 量 を 比較 し て みた 。 

Ca と Mg に つい て し ら べ た が が 採取 原液 と 2000 回 5 分 
遠心 沈 肖 上 清 と の 間 に 含有 量 の 著しい 差 は みとめ られ な 
か つた 。 に 針 を し た 影響 も みとめ られ な 
か つた 。 

そ と で 私 達 は 以下 各種 の 実験 に 使用 し た 環 虫 体腔 液 は 
私 達 の 改良 法 , 即ち 頭 端 に リ : 皮下 注射 針 を 刺 入 し , 尾 
端 を 肛門 下部 で 切断 し て 自然 に 滴下 する 体腔 液 を 試験 管 
に 採取 する 方 法 に よっ つて 集め た も の で ある 。 

(2 正常 体腔 液 中 の 無機 成分 合 有 量 

は 比較 的 大 形 の 豚 を 使用 し た 。 8 ~ 5 
(体重 合計 12~18g) を 1 群 と し 体腔 液 約 5 cc を 採取 し 
た 。 と の 5cc を それ ぞ れ 分 析 用 に 使用 し て Na, K , Mg, 
‘Ca の 定量 を 行 つ た 。 

A. Natrium 及び Karium 含有 量 

日 立 類 光 分 光 光 度 計 FF 型 を 使用 し , 田坂 ( 定 孝 ) 処方 
(斎藤 1952) なほ ょ り 人 血 穫 を 基準 液 と し て , Na は 波長 
589mg, Slit 幅 0.361 mm, K は 波長 766 mz, Silt 
0.561m で 測定 し た 。 被 検体 液 1 cc に 対し て 水 を 加え て 
50 倍 液 を 作 つ て , その 稀 釈 液 10cc を 定量 し た 。 

その 成績 を 整理 する と 第 2 表 に 示し た 如く で ある 。 検 
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第 2 表 体腔 液 の 成分 正常 値 (m.Mol) 


9 (m.Mol) $¢(m.Mol) (m. Mol) 
検査 平均 検査 測定 
数 S.D 数 Rogers Hobson 


Na 10 19394+6.2 1 140- 119 129 


Na/K 14.4 
CalMg 0.9 


Na, K は 光 光 計 ; Ca は . phosphate 法 で 
光電 比 色 計 ; Mg は Titan yellow 法 で 光電 比 
色 計 で 定量 , 1 回 検査 に 使用 し た 体 有 訪 は ? 3- 
5 隻 , る は 12 隻 分 を 集め た 。 


体 10 群 の 平均 値 は 139m. K 10.2m.Mol 
で 標準 偏差 も 比較 的 小さ く 安 定 し た 値 を 示し た 。 こ と これ は 
の 成績 で ある の で の 20 隻 より 体腔 液 約 cc を 採 
取 し 分 析 し た 結果 を みる と , Na= 140m. Mol, K= 
8.8m.Mol で いづ れ も 体腔 液 中 の 含有 量 の 標準 
偏差 内 と あり , 性 別に ょ る 含有 量 の 差 は 認め られ な か つ 

を と で こと の 平均 値 を Na 及び KK の 正常 値 と 考え , 文献 
と 比較 し て みた 。 第 2 表 の 右 欄 を みる と わか る ょ うに, 
Rogers (1945) の 実験 で は Na ニニ = 119m. Mol, K 三 28.5 
m. Mol, Hobson 等 (1949) の 実験 で は Na== 129m. 
Mol, K=24.6 m. Mol で ある 。 Na に つい て は 私 達 の 
成績 と 近似 し て いる が , は 約 2 倍 の 含有 量 で ある 。 組 
織 内 に は が 多く , 体液 中 に は Na が 多い の が 動物 の 
体内 無機 成分 の 通 有 性 か ら 考 える と , 私 達 と Rogers, 
Hobson 等 の 成績 の いづ れ が 真 で ある か 判定 で き な い 
が , 束 に 角 私 達 の 成績 は 上 記 の 如く で あつ た 。 

B. Calcium 及び Magnesium 含有 量 

Calcium は phosphate 法 (斎藤 , 1952) で 発色 させ 
Collman の 光電 上 比 色 計 に ょ り 波 長 660mxz で 定量 し た 。 
使用 体腔 液 量 は 2 cc で ある 。Magnesium は 発色 させ 同 
じ く Collman の 光電 比 色 計 で 波長 540mz で 定量 し た 。 
使用 体腔 液 は 3 cc で ある 。 

前 項 と 全く 同様 の 群 別 で 定量 し た 成績 は 第 2 表 に 示し レ 
た 。 Ca は 平均 値 8.38m. Mol, Mg は 平均 値 3.8m. Mol 
で 比較 的 安定 し た 値 で ある とこ と は 標準 偏差 の 小さ いと と 
で 分 る 。 こ の 値 は ? の 遇 虫 の 値 な の で 前 項 同 様 に る の 成 
績 を 見 る と 略 % の 値 の 標準 偏差 範囲 と 当る の で る の 差 
は な いも の と 考え られ る 。 


) 


i 
そ 
| 
mg 
値 
] 
| 
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と れ を 文献 の 値 と 比較 する と Ca は Hobson 等 (1949) 
の 報告 で は 5.9 m. Mol で 約 倍 の 値 で あつ た が , Mg は 
Rogers (1945) 及び Hobson 等 (1949) の 報告 で は 4.9 
m. Mol で 略 等 し い 成績 で て あつ た 。 

C. Na/K 比 及 び Ca/Mg 比 C と つい て 

無機 成分 の 内 Na と KK, Ca と Mg は 持 抗 的 な 作用 
が 考え られ て いる 。 一般 に 生物 の 体液 内 で は その 比率 は 
生理 的 に は 一 定 し て いる 。 そ を と で 映 虫 体腔 液 に お ける 比 


, 率 を 求め て る と Na/K は 14.4。 Ca/Mg は 0.9 で あぁ つ 


た 。 
体外 飼養 経過 と 体腔 液 無機 成分 の 消長 

石崎 , 板東 (19583) が 既に 発表 し て いる ょ うに Glu- 
cose を 含ま な い Locke 改変 液 に Dihydrostreptomycin 
100 r/cec, Penicillin 10u/cc, Dehydroacetic acid 50r/cc 
の 割 に 添加 し た も の を 飼養 液 と し , 1 隻 当り の 液 量 100 
て c と し , 48 時 間 ご と に 液 を 更新 し て いく と , 豚 遇 虫 は 平 
均 22.4 日 生存 する こと を 発表 し た 。 と の 場合 に 採集 当日 
ょ り 3 日間 は 正規 前 進 運動 の 周期 が 殆ど 変化 し な いで , 
自然 の 生活 力 を 比較 的 保存 し て いる と 考え られ る 。 

そ と で こと の 方 法 に よ つ て 豚 処 虫 を 飼養 し , その 場合 の 
飼養 液 中 の Na, K, Ca, Mg と の 関連 に 於 て , 体腔 
族 中 の Na, K, Ca, Mg の 消長 を し ら べ た 。 

飼養 液 と し て は 前 記 Glucose を 合 ま な い Locke 改 
変 液 (成分 既出 〕 と 0.95%NaCl 液 の 2 通り を 使用 し 
た 。 上 記 生 活 民 境 純化 の 目的 で 矢 張 り 両 者 共 Dihydros- 
treptomycin, Penicillin, 及び Dehydroacetic acid を 
上 記 の 量 に 添加 し た 。 

観察 時 間 は 24 時 間 , 48 時 間 , 72 時 間 , 96 時 間 で ある 。 
そし て 得 た 分 析 値 と 正常 値 と を 比較 し た 。 

その 成績 を 図 に 表す と Locke 改変 液 中 の 変化 は 第 1 
図 , 0.952%NaCl 液 中 の 変化 は 第 2 図 の よう に な る 。 

両 図 を 比較 し て みる と Locke 改変 液 中 に 於 て は Na/K 
比 。 Ca mg/dl, Mg mg/dl いづ れる 正常 値 に 近い 値 で 
動揺 し て お り , と の 点 か ら 考 えて 体腔 液 中 の 無機 成分 
Na, K, Ca, Mg は 生理 的 な 段階 と 保 た れ て いる と 判 
条 来る 。 

し か し 0.952%2 NaCl 液 に お いて は Ca mg/dl, Mg 
mg/dl は 正常 値 に 近い 動揺 で あつ た が , Na/K 比 は 比較 
的 大 きい 動揺 を 示し た 。 即 ち 24 時 間 乃 至 48 時 間 値 は 高い 

を 示し 以後 正常 値 に 戻っ つた 。 飼 養 液 中 の Na/K 比 が 大 
きく 影響 し て いる も の と 思わ れる 。 石崎 , 久 津 見 (1954) 
の 報告 の ょ うに 浴 透 圧 形 成 に 重要 な 役割 を 果す Na は 比 
載 的 自由 に 体腔 液 と 飼養 硫 中 の 濃度 差 を 反映 し て 増減 す 
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1 図 Locke 改変 液 中 飼育 に よる 体 無機 成分 
の 座 化 (2 回 平均 値 , 但し 正 淀 値 は 10 回 平均 値 ) 


※ 


s 


0(E 2 3 4 5 


第 2 図 0.95 履 Nacl 液 中 飼育 た ょ る 体腔 液 無機 成 
分 の 座 化 (2 回 平均 値 , 但し 正常 値 は 10 回 平均 値 ) 


4 

2 


0 ) 1 2 3 4 


る と 考え られ る か ら , KK の 殆ど 含ま れ て いな い 0.95 
NaCl 液 中 で は Na/K 平衡 が 破れ る も の と 思わ れる 。 
し か し 遇 虫 の 自ら の 打 抗 作用 で 元 に 戻 つ た と 判断 出来 る 
と 考え る 。 

以上 の 成績 を 通 覧 する と 生存 期間 で は 差 を 認め 難い 
0.952%2 NaCl と Locke 改変 液 の 間 に 実 は 自身 の 
応力 が 働い て いる とこ と が わか る 。 従 つて 適応 力 を 活動 し 
な いで よい Locke 改変 液 が ょ より 理想 的 な 飼養 液 で ある 
と と を 証明 し た こと に な つた 。 : 


の 体外 飼養 実験 を 遂行 する に 当り , 飼養 の 主 
要 無機 成分 は 体腔 液 中 の 主要 無機 成分 合 有 量 と 関連 し て 
考慮 し な けれ ば な ら な い 。 

そ と で 体腔 液 無機 成分 Na, KK, Ca, Mg に つい て 正 
常 値 を し ら べ , 飼養 太 中 で の 変化 を 追求 し た 。 

(1 体腔 液 の 採取 方 法 は 頭 端 を 上 と し て 虫 体 を 下 各 
し 。 頭 端 に "皮下 注射 針 を 刺し 入れ , 尾 端 の 肛門 の 下 
部 を 切断 する と 体腔 液 は 比較 的 純粋 な 状態 で 迅速 に 採取 


N 
Ca mHel 
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出来 る 。10 分 内 外 で 大 部 分 の 体腔 液 が 採取 出来 る 。 

(② 分 析 法 で 光度 計 を 用 いて 測定 し た 正常 値 
は , Na ニニ 139 土 6.2m. Mol, K 三 10.2 土 2.2m. Mol, 
で あつ た 。Phosphate 法 で 発色 させ Collman 光電 比 色 
計 で 測定 し た Ca の 正常 値 さ 3.3 士 0.5 m. Mol で あ 


つた 。Titan yellow 法 で 同様 に 比 色 し た Mg の 正常 値 


は 3.8 土 0.5 m.Mol で ある 。Na/K 比 は 14.4, Ca/Mg 
比 は 0.9 で あぁ つた 。 

(8) Glucose を 除い た Locke 改変 液 中 に 飼養 し た 
場合 96 時 間 の 観察 で 体腔 液 内 Na, K, Ca, Mg の 含有 
量 は 正常 値 の 範囲 内 に あつ た , し か し 0.952% NaCl 液 
中 で の 同様 の 観察 で は Ca, Mg の 合 有 量 は 正常 値 の 範 
囲 内 に あつ た が , Na/K 比 は 24 時 間 了 乃至 48 時 間 値 で は 増 
加 し , 以後 正常 値 に 戻 つ た 。 Na が 増加 し KK が 減少 し た 
わけ で ある 。 は 0.952%NaCl 中 と 殆ど 含有 され 
な いた めで ある 。 こ と この 点 か ら 考 えて 飼養 液 中 に は 少く も 
Na, K に 関し て 体腔 液 に 準じ た 無機 成分 が 含ま れる の 
が よい と 考え られ る 。 

稿 を 終る に の ぞ み 御 指 導 を 賜 つ た 予 研 寄 生 虫 部 長 小 
宮 義 孝博 士 , 東京 女子 医大 生化 学 松村 義寛 教授 , 東大 物 
療 内 科 佐 々 木 智 也 博 士 に 感謝 ト で た し ます 。 
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Summary 


During fulfiling the survival test of Ascaris: 
suilla, inorganic components in mediuna should be 
considered in relation with those contained in 
body fluid. We have made an investigation on 
the normal values of Na, K, Ca and Mg con- 
tained in the body fluid of Ascaris suilla kept 1n 
artificial media, and measured the changes of 
their values during cultivation. 

(1) The method of collection of fluid is as 
follows: The worm is hanged with the head 
up, an injection-needle (1/1) is injected into the 
head, and end point of the tail is cut off, thus 
body fluid can be collected in the comparatively 
pure condition. And almost all the body fluid, 
can be collected in ten minutes or so0. 

(2) Thenormal value of Na and K measured 
with the flame photometers are 139.0 圭 6.2 m.Mol 
and 10.2+2.2 m.Mol respectively. While that of 
Ca measured by the Collman electrophotometer’ 
in the Phosphate method is 3.3 上 +0.5 m.Mol and 
that of Mg in the Titan yellow method is: 
3.8 0.5 m.Mol. The ratio of and Ca/Mg; 
are 14.4 and 0.9 respectively. 

(3) In case of the cultivation of the worms: 
in the modified Locke solution excluding glucose, 
the values of Na, K, Ca, and Mg are within the: 
normal range after 96 hour observation. The: 
same results is observed at the cultivation in 
0.95 % NaCl solution for Ca and Mg. However, 
in the latter case the ratio of Na/K increases 
in 24 hours to 48 hours, and returns to normal 
figure thereafter. Such increase of Natrium and 
decrease of Kalium are due to that Kalium is 
scarecely contained in 0.95% NaCl solution. 
According to the above point of view, it is con- 
sidered necessary that inorganic components are: 
contained in the same ratio as body fluid as to: 
Na and K at least. 
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カイ ニン 酸 並 に 其 の 関連 化合 物 の 人 体内 血 虫 の 


生態 に 及ば す 影 響 並 に 駆虫 の 実態 に 就 い て _ 


順 


広島 市 広島 物 療 専 門 学校 臨床 医学 放射 線 学 研究 所 
(昭和 31 年 8 月 25 日 受領 ) 


言 

村上 , 竹本 両 博 士 (大 阪 大 学 薬学 部 ) と ょ る 海 人 草 有 
: 効 成分 カイ = ン 酸 の 抽出 は 原 に 世界 的 研究 と し て 注目 さ 
. れ , 駆虫 薬 の 研究 に 偉大 な る 貢献 を な し た が , サン ト = 
ン の 合成 と 共に この 二 大 世界 的 研究 が 環 虫 王国 日 本 に 於 
て 完成 され た 事 は 極め て 意義 深い も の が ある と 思う 。 

古来 海 人 草 が に 対し て 駆虫 効果 を 発揮 し 人 口 に 
人 灸 され て 来 た こ と は 今更 秦 言 を 要 し な い と と ころ で ある 
が , 併 し 征 ら 海 人 草 は その 生産 地 , 採取 の 時 期 と よっ つて 
著 し き 力 価 の 変動 が 指摘 され , その 効力 判定 に は 多く の 
研究 者 が 多年 努力 し 来 つ っ た わけ で ある 。 

今や カイ = ン 酸 の 発見 に ょ つて と の 難点 は た ち ま ち 解 
消さ れ , カイ = ン 酸 を 適用 し て 多 の 利点 を 得る の みな 
ら ず , 海 人 草 製 剤 の 選定 に 当 つ て も 大 な る 貢献 を な し た 
の で ある 。 

1958 年 余 は ジ ゲ = ン 酸 と し て 発表 えれ た カイ = ン 酸 の 
発見 を 知る や ,。 直ちに 共同 研究 者 岩崎 と 共に 竹本 博士 を 
訪ね , 貴重 な る 二 瓦 の マジ マゲ = ン 酸 の 御 恵 与 を 受け , 早速 
余 の レ 線 に ょ る 動態 観察 と ょ より て 之 が 投与 後 の 虫 体 に 及 
な す 影 響 を 観察 し た 。 即ち カイ = ン 酸 結 品 は 胃 に 余 が 報 
告 し た 海 人 草 製 剤 即ち 海 人 草 前 剤 , マク = ン 等 と その 動 
態 観 察 が 結果 に 於 て 全く 一 致 の 成績 を 示し , カイ = ン 酸 
が 海 人 草 の 有 効 成分 た る 事実 を 究め て 再三 学会 並 に 著書 
に 於 て 報告 し た 。 ; 

然し 余 は 更 詳細 に 体 の 動態 観察 を 試み る と 海 
人 草 前 剤 の 適用 時 と カイ = ン 酸 適用 時 と の 間 に 駆 虫 の 実 
. 態 に 於 て 多少 の 相違 を 発見 し , その 本 態 は 海 人 草 煎 剤 中 
た 含有 する 種々 の 贅 雑 物 或 い は 不純 物 が 却 つ て 有効 に 働 
らき , その 一 つ に は 緩 下 剤 と し て 作用 する も の の 存在 す 


Jun Makidono: The effect of kainic acid and its 
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る 事実 を つき と め た の で ある 。 

余 は 六 に 於 て 可 及 的 天然 物 に 近 き 製品 を 得 て 之 を 検 対 
すべ く , 藤沢 薬品 工業 株 式 会 社 製 マク = ン に 検討 を 加え 
ん と し レ し, 所 調 ェ キス 分 と 称す る 本 態 の 究明 に 向 つ た の で 
ある 。 

その 結果 は 明らか に カイ = ン 酸 に 優る 効果 を 確認 し , 
サン ト = ン と の 佐用 に 当っ つっ て は 今日 マク = ン が 海 人 草 製 
剤 と し て 景 も 有効 で ある 事 を 識 つ た が , その 成分 中 に は 
daー ア ロカ イニ = ン 酸 を 含有 する と 開い た 。 時 偶々 1955 年 
第 十 一 回 是 本 寄生 虫 病 学会 西日本 支部 大 会 に 於 て 竹本 博 
士 の カイ = ン 酸 並 に その 関連 化合 物 の 駆虫 作用 に 関す る 
研究 を 聴き , 早速 同 博士 の 好意 に よっ つて 5 種 の 関連 化合 
物 の 御 恵 与 を 得 た の で , 今年 銅 虫 寄 生 期 を 待機 し , 今日 
余 の 観察 法 に よ つて 眼 の あたり 化合 物 の 体 に 及 
ば す 影 響 を 観察 し た の で ある 。 

本 研究 は 之 等 化合 物 の 駆虫 効果 の 有無 を 決定 する に 止 
ま ら ず , 貝 体 の 動態 観察 と ょ つて その 作用 機 庁 を 推測 す 
る 一 助 と も な さん と し , 関連 化合 物 の 化学 構造 式 と 関連 
し て 有効 成分 の 化学 的 追及 , 更に 之 等 の 合成 に 関し て 買 
献 す る 所 が あれ ば と 祈念 し て レ 線 災害 を 顧み ず 本 研究 を 
敢行 し た だ の で ある 。 

に 余 は 武田 薬品 工業 より 供与 を 得 た る 合成 サン ト = 
ン に つい て 余 の 研究 法 に ょ っ つて 動態 観察 を 試み た が , サ 
ント = ン 合 成 成功 を 想起 する 時 , 之 等 化合 物 の 追及 か ら 
九 に カイ = ニン 酸 も 赤 日 な ら ず 合成 に 成功 する の で は ある 
まい か と 余 は 期待 する が 故に 尚更 興味 を 覚え る 次 第 で あ 
る 4 

文献 並 に 考察 

抑 々 カイ = ン 酸 の 結晶 抽出 成功 が 竹本 博士 と よっ つて 為 
され て ょ り 之 を 適用 し て の 駆虫 に 関す る 研究 も 赤 同 博士 
を 中 心 と し て 此 多 の 貴重 な る 業 忠 が 完成 され た 。 更 に 引 
続き 同 博士 と ょ つて その 関連 化合 物 の 検討 が 加え られ た 
の で ある 。 
即ち 竹本 士 に 共同 研究 者 は 
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第 1 表 カイ = ン 酸 並 びに 関連 化合 物 の 構造 ( 阪 大 , 薬 , 竹本 博士 に 依る ) 
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CH, 


CH; 
HOOC-H,C 
| CH, 
H H 


CH; CH; 
CH, | | CH,; | | CH; 
H H H 
ジ ヒ ド ョ ョ カイ ニン カ イニ ン 酸 mp 244° ア カイ ニン 酸 mp 240° 
mp 250° 
CH, oc CH, 
| | CH;, | H | CH; | CH; 
HOOC— 00c— 
| 
| CO-CH; 


カイ = ン 酸 ラク トン mp 274° 


n- ア セチル -g- カ イニ = ン 酸 mp. 161° 


CH;, 


N- ア セチル - 有 A- カ イニ ン 酸 mp202° 


(1) ア ロカ イ = ン 酸 に 依る 駆除 成績 

ドロ カイ = ン 酸 , ジヒドロ アロ カイ 
= ン 酸 に 依る 駆除 成績 

(8) カ イ = ン 酸 パー アロ カイ = ン 酸 に 
虫 駆除 成績 

(4) a@ー イ ソン カイ = ン 酸 , カイ = ン 酸 ラク トン に 依 


る 駆除 成 

(5) nー セチル どー カイ = ニン 酸 , nー ア セチル 
ー ター カイ = ン 酸 に 駆除 成績 

の 5 項目 に 分 ち ヵ カイ = ン 酸 並 に その 関連 化合 物 と 駆虫 
作用 と の 関係 を 論ずる 目的 を 以 っ て 駅 虫 実験 を 試み た 。 
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第 1 表 は 竹本 博士 と よる カイ = ン 酸 並 に 関連 化合 物 の 構 


造 式 で ある 。 

観察 の 結果 は , 

(1) @ー ア ロカ イニ = ン 酸 は カイ = ン 酸 に 次 いで 効果 
的 で ある 。 

(2) カイ = ン 酸 及び &@ 一 アロ カイ = ン 酸 の イソ プロ 


ペ ニ = ル 基 を 水素 化し た マジ ヒド ェ ャ 化合 体 は 何れ も 効果 的 で 


は な い 。 


(8) カイ = ン 酸 及び &@ー ア ロカ イ = ン 酸 の C。, 位 の 
カル ボキ シル 基 の 反転 し た パー カイ = ン 酸 及び ペー アビ 


カイ = ン 酸 は 何れ も 効果 的 で な い 。 


な 


z 
112 | 
| 
| CH; 
HOOC— HOOC- 
H 
カイ = = ン 酸 mp251° a- ア ロカ ン 酸 mp 238° ジヒドロ カイ = 酸 mp 278° 
| | 
HOOC-H:C…… 
| 
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(4) カイ = ン 酸 の イソ プロ ペ = ル 基 の 二 重 結合 位 が 
転位 し て イマ プロ ピリ デン 基 と な つた も の 即ち dー イ メン 
カイ = ン 酸 で は 駆虫 効果 は 認め られ な い 。 カ イ = ン 酸 ラ 
クト ン も 同様 に 効果 的 で な い 。 

(5) カイ = ニン 酸 , パー カイ = ニ = ン 酸 の イミ ノ 基 を アセ 
チル 化し た n アセ チル カ イニ = ニン 酸 , nー ア セチル 
ー パ ペー カイ = ン 酸 も 共に 効果 的 で な い 。 

と 結論 報告 し て いる 。 

今 を 等 の 成績 を 検討 する に 次 の 如き 疑 点 を 挙げ る 事 が 
出来 る 。 先 づ 

(a) 駆虫 効果 の 判定 法 が 査 検 法 で ある か ら 
へ 及ぼす 影 響 は 不明 で ある 。 又 不 確 実 を 免れ 得 な い 。 

(Cb) 投与 方 法 に 薬効 の 時 間 的 因子 が 考慮 され て いな 
いか ら 薬 量 の 不足 は な いか 。 

(ce) ・ 食 餌 の 関係 が 駆虫 の 実施 上 に 考慮 され て いな 
い 。 

(d) 下剤 の 適用 が 考慮 され て いな い 。 

之 等 の 点 を 追及 する と 和 綾 上 の 成績 を も つて 直ちに カイ 
= ン 酸 並 に その 関連 化合 物 の 駆虫 効果 を 云 <* す る に は 和 了 
か 早計 の 議 り を 免れ 得 な い の で は な いか と 思う ぅ 。 

於 て は 人 体内 虫 の 動態 観察 に と ょ つ て 眼 の あ た 
り 之 等 化合 物 の 環 虫 の 生態 に 及ぼ ばす 影 響 を 観察 し , 竹本 
博士 並 に 共同 研究 者 の 虫 卵 法 に ょ る 成績 と 比較 考察 し , 
等 化合 物 の 個々 の 薬効 の 如 伺 を 決定 すべ く 本 研究 を 企 
図 し た 次 第 で ある 。. 

観察 方 法 

(1) 投与 せる 薬物 並 に 投与 量 に つい て 

本 研究 に 供し た 薬物 は 大 阪 大 学 薬 学部 竹本 常松 博士 よ 
り 御 恵 与 を 受け た も の で , 各 20mg 1 回 投与 を 原則 と し て 
観察 を 行 つ た が , カイ = ン 酸 並 に ¢ー ア ロカ イ = ン 酸 を 
除き 他 の 薬物 は 20 中 投与 の 予備 観察 に 於 て 何れ も 明らか 
な 姿態 の 変化 を 現 わ さ な か つた の で , その 倍 量 40mg の 成 
績 を も つて 論ずる 事 と し た 。 適 用 し た 化合 物 は 次 の 6 種 
で ある 。 

(1) カイ = ン 酸 ( ジ ゲ = 酸 ) 

(2) qe@ー ア ロカ イ = ン 酸 。 

(8) カイ = ン 

(4) カイ = ン 酸 ラク トン 。 

(5) nー セチル カイ = ン 酸 。 

(6) 8 ター カイ = ン 酸 。 

以上 の 各 化 学 構造 は 文献 の 項 に 引用 掲載 し た も の と 同 
ある 。 

(2) 観察 方 法 

早朝 空腹 時 に 硫酸 バリ ウム 紗 150 瓦 を 投与 し 予め 遇 虫 
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の 生態 観察 を 行い , 次 いで 薬物 適用 後 80 分 , 1 時間, 
了 時間 の 時 間 的 経過 を 追っ て 動態 観察 を 行う 。 

投与 薬物 に と ょ つて 観察 を 次 の 6 観察 に 分 つ 。 
第 1 観察 カイ = ン 酸 適用 後 の 銅 虫 の 動態 に っ いて 
第 2 観察 dq«ー ア ロカ イ = ン 酸 適 用 後 の 血 虫 の 動態 に 
つい て 

第 8 観察 ジヒドロ カイ = ン 酸 適用 後 の 短 虫 の 動態 に 
つい 

第 4 観察 カイ ニ = ン 酸 ラク トン 適用 後 の の 動態 . 
っ いで 

第 5 観察 Nー ア セチル ー カ イ = ン 酸 適用 後 の 筒 虫 の 
動態 に っ つい て 
第 6 観察 ター カイ = ン 適 用 後 の 映 虫 の 動態 に っ いて 
虫 の 姿態 の に い て は が 人 体内 の 生 : 
態 研究 に 於 て 定め た と ころ つつ 室生 姿態 即ち 

(9 一 静止 型 

(b 正常 運動 弄 
を 基本 型 と し て 挙げ , 薬物 適用 後に 起 る 姿態 の 変形 が 正 
常 姿態 を 逸脱 し た も の 即ち 薬効 と よる も の と 判定 され る 
姿態 を 異常 運動 型 と し て 挙げ , 之 に 駆虫 能勢 を と る に 及 


・ ん で 現 わ す 第 二 静 止 型 を 加え た 。 と の 他 に 現われ る 姿態 


に 就 い て は その 都度 詳細 な 観察 を 行っ つて 判定 し 分 類する 
事 と し た 。 
観察 成績 

第 1 観察 カイ = ン 酸 適用 後 の 筒 虫 の 動態 に っ つい て 
型 の 如く 予め を 確認 し た 4 症例 16 虫 体 に っ いて 
察 を 行う 。 カ イニ = ニン 酸 20 骨 を 1 回 投与 し その 成績 は 第 2 
表 の 示す と こと ころ で ある 。 表 に ょ り 明 ら か な 様 に 投与 前 第 
1 静止 型 98.82。 正常 運動 型 6.2% で あつ た も の が , 投 
与 後 80 分 に 於 て 第 一 静止 型 56.8 に 減少 し , 薬効 に と ょ る 
常 運動 型 37.5~ 第 二 静 止 型 6.22 示し , 1 時間 目 
あぁ つて は 第 一 静止 型 は 更に 激減 し 18.7522, 異常 運動 弄 
を と る も の 50 に 増加 し , 第 二 静 止 型 も 赤 81.25 に 示 
加 す る 。 2 時間 目 に 至 つ て は 第 二 静 止 型 は 75% に 現われ 
252% は 第 一 静止 型 を と る が 16 貝 中 14 虫 の 転移 に て 87.52 
の 下降 を 見 る 。 

第 2 観察 aq«ー ア ロカ イ = ン 酸 適用 後 の 処 虫 の 動態 に 

@ー ア ロカ イ = ン 酸 20mg を 予め 生態 を 確認 し た 5 丁 休 
17 虫 体 に 適用 し , その 動態 を 時 間 的 に 観察 し た 。 そ の 上 成 
績 は 第 3 表 に 示す 通り で ある 。 表 に つい て 見 る に 投与 前 
第 一 静止 型 82.8, 正常 運動 型 17.7z で あつ た も の が , 投 
与 後 第 一 静止 型 は 70.6 に 減少 し 逆 に 異常 運動 型 5 虫 体 


が 
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第 2 表 カイ = ン 酸 適用 後 の 動 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 券 ・ 第 2 号 


例 A B D 
総 数 5 4 4 
時 間 
投 第 一 静止 型 5 100 1 100 1 75 4 100 93.8 
静止 型 2 40 2 66.6 3 75 50 56.3 
運 動 3 60 1 — 2 50 87.5 
分 第 二 静 上 ー — 1 25 6.2 
ee 第 一 静止 型 1 20 — 2 50 — 18.75 
時 運 動 型 3 60 3$ 100 — る 50 50.0 
間 第 二 静 止 型 1 20 — 2 50 2 50 31.25 
= 第 一 静止 型  § 20 — 2 50 1 25 25.0 
: — — — 
間 第 止 4 80 3 100 50 $ 75 75.0 
第 3 表 gq- ア ョ =r カイ = ンジ ン 酸 適 用 後 の 動 態 
例 A B | D E 
総 数 2 1 2 
比率 
間 
投 第 一 静止 型 る 100 3 100 2 100 4 80 8 60 82.3 
動 型 — — 20 る 40 
前 第 二 静 止 型 — 
3 第 一 静止 型 ト 100 3 100 2 100 2 40 3 60 70.6 
運 動 型 — 3 60 2 40 29.4 
和 二 静止 型 — — — — 
第 一 静 型 50 3.3 50 2 40 40 41.2 
時 運動 型 — — 1 50 20 2 40 23.5 
間 第 二 静 止 型 1 50 2 66.6 — 2 40 1 20 35.3 
= 第 一 静止 型 — 1 83.3 1 50 2 40 2 40 95.8 
運 動 型 ~— — 1 50 1 20 — 11.8 
間 第 二 静 止 型 2 100 2 66.6 — y 40 1 60 52.9 


29.4% が 現われ る 。1 時 間 後に 於 て は 第 一 静止 型 は 41.2 
6, 異常 運動 型 は 28.52%%, 更に 85.826 の 第 二 静 止 型 を 見 
る 。 2 時間 に 於 て は 第 一 静止 型 は 更に 減少 し て 385.8%, 


異常 運動 型 も 赤 11.822 に 減少 し た の に , 第 二 静 止 型 は 聞 


に 52.9% に 増加 し た 。 


( 14 ) 


今 少し く 詳 細 に 観察 する と 投与 後 80 分 D. E. 症例 の 各 


1 
- 
- 


32 年 6 月 (1957〕 


ーー 例 に 正常 運動 型 を 見 る の み で 他 の 運動 型 は 系 く 異 常 運 
動 型 を 示し , A. B, 症例 に 於 て は 明らか に 1 時間 目 か ら 
第 二 静 止 型 を と つて 下降 する 実態 を 確認 し た 。 

第 8 観察 ジヒドロ カイ = ン 酸 適用 後 の 遇 虫 の 動態 に 

予め 虫 体 の 生態 を 観察 し て 置い た 三 虫 体 に 先 づ 試験 的 
投与 と し て 20m 梓 を 与え て 観察 する に , 投与 前 100% 第 一 
静止 型 を 呈す る も の が 3830 分 後 何等 の 影響 を 受け ず 投 与 後 
1 時 間 に し て 媒 常 運動 型 を 旦 し , 続い て 第 二 静 止 型 を 示 
す も の 1 虫 体 。 一 旦 異 常 運動 型 を 呈す る が 2 時間 に し て 
第 一 静止 型 に 帰る も の 2 虫 体 で あぁ つて , 疫 に 第 二 静 止 型 
を 量 し た 1 虫 体 は 再び 異常 運動 型 を 示す が , 間もなく 第 
一 静止 型 に 復 曲 し た の を 確認 し た 。 

以上 の 予備 試験 に 於 て 得 た 動態 観察 を 勘 考 し , 40mg 投 
与 を 以 て 観察 を 行う こと に 定め て 5 症例 10 虫 体 に っ いて 
得 た 成績 は 第 4 表 に 示す 通り で ある 。 

表 で 明らか な 様 に , 投与 前 第 一 静止 型 902 正 常 運動 弄 
10% で あつ た も の が , 投与 後 30 分 後 で 第 一 静止 型 が 80 
2%, 運動 型 20%2, 1 時間 に 於 て は 第 一 静止 型 80%, 異常 
運動 型 60%, 第 二 静 止 型 10 巡 と な り , 姿態 の 変遷 を か な 
り 著 明 に 見 る 。 次 いで 2 時 間 に 於 て は 第 一 静止 型 40, 
異常 運動 型 402%, 第 二 静 止 型 20 巡 を 示し た 。 

以上 の 姿態 を 10 虫 体 に つい て 詳細 に 追及 する と A 症例 
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の 80 分 後に 於 ける 運動 姿態 は 明らか に 異常 運動 型 を 量 し 
て いる が , C 症 例 の それ は 正常 前 進 型 で あつ て 異常 姿 能 
で は な い 。 湊 る に 1 時 間 後 の 運動 型 は 何れ も 異常 運動 型 
で あつ て 第 一 , 第 二 観 察 の それ に 比 し て その 行動 は 生 々 
緩慢 で ある と 思う 3。 

次 に A.B, 症例 の 第 二 静 止 型 は 共に 第 1 , 第 2 観察 の 
それ と 全く 同様 で あつ で 下降 態勢 を 示す が , 人 体 と し て 
異常 運動 型 は 早く 第 一 静止 型 に 復帰 し , 第 二 静 止 型 は 再 
び 異 常 運動 型 を 経て 第 一 静止 型 に 復帰 し , 従 つ て 回 復 の 
時 間 的 経過 は 短い と 思う 。 こ の 事実 は 第 3 表 を 観察 すれ 
ば 明らか で ある 。 

第 4 観察 カイ = ン 酸 ラク トン 適用 後 の 貞 虫 の 動態 に 
つい て 

型 の 如く 予め 寄生 姿態 を 追及 し て お いた 4 症例 12 虫 体 
に つい て カイ = ン 酸 ラク トン 40mg を 投与 し て 時 間 的 に 追 
及 し 第 5 表 の 示す 如き 成績 を 得 た 。 こ の 成績 と 明らか な 
る 如く , 投与 前 第 一 静止 型 91.72, 運動 型 8.3 で あつ 
た も の が 投与 後 80 分 に 於 て は 全 くそ の 姿態 に 変動 が な 
い 。 投与 後 1 時 間 に 於 て 第 一 静止 型 91.8 必 で ある が , 運 
動 型 は 突然 消失 し て 第 二 静 止 型 8.82% を 見 る 。 2 時 間 目 
に 於 て は 全く その 迷 値 は 投与 前 と 変り が な い 。 

和仁 上 の 数 値 を 勘 考 すれ ば 全く 著 変 な き 姿 で ある が 個々 
の 虫 体 に つい て 見 れ ば 比率 に 見 る 実態 と は 生 々 異な り , 


第 4 表 ジヒドロ ョ カイ = ン 酸 適用 後 の 動態 


例 A B D E 
総 数 1 る 3 用 
比率 
時 間 へ 、 
投 第 一 静止 型 4 100 2 100 る 08.6 2 100 2 100 90.0 
運 動 型 ー — — — 10.0 
や 運 動 型 1 100 — — 20.0 
第 一 静止 型 — 2 100 — 30.0 
時 運 動 型 — 2 100 2 66.6 ~~ 2 109 60.0 
間 静 止 2 100 10.0 
三 第 一 静止 型 “ — 2 66.6 1 50 1 50 40.0 
時 運 動 型 1 100 — 1 50 50 40.0 
間 第 二 静 止 型 rr 2 100 — — — 20.0 
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第 5 表 カイ = ン 酸 ラク トン 適用 後 の 動 態 


寄 生 虫 学 雑誌 ・ ・ 2 号 


Cc 


3 


動 
第 静 上 


第 一 静止 型 


多少 の 変動 を 示す 。 

A 症例 の 1 虫 体 は 1 時 間 後 に 第 二 静 止 型 を 示し て 下降 
し 2 時 間 後 に 於 て は その 位置 に 第 一 静止 型 を と る 。 又 C 
症例 の 1 虫 体 は 2 時間 目 に 正常 運動 型 を 示し て いる 。 

和仁 如く 一 々 の 姿態 を 吟味 すれ ば な 動態 変化 は 
認め る が , 正常 値 の 範囲 内 に て 全体 と し て 薬効 の 影響 と 
解す べき 姿態 は 全く な し と 云え ょ う 。 

第 5 観察 nー ア セチル ー カ イニ = ン 酸 適 用 後 の 遇 虫 の 
動態 に つい て 

予め 生態 観察 を 行 つ た 5 症例 17 虫 体 に anー ア セチル ーー 
カイ = ン 酸 の 40mg を 投与 し て 観察 を 行 つ た 。 

その 成績 は 第 6 表 の 示す 通り で ある 。 

倍 上 の 観察 成績 を 見 る に , 投与 前 に 於 て は 第 一 静止 型 
88.2 常 運動 型 で あつ た の が が 投与 80 分 と あつ 
て は 第 一 静止 型 が 82.2%, 運動 型 17.8 で 大 差 な く , 運 
動 型 3 虫 体 の 姿態 は 何れ も 正常 運動 型 の 範囲 内 に 於 て 動 
く , 然るに 1 時間 目 に あぁ つて は 第 一 静止 型 58.9, 運動 
型 41.122 を 示し , 2 時 間 目 に あつ て は 第 一 静止 型 70.5 


26, 運動 型 17,。72 に て 投与 前 の 姿 に 近づく が 11.8 の 第 
二 静 止 型 を 認め る 。 

之 を 更に 個々 の 症例 に つい て 見 れ ば , A 症例 並 と D 弟 
例 の 各々 1 虫 体 は 投与 後 1 時 間 で 異常 運動 型 を 呈し , 2 
詩 間 に し て 第 二 静 止 型 を と る 。・ 今 運動 型 を と つた 貝 体 の 


姿態 を 各々 に つい て 観察 する と , 以上 の 2 虫 体 を 除い て 
は 30 分 後に 於 ける 3 虫 体 は 正常 運動 型 の 範囲 と る あり, 1 
時 間 後 の 7 虫 体 は A. B.D, の 各 一 過 体 の 異常 運動 型 を 
除け ば 概ね 正常 運動 型 の 姿態 に 於 て 生 々 活発 に 運動 し あ 


る も の と 判定 し た 。 


他 面 本 剤 投与 と 当 つ て は 他 の 化合 物 適用 の 場合 と 異 つっ 
て 腸管 内 容 進行 が 促進 され た 。 即 ち 作 上 の 姿態 の 上 に も 
正常 運動 型 出現 率 の 上 昇 等 腸管 に 及ば す 間 接 的 作用 を 推 
定 せ し め る 因子 の 伏 在 を 便 ば し め る 。 

第 6 観察 ター カイ = ン 酸 適用 後 の 映 虫 の 動態 に つい 

予め 正常 寄生 態 を 追及 し た 5 症例 11 虫 体 に 8 々 ター カイ = 

ン 酸 40mg を 投与 し て その 動態 を 時 間 的 応 追求 し , 第 7 表 
を 得 た 。 

以上 の 成績 を 通 覧 する と 投 己 前 第 一 静止 型 を 示す も の 
11 虫 体 100 で あつ た も の が , 投与 後 80 分 で 第 一 静止 型 
81.12%, 運動 型 18.22 見 , 1 時間 経過 後に て は 運動 
型 が 27.82%, 第 一 静止 型 72.7%% 更 に 2 時 間 目 に 於 て は 第 
一 静止 型 が 81.8%, 第 二 静止 型 18.2 の 出現 を 見 る 。 今 
と の 推移 を 個々 の 虫 体 に つい て 詳細 に 観察 する と , 先 づ 
A 症例 に ちあ つて は 1 時間 で 2 虫 体 共 に 運動 型 を 示し , 2 
時 間 目 に 於 て は ーー っ は 第 一 静止 型 に 帰り 一 つ は 第 二 静 
止 型 に 移行 する 症例 に あつ て は 2 了 時間 目 1 虫 体 


11i6 4 
例 A B D 
総 数 4 3 - 2 
時 間 
投 第 一 型 100 3 100 3 100 : 50 91.7 
運 動 1 50 8.3 
静 正 型 4 100 3 100 3 100 1 50 91.7 
ーー 75 3 100 3 100 2 100 91.7 
I | 4 100 3 100 66.6 2 100 91.7 
時 1 33.3 8.3 
: 
運動 5 
を と る 
- 
。 
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6 表 n- ア セチル カイ = ン 酸 適用 後 の 動 


75 
25 


50 
25 
25 


第 7 表 カイ = ン 酸 適用 後 の 動 能 


第 一 静止 型 
運 動 型 
第 二 静 止 型 


第 一 静止 型 
動 
第 二 静 止 弄 


第 一 静止 型 
運 動 型 
第 二 静 止 型 


一 静止 
動 
第 二 静 止 
運動 型 に , C 症 例 に あつ て は 1 時 間 目 に 1 虫 体 が 運動 型 。 A 症例 の 僅か 1 例 で ある が , 等 の 運動 型 は 何れ も 暴 常 
を と る が , 2 時間 目 に は 第 一 静止 型 を と る 。 巴 症例 の 1 運動 型 で も つて , 第 二 静 止 型 に 移行 せ ず 第 一 静止 型 に 帰 
虫 体 は 30 分 後に 運動 型 を 示し 。 以後 第 一 静止 型 を と っ る 。 
。 て の 運動 型 の 出現 後に 第 二 静 止 型 の 出現 は 


(17 ) 


和 32 年 6 月 117 
例 A B c D 
総 数 4 3 5 3 2 、 

時 動 1 ー 17.7 
間 第 静 型 1 — — 1 33.3 — 11.8 
例 A B c D E 
総 数 2 3 3 
1 50 — — 1 50 18.2 
3 100 3 10: 2 100 
時 2 100 1 100 — 27.3 
第 
2 
- 


118 


総括 並 に 考 接 

余 は 予め 映 虫 の 寄生 を 確認 し て お いた 28 症 例 83 虫 体 を 
6 群 に 分 ち , 之 と に カイ = ン 酸 並 と その 関連 化合 物 を 経口 
得 た の で ある 。 

さて 観察 成績 より 明らか な る 如く , カイ = ン 酸 並 に 
QQー ア 7 アロ カイ = ン 酸 は 疫 に 余 が 観察 し 公表 し た 如き 海 人 
章 製 剤 の 作用 機 序 並 に 駆虫 の 実態 に 全く 一 致し , 薬効 の 
発現 と 共に 異常 運動 型 を 経て 第 二 静止 型 を 示し て 虫 体 は 
下降 転移 する 。 病 し て カイ = ン 酸 と dー ア ロカ イ = ン 酸 
の 間 に は 駆虫 の 実態 に 於 て 優劣 は 認め 難い 。 
ーー ジヒドロ カイ = ン 酸 並 に その 他 の 関連 化合 物 に 於 て は 
前 二 者 と は 著しく 趣 を 異 に し , カイ = ン 酸 に 見 る 如く 定 
型 的 な 姿態 の み と は 限 ら ず 又 そ の 経過 る も 不 統一 で あつ 
て , 詳細 に 個々 の 貝 体 の 姿態 に つい て 検討 を 加え て その 
座 態 の も つ 生 物 学 的 意義 を 判断 すべ きも の と 考察 し , 敏 
上 の 如く 詳細 な 個々 の 姿態 を 検討 し た の で ある 。 

先 づ ジヒドロ カイ = ン 酸 に あぁ あつ て は 薬効 の 発現 と 共に 
異常 運動 型 を 経て 第 二 静 止 型 を 示す も の を 先 づ 80 に 認 
め , 暴 常 運動 型 は 1 時 間 目 に あつ て は 602%, 2 時 間 目 に 
あつ て は 402 を 示す 。 従 つて 仮 令 第 二 静 止 型 こと に よる 下降 
姿態 を 示す も の は 低 率 と 洪 も ジヒドロ カイ = ン 酸 の 虫 体 
に 及ぼす 作用 機 序 は カイ = ン 酸 と 同様 な 形式 に ょ る も の 
と 推定 する と と が 出来 る と 思う 。 

次 に nー ア セチル ー カ イニ = ニン 酸 を 観る に , 2 時 間 目 に 
至っ つて 第 二 静 止 型 を 示す も の 2 虫 体 11.8 に 出現 し , そ 
の 姿態 を 詳細 応 観 察 す れ ば 明らか に 2 虫 体 共 と 1 時 間 目 
に 異常 運動 型 を 呈し , 次 いで 2 時 間 目 に 第 二 静 止 型 に 移 
行 す る カイ = ン 酸 同様 の 姿態 を 示し た 。 叉 他 の 虫 体 の 姿 
態 は 異常 運動 型 を 示す も の 8 虫 体 が あり , 全体 の 17.8% 
に 当る が , その 他 の 運動 姿態 は 正常 運動 型 と 見 る べき 姿 
態 で ぁ つ た 。 に 於 て 之 等 の 運動 型 を 全体 と し て 考察 す 
れ ば この 比率 は 正常 寄生 姿態 に ける を に 
する 数 値 で あつ て , 本 剤 適用 に ょ る 影響 を 全く 否定 する 
事 は 不可 能 で あり , 寧ろ その 影響 と 見 る べき も の か と 皿 
考 す る 。 

従 つ て nn 一 アセ チル ー カ イニ = ン 酸 も 赤 明 ら か に カイ = 
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ン 酸 と 同一 傾向 を も つ 作 用 機 序 を 示す も の と 解き され る の 
で ある 。 更 に 余 が 観察 成績 の 項 に 於 て 言及 し て 置い た よ 
うに , 内 容 の 進行 促進 即ち 腸管 の 機能 昌 進 を 招来 する 事 - 
実は 叉 運動 型 の 高 率 に 出現 する 一 因子 で も ある と 恩 ぅ 。 

"カイ = ン 酸 ラク トン に あつ て は 全 観 察 を 通じ て 第 一 静 
止 型 並 に 運動 型 の 比率 , 更に 個々 の 虫 体 の 詳細 な 観察 は 
何れ も 正常 寄生 体系 を 保ち , 余 の 使用 量 に 於 て は 殆 ん ど 
影響 が な い 。 

次 いで カイ = 
の 動態 に カイ = ン 酸 と 同型 の 影響 を 与え る も の と 判定 し 
た が , 全体 か ら 見 る と 第 二 静 止 型 の 出現 が 低く , 一 見 無 : 
効 の 如く 感 ぜ し め る 。 併 し 征 ら 個々 の 姿態 , 就 中 運動 弄 
を 精査 すれ ば 異常 運動 型 の 出現 率 が 高く , 更に 大 量 投 与 - 
に よ ょ つて , より 明確 な 反応 形式 を 示す の で は な いか と 皿 
う 。 従 つて カイ = ン 酸 ラク トン と 共に 大 量 投与 は 後日 の ・ 
研究 に 割 受 する 事 と し ょ うぅ 。 

以上 の 成績 を 一 括 す れ ば 第 8 表 の 如く で ある 。. : 

夏 に 於 て 余 は 緒言 に 於 て 大 胆 に 触れ た よう に , 化学 購 
造 式 と 之 等 化合 物 適用 後 の 虫 体 の 姿態 を 比較 する こと と に 
ょ つて 貝 体 の 中 枢 神経 系 に 作用 する 化合 物 の 化学 構造 式 : 
上 に 於 ける 基本 が 自ら 定まる も の で は ある まい か と テ 飛 典 
し て 連想 し , 更に と の 構造 式 か ら 合成 へ の 道 が 簡単 に 拓 
け て 行く で あろ う 一 助 と も な れ ば 余 は と この上ない 幸 で あ . 
る と 思う の で ある 。 

と も あれ , 之 等 カイ = ン 酸 関連 化合 物 の 人 体内 血 虫 に . 
及ば さす 影響 の 動態 観察 と よ つ て カイ = ン 酸 結晶 単独 使用 
ょ り 所 調 雑 物 即 ち 不 純 物 の 含有 が 仮 令 微力 征 ら も 駆虫 
効果 の 増強 に 役立つ て いる 事実 を 説明 する に 足る 観察 で 
ある 事 は 否め な いと 思う 。 

胃 に 竹本 博士 並 に 共同 研究 者 の 成績 と 於 て は カイ = ン 
酸 並 に と x¢ー ア ロカ イ = ン 酸 以 外 の 化合 物 は 何等 排 虫 な く 
転 な し と いう 成績 で ある が , の の 観察 成績 
に 照 らし て 同 博 士 等 の 投与 形式 を 勘 考 すれ ば その 成績 る 
或いは 当然 で あり , 之 等 の 薬物 を 一 応 無 効 と 判定 され た 
の も 赤 そ の 研究 結果 より 当然 と 考え ち れ る 。 併 し 年 ら 事 - 
実は 人 体内 に 於 て は 和 作 上 の 如く その 内 或 る 種 の 化合 物 に - 
あつ て は カイ = ン 酸 と 同一 反応 形式 を 与え る けれ ども る も, 


第 8 表 観察 成績 一 覧 表 


同 


- 
“ -4 
= = 
= カイ = ン 酸 ラク トン カイ = ン 
+ + 
(18 ) 


年 6 月 


(1957)] 


(a) 


a- ア ロカ イニ = ニン 酸 投 与 前 空腸 第 一 
部 位 寄生 第 一 静止 型 


2 の (b) 
投与 後 一 時 間 正 常 前 進 型 を も つて 
移動 を 示す 


3 の (b) 


同 投 与 後 一 時 間 筑 二 静 止 型 で 相 降 


を 示す 


1 の (b) 2 の (a) 
二 間 後 第 二 静 止 型 を と り て 下降 ロカ イー 酸 前 二 部 位 


3 の (a) 
同 二 時 間 第 型 に て 腸 に ジヒドロ カイ = ニン 酸 投 与 前 
= 一 部 位 筑 一 静止 弄 


3 の (c) 4 の (a) 
同 二 時 間 後 異 営 運 動 型 を と り 第 一 カイ = ン 酸 ラク トン 投与 前 容 腸 第 
静止 型 に 帰る 一 部 位 た 於 け る 第 一 静止 型 


( 19 ) 
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4 の (b) 


4 の (c) 


5 の (a) 
投与 後 一 時 間 依 然 一 静止 型 に 同 二 時 間 後 同 部 位 た 第 一 N- ア セチル カイ ニン 酸 投 与 前 
で 次 幸 な も 型 を も つて 寄生 す 腸 第 二 部 位 第 一 静止 弄 


に 
同 投 一 時 間 運 動 型 を と 投 二 時 間 筑 静止 を も っ 


て 短 腸 に 下降 す , 腸 内 容 は 二 時 に - カ イニ ン 酸 投与 後 二 時 間 第 二 静 
て 大 腸 に 和 進 む 止 型 を も つて 下降 (A 症例 ) 


dqー ア カイ ニン 酸 


2. FE ドロ カイ ニ 


6 の (b) 
カ イニ = ニン 後 一 時 異常 運 
動 型 を 示す (C 
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5. (a). (b).: A タイ = ン 
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その 薬効 は 甚だ 弱く , 攻 便 検査 法 ( 虫 卵 法 ) に よ つ て は 
見 か け 上 全く 効果 な き 結 果 を 生ずる 事 も 氷 当然 あぁ り 得る 
で あろ うと 解釈 する 次 第 で ある 。 

余 は 大 阪 大 学 薬学 部 竹本 博士 の 御 好意 に ょ つて 同 博士 
の 研究 と な る カイ = ン 酸 並 に その 関連 化合 物 の 人 体内 上 丹 
虫 に 及ぼ す 影 響 を レ 線 学 的 に 追及 する 機会 を 得 , 次 の 如 
き 結 果 を 得 た 。 

(1) カイ = ン 酸 並 に ¢ー ア ロカ イニ = ン 酸 は 適用 後 薬 
効 発現 と 共に 異常 運動 を 示し , 続い て 第 二 静止 型 を と つ 
て 駆虫 態勢 を と る 。 十 し て こと の 両者 は 全く 余 の 観察 で ば 
薬効 上 の 相違 は な い 。 

(2) ジヒドロ カイ = ニン 酸 は カイ = ン 酸 と 同様 な 作用 
機 を 示す 。 

(3) nー ア セチル ーー カイ = ン 酸 は カイ = ン 酸 と 同様 
な 作用 機 序 を 。 

(4) カイ = ン 酸 ラク トン は 余 の 観察 に 於 いて は 環 虫 
に 何等 の 影響 を 与え な い 。 

(5) パー カイ = ン 酸 は 余 の 観察 に は カイ = ン 
同様 の 作用 機 訂 を 量 す 。 


(6) ジヒドロ カイ = ン 酸 , nー ア セチル ー カ イニ = テン 
酸 , ペー カイ = ン 酸 は 余 の 投与 量 に 於 て は その 効力 は 弱 
く 従 つて 駆虫 の 実態 に 於 て は 無効 と 想像 する 。 

本 稿 を 終る に 臨み , 大 阪 大 学 薬 学部 竹本 博士 の 御 好意 
に 対し 感謝 の 意 を 表す 。 Se 


(2). 


文 献 


1) 竹本 常松 (1955) : カイ = ン 酸 並び に 関連 化合 物 
の 度 虫 作用 に 関す る 研究 , 第 11 回 日 本 寄生 虫 学会 西 日 
本 支部 大 会 , 81. 一 2) 順 (1955) : 
除 の 理論 と 実際 医学 書院 一 3) 順 外 
(1955) : の レジ ソト ゲン 診断 に て , 広島 医学 .9(10), 


Summary 


The author observed by X-rays the behavior 
of Ascaris lumbricoides in human intestine admini- 
stering kainic acid and its related chemicals and 
obtained the following results. 

1) a-allo kainic acid, dehydro kainic acid, N- 
acetyl-kainic acid and f-kainic acid has an equal 
anthelnsiinthic niechanisna as that of kainic acid. 
The anthelmintic effect of a-allo kainic acid is 
quite equal to that of kainic acid. Other chemi- 
cals are less effective as compared with them. ; 

2) the Kainic awd lacton has not anthelmintic 
effect. The kainic acid lacton has not anthelmin- 
tic effect. 

3) The above mentioned chemicals except kainic 
acid and a-allo kainic acid are considered no 
anthelnmiintic effect practically. The anthel- 
mintic effect on adriinistering thenm in large 
quantity is a problen of future study. 
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多 の 生態 学 的 研究 


第 3 報 理 場 に ける 多 卵 及び 多 仔 虫 の 運命 


和 合 


京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 小林 晴 治郎 謗 師 ) 
(昭和 31 年 10 月 2 日 受領 ) 


言 
従来 映 虫 卵 は 種々 の 外 的 条件 に 対し て 強い 抵抗 を 示す 
が , 温熱 た 対し て 抵抗 力 の 弱い 事実 は 古く か ら 知 られ て 
居り , 小 県 (1925) 村上 (1954) の 系 統 的 な 実験 より 和貴 
虫 卵 は 50 で ~55"C で 比較 的 短 時 間 に 死 減 し , 70C 以 上 に 
な れ ば 瞬間 死滅 する 事 び が 知ら れ て いる 。 虫 は 
卵 し 更に 抵抗 力 弱 く 55C で 加 温 直後 に す る 事 
が 知ら れ て いる 。 従 つて 堆肥 の 温度 上 昇 を 利用 し て 人 選 
尿 加 堆肥 を 作り , 寄生 虫 卵 を 殺 減 し ょ うと する 試み は 種 
々 な され て 来 た 。 乃 ち 小林 (1952) 横田 (1952) 細川 
(1952) 森 下 , 西村 (1954) の 報告 が あり 環 虫 卵 た 対し て 
は 良 結果 を 得 て い る 。 し か し レ 鋼 虫 卵 た 対し て は か えつ て 
発育 せしめ る と 云う 意見 も ある 。 実際 に を 堆 
肥 処 理 し て 映 虫 に 対し 有効 な 成績 を 得 た 宮崎 県 木 郷 の 調 
査 に 於 て も , 釣 虫 は 少し も 減少 し て 居 な い 水 島 (1952)。 
即ち 最初 の 軽度 の 温度 上 昇 に と つて し た 仔 
が , 自己 の 運動 性 に ょ つて 中 心 部 より 上 昇 す る 高温 ょ り 
逃 難 し て 周辺 部 に 移動 し , 更に 堆肥 外 に 逸 脱 す る の で は 
な いか , と 云う 疑問 が あぁ ある 。 は た し て そう し た 事実 が あ 
る か , な いか , を 実証 する た め に , 鹿 井 を 堆積 し て 酵 酵 
熱 に よ ょ つて の 堆肥 化 試 験 の 際 , 此 の 中 に 釣 虫 卵 を 入れ て 
以下 の 実験 を 行 つ た 。 
・ 実 験 方 法 

実験 は 1955 年 5 月 ょ り 1956 年 5 月 まで , 略 々 毎月 計 9 
回 行っ た 。 積 は 鉄道 枕木 を 周囲 の に 使用 
し , 「 カ スガ ヒ 」 釘 , 及び 針金 を 用 いて 組立 て た 。 枕 木 
1 本 の 大 いさ は 180Xx20x18 Ccm) で ある 。 双 一 槽 の 内 


容積 は 大 体 180x 150x 150 (Cem) で ある か ら , ーー 槽 で 


Wago Mitani: Ecological studies of hookworm 


larvae. Report 3. The destruction test of hook- 
worm ova by the insertion in the garbage. (De- 
partnaent of Medical Zoology, Kyoto Prefectural 
University of Medicine, Kyoto). 


塵 約 6 堆積 する 事 が 出来 る 。 中 ょ 
ガラ ス , 金属 , 木片 等 堆肥 実験 に 支障 の 生ずる も の は , 
堆積 時 に 大 体 選別 除去 し た 。 実験 方 法 は 釣 虫 卵 含有 便 
(マビ = 虫 , は 犬 虫 10 g, 砂 50 g を 含む 牛乳 
深き 30cm, 直径 25cm の フタ 付 ブ リキ 和 缶 , 或 は 隙間 の ある 
木 箱 に 封入 後 , 約 50cm の 深 さ に 鹿 井 堆肥 内 に 埋め , 連日 
7 日間 毎日 一 部 を 取り 出し て 検査 し た 。 貝 卵 の 生死 判定 
は 直接 卒 抹 , 食塩 水 浮遊 に よる 集 卵 , 及び 濾紙 培養 法 を 
利用 し , 生存 仔 虫 の 有無 は 牛乳 尊 内 の 砂 , 及び 容器 内 面 : 
を 拭い た 綿花 を 夫 メ ベー ルマン 氏 分 離 装置 で 分 離し て 検 
査 し た 。 
実験 成績 

実験 (1) う フタ 付 ブ リキ 缶 に 封入 し た 場合 , 実験 (2) フ 
タ を と つた ブリ キ 和 缶 に 封入 し た 場合 (外界 に 開放 され た 
場合 実験 隙間 の ある 木 箱 封入 し た 場合 の つ ・ 
日 目 に 於 て 既に 周 困 の 鹿 乾 に 比較 し て 温度 上 昇 閉 る し 
く 虫 卵 は 変性 し , 培養 に と ょ つて 1 隻 の 釣 虫 仔 虫 も 検出 さ 
れ な か つた 。 (2 うに 於 て 成績 は 第 2 表 の 如く , 外界 と 自 
由 に 交通 する た め 温 度 上 昇 殆 ん ど な く , 特に 10 月 の 実験 
に 於 て は , 実験 終了 日 の 7 日 目 に 於 て も な お 生存 感染 仔 
虫 を 認め た 。 し か し 実験 (C1) うに 於 て は 完全 に 閉鎖 され た 
で あり, (2) は 完全 開放 され た 環境 で , 堆積 横 
身 の 与 える 温熱 陣 境 と は 異な る 故 , 出来 る だ け 実 際 に 近 
い 環 境 に 於 ける 実験 を 行う た め , 可 成 の 隙間 の ある 木 生 
内 に 封入 し て (3) の 実験 を 行 つ た 。 成績 は 第 3 表 の 如 

冬期 に 於 て も 2 日 目 以 後に は 錯 検 上 大 部 分 が 変性 卵 
で あり , ご どく 少数 , 形態 的 に 生 卵 と 認め られ る も の も 存 
在 す る が , 培養 に と よ ょ つて 1 隻 の 感染 仔 虫 を 得る 事 も 出来 
な か つた 。 な お 堆積 横 50cm の 深 さ の 温度 表 は 第 4 表 の 如 
し 。 木 箱 内 に 封入 し た < 場合, 温度 上 昇 が 周囲 の 剤 に 比 
し ゃ > 早い 事 が 認め られ る も , 特に その 差 は 著しく な 
い 。 
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第 1 表 フタ 付 プ リキ 封入 し た 場合 
実験 開始 日 26/V 2/VII 3/VIII 
2 日 目 ~ 60°C 以 上 
3 — 60°C 以 上 
第 2 表 フタ を と つた プリ キ 鐘 に 封入 し た 場合 
実験 開始 日 19/IY 28/X 
日 + 39.0 21.5 36,0 16.5 
41.0 22.5 29.5 18.0 
5 日 目 + 38.5 24.0 + + 35.5 14.5 
第 3 表 木 箱 に 封入 し た 場合 
9/xII 28/III 28/IV 
仔 最高 温 最 低温 | 仔 最高 温 最 低温 | 仔 最高 温 最 低温 仔 最高 温 最 低温 
3 日 目 60°c 60°c: 47.0 60°c ヶ 50°c 60°c?s 50°c% 
4 日 — 60°c 56°cy |— — 60°cz 50°c — 60°cs 50°cs — 60°cs 50°cs 
5 日 目 ー — 65 ?50°c 60°c? 50°c 60°cs 50°cs | — — 60°cs 50°crs 
第 4 表 50cm の 深き の 堆積 温 
月 Iv vV viI IX x 
1 20.0 30.5 39.0 47.0 56.0 46.0 49.0 16.5 
2H 目 39.0 42.5 56.5 68.0 62.5 70.0 74.2 64.0 37.0 
3HE 5H.0 74.5 74.0 72.0 72.5 68.0 72.5 68.0 44.0 
4H 上 LE 53.0 76.0 75.0 74.0 74.5 68.0 74.5 68.0 52.5 
5H 上 上 56.5 76.0 76.0 74.0 70.5 67.0 68.0 69.0 56.0 
6 69,0 75.0 75.0 72.5 73.0 68.5 67.0 66.5 62.5 
7 日 目 - 60.0 76.0 75.0 73.0 68.0 
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釣 虫 仔 虫 の 向 温 性 に 関す る 実験 
CA) 小 序 


釣 虫 仔 虫 に 向 温 性 の ある 事 は , 既に 平井 (1929) 
Fuilleborn (1982) 分 島 (1988) に よ ょ つて 示さ れる 所 で 
ある が , 堆積 槽 の 如き 温度 上 昇 に 対し て , 釣 虫 仔 虫 が は 
た し て 逃避 脱出 する か , 否 か , に つい て の 実験 的 観察 は 
あま り 行 な われ て いな い 。 た さく 細川 (1952) は , 堆肥 は 
釣 虫 卵 の 骨 化 と に は むき しろ 好 影 響 を 与え , 10 日 ~15 日 で は 
殆 ん ど 昨 化し て 堆肥 外 に 移行 し , 堆肥 に ょ る 多 虫 卵 の 殺 
減 効果 は 期待 し 難い , と 述べ て いる 。 之 に 反し , 横田 , 
笠 内 (1952) は 高温 ょ り 低 温 へ 逸脱 する 事 は な いと 云っ 
て いる 。 私 は この 事実 を た し か め る た め , 精密 な る 条件 
下 の 密 内 実験 を 行 つ た 。 

(B) 実 験 方 法 

先 づ 同心 円 的 に 温度 勾配 が 変化 する 実験 場 を 作っ つた 。 
実験 装置 は 第 1 図 の 如 し 。 直 径 6 cm の シヤ ー レ ( 旗 面 中 央 


第 1 図 釣 虫 仔 虫 の 向 温 性 実験 装置 


部 を 思 ま せ た も の ) 内 に 1 の 寒天 層 を 作り , 培養 後 2 
週間 以内 の 釣 虫 仔 虫 を 適当 な る 位置 に 放置 する 。 希望 す 
る 温度 は シヤ ー レ 中 心 下 部 より 白金 線 に と ょ つて 導 か れる 
如く し , な お 電流 回 路 中 の 抵抗 を 変化 せしめ る 事 に ょ っ 
て その 中 心 が 任意 の 一 定 温度 に 保持 され る 如 く 装置 し 
た 。 と の シヤ ー レ を 双 眼 顕 微 鏡 の も と で その ま > 観察 を 
行 つた 。 な お シヤ ー レ 内 寒天 の 各部 位 の 温度 測定 は 
Thermometer-junction を 利用 し て 行 つ た 。 

(C) 実験 成績 

シャ ヤー レ 内 の 温度 勾配 に 関し て は 第 2 図 の 如 し 。 な お 
以下 の 実験 に 於 て 中 心 部 の 温度 は , すべ て 50°C に 保持 さ 
れ た 成績 で ある 。 
実験 C1) 釣 虫 仔 虫 を 中 心 部 に 放置 し た 場合 

両 種 < ビ = 釣 及び アメ リカ 虫 ) の 間 に 差 な 
く , 仔 虫 は 活 泌 に 運動 する の み に し て 特に 逸脱 の 傾向 な 
く , 中 心 部 に 於 て 静止 死 減 する に 至る 。 
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第 2 図 シャ ー レ 内 の 温度 勾配 曲線 


実験 2 う 両 種 釣 虫 仔 虫 を 周辺 部 に 放置 し た 場合 。 こ の 
成績 は 第 5 表 の 如 し 。 即ち 釣 虫 仔 虫 は 中 心 部 と 近づく 


に 従 つて 運動 速度 の 増加 著しく , 0.25cm よ り 0.75em の 距 


離 に 於 て は 約 15 秒 で ある 。 な お 中 心 部 に 集 つ た 仔 虫 は 生 
活 に 不適 当 な 高温 で ある に も 拘ら ちず, 特に 脱出 の 傾向 は 


第 5 表 虫 仔 虫 の 向 温 速 
(A.d.) 


経過 時 間 

1 分 0.6 9.8 
2 分 
3 分 0.4 4.0 3.8 
6 分 

(N.a.) 
1 分 0.5 13.0 
3 分 


表 中 数 字 は 5 回 実験 を な りか え し と た 平均 隻数 
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認め ちら れず 1 分 以内 に 運動 を 停止 し , 死滅 する に 至る 。 
(た くし 50C 以 上 の 高温 と 対し て は や > ゝ 逸脱 の 傾向 を 認 
め る も , 40'C 前 後 よ り 以 下 の 部 位 に 逸脱 する 事 は 人 金 く 認 
め ら れ な い 。) な お 以上 の 実験 成績 か ら ジ マビ = 釣 虫 仔 虫 
た に 比較 し て , アメ リカ 多 虫 仔 虫 が , 温度 差 に 対す る 運動 
性 に 於 て や > 活 溢 で ある 事 が 示さ れる 。 

実験 (8 う 釣 虫 仔 虫 脱出 の 有無 に 関し て , 自然 に 近 き 観 


宗 と し て 次 の 如き 方 法 を と つた 。 乃 ち 直 径 0.5cm, 内 第 


0.2cm, 長 さ 50cm の ガラ ス 管 に , 0.82% の 寒天 と 共に ツジ 
ビー= 釣 虫 仔 虫 50 隻 を 封入 し , 堆積 槽 内 に 略 々 水平 に 入 
れ , その 移動 脱出 状態 を 観察 し た 。 0.8% の 寒天 内 に 於 
て 仔 虫 は 自由 に 行動 を 起 し 得る に も 拘ら ちず , 脱出 仔 虫 は 
1 隻 も 認め られ な か つた 。 

者 

腸管 寄生 虫 の 予防 防 過 を 目的 と し た 交 便 の 処理 に 就 て 
は , 従来 , 薬品 , 熱 と に よる 内 虫 の 殺 減 を 目 
標 と し て 研究 が 行わ れ て 来 た 。 と の 中 , 熱 に よ ょ る 貝 卵 
の 殺 減 に は 酵 酵 熱 の 利用 と , 人 工 的 に 熱 を 加え る 方 法 が 
試み ぁ られ て 来 た 。 し か し ,。 その 何れ で あつ て も 熱 を 加え 
る 事 に と よ つ て 員 虫 卵 が 殆 ん ど 完 全 に 殺 減 し 得る 事 は , 川 
畑 1951) 村上 (1954) 森下 , 西村 (1954) 横田 , 竹内 
(1956) 等 の 試験 と よ つ て 明らか で ある 。 が , 多 虫 卵 に 
と つて は 当然 と 趣 を 異 に する 。 即 ち , 仔 
が 脱出 する か , 否 か 。 し か し 私 の 実験 成績 より , 堆積 横 
内 の 温度 上 昇 が 正常 に 行なわ れ 得 る な ら ば , 多 虫 卵 は 
化す る 事 な く 。 すべ て 死 減 す る も の と 考え られ る 。 又 た 
と え が 発 育 し , 感染 仔 虫 を 形成 し 得 た と し て 
も , 生活 陣 境 の 悪い 比較 的 高温 の 部 位 か ら , 低温 部 位 
へ 逸 脱 す る 事 は な い 事 を 示し て いる 。 即 ち 選 尿 の 堆肥 化 
に より 釣 虫 の 防 過 も 可能 で ある 事 を 証明 し 得 た と 信 ず 

結 語 

1) 実験 的 処 理 場内 に ける 虫 卵 及び 虫 仔 
の 運命 に つい て 1955 年 5 月 より 1956 年 5 月 まで 略 々 毎月 
観察 を 行 つ た 。 

2) 塵 井 処 理 槽 内 に 封入 せら れ た 釣 虫 卵 は , 適当 な る 
湿度 の も と で も , 高温 の た め 肖 化 する 事 な く 実験 開始 後 
2 日 目 に と に は すべ て 死滅 する 。 

8) 釣 虫 仔 虫 の 向 温 性 に つい て は 周知 の 如く で ある 
が , 私 は 自分 の 考案 し た 装置 に て 実験 の 結果 , 高温 に 
対し て 仔 虫 は 低温 部 へ 特に 逸 脱 す る 事 は 認め られ 巡 。 た 
くし 以 上 に て は や する 傾向 あや る も , 40"C 前 
後 よ り 低 温 と は 移行 て すず , そ と で 静止 , 死 減 する に 至 


る ろ 


4) 以上 の 実験 的 観察 より , の 堆肥 化 に より 
の 防 過 る 可能 で ある 事 を 一 応 証明 し 得 た , と 信ずる 。 
最後 に 御 指導 御 校 閣 賜 つた 小林 晴 治郎 先生 に 厚く 御 
礼 を 申 上 げ る 。 
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Summary 


Observations were made experimentally and 
practically about the destruction of hookworna 
ova at high teniperature. The practical destruc- 
tion test of ova was carried by the insertion of 
the hunaan feces with hookworm ova into the 
heap of garbage. Observation was made from 
May 1955 to May 1956. Two days after inser- 


; 
3 
125 
| 
| 
3 
( 25 ) 


126 


tion, no hookworm ova remained alive and 
hatching did not take place under the adequate 
humidity and temperature. 

Further experinments about the movement of 
hookworm larvae under various temperature 
showed that they did not escape to the cooler 
tenaperature zone at the range between 40°- 
50°C, and at over 50°C they moved to the lower 
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temperature, while at the 40°C zone they 
remained still and died there by higher termper- 
ature. 

These facts seem to show that the destruction 
of hookworm ova can be accomplished in the: 
sanitary disposal of garbage by the higher temper- 
ature of the environnient caused by tbe fermenta-- 
tion of garbage. 


寄贈 文献 目録 で 8) 


334. Jiro Ito(1956): Studies on the brackish water 
cercariae in Japan 1. Two new furcocerous cerc- 
ariae, Cercaria ogatai n, sp., and Cercaria tym- 
panotoni n. sp. in Tokyo Bay (Tramatoda) Jap. 
J. Med. Sci. Biol., 9C(4~5), 223~234. 

335. Jiro Ito (1956): Studies on the brackish 
water cercariae in Japan II. Two new long- 
tailed cercariae Cercaria komiyai n. sp. and 
Ceraria nigrocaudata n. sp. in Tokyo Bay (Tr- 
ematoda) Jap. J. Med. Sci. Biol., 9(4~5). 235~ 
242. 

336. 佐々 木 肉 , 検 高 景 三 , 松田 鎮雄 , 前 田 義雄 , 松田 
昌雄 (1957): 山 農村 に 於 ける 寄生 虫 の 分 布 , 1. 西 
条 町 下 泳 小学 校 児 童 の 検査 成績 . 広島 医学 , X: 2. 
3(1~5). 

337. 北本 治 , 高山 久 郎 , 高原 義 , 阿部 定 生 , 岡田 周 
子 , 田中 静 司 , 正 , 石崎 達 C1956): 駆除 に 
関す る 臨 条 的 研究 (第 一 報 ) 一 カイ = ン 酸 また は サ 
ント = ン 単 独 , な ら び に 併用 に つい て . 日 本 臨床 . 
14(12), 143~148. 

338. 石崎 達 C1955): Santonin 尿 中 アル カリ 旦 色 物 質 
の 光電 色 計 よる 新 定量 法 . 医学 , 12(13), 
1093~1096. 

339. 石崎 達 (1956): 内 寄生 虫 分 布 の 型式 , 臨 

病理 , 4(3), 191~198. 


340. 石崎 達 佐藤 , 久 津 見 晴彦 , 小宮 , 永井 : 
吉 , 小野 田 孝 義 <1955): 釣 虫 Carrier の 臨床 近 
研究 , 結 医学 , 12C9), 625~630. 

341. 石崎 達 佐藤 , 見 晴彦 , 小林 昭夫 , 安田 
一 郎 , 小宮 義孝 (1956): 釣 虫 Carrier の 臨床 的 研 : 
究 (第 2 報 ) 一 一 般 症状 , 委 血 , 血清 7-Globulin 
及び 焦 性 酸 の 消長 一 公衆 , 20C6), 3341. 

342. 石崎 達 , 佐藤 浴 子 , 久 津 見 晴彦 , 小林 昭夫 , 安 時 
一 郎 , 小宮 義孝 (1957): 釣 虫 Carrier の 臨床 的 研 
究 (第 3 報 ) 一 釣 虫 寄生 の 農民 労働 力 に 及ぼす 影響 
生 , 21C1), 53~58. 

343. 前 川 一 之 , 欄 部 政 久 (1956 う : 肝 用 Allergen の 組 . 
成 に つい て , 日 本 農芸 化学 会 誌 , 30C6), 327~329. 

344. 北沢 政 久 (1954): 場 を 中 心 と し た 松山 
地方 の 牛 肝 症 の 疫学 的 調査 , 日 獣 会誌 7, 
577. 

345. K. Maekawa et M. Kushibe (1955): Sur la 
composition chimique de lantigéne pour la der- 
mo-réaction allergique uis-A-vis de Fasciola he- 
patica Corsp. rend. Soc. Biol., 150(4), 832~834.. 

346. 山崎 俊幸 (1954 う : 釣 虫 症 の 四 塩 化 エ チレ ン 療 法 . 
新薬 と 臨 3C11), 717~724. 

347. 山崎 俊幸 (1955): . 釣 虫 症 の 1 一 Bromo-naphthot 

(2) う (オー ミン ) 療法 , 新薬 と 臨床 , 4C7), 48Z 
~487. 


(26 ) 


= 
| | 
て 
( 
そ 
5 
ば 
> 
< 
3 
19 
! 
’ 
ノ 
場 
We 
] 
ar 
me 
of_ 
f 
0 
{ 


昭和 32 年 6 月 (1957)〕 


第 4 報 京都 府 北桑田 郡 


の 撲 減 は 及び 暁 虫 の 撲 と 共に , 現在 も つと 

も 大 き な 社 会 的 課題 で ある 。 私 は 釣 虫 撲滅 の 一 過程 と し 
て , 特に 釣 虫 仔 虫 の 生態 に つい て 種々 調査 を 行っ つて 来 
た 。 即ち 自然 界 と に 於 ける 土壌 内 釣 虫 仔 虫 の 季節 的 消長 
(1955) 釣 虫 仔 虫 に 及ぼ す 温 ・ 湿 度 の 影響 (1955), 更 に 
堆肥 処理 中 に 於 ける 釣 虫 仔 虫 の 運命 (1956) 等 に 関し て 
その 結果 , 消長 の 山 は 勿論 各地 域 に よ つ て 異 る も , 大 体 
5 月 , 6 月 及び 10 月 に 土壌 内 釣 虫 仔 虫 数 及び 陽性 土壌 地 
数 共に 特に 高く な り , と の 時 期 に 感染 の 起り 易い 事 を 
暗示 し て いる 。 な お 吉田 (1956) 小宮 (1956) に よれ 
と の 時 期 に 釣 虫 感染 率 が 増加 する 事実 を 認め て い 
る 。 布 も 冬期 に 於 て は , 釣 虫 仔 虫 が 土 中 ょ り 一 時 消失 す 
る 事 が 示さ れ て いる 。 (た くし 香川 県 財田 村 に 於 て は 。, 
1953 年 8 月 及び 1954 年 1 月, 8 月 に 少数 の マビ = 多 虫 仔 
虫 が 検出 され た 例 も ある が ) う とこ うぅ し た 因子 の 解明 と し て 
が 完全 に 化 発育 する 最低 温度 は 1#C~16°C で あ 
り , 20C~80°C を 適温 と し , も 湿度 は に 近い 事 
を 必要 と する 。 そ れ 以 下 の 温 度 で は 直ちに 死 江 し な い に 
し て も 発育 は 不可 能 で ある 。 4 ~12C に 於 ける 
場合 に 於 て , 1 ヵ月 を 経過 し て も 約 5 2 が 発育 し 得る と 
し て も , 5°C に 封入 し た 場合 に は 1 週間 を 経過 すれ ば 全 
て 死 減 する 。 以 上 の 事実 か ら , 冬期 積 圭 が あり , 寒冷 な 
る 地域 に 於 て は , 或 る 人 の 説く 如く ,。 と の 時 期 に の み 完 
全 を 行う 事 こ と つて 完全 に 虫 を 撲 し 得る の で は 
な いか , と の 推定 の も と に 以下 の 実験 を 行 つ た 。 
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調査 対象 
対象 に えら ん だ 土地 は 京都 府下 北桑田 郡 弓削 村 中 で 特 : 
に 寄生 虫 防 押 に 深い 関心 を よ ょ せ て いる 人 簡 江 部 落 で ある 。 
部 落 は 海抜 300 米 , 戸数 39 戸 , 人 口 約 3860 人 , 四 周 山 で 
囲ま れ て いる た め 耕 地 は 渓 間 に あ り , 日 照 時 間 少 く , 2 
毛 作 は 不可 能 で 米 を 主 と す る が 薄く 自家 用 を 充 た す 程 度 . 
で ある 。 野 故 は な く , 畑 は 自宅 周囲 の ご く 少 部 分 に 作ら 
れ て いる に 過ぎ な い 。 な お こと の 地区 面積 の 80 以 上 は 森 
林地 帯 で ある た め , 林業 は 盛ん で ある 。 対象 は 部 落 民 金 : 
般 に つい て 調査 を 行 つ た 。 ; 
調査 方 法 
毎月 濃厚 塗 抹 法 , 飽和 食塩 水 浮遊 液 法 及 び 瓦 培養 を 併 - 
用 し て 検便 を 行い , 多 虫 卵 陽性 者 に 対し て は 四 塩 化 ェ チ 
レン 4.5g~ 5.0g 投与 ょ る 集団 駆虫 を 1955 年 
月 より 毎月 8 月 まで 行 つ た 。 な お 私 は 釣 虫 感染 は 環 虫 感 
染 に 比 し て 家族 的 に 起り 易い の で は な いか , と の 推定 を 
た て , 鋼 虫 卵 陽性 者 を 含む 家族 9 家族 , 58 人 の み 特 に に 毎 
月 検便 を 行い , 他 の 部 落 民 全 般 に 対し て は 9 月 , 4 月 , 
8 月 の 計 8 回 の み 検 査 し た 。 
調査 成績 
全部 落 検便 成績 は 第 1 表 の 如く , 59.022, 
虫 46.02% に 比 し , 釣 虫 は 18.12% で ある 。 多 虫 感染 を 性 : 
別 , 年 齢 別に 見 る に , 男女 間 に 殆 ん ど 差 違 な きも , 成人 
層 に 釣 虫 感染 が 著 明 で あり , 年 少 者 に は 少 い 。 な お 毎月 
定期 的 と 葵 便 検査 を 行 つ た 9 家族 58 人 に つい て は 第 2 表 
の 如き 推移 を た どる 。 即 ちと の 対象 に と 於 て は , 釣 虫 感染 - 
率 は 9 月 58.222, 11 月 56.922。 が 12 月 21.832%, 1 月 11.6: 
296,。 2 月 16.826, 3 月 5.0% と な り , 5 月 及び 6 月 に は 
完全 に 陰性 と な つた 。 即 ち 冬 期 の 完全 駆虫 に よ つ て 殆 ん . 
ど 完 全 に 陰性 化し 得 た 。 た ゞ し 8 月 に は 再び 1 名 の 陽性 : 
者 を 認め た 。 (な お この 陽性 者 の 虫 卵 替 は ご く 少 数 で あ 
り , 集 卵 法 に よ つ て た ゞ 2 ケ の 多 虫 卵 を 認め た に 過ぎ た な : 
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卵 陽 卵 陽 虫 卵 陽 
検査 人 上 性 者 性 者 


人 上 員 陽性 者 陽性 者 陽性 者 


83.3 
60.0 


60 歳 以上 6 
5915 歳 40 
14~8 歳 11 


7 歳 以下 11 36.5 


4 
20 
45.5 5 45.5 0 0 
3 
32 


小 計 68 55.9 


83.9 6 100.0 
66.7 18 50.0 
33.3 3 25.0 
72.7 4 36.4 


60 歳 以上 6 
59~15 歳 36 
14~8 歳 12 
7 歳 以下 11 


to 
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63.1 31 47.7 13 20<0 


83.3 10 83.3 4 33.3 
59~15 歳 76 63.2..38 50.0 16 21:1 
下 2 54:4 7 S85. 3 


© 


60 以上 12 


合 計 133 79 59.4 63 46.8 24 18.1 


第 2 表 感染 率 の 推移 


人 陽性 陽性 陽性 者 


090768.1 40348.2- 
25 
1 


VIII 47 31 65.0 30 63.8 WN 


い 。) 又 釣 虫 の 再 感 染 は , 9 月 か ら 11 月 に か け て 2 名 陽 
転 し た の み で , 以後 6 月 まで 認め られ ず , この 地方 で は 
久 期 に 釣 虫 感染 の 起 ら 奴 事 を 示し て いる 。 叉 と の 対象 以 
の 他 の 部 落 9 月 , 4 月 及び 8 月 に つた 検便 成績 
は 第 8 表 の 如く 1 名 の 釣 虫 陽性 者 も 認め られ な い 。 即 ち 
私 の 推定 の 如く , 家族 内 に 釣 虫 感染 者 の な き 場 合 は , 多 
虫 感 染 は 上 虫 感染 に 比 し 特に 可能 性 の 少 い 事 を 示し て い 
る 。 (な お 8 月 の 成績 に 於 て 新 ら し く 2 名 の 多 虫 卵 陽性 
者 を 含む が 他 部 落 ょ り 最近 移住 し た 家族 で ある 

次 に 9 家族 の 畑 土 より , 毎月 約 15 カ 所 , 夫々 8 合 の 土 
- 侍 を 採取 し , (深き さ は 表面 より 10cm 位 まで ) ベー ルマン 
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IX 88 46 55.7 , 46 52.2 0 0 
IV 38 21 55.2 17 44.9 
44 62.0 29 40.8 2 2.8 


数 虫 
VIII 13 1 ( 0 32.0 
IX 15 4 26.6 38 0 9.5 
Xx 17 5 29.6 35 0 7.0 
XI 設 2 11.8 7 0 3.5 
XIII 18 0 0 0 0 0 
I 15 ) 0 0 0 0 
II 15 0 0 0 0 0 
III 15 0 0 0 0 0 
W 15 0 0 0 0 0 
15 0 0 0 0 0 
VI 16 0 0 0 0 0 
VII 15 、 0 0 0 0 
VIII 15 0 0 0 0 0 


氏 分 離 装 置 で 釣 虫 仔 虫 を 分 離し た 成績 は 第 4 表 の 如く , 
釣 虫 陽性 地 数 , 検出 隻数 , 共に 11 月 に は 減少 し , 1955 年 
12 月 より 現在 まで すべ て 陰性 で ある 。 

な お 駆虫 後 の 採取 虫 体 , 苗 便 の 瓦 培養 及び 土壌 中 より 
分 離し 得 た 釣 虫 仔 は すべ て ビ = の み に し て , 
アメ リカ 釣 虫 は 1 隻 も 見 出さ な か つた 。 

考 

既に 序論 に 於 て 述べ た る が 如く , 富山 県 , 兵庫 県 , 及 
び 香 川 県 の 各 釣 虫 流行 地 に 於 ける 土壌 内 釣 虫 仔 虫 の 消長 
を 調査 し た 場合 (1955) 自然 界 に 於 ける 釣 虫 仔 虫 が 夏期 
及び 冬期 に 可 成 減少 し , 特に 冬期 に 於 て は 殆 ん ど 一 時 消 
失 す る 事 が 観察 され た 。 な お 実験 的 に も (1955) 既に 
崎 (1928) 松崎 (1981) 古山 (1988) 若松 (1951) の 
う 如 く , 釣 虫 卵 及び 釣 虫 仔 虫 が 低温 に 対し て 可 成 抵抗 カ 
の 弱い 事 が 実証 され , 集団 駆虫 を 厳冬 期 に 行う 事 が , 多 
虫 撲滅 並 びに 予防 対策 と し て も つと も 効果 的 で ある 事 が 
老 え られ る 。 既 に 冬期 集団 駆虫 に 関し て は 小宮 (1952) 
柳沢 , 内 田 (1954) 吉田 (1955) 等 の 仕事 が あり , 年 間 
5~ 6 回 の 集団 駆虫 (特に 冬期 ) を 行う 事 こ と よっ つて , 多 
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昭和 32 年 6 月 (1957)〕 


虫 感 染 率 を 著しく 低下 せしめ る 事 が 報告 され て いる 。 
し な が ら 駆 虫 を 特に 冬期 と の み 限 定 し て 行い , その 後 の 


経過 を 苗 便 検査 と 平行 し て 感染 源 た る 土壌 内 釣 虫 仔 虫 の 


検出 を 行 つ た 例 は な い 。 

私 の 検査 地 簡 江 部 落 の 耕地 は , 弓削 川 の 支流 に 沿っ つた 
間 で , も は 各自 宅 附 近 に 限定 され た 小区 段々 
み で , 他 の 直接 つなが る 事 は 殆 ん ど な い 。 
虫 仔 虫 の 水平 移動 距離 は , 原田 (1953) の 報告 に よれ ば 
5cm 以 内 の も の が 大 部 分 で あり , 最長 86cm に 過ぎ な い 。 
叉 垂直 分 布 に 就 て も 原田 (1952) 若松 (1951) に よれ ば 
大 部 分 が 地表 に 近い 場所 に 生存 し て いる 。 未 発表 で ある 
が , 私 の 仕事 で は , 9 月 の 室温 に 於 て 大 部 分 が 5cm 以 内 
に 位置 を 占め (802% 以 上 ) , ご く 少 数 は 20cm の 深 さ に 移 
動 す る も , 25cm を こえ る 事 は な い 。 た ゞ し 虫 卵 の 場合 
と 異 り , 地上 に 生活 する 事 は 当然 考え られ な い 。 従 つて 
風 ょ る 感染 は 殆 ん ど 定 さ れ 得 。 虫 感染 率 
と 年 齢 別 の 関係 に 於 て , 多 虫 感染 率 が 成人 層 に 於 て は る 
か に 高い 事 は , 遇 虫 感染 と 異 り 釣 虫 感染 の 主体 が 経 皮 的 
で ある 事 が 多い の を 想像 さす せら れる 。 

以上 の 考え 方 より , 私 は 遇 虫 の 場合 に と 比 し て 多 虫 感染 
は 同一 家族 に 於 て 特に 易い で ぁ ろ うと の 推定 を た て , 之 
を 検討 する 考え で 以上 の 調査 を 行っ て 来 た の で ある 。 

結果 は 一 応 推定 し た 如く , 他 の 家族 に 於 て 釣 虫 新 感 染 
者 は 認め られ ず , 又 釣 虫 保 有 者 の 家族 に 於 て も 駆虫 に よ 
り ,。 一 応 釣 虫 撲 減 に 成功 し 得 た と 考え られ る 。 

な お 環 虫 感染 に 対し て も , 定期 的 検便 検査 と 平行 し て 
土壌 内 の 調査 を 行っ つて 来 た わ け で ある が , 仔 形 
成 卵 は 常に 60~70 久 内 外 で あり , 変性 卵 は 各 時 期 を 通じ 
て 大 体 5 2 以内 で ある 事 か ら , 新 ( 再 ) 感染 の 機会 , 及 
び 感 染 虫 卵 赴 の 多い 事 か ら , 毎月 集団 駆虫 を 実施 し て も 
し 難い 事 が 推察 され る 。 た くし こと と で は 対称 を 釣 
撲 減 に 関し て 観察 し た た め , 遇 虫 撲 減 の 問題 は 更に 調査 
を つく け て 結論 を 出し た い 。 


結 語 

自然 界 に 於 ける 釣 虫 仔 虫 の 生態 より 考え て , 冬期 集団 
駆虫 の み を 完全 に 行う 事 に と ょ よっ つ て, 多 虫 撲 減 を な し 得る 
の で は な いか , の 推定 の も と に 観察 を 行 つ た 。 

対象 は 京都 府 北 柔 田 郡 弓削 村 簡 江 部 落 , 人 口 約 860 人 
で あり , 調査 は 1955 年 9 月 より 1956 年 8 月 まで 毎月 行 つ 
た 。 成 績 は 1955 年 9 月 に は 釣 虫 保有 者 24 名 (18.126 う ) が 
1956 年 8 月 に は 8 名 (2.52%) と な る 。 机 も 中 , 2 名 の 
釣 虫 卵 陽性 者 は 他 部 落 ょ より 移 住 し た 家族 で ある 。 駆 虫 は 
1955 年 11 月 より 1956 年 3 月 まで , 毎月 計 5 回 行 つ た 。 な 
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お 土壌 内 釣 虫 仔 虫 は , 1955 年 12 月 以後 陰性 で ある 。 

従 つて 推定 し た 如く , 冬期 の み 完全 駅 虫 を 行う 事 に よ ょ 
つて , 一 村 よ り 釣 虫 を 撲 汰 する 事 が 可能 で ある 事 を 示 : 
す 。 


最後 に 御 指導 御 校閲 賜 つた 小林 晴 治 郎 先生 並 びに 種 
々 御 世 話 に な つた 本 学 胃 腸 科 横田 後 先生 に 厚く 御礼 を - 
申し 上 げ る 。 
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Summary 


Considering the habit of hookworn larvae in the 
soil, hookworm control may be accomplished 
niost effectively by means of mass treatnsent in 
winter. From this point of view, observations 
were made monthly upon the new infections of 
worm in the inhabitants and larval exansination 
in the soil at Tsutsue, Yuge village, Kyoto Pre- 
fecture, after the inhabitants of this district 
were treated for hookworm. 

In September 1955, the beginning of this 
research, the numbers of hookworns carriers 
were 24(18.1%) out of 133 inhabitants. After 
treatment, which was carried froni Noveniber 
1955 to March 1956, new infections were not 
found and hookworm larvae in soil decreased and 
the larvae conipletely disappeared «fter Decem- 
ber 1955. At the end of this research, August, 
1956, the numbers of carriers were reduced to 
only three men, two of them being insinmigrants 
from other village. 

These data seenis to show that the control of 
hookworm can be attained by the niass treat- 
nient executed at winter season. 
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赤痢 ー バ の 学 的 研究 
(2) 実験 動物 の 免疫 反 及び 免疫 動物 に 於 ける 抑制 
佐 


慶応 大 学 医学 部 寄生 教室 松林 久 教授) 
(昭和 131 年 10 月 3 日 受領) 


は 前 報 に 於 て , 赤痢 アメ ー バ を モル モッ ト の 腹腔 
特に 注入 する とこ と に より , を それ を 免疫 し , その 血清 を 得 
て 各種 免疫 反応 を 試み た こと を 報告 し た 。 そ を の 結果 は 補 
体 結合 反応 , 沈降 反応 , 赤血球 凝集 試験 で は 何れ も 明確 
た な 陽性 の 成績 を 得 な か つた が , 培養 虫 体 を 用 いて の 不動 
化 試 験 (Immobilization test) は か な り 著 明 な 陽性 成績 
を 示し た 。 と の 赤痢 アメ ー バ の 不動 化 試験 に つい て は 既 
に Cole & Kent (19583) が 報告 し て いる 所 で ある 。 

今回 は 赤痢 アメ ー バ を 腸管 に 感染 せしめ た 動物 の 血清 
及び 腸 , 肝 等 の 懸 濁 液 を 得 て そ れ を 赤痢 アメ ー バ に 作用 
せしめ て 不動 化 試験 を 試み た 。 叉 別に 赤痢 ア メー バ を 抗 
原 と し て 腹腔 に 注入 免疫 し た 動物 が , 赤痢 アメ ー バ の 感 
流 に 対し て 抵抗 を 獲得 し て いる か 否 か を も 検討 し た 。 従 
来 ア メー バ 症 に 関す る 免疫 反応 は 種々 検討 され て 来 て い 
る が , 免疫 を 得 て い る 動物 の 感染 の 状況 に つい て は 研究 
が 行わ れ て いな いよ う で ある 。 

3 材料 と 方 法 

感染 動物 の 血清 を の 他 を 用 いて の 不動 化 試 験 に は 先 づ 
モル モッ ト て ( 200 の 腸 内 に 培養 赤 導 メー バ 
浮遊 液 2.0cc を 注入 し て 感染 せしめ る 。 そ の 後 の 状態 を 
し な が ら 4 ~? 日 に 心臓 に 依り 採血 し て 血清 
を 取り , 更に 開腹 し て 盲腸 の 潰瘍 部 及び 肝臓 の 一 部 を 切 
除 す る 。 

此 の 盲腸 及び 肝臓 を 乳鉢 内 で 摩 減 し , 生理 的 食塩 水 を 
加え て 0.526。 1 26。 5 % の 懸 濁 液 と する 。 

此 等 血清 , 盲腸 , 肝臓 の 8 種 の 材料 1.0cc と アメ ー パ 
液 1.0cc を 小 試験 管内 で 混合 し , 角 卵 器 内 に 入れ る 。 そ 
の 後 15 分 , 830 分 , 1 時 間 , 2 時間 , 8 時間 後に 不動 化し 


Reiji Sato: Immunological studies on Entamoeba 
histolytica. (2) Immunological reactions on expe- 
rimentally infected animals and resistance to the 
infection in immunized animals. (Department of 
Parasitology, School of Medicine, Keio University, 
‘Tokyo) .. 
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た アメ ー バ の 百分率 を 算定 する 。 

盲腸 , 肝臓 の 懸 濁 液 0.522 と 1 2 で は 殆ど 結果 は 同じ 
で あり , 叉 5 % の も の で は 肝 職 の 場合 で は 肝 細 胞 が 多数 
に な る 謝 め , アメ ー バ と 鑑別 し 難い 。 そ こと で 後 に は 総 て 
の 実験 を 1 % 懸 濁 液 で 行 つ た 。 沿 対照 と し て 健常 な モル 
モッ ト の 血清 , 盲腸 , 肝臓 を 同様 に 用 いた 。 

第 2 の 実験 , 即ち 免疫 操作 を 施し た 動物 が 赤 導 アメ ー 
バ 感 染 に 対し て 抵抗 性 を 得 て い る か 否 か に つい て は 次 の 
如く 実験 し た 。 

1) 動物 は 250g~ 38300g の モル モッ ト を 用 いた 。 

2) 免疫 原 は Balamuth 培地 に 48 時 間 増 殖 し た アメ 
ー バ を 集め , と これ を ガー ゼ 38 枚 を 以 て 濃 過 し , 粗大 な 米 
粉 を 除い た 。 こ の 濾液 を 緩 速達 沈 し て 細菌 を 含む 上 清 を 
捨て る 。 次 で 87C の 生理 的 食塩 水 を 加え て よく 携 振 し , 
更に 。 の 操作 を 上 清 が 全く 明 と な る 迄 反故 
する 。 か くす る 時 沈 湾 に は 比較 的 細菌 が 少く な る 。 こ と の 
沈 湾 を 生理 食塩 水 で 5 倍 の 懸 濁 液 と し て 用 いる 。 

38) 上 記 5 倍 懸 濁 液 の 免疫 原 を モル モッ ト の 腹腔 及び 
皮下 に 5 日 目 毎 に 3 回 双 は 5 回 注入 する 。 注入 量 は 0.5 
cc 及び 0.25cc の 2 通り で ある 。 

4) 免疫 操作 終了 後 5 日 目 に 該 動物 を 開腹 し て , 盲腸 
内 に 1.0cc の 培養 アメ ー バ を 注入 し 感染 を 生 ぜ し め た 。 

5) 注入 後 約 7 日 で 誠 検 し , 盲腸 内 アメ ー バ の 有無 , 
及び 腸 壁 の 損傷 の 程度 を 検討 し た 。 

6) その 他 に 共 棲 細菌 の み で も 免疫 し , 感染 実験 を 行 
つた 。 . 

7) 対照 と し て 無 処置 の 健康 モル モッ ト に 感染 実験 を 
行っ つた 。 

本 実験 に 於 て 実験 頭数 と 称す る は , 免疫 操作 を 完了 し レ 
得 た 頭数 で あり , モル モッ ト は 免疫 操作 中 に 死亡 する も 
の が 基 だ 多く , アメ ー パ バ の 腹腔 内 免疫 で は 初回 注入 後 翌 
日 迄 に 死亡 する も の が 約 半 数 で あり , 全 免 疫 操 作 を 完了 
し , 盲腸 内 感染 を 行え る も の は 初め の 8 分 の 1 に すぎ な 
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か つた 。 
成 績 

I. 感染 動物 の 血清 及び 腸 , 肝 の 浮遊 液 に よる アメ ー 
バ の 不動 化 試 験 。 

成績 は 表 1 に 示し た 。 表 中 の 雪 字 は 各 時 間 毎 に 不動 と 
な つて いる アメ ー バ の 百分率 を 示す 。 動 物 は 合計 10 頭 用 
いた 。 等 は いづ れ も 腸 内 容 か ら 直 接 抹 に 依っ つて 
体 を 検出 し 得 た も の で ある 。 

併 し な が ら 潰 瘍 の 形成 状況 は 各 例 に ょ つて 多少 の 相 異 
が ある 。 即ち No.1, 8 , 7 で は 中 等 度 の 潰瘍 で あり , 
No. 2。 5, 9 は 比較 的 大 き な 潰 瘍 を 形成 し て 居 た 。 又 
No. 4, 6, 8, 10 で は 潰瘍 と 云う 程 の 所 見 は 無く , 腸 
の 陥 入 部 が 発赤 , 浮腫 状 を , 該 より 体 を 検 
出し 得 た も の で ある 。 

血清 を 用 いた 場合 で は No. 8 の モル モッ ト に 於 て 30 
分 後に 29% の 貝 体 が 不動 と な つて いる の が 最高 で ある 。 
こと の は 前 報 の 試験 , 即ち 内 に 体 を 注入 し 
て 免疫 し た 時 の 不動 化 虫 体 582,。 モル モッ ト の 腹腔 内 免 
の 場合 の 52 り も に 低い 値 で あり , 且 本 実験 の 
場合 は 血清 と アメ ー ペ 浮遊 液 の 比 が 1 : 1 で あり , 前 報 
の 場合 は 家 束 で も 。 モル モッ ト で も 血清 1。 アメ ー ペ 浮 
遊 液 3 の 割合 で 混合 し て 居 た 。 此 等 の 事情 を 考え る 時 赤 
痢 アメ ー バ に 感染 し た 動物 の 血 中 抗体 は 甚だ 少 い の で は 
な いか と 推察 出来 る 。 

1 盲腸 砂 濁 液 の 場合 に は 最高 25 を 示し て 居る が , 
その 対 央 と の 差 は 僅 に 6 で あぁ あつ て 有意 の 差 が ある と は 
云え な い 。 他 の 場合 で も 何れ る 対照 と の 差 は 4 内 外 で 
ある 。 

1 2 肝臓 砂 濁 液 で は その 不動 化 率 は 更に 低下 し て 居 
る 。 即 ち 最 高 20 巡 で 全く 対 貼 と 変り が 無い と 云え る 。 

血清 , 盲腸 , 肝臓 の 3 者 と も 平均 を 見 る と , 不動 化 の 
最高 値 が 実験 開始 後略 80 分 に 認め られ て 居る (第 1 図 )。 
と れ は 対照 の 場合 に も 云え る 事 で , アメ ー バ は 何 か 異 物 
接し た 場合 に 一度 は 運動 が 不良 と な る の で は 無い か と 考 
えら れる 。 

I. 免疫 動物 の 感染 に 対す る 抵抗 性 。 

1) "感染 率 。 本 実験 に 使用 し た 耳 株 と 称す る 赤 導 ア メ 
ー バ は アメ ー ペ 性 肝臓 臓 瘍 の た め に 死亡 し た 患者 より 分 
離し た も の で , 初め 動物 に 対す る 感染 性 が 非常 に 強 か つ 
た が , 既に 当 教 任 に 於 て 5 年 以上 に 豆 り 継 代 培 養 し て い 
る た め , その 感染 性 は 閉 し く 弱 化 さ れ , 本 実験 に 於 て は 
無 処置 動物 に 対す る 接種 (第 2 表 , 対照 〉 で 46.4%% の 感 
染 成 功 率 を 示し た に 過ぎ な か つた 。 
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第 1 表 各 時 間 後に お ける 不動 化 ア ャ ー バ の 百分率 


番 材 試 験 対 

E 30 3 30 3 

料 15 時 15 時 
18 2 14 12 12 16 18.16 10.32 


22 24 18 18 10 16 20 20 6 6§ 


16 18 20 22 18. 18 14 15 12 10 
24 20 18 16 10 20 18 12 10 14 


21 20 19 19 14 12 18 17 15 12 


10 


S D 1 育 腸 懸 液 1 懸 液 


予め 免疫 操作 を 施し た モル モッ ト に 対す る 接種 の 成績 
は 表 2 に 示し た 如く , 免疫 操作 の 際 の 注射 量 , 殊 に 注射 
回 数 に と ょ つて 著しく 異 る 。 ア メー ペ 浮 遊 液 0.5cc を 腹腔 
に 注射 し た 場合 , 8 回 注射 群 で は 15 頭 中 4 頭 (26.6% 
が 感染 し , と この 場合 も 対照 に 比 し て , 感染 が 或 る 程度 抑 
制 さ れ て いる よう に 見 える が , 5 回 注射 群 で は マ 頭 中 1 
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第 図 不動 化 ア メー 百 分 率 の 平均 


の 時 間 的 推移 
20 4 
D 
D.C 
10:4 
54 
15 0 i 2 3 
免疫 血清 と 赤痢 ー 
S. C その 対 
D 部 盲腸 と 赤痢 ー 
D. C その 
L と 赤痢 メー 
L. C その 対照 


頭 も 感染 し て いな い 。 即 ち 感 染 は 強く 抑制 され た と 云 つ 
て よい で あろ う 。 ア メー ペペ 浮 遊 液 0.25cc を 同じ く 腹 腔 中 
に 注射 し た 例 で は , 3 回 注射 の 場合 は て 頭 中 6 頭 ま で が 
感染 し , 却 つ て 感受 性 が 高 ま つ て いる よう に 見 え , 5 回 
注射 の 場合 で は 18 頭 中 2 頭 の み の 感 染 で , 著 明 な 抑制 が 
見 られ る 。 

対照 と し て 共 棲 細菌 だ け を 腹腔 に 注射 し た 例 で は , 8 
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回 注射 で は 著しい 影響 は 見 られ な か つた し , 5 回 注射 で 
も (10 頭 中 8 頭 感染 ) 感染 が 抑制 され て いる よう に は 見 
うけ られ な い 。 か くし て アメ ー パ 浮遊 液 を 腹腔 内 に 5 回 
注射 し た 場合 は アメーバ の 腸管 感染 を 防 像 する ょ うな 
抗体 が 生じ て いる と 認め られ る 。 

アメ ー ペ 浮遊 液 を 皮下 注射 し て 免疫 し た 場合 に は , 
0.5cc 宛 3 回 注射 で は 6 頭 中 5 頭 ま で も 感染 し て 感受 性 
が 高 ま つ て いる よう に 見 える し , 5 回 注射 の 場合 に は マ 
頭 中 1 頭 も 感染 せ ず , 強い 抵抗 性 を 示し て いる 。 こ の 関係 
は 丁度 , アメ ー パ バ 浮遊 液 0.25cc を 腹腔 中 に 注射 し た 時 に 
似 て いる 。 対照 の 共 棲 細菌 の 皮下 注射 で は , 8 回 注射 の 
場合 は 生 感 染 性 が 高 ま つ た よう に も 見 える が , 例 数 が 少 
く て 明瞭 で な い 。 5 回 注射 で も 抵抗 性 を 得 て い る ょ うに 
は 見 えな い 。 要 する に 3 回 注射 で は 0.5cc 宛 の 場合 を 除 
いて は むず し ろ 感 受 性 を 増し た 結果 と な り , 5 回 注射 で は 
何れ の 場合 で も 著 明 に 抵抗 性 を 増し , それ が 共 棲 細菌 の 
みみ に ょ る 免疫 と 比較 し て , アメ ー バ 自身 の 抗原 に よっ て 
得 ち られ た 抵抗 性 で ある こと と が 確認 され る 。 ; 

2) 潰 彦 形 成 に 対す る 影響 。 こ の 実験 に と 用 いた 株 は 
無 処置 の モル モッ ト に 接種 し た 場合 , 28 頭 中 18 頭 に 感染 
し , その うち 9 頭 に 肉眼 的 潰瘍 が 見 られ た 。 (第 2 表 , 対 
照 ) 予め 免疫 操作 を 施し た 動物 に 接種 し た 試験 で は , そ 
の 免疫 注射 を 8 回 行 つ た か , 5 回 行っ た か で 結果 に 著 し 
い 違 い が あ る の で 之 等 を 別に 考え る 必要 が ある 。 

8 回 免疫 の 場合 浮遊 液 0.5cc 宛 を し た 
例 で は 潰瘍 は 1 例 も 出来 て いな い 。 感 楽し た 4 頭 に つい 
て 見 る と 8 頭 で 腸 腔 内 容 に アメ ー バ が 認め られ , 他 の 1 
例 で は その 内 容 を 培養 し て 初め て アメ ー バ を 認め 得 た も 
の で ある 。 8 回 免疫 の 他 の グル ー プ に 於 て は 何れ も 相当 
迷 に 潰瘍 が 認め られ た 。 潰瘍 を 認め な か つた 感染 例 で は 
腸 腔 内 に 虫 体 が 直接 認め られ , それ ら を 培養 し て 虫 体 の 


第 2 表 免疫 注射 を 施し た 動物 の 盲腸 へ 赤痢 アメ ー バ を 接種 し た 試験 


3 回 5 回 

実験 頭数 感染 ( ) 実験 頭数 感染 

I 15 4(26.6) 0 7 0 0 
ァ メ 0.25ce 7 6(85.7) 2(28.6) 18 
内 射 細 cc 3 (60.0) (40.0) 10 3 (30.0) 1 (10.0) 

ォ ニ ce 7 5(71.5) 2(28.6) 6 0 
下 射 。 細 cc 3 2(66.6) 1 (33.3) 8 3(37.5) 1(012.5) 
実 験 28 感 13 (46.4 %) 9 (32.4 %) 


無 


( 33 ) 


- 
3 


134 


増殖 を 認め た も の で ある 。 之 等 の 中 に は 潰瘍 まで に な つ 
て いな い が , 盲腸 陥 入部 に 小さ な 炎症 巣 (発赤 ) が 
存在 し , そこ か ら 直 接 に 虫 体 を 検出 し 得 た 例 も 存在 し た 。 

5 回 免疫 の 場合 と に は アメ ー ペ 浮遊 液 0.5cc 宛 注射 し た 
例 で は , 腹腔 内 で も 皮下 で も 1 例 と し て 感染 し た 例 が な 


い の で ある か ら 潰瘍 形成 例 の な い も の も 当然 で ある 。 


0.25cc 宛 の 場合 で も , 18 頭 中 1 頭 と に の み 潰 瘍 が 形成 され 
た に すぎ な い 。 即 ち 何 れ の 場合 と も 潰瘍 形成 は 強く 阻止 
され て いる 。 共 棲 細菌 を 0.5cc 宛 腹腔 内 又は 皮下 に 注射 

し た 例 で も , 潰瘍 の 形成 は 尚 あ る 程度 阻止 され て いる 。 
と の と と は アメ ー ペ 性 潰瘍 の 形成 に 共 棲 細菌 の 働き が 関 
係 す る こと を 示す も の と し て 注意 す 可 き で ある と 思う 。 

者 

前 報 に 述べ た 如く , 赤痢 アメ ー バ 培養 虫 体 を 家 兎 静脈 
内 , 或 は モル モッ ト 腹 腔 内 に 注射 する 時 は , それ ら の 血 
清 中 に , 培養 アメ ー バ の 運動 を 停止 し め る 如き 抗体 を 
生じ る 。 

本 報 で は , 腸管 に 赤痢 アメ ー バ が 感染 し て いる モル モ 
ッ ト の 血清 ゃ , 腸 , 肝 の 浮遊 液 を アメ ー バ に 作用 せしめ 
た の で あぁ ある が , アメ ー バ を 不動 化す る 能力 は 甚だ 弱い も 
の で あつ た 。 静 脈 内 や 腹腔 内 に 注入 され た アメ ー バ は 全 
て 死 減 崩壊 する も の で あり , それ ら ょ り 遊 離し た 抗原 が 
上 述 の 如き 抗体 を 生ずる も の と 思わ れる 。 腸 管 感染 の 場 
合 は , アメ ー バ は そこ と に 潰瘍 を 形成 は する が , そこ と から 
血 中 に 移行 する も の は 比較 的 僅少 で あり , 大 部 分 の アメ 
ー バ は 腸 腔 に 脱落 し て 排 溢 され て し まう 。 従 つて 貝 体内 
物質 が 直接 抗原 と し て 作用 する と と は 少 い の で あぁ ろう 3 。 
併 し , 組織 内 に 生活 し て いる アメ ー バ が 何等 か の 物質 を 
絶え ず 分 泌 し て 。 "それ が 宿主 に 吸収 され て いる と すれ 
縮 。 それ に 対す る 抗体 は 生じ て も ょ い 番 で ある 。 そ の ょ 
うな 抗体 の 存在 を 否定 する こと は 出来 な い が , その 物質 
よっ つて アメ ー バ を 不動 化す る ょ うな 抗体 は 著 明 に は 生 
じ な いと 云い 得る 。 ア メー バ が 実際 に 如何 な る 物質 を 体 
外 に 分 泌 し て いる か は わか ら な い が , 多く の 学者 の 云う 
所 で は , 少く と も 毒物 と 云う 如き も の で は な いら し い 。 
一 方 赤痢 アメ ー バ に 感染 し た モル モッ ト は 比較 的 早期 に 
( 略 1 週間 以内 ) う 死亡 する も の が 多い の で , 抗体 を 充分 に 
産 成 する だ け の 期間 が な いこ と と も 考え られ る 。 以 上 要 す 
る に アメ ー バ の 体内 物質 も 宿主 に は あま り 吸 収 さ れず , 
分 泌 す る も の る 強い 抗原 性 の ある も の と は 考え られ ず , 
叉 死亡 する まで の 期間 が 短い た め , モル モッ ト で は アメ 
ー バ の 腸管 感染 に より , 虫 体 を 不動 化す る ょ うな 抗体 が 
出来 に くい も の と 思わ れる 。 腸 壁 , 或 は 肝臓 は アメ ー バ 
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物質 が 直接 作用 する 部 位 で ある の で , その 摩 砕 浮遊 液 を 
作用 させ て 見 た が 同様 に 強い 抗体 は 見 られ な か つた 。 

一 方 モル モッ ト の 腹腔 内 に 赤痢 アメ ー バ を 注入 し て 免 
疫 し て お け ば , 赤痢 アメ ー バ の 腸管 感染 を ある 程度 防ぐ 
と と は 可能 で ある と 云う 結果 を 得 た 。 そ を の 際 , 注射 する 
抗原 (生き て いる アメ ー バ ) の 量 及 び 回 数 を 色々 変え て 
試み た 。 8 回 の 注射 で は 0.5cc 宛 腸 腔 内 に 入れ た 時 の み 
感染 を 抑制 し た ょ うな 結果 を 得 , 感染 し た 動物 に も 潰瘍 
は 1 例 も 形成 され て いな い 。0.25cc を 注入 し た も の , 共 
棲 細菌 の み を 注入 し た も の で は , 8 回 注射 の 場合 却 つ て 
対 照 に お ける より も 感染 率 が 高 ま つ て いる 。 そ の 原因 は 
判ら な い が , 腸 壁 に お ける アレ ルギー 性 の 病変 と 云う よ 
うな と と る も 関係 する の で は な いか と 思わ れる 。 5 回 注射 
の 場合 に は , 感染 は 著しく 抑制 され , 潰瘍 形成 も 甚 し く 
困難 と な つて いる 。 共 棲 細菌 だ け を 5 回 注射 し た も の で 
は , 感染 は あま り 抑 制 さ れ て は いな い が , 潰瘍 の 形成 は 
困難 に な つて いる 傾向 が 見 られ る 。 こ と この と と は アメ ー バ 
性 潰瘍 が 形成 され る の に は , 共 棲 し て いる 細菌 が 少く と 
も ある 期間 は 大 腸 粘 膜 面 で 増殖 し て そ と に 何等 か の 障害 
を 与え る こと が 必要 で ある か の よう に 見 受け られ る 。 山 
川 (1954) も モル モッ ト に 同様 な 免疫 操作 を 施し た あと 
で 盲腸 腔 内 に と アメーバ を 接種 すれ ば , 潰瘍 の 形成 が 抑制 
され る こと と を 報告 し て いる 。 

結 語 

1) 赤痢 アメ ー バ を モル モッ ト 腸 管 に 感染 させ て も そ 
の 血清 中 に は アメ ー バ の 運動 を 停止 せしめ る 抗体 は 殆 ん 
ど 産 生 さ れ な い 。 腸 壁 , 肝臓 等 , 感染 し た アメ ー バ が 直 
接 に 接触 し 得る 組織 の 抽出 液 に も 同じ 抗 体 は 認め られ な 
か つた 。 

2) モル モッ ト 腹 腔 又は 皮下 に , 生き て いる 赤痢 アメ 
ー バ を 反復 注射 すれ ば 免疫 を 生じ て , その 後 の 感 染 及 び 
潰瘍 形成 に 対し て 抵抗 性 を 増す 。 と の 場合 アメ ー バ と そ 
れ に 共 棲 する 細菌 を 混合 の まく ゝ 5 回 の 注射 で 著 明 に 感染 
を 防 貸 し た 。 8 回 注射 で は 殆 ん ど 効 果 が 認め られ な か つ 
た 。 

8) 共 棲 細菌 の み を 用 いて 同様 に 免疫 し た 場合 に は 感 
染 を 防 欠 す る と 云う 所 見 は 得 ら れ な か つた が , 潰瘍 の 形 
成 は か な り 抑 制 さ れる 傾向 が 見 られ た 。 と の と と は 湯 
形成 に は 共 棲 細菌 の 増 入 が , それ を 助長 する よう に 作用 
する と と を 示す も の で あろ 3 う 。 

本 論文 の 要 引 は 昭和 30 年 4 月 日 本 寄生 躍 学会 総会 で 発 
表し た , あたり 御 指導 , 御 校 関 を 頂い た 松林 
並び に 浅見 助教 授 に 深謝 致し ます 。 
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Summary 


Guinea pigs were experimentally infected by 
‘inoculat.ng Entamoeba histolytica into caecum by 
laparotonay. Serurni and suspension of caecuna 
‘and liver were examined by mixing with suspen- 
‘Sion of anioebae whether the fluids were able 
to make amoebae ininsobile (Immobilization 
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test). Animals were autopsied 4-7 days after the 
inoculation as they usually die of infection 
in those days. Some animals showed severe 
ulcers in their caecuna and colon, others showed 
no gross pathological changes in the intestinal 
wall, though abundant amoebae were found in 
the lumen. Intermediate types occurred. None 
of the serum or suspensions of organs gave 
positive immobilization test. This seemed to be 
attributed to the presumption that amoebae in 
the intestinal wall might be discharged in the 
jumen and rather a small amount of their 
product was absorbed into host, which was insuf- 
ficient to produce immobilization antibody. 

The second experiment was carried out to test . 
the resistance for infection in guinea pigs which 
were immunized by the injection of living amoe- 
bae into abdominal cavity or subcutis. The in- 
jection was repeated 3 times in one group and 5 
times in another with the interval of 5 days. It 
was already demonstrated in my previous paper 
that these procedures produced immobilization 
antibody in the serum. These immunized animals 
were inoculated with Entamoeba histolytica into 
caecum and resultant infection and ulcer produc- 
tion were examined compared with the findings 
in control animals. 

The infection was markedly inhibited in animals 
which were injected 5 times with antigens, no 
matter whether it was in abdominal cavity or in 
subcutis. Even when the infection was estab- 
lished, amoebae rarely penetrated into tissues. 
Immunization by 3 injections of antigen did not 
protect animals from infection and immuniza- 
tion by the injection of associated bacteria only 
seemed to have produced some protecting effects. 
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リコ モー ナス の 小動物 接種 実験 


慶応 義夫 大 学 医学 部 寄生 貝 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 31 年 10 月 3 日 受領) 


Trichomonas vaginalis の 病原 性 に 関し て 多数 の 人 - 


騰 内 接種 実験 や 動物 接種 実験 が 報告 され て いる が , 前 者 
に 於 て は 近年 無菌 培養 虫 体 の 接種 実験 に と よ つ て Tricho- 
monas vaginalis (以下 T. v. と 略す ) が 膝 炎 の 起因 
微生物 で ある こと が 確 め られ た 。 双 後者 に 於 て は Bland 
et al. (1982) は 培養 を ラッ テ , モッ ト の 
膝 内 に , Rakoff (1984) は T. v. を 含む 膝 分 泌 物 を ラ 
ッ テ の 腹腔 内 に , Bonestell (19386) は 培養 T. v. を 子 
猫 の 直腸 , 育 腸 , 口腔 , 猿 (Macacus rhesus) の 口腔 , 

Norway rat, モル モッ ト , wood rat, 家 可 , 猿 の 騰 内 
に , 深 松 (1941)2 は ラッ テ , モル モッ ト , マウ ス を 細 半 
血清 で 前 処置 し その 腹腔 内 に 培養 T. v. 及び TT. v. 寄 
生 暗 分 泌 物 を 接種 し , Trussell 及び Mc Nutt (1941) 

は 純 砕 培養 T. v。 を 羊 , 豚 , 馬 , 山羊 モル モッ ト , 

家 猫 の , , 七 面 島 の 口腔 , , 

七面鳥 の 直腸 , モル モッ ト の 皮下 , 七面鳥 モル モッ ト 
の 腹腔 , 牛 、 犬 , 家 静脈 内 , モル モッ ト ,. 家 
の 頭 著 内 に 接種 し 何れ も 感染 は 不 成 功 に 終っ て いる 。 併 
し Trussell 及び Mc Nutt (1941) は 純粋 培養 T.v. を 
猿 (M. rhesus) の 身内 及び 鶏卵 の 原 井 内 接種 に 成功 し 
神津 (1955) る 無菌 培養 T.v. を 内 に 接種 し 
その 腔 内 , 卵黄 内 に て は T. v. が 増殖 する 事 
を 報告 し て いる が , その 他 の 動物 実験 で は Trussell 

(1947〉) に 依る と Vasquez-Colet 等 及び Kessel 等 が 
猿 の 騰 内 接種 に 成功 し て いる の み で 多く の 下 等 動物 は 
較 . v. に 対し て 感受 性 を 有 せ ぬ も の の 様 で あつ た 。 併 し 
その 後 Schnitzer 等 (1950) は Bos (<19834) が Tricho- 
onas columbae で 行 つ た 実験 に と と ント を 得 て 無菌 T.v. 
を マウ ス の 腹腔 内 , 筋 内 , 皮下 に 接種 し 臓 を 形成 する 
事 を 認め 較 . v. を マウ ス に 対し て 高度 の 病原 性 を 示す 


Sumio Iwai: Experimental inoculation of pure 
culture of Trichomonas vaginalis into small labora- 
tory animals, (Department of Parasitylogy, Sch- 
oo0l of Medicine, Keio University, Tokyo,) 


事 を 報告 し た 。 田 1958) , 山県 (1954) は 無 
了 . v. を マウ ス の 腹腔 内 に 接種 し 興味 ある 報告 を し て い . 


閉 者 は Schnitzer 等 (1950) の 報告 に 基 い て マウ ス , 
ッ テ , モル モッ ト に 無菌 T.v. を 接種 し て 各 動 物 の T. 
に 対す る 感受 性 を 比較 し た の で と こと に 報告 する 。 

実験 エ モルモット, ラッテ, マウ ス の TT. v. に 対す 


v. 


実験 材料 及び 方 法 

実験 に 使用 し た T.v。 は 人 ょ より 分 離し チ ス テイ イン: 
ブイ ョ ヨン 血清 培地 ( 等 ,1954 で 継 代 培 し た A, B, 
I の 3 株 で 何れ も 細菌 を 障 傘 し な いも の で ある 。 継 代数 
は 夫々 20 代 か ら 150 代 迄 の も の を 使用 し た 。 接種 する 原 
虫 は 活動 力 の 星 盛 な も の が 望ま し い の で 87*C 86 時 間 培 - 
養 し た 小 試験 管 基 増殖 な 部 分 を 管 に 集め , 
減 菌 リ ン ゲ ル 氏 液 に て 8 回 遠 沈 洗 浴 し て 上 清 を 棄て , 沈 
再び 菌 リ ング ル 氏 液 を 適当 量 加 えて 原虫 浮 液 を 
作 つ た 。 計算 は 原虫 浮 液 を ピペット に て よく 
し , Thoma の 血球 計算 室 で 8 回 計算 し て その 平均 値 を 
求め 1 cmm 中 の 原虫 数 と し た 。 以 上 の 操作 は 全て 無間 
的 に 行 つ た 。 実験 1 , TIT と も ッ ベ ルク リン 用 注射 器 を 使 


平均 80g&。 マ ウス は 平均 10 g で 雌雄 は 特に 顧 放し な か つ - 
接種 に 際 し て 先 づ 動物 を ェ ー テ ル で 軽く 麻酔 し て 固定 
器 に 固定 し , 接種 部 位 を か な り 広 汎 に 脱毛 し 湊 丁 及 び ア 
ルコ ー ル で 消 姓 し , 筋 内 は 左 後肢 筋 , 皮下 は 脊柱 より 右 
倒 の 背部 皮下 , 上 腹 膝 内 は 左下 腹部 , 肝 内 は 正中 で 開腹 後 
直接 有 時に 接種 し た 。 注射 針 は 上 腹 接種 で は を 鈍 に 
し て 内 臓 を 損傷 せ ぬ 様 に し た リリ 2 針 を , 他 は り リ 。 針 を 使 
用 し た 。 

接種 液 量 及び それ に 含ま れる 貝 体 数 は 各 表 に 示す 通り 
で ある 。 前 処置 は 行わ な か つた 。 感 染 の 標示 は 肛 間 形 成 。 
を 主眼 と し 腹 艇 内 接種 例 で は 更 と 腹水 の 沙 溜 に も 注意 レ - 


(36 ) 
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用 
実験 動物 の 体 重 は モル モッ ト は 平均 200&,。 ラッテ は fF 
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た が 誠 検 時 の 所 見 を 以 て 感染 の 判定 を し た た め , 動物 の 
生存 中 に 毛細 管 等 に よる 腹水 採取 は 動物 の 抵抗 性 を 弱め 
る 事 も 考え られ る の で 特に 行 は な か つた 。 

生 虫 の 検出 は 氏 検 及び 培 
通 寒天 平板 及び チオ グリ コー ル 酸 塩 培地 を 併用 し た 。 

実験 成績 

A) モル モッ ト へ の 接種 

モル モッ ト は 生活 力 が 極め て 弱く 接 竹 動物 の 大 半 は 2 
週 以 内 に 人 銘 死 し た が , 鑑 死 し た も の も 必殺 し た も の と 同 
光 後 成る 可 く か に 検 を 行え 形成 の 有無 を 検 
し た 。 そ の 戚 績 を 表 エ に 示し た 。 

筋 内 接種 例 で は A 株 の 7 匹 中 7 日後, 12 日 後に 死亡 し 
た 2 例 に 肛 韻 を 認め 生 虫 も 検出 し 得 た 。 4 日後 死 亡 の 
3 例 で は 2 例 に 生 虫 を 検出 し た が 騰 苗 は 認め られ な か つ 
た 株 で は 6 日 人 部 死亡 し 3 日後 死亡 の 2 例 中 1 


第 1 表 モル モッ ト の 筋 内 , 皮下 , 腹腔 内 接種 


接種 


(0.5cc) 12 1 

7 

6 

2 2 

6 < 0 

A 250 7 3 

7 

B 300 
(1.0ce) < 

(0.5 ce) 6 1 0 0 

内 
8 


養 を 以 て 行い , 無 験 は 普 
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生 虫 を 検出 し た の み で 他 は 臓 韻 も 生 虫 も 認め られ な 
か つた 。 併 し 認め 得 た 肛 韻 も 外観 上 は 全く 異常 無く 接種 
部 内 を メス で し て 辛うじて 筋 線維 1 cm x0.2 
cr 位 の 紡 争 形 の 完全 に 被 包 さ れ た も の が 発見 され る 程度 
で 牙 後 の 増大 は な いと 考 い られ た 。 
皮下 接種 で は 全 例 購 韻 を 形成 せ ず 生 虫 も 検出 し 得 な 
つた 。 腹 に 接種 し た 例 も 陰性 成績 で て あつ た 


第 2 表 


例 
x10* 
A 250 
(0.5ce) 
100 21 2 
50 2 0 0 
25 
B 
2 0 0 
(0.5ce) 10 
4 
I 285 
0.50 28 1 
4 
庶 250 
(0.5cc) 5 3 
(0.5ce) 
21 2 
内 8 
内 (0.1ecc) 10 0 


B) ラッ テ へ の 接種 

筋 内 接種 で は A 株 の 2 例 に モル モッ ト に 見 た の と 同様 

の 被 包 され た 紡 鐘 形 の 小 肛 瘍 を 認め その 中 1 例 に 生 虫 を 
検出 し た が BB 株 で は 全て で 険 性 , 株 で は 28 日 以前 に 湖 検 

た 3§ 例 で 肛 瘍 中 に 生 虫 を 検出 し た 。 


. 
| | 
内 , 肝 内 接種 
~ 
| 
] 
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皮下 接種 で は A 株 の 1 例 で 生 虫 の み を 検出 し 臓 瘍 は 無 
く 他 の 4 例 中 3 例 は 腰 韻 も 生 虫 も 陽性 で あっ つた 。 本 株 の 
例 で は 日後 の も の は 膜 韻 も 生 虫 も 共に 認め 14 日 後 の も 
の は 購 瘍 の み で 生 虫 は 陰性 で あつ た 。 

皮下 接種 で 認め た 濃 瘍 は 0.5 cm 径 の 半球 状 に 皮膚 より 
膨 た も の で 内 濃 と 同様 包 され て 増大 は 
無く 内 容 る 性 に し く 大 部 分 性 で 一 部 分 塊 の 
如き も の を 認め た が 早晩 吸収 され る も の と 考え られ る 。 

腹腔 内 接種 を し た A 株 で は 成 例 も 生 検出 
な か つた 。 

肝 内 接種 も A 株 を 接種 し 陰性 成績 で あつ た 。 モ ル モ ッ 
ト , ラッ テ の 肛 瘍 部 の 無菌 試験 は 陰性 で あつ た 。 

両者 の 筋 内 及び 皮下 に 見 られ た 肛 瘍 は 何 も れ 発展 性 の 
無い も の で , 接種 され た . v. は 早晩 死 減 吸収 され る 
も の で あぁ あぁ ろう が 以上 の 実験 例 で も 分 る 様 に TT. v. の 生 
存 期 間 は モル モッ ト で は 艇 内 接種 の 場合 最長 12 日 で , 他 
の 部 位 で は 接種 後 翌日 に は 既に 生 虫 を 認め ず , ラッ テ で 
も 艇 内 及び 皮下 に 接種 し た 場合 7 日 が 最長 で , 腹腔 内 及 
び 肝 内 接種 で は 接種 され た 虫 体 は 接種 後 8~ 8 日 以内 に 
死滅 する も の と 思わ れる 。 

_C) マウ ス へ の 接種 

・ マ ウス の 接種 実験 で は Schnitzer 等 (1950) の 報告 
の 如く , 筋 内 , 皮下 , 腹腔 内 に 磯 瘍 を 認め , マウ ス は 
T.V に 対し て 感受 性 を 有する 事 を 確認 し た 。 

筋 内 接種 で は A 株 25.5X10* 以上 の 接種 で は 全 例 に 腰 
瘍 を 形成 し た が ,・ 6.875 X10* 以下 で は 臓 間 を 認め な か 

皮下 接種 で は 筋 内 接種 と 同 数 の 虫 体 を 接種 し 25.5X 
10* 以上 で は 全 例 に 肛 瘍 を 認め た が 虫 体 数 の 江 少 と 共に 
形成 数 も 減少 し た 。 

筋 内 接種 で 形成 され る 膜 瘍 は 接種 後 8 ~ 4 日 以内 に 
膚 より や ゝ 膨 隆 し 外見 上 容易 に 認め られ 叉 明らか に 触 知 
し 得る が , 次 第 に 沈 展 し て 骨 の 周囲 を 取り 囲 様 に な り 
2~38 週 後に は 自 潰 排 肝 し て 治 癒 する が 。 一 部 の も の は 
途中 で を 失い 自 る 事 な く は 次 第 に 縮 少 し 
遂 こ は 吸収 され て 治癒 する に 至る (写真 1 )。 

皮下 接種 で 生ずる 接種 後 2 日 は 半球 状 の 
膨 隆 と し て 認め られ る が , 深部 組織 に 浸 入 す る 事 は な く 
表層 に 発展 し て "1 週 後に は 既に 自 潰 する も の が あり , 2 
へ ~ 8 週 後に は 大 半 が 自 潰 し た が 少数 例 で は 自 間 せ ず そ の 
吸 収 さ れる も の も あつ た (写真 2 。 容 は 全く 
性 で 検 で 活動 性 の 体 を 認め , 無 試験 は 全 例 
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第 3 表 マッ タス の 筋 内 , 皮下 接種 
臓 瘍 形 成 例 


接種 虫 数 


(接種 液 ) 
筋 内 。 皮下 
25.5 そ - 

6.375 

1 


腹 旋 内 接種 で は A 株 を 550 ~600 X10* 接種 し 28 匹 中 
18 匹 に 膜 瘍 を 認め た が , 150~180 Xx10* で は 7 日 目 部 
検 の 8 倒 以 外 の 10 へ ~80 日 の 観 宗 期間 を と つた も の に は 全 : 
て 生 も 認め られ な か つた 。 成 例 で は 何れ . 


写真 1] マウ ス 筋 内 膜 瘍 (51 メ X10* 接 種 後 2 週 ) 


写真 2 マウ ゥ ウス 皮下 臓 瘍 (51x10* 接 種 後 2 週 ) 


| 
4 
. | | 
ーー 
. 
( 38 ) 
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写真 3 マウ ス 肝 臓 瘍 (腹腔 内 550x10* 接種 後 35 日 ) 


も 生 虫 を 検出 し た が 有 農 間 不 形成 例 の 24 例 中 7 例 に 於 て も 
最短 2 日 後 か ら 最 長 17 日 後に 多 死 し た も の の 腹腔 洗 浴 液 
(リン ゲル 氏 液 使用 ) の 培養 と よ ょ つて 生 虫 を 検出 し 得 た 
億 し 無菌 試験 に 於 て は 細菌 温 入 を 認め た も の が 可 成 りあ 
つた が 夫 等 は 何れ も 宛 後 誠 検 例 で あっ た 。 

以上 の 腹 内 接種 早期 に し た 例 で は 点 状 
の も の を 敷 個 肝 の 表面 , 肝 門 部 , 腸管 表面 に 散在 性 に 認 


め た に 過ぎ 8 前 後に は 明らか な 肝 瘍 腸 間 
肛 ょ る 腸管 相互 の 癒着 等 を 認め た (写真 3 24 
例 の 実験 に 詞 て は 腹水 を 認め た も の は 無 か つ た 。 

以上 の 実験 で 腹腔 内 感染 を 観 窒 す る に は 一 般 に 期間 が 
短 か く 充分 な 膜 瘍 形成 等 を 認め 難い と 思 は れ た の で 40 日 
前 第 の 長期 間 と し て 次 の 実験 を 行っ た 。 こ と の 事 に 就 い て 
は 浜田 1953) る 接種 3 日 後に 腹水 の 洲 溜 し た 例 を 報告 
し て いる 。 尚 叉 今 回 は 細菌 感 梁 の 有無 に 就 い て も 慎重 な 
検査 を つた 。 

第 5 表 の 様 に A 株 で は 130x10*~750x10* を 接種 し 45 
中 81 を 認め その 中 の 2 例 に は 同時 に 腹水 を 認 
め た 。 BB 株 で は 100x10*~400 X10* を 接種 し 45 匹 中 834 匹 
に 認め その 中 の 8 例 は 腹水 も し て お り , 株 
で は 75X10*~850 x10* を 接種 し て 28 匹 中 27 を 
形成 し その 中 の " 例 は 腹水 を る 洲 溜 し て いた 。 腹水 の み 
を 認め た の は I 株 接種 の 1 例 の み で あつ た 。 又 B 株 を 接 
種 し て 腹水 を 沙 溜 し た 1 例 で は 1.75cc の 腹水 を 採取 し 得 
た が 貝 体 数 の 計算 は 操作 中 の 細菌 温 入 を 恐れ て 行 は な か 
つた が 錯 検 で 駿 しい 活動 性 の 虫 休 を 認め , この 腹水 を リ 
ン ゲ 氏 液 で 約 10 倍 に その 0.5cc を 夫々 8 匹 の マ 
ウッ ウス の 腹腔 内 に 接種 し た 所 何れ ゃ 15 日 後に し 誠 の 


第 5 表 マウ ス の 腹腔 内 接種 I 


接種 後 形 成 例 不 形 成 例 
- 日数 生 細菌 生 
( 湊 動物 数 検出 例 混入 例 動物 数 検出 例 混入 例 
x10* 2 2 0 0 2 2 % 
12~17 1 
18~21 7 1 0 1 
550~~600 
Wo 22~25 7 1 0 0 
35 6 毅 0 0 0 
28 3 4 4 
5 2) 0 2 0 
12 | 死 4 0 0 
A 225 16 8 5 1 1 
(0.5cc) 20 0 0 0 
16 9 3 1 
7 4 2 0 0 
10 2| 死 0 0 0 
150~180 16~18 3 0 0 0 
(0.5cc! 80 2 0 0 0 
11 2 0 6 


| 
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| 
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i 
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| 
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| 
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第 5 表 マウ ス の 腹腔 内 接種 II 
瘍 形 腰 不 形 腹水 
期 
液 量 / 間 


動 生 虫 併 腹 み 
物 検出 瘍 水 
数 例 の 
4 
0 
4 
1 


x10* 
130 


or 


5 
0 
1 
0 
1 
0 
0 
0 
0 


マッ ス 腹 内 接種 (11) の 無 試験 
死 例 居 例 


細 細 
接種 後日 数 混入 物 後 
例 数 


33 42 
35 1 46 
0 0 39 
27 0 41 
0 39 

4 


0 


20(1 例 ) 


12, 14 (2 例 ) 
41(7 例 ) 


16, 26, 38 


11, 12(2 例 ) 
13,14,16(3 例 ) 7 34 
25 


結果 は 肝 肛 瘍 を 認め た の み で 腹水 は 認め られ な か つた 。 
腹腔 内 腰 瘍 中 に は 大 部 分 の 例 で は 生 虫 を 検出 し 得 た が 
A 株 接種 の 2 例 , B 株 接種 の 1 例 , 1 株 接種 の 1 例 は 観察 
最終 日 の て に 生 を 検出 し 得 な か っ つた 。 


又 A 株 を 接種 し 89 日 後 証 検 の 1 例 , 41 日 後 訓 検 の 2 例 
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42 日 後 及 び 46 日 後 誠 検 の 各 1 例 , B 株 を 接種 し 41 日 後 
講 検 の 1 例 は 腹腔 内 に 特に 所 見 を 認め ず 生 虫 の み を 検出 

無菌 試験 は 第 6 表 の 如く A 株 接種 の 全 例 , B 株 接種 で 
は 200 x10* 接 種 の 14 例 , 株 接種 で は 350x10* 接 種 の 11 
例 に 於 て 行 つ た が 細菌 温 入 を 認め た の は 何れ も 人 負 死 例 た 
於 て で あり 鑑 死 例 で る 無菌 で あつ た の は 死後 経過 時 間 が 
惹か か つた 事 に よる と 考え られ , 居 例 は 全て 無菌 
で あつ た 。 こ の 事 よ り 腹 膝 内 接種 で は 無菌 的 に 肛 間 が 形 
成 さ れる と 考え られ る 。 そ の 他 の 例 で は 無菌 試験 は 省略 

腹 内 の 性 状 は 帯 黄 灰 白色 豚 状 で , の 
形成 部 肝 に 最も 多く の に 見 られ , 肝 表 在 
性 の も の か ら 更 と 実質 内 と 入 し 肝 の 大 半 が 肝 韻 化し て 
いる も の も あつ た 。 騰 瘍 は その 他 有 上 腹膜, 胃 と 肝 の 間 , 腸 
管 な ど に 見 られ , 腸管 で は 点 捧 の も の が 散在 し , 又 腸 管 
の を 起 し て 塊状 の 認め た も の も あつ た が 点 状 
散在 性 の も の は 多く は 容易 に 別離 し 得 た 。 堅 や 有 に は 全 
例 に て 成 は 認め られ ず , 腹膜 は 多少 と も 充血 
厚 し て いた 。 膝 の 腫 大 の 程度 は 種々 で 殆 ん ど 腫 大 を 認め 
られ ぬ め も の や 正常 の 約 2 倍 位 の ぁゃ の まで 様々 で あぁ つた 。 

腹水 の は 0.1 cc~1.75cc で その 性 状 は 薄 性 
の も の か ら 血 性 乃至 米 の と ぎ 汗 様 の も の 等 が 見 られ た 。 

以上 の マウ ス の 筋 内 , 皮下 , 腹腔 内 接種 に 於 て 膜 瘍 を 
形成 し た 動物 で 筋 内 接種 例 で は 多少 戚 行 を 認め た が その 
他 に は 皮下 接種 例 と 同様 に 特に 顕著 な 全身 症状 は 認め ら 
れず , 腹腔 内 接種 例 で は 元気 , 立 毛 , 下痢 , 腹水 
溜 に ょ る 腹部 膨満 を 認め た も の も ある が , 湖 検 時 に 相当 
多量 の 腹水 や 大 き な 肝 膜 瘍 を 認め た も の で も 軽度 の 腹部 
膨満 の 他 に は 会 く 正常 ャ ウス と 変ら ず 活 発 と 運動 し て い 
る も の も あっ つた 。 ; 

実験 マウス の 内 , 胸腔 (胸膜 腔 及び 肺 ) 内 
種実 

実験 て マウ ス の 内 , 皮下 , 腹 内 接種 で は 明 
ら か に TT. v. に 起因 する 無菌 臓 間 を 認め , マウ ス が TT. 
v. に 対し て 高度 の 感受 性 を 有する 事 を 確 め た が , 更に 
他 の 部 位 に も 感染 を 起 し 得る か どう か を 知る た め に 脳 内 
及び 胸 昧 (胸膜 腔 及び 肺 ) 内 接種 を 行っ た 。 

実験 材料 及び 方 法 

実験 と 使用 し た 較 . v. は B, I の 2 株 で 培養 か ら 原 
虫 浮 少 液 作 製 ま で の 操作 は 実験 T と 同様 で ある 。 マ ウス 
(平均 i0 g) の 性 別 は 考慮 し な か つた 。 

接種 方 法 は 脳 内 接種 で は 針 を 右 よ り 8 ~ 4 mm 後 
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例 
200 46 10 5 
a 40 39 5 5 
500 41 10 5 
(1.0cc) 
45:31 29 14 3 
100 35 7 7 1 
(1.0cc) 
4 
4 
(1.0cc) 
第 6 表 
液 量 
x10 
130 0 
200 0 
500 0 
750 0 
W350 9 0 
. 
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上 方 の 頭蓋 講 内 に 約 5 mm の 深 さ まで 刺 入 し , 胸膜 腔 内 接 
種 で は りり 。 針 を 使用 し 針 先 は 肺 を 損傷 せ ぬ 様 に 鈍 と し 右 
前 胸部 で 横隔膜 より や ゝ 上 部 に 行い , 肺 内 接種 で は リリ; 
人 針 を 上 と 同様 の 部 位 よ り 充分 に 肺 内 に 到達 する 様 に 胸腔 
内 深く 上 刺 入 し て 接種 し た 。 沿 胸腔 内 接種 と 於 て は 外部 よ 
り 針 先 が ぶ 確 実に 胸膜 腔 内 或 は 肺 内 に 入っ た 事 を 見 得る 様 
に 少数 例 で は ある が 皮 切 を 加え た 邊 に 接種 を 行っ た 。 
実験 成績 

脳 内 接種 に 於 て は 最長 19 有 し た が , の 
税 組 織 内 の 肛 韻 を 深 す 事 は 種々 の 困難 が 予想 され た の で 
観察 途中 で 鑑 死 し た も の も 最終 日 に 層 殺 し た も の も 全て 
応 後 脳 組 織 全 部 を 培養 し て 生 の 検 を つた 。 


第 7 表 マウ ス の 脳 内 接種 
接種 


(接種 液 量 ) 動物 数 検出 例 
x10* 
6.6 
(0.03cc) 


2 


© 


14 
(0.03cc) 


) 


1 
2 
3 
0 
0 
0 
0 
7 
1 
0 
0 
2 
2 
0 
1 
0 
0 
3 
0 
3 
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B 株 の 21 匹 中 14x10* を 接種 し 6 日 以内 に 死亡 し た 7 
匹 と 於 て は 何れ も 生 虫 を 認め た が , それ 以外 の 例 で は 脳 
組織 の 培養 に と ょ る 生 虫 検出 は 陰性 で あつ た 。 併 し 14 日 及 
び が 19 日 後に 層 殺 し た 2 例 は 接種 時 に 漏れ た 虫 体 に より 接 
種 部 の 皮下 に 小 臓 瘍 を 認め その 中 に は 生 虫 を 検出 し 得 
た 。1 株 の 7.8 x10* 接 種 の 例 で は 3 日 以内 の 2 例 . 10x 


。10* 接種 の 例 で は 6 日 以内 の 4 例 , 16x10* 接種 の 人 で 


は 4 日 以内 に 死亡 し た も の の 内 8 例 が 陽性 で を それ 以後 の 
誠 検 例 で は 全て 陰性 で あつ た 。 
胸膜 腔 内 接種 で は B, I の 2 株 を 使用 し 最長 3 週間 欠 
察し 20 匹 中 11 匹 に を め その 内 に は 人 例 で は 体 を 
検出 し 得 た 。 
8 表 マウ ス の 胸膜 内 接種 
接種 虫 数 接種 後 
(接種 液 量 ) 月 数 


30 
(0.2ce) 
( 皮 切 ) 


to 


85 
(0.5ce) 


100 
(0.3cc) 


105 
(0.3ce) 


w = た = MNO 


表 中 皮 切 と ある の は 前 胸部 皮膚 に 切開 を 加え 比較 的 薄い 
胸 筋 を 透 し て 注射 針 が 明らか に 肺 を 損傷 する 事 な く 胸 肛 
腔 と 入 つ た か どう か を 見 る た め に 行 つ っ た も の で ある 。 

胸膜 腔 内 膜 温 は 腹腔 内 接種 で 見 られ た も の と 同様 に 

白 豚 脂 様 で 壁 側 胸膜 や 肺 表 面 に 見 られ 肺 の 一 葉 全 部 が 肝 
瘍 化し て いた 例 る も あつ た 。 胸腔 に は 浸出 液 は 見 られ ず 胸 
膜 に 多少 の 充血 を 認め る 以外 に は 著 変 は 認め られ な か つ 
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4 
9 
3- 
4 る 
19 
6 3 
12 1 
13 1 
3 
14 11 } B 
14 
7.8 4 
- 
(0.3cec) 
2 
I 
03cc 
} 
14 
16 
(0.04cc) 7 
{ 
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た 。 胸膜 腔 臓 場 に つい て は 特に 無菌 試験 は 行 は な か つた 
が 実験 に て 腹 内 が 無菌 で ある 事 が 立証 され た 
の で 同様 の に ある 胸腔 に て も 恐らく は 無菌 で 
ある と 考え られ る 。 

叉 少数 例 で は ある が 肺 内 接種 を 行い . B 株 接種 の 8 例 
に 膜 瘍 を 認め , 株 で は 全 例 陰性 成績 で あつ た 。 


第 9 表 マウ ス の 肺 内 接種 


接種 数 。 
(接種 ) 日 数 


動物 形成 例 


x10* 
30 9 1 0 
2 0 
7 1 0 
(0.2cc) 19 3 殺 3 
4 3 
13 1 . 0 
1 (0°200) 
5 0 


表 中 皮 切 と ぁ ある の は 胸膜 腔 内 接種 と 同様 に 皮 切 を 加え て 
肺 内 に 注射 針 が 刺 入 され て いる 事 を 確 め た も の で あぁ る 。 
併 し 肺 内 接種 で 見 られ た 騰 瘍 は 実験 例 数 が 少く , 叉 肺 外 
に 漏れ た 虫 体 に より 胸 膝 腔 内 接種 と 同様 の 条件 と な っ て 
形成 され た 事 も 考え られ る た め に こと の 実験 の み で 肺 内 接 
で も 膜 瘍 キ 形 成す る と 云う 事 は 断言 出来 ず 更 に 検討 を 
要する 問題 で ある 。 
総括 及び 者 接 

著者 は Schnitzer 等 (1950) の 実験 に 従 つ て モル モッ 
ト 。 ラッ テ , マウ ス の 皮下 , 筋 内 , 腹腔 内 及び 肝 内 ( ラ 
ッ テ の み に 行う ) に チ ス テイ ンプ ブイ ョ ヨン 血清 培地 で 培養 
し た 無菌 の T.v. を 和 接種 し て 腸 瘍 形成 を 感染 の 標示 と し 
て 各 動 物 の T. v. に 対す る 感受 性 を 比較 し た 。 West- 
phal (1986) は ラッ テ の 内 の 細菌 性 に T. v. が 
生存 する 事 を 報告 し て いる が , 彼 の 実験 た に 於 て は 細菌 が 
主要 な 役割 を な す も の で あつ て 下 . v. が 単独 で ラッ テ 
の 筋 内 に 感染 し 得る 事 を 示す も の で は な か つた 。 そ の 他 
に 前 述 の 如く , Bland et al (1982), Rakoff (1934), 
Bonestell (1936), 深 松 (1941), Truussell & Mc Nutt 
(1941) 等 は 各種 の 動物 と 共に ラッ テ , モル モッ ト の 和 腔 
内 , 皮下 , 腹腔 内 , 口腔 , 頭蓋 内 等 と TT. v. を 接種 し 
た が 何れ も 不 成 功 で あつ た 。 又 浜田 (19583) も ラッ テ , 
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モル モッ ト の 腹腔 内 接種 は 陰性 成績 で あつ た と 述べ て い 
る 。 著 者 の 実験 に 於 て も モル モッ ト の 皮下 及び 腹腔 内 接 
種 で は 肘 瘍 形成 は 全く 認め られ ず 。 筋 内 接種 に 於 て 発展 
性 の 全く 無い 被 包 され た 小 騰 瘍 を 見 た の み で あり , ラッ 
テ で は 腹腔 内 及び 肝 内 接種 で は 陰性 成績 で あり , 皮下 及 
び 筋 内 接種 で 被 包 性 の 膜 瘍 を 認め た に 過ぎ な か つた 。 と こと 
の 被 包 され た 騰 瘍 は 純然 た る 膜 瘍 と は 云い 難く 早晩 吸収 
され る べき も の で ある と 考え られ る 。 

以上 の 如く 各 研 究 者 の 報告 と 著者 の 実験 成績 と を 併せ 
考 へ て モル モッ ト , ラッ テ は 補 . v. に 対し て 舞 受 性 は 
極め て 低い も の と 云い 得る 。 

之 た に 反し て マウ ス に 訟 て は Schnitzer 等 (1950) の 
実験 と 同様 , 皮下 , 筋 内 , 腹腔 内 接種 に 於 て 各部 位 に 無 
菌 の を 認め ウス は に 対し て 高度 の 感受 性 
を 有する 事 を 確証 し た 。 即ち 皮下 , 筋 内 接種 で は 2~ 38 
日 以内 に 限局 性 の 騰 瘍 形成 を 外部 より 認め , 次 第 に 発展 
し 自 潰 排 肛 或 は は 途中 より 発展 性 を 失い 吸収 され 
て 治癒 傾向 を 示す も の も あつ た 。 自 潰 は 皮下 腰 瘍 の 方 が 
早く て 日 前 後に は 既に 自 潰し 始め る も の も あつ た が , 和 角 
内 は 2~ 8 週 より 認め た 。 皮下 の が 自 の 
早い の は 生ずる 部 位 か ら 当 然 考 えら れる 事 で ある 。 病変 
の 程度 は 或 る 程度 接種 虫 数 に 比例 し 虫 体 数 の 多い 程 閉 明 
な 践 瘍 を 形成 し た 。 感染 量 は Schnitzer 等 (1950) は 筋 
内 接種 で 2.5 x10′ で は 腰 瘍 形成 を 認め ず , 皮下 接種 で は 
1000 で は 腰 瘍 は 形成 され な か つた と 云 つ て いる が , 著者 
の 実験 で は 筋 内 接種 で 6.875 x10: で は 形成 され ず , 皮下 
接種 で は 8.1875x10* で も 5 例 中 1 例 に 認め て いる が , 選 
は 実験 に 使用 し た マウ ス の 株 や T.v. の 株 の 相 異 に ょ る 
も の で ある と 思わ れる 。 又 腹腔 内 膜 瘍 形成 は 大 体 8 週 
後に は 明らか に 認め られ その 中 で も 肝 有 購 瘍 は 本 実験 に 於 
て 大 多数 の 例 に 見 られ た が Schnitzer 等 (1950) は 肝臓 瘍 


を 認め て お ら ず その 理由 と し て 彼 等 は 8 週 以 上 観察 し な ・ 


か つた た めで あろ うと 云っ つて いる が , 著者 の 実験 で は 早 
いも の は 2 週間 で 見 られ た 例え あり 彼 等 の 場合 に は 実験 
例 数 が 少 い (8 ~12 匹 ) 事 と T. v. の 株 の 相 異 る 考慮 さ 
れる べき で あら 3 う 。 又 彼 等 は 腹水 に っ つい て は 補 . v. の 接 
種 の 場合 とこ は 何 ら 触 れ て いな い が 著 者 の 実験 に 於 て は 明 
ら か に 腹水 の 注 溜 を 認め , 又 浜 田 (1958) 及 び 山 県 1954) 
も ぁ 腹水 の 江 溜 する 事 を 報告 し て いる 。 即ち 浜田 (1958) は 
250 x10*~400 x10* で 161 例 中 13 例 が 感染 し その 内 腹 
水 の み を 認め た も の ( 彼 の 調 う 本 型 ) は 6 例 で , 腰 間 を 形 
成 し た 例 (『『 型 ) は て 例 で あり , 山県 (1954) は 250x10* で 
10 例 中 1 例 に 腹水 を 認め て いる 。 こ と の 腹腔 内 接種 に 於 け 
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る 感染 率 に っ いて は 著者 の 腹腔 内 接種 の 第 2 回 目 の 実 験 
に 於 て は 100 x10*~750 X10* の 貝 体 を 接種 し 121 例 中 
95 例 に 臓 瘍 形成 を 認め その 内 8383 例 に は 腹水 を 合併 し て お 
り , 1 例 に は 腹水 の み を 認め て お り 両 氏 の 実験 例 よ り 閣 
か に 高い 感染 率 を 示し て いる が , 之 は T.v. の 株 の 相 暴 も 
或 る 程度 考え られ る が それ より る も 接種 液 量 が 相当 関係 す 
る と 考え れ ら れる 。 即ち 本 実験 で は 活動 性 の 虫 体 を 含 区 
リン ゲル 氏 液 1.0 cc を 接種 し , 浜田 , 山 県 両氏 は 虫 体 浮 海 
液 の 生食 水 0.5 cc を 接種 し て いる が , マウ ス で は 腹腔 内 
接種 に は 0.5 cc が 通常 の 接種 液 量 で ある の に その 倍 量 を 
接種 する 事 は マウ ス た 対し て 可 り の 負 な り そ の 
抗力 を 弱め る 事 が 考 へ られ る 。 又 T.v. の 株 に ょ る 病原 
性 の 相 異 も 第 5 表 に 見 る 如く A, B, I の 38 株 を 比較 する 
と 明らか に その 差 が 認め られ る 。 怒 ち 略 々 同数 の 貝 体 を 
接種 し た 場合 1, B, A の 順に 形成 腹水 の 
の 率 が 少く な つて いる 。 又 腹腔 内 肝 瘍 中 で T.v. は 増殖 
を 続け 増大 する が , 数 例 に 於 て 誠 時 に 有 に 
生 虫 を 検出 し 得 な か つた が と これ 等 は 既に 治 疲 期 に 在 る も 
の と 思わ れる 。 腹腔 内 接種 で は 感染 を 起す に は 可 成 り 多 
数 の 貝 体 接 種 を 要する も の で , Schnitzer 等 (1950) は 
400 x10*, 浜田 (1958) , 山県 (1954) 等 は 250 x10* 
以上 を 接種 し て お り , 著者 の 実験 で は 筋 内 及び 皮下 接種 
で は 25.5x10* で 5 例 全 て に 肝 瘍 を 形成 し た が 腹腔 内 接 
種 で は 100 x10* 以上 で る 100 に は 感染 し 難 か つ た が 
交 は 生体 の 防 低 反応 と し て 腹腔 内 に 接種 され た T. v. は 
食 食 作用 を 受け る た め 少 数 の 虫 体 で は 速 か に 死 減 する 事 
と , 多数 の 虫 体 を 接種 し た 時 に は 或 る 程度 の 食 食 作用 を 
受け て も それ を 免れ た 体 も 相当 ある 和 それ が 生 
き 残 つて 次 第 に 腹 云う 異常 に 適応 し 肝 , 腸管 
な どの 秋 器 に 固着 し て 分 裂 増殖 し , 白血球 浸潤 を 伴 つ て 
腰 瘍 形成 を 起す も の で ぁ ろ うぅ 。 こ の 適応 に 関し て は 浜田 
(1958) は 前 述 の 如く 腹 内 感染 を 型 の 2 っ の 
型 に 分 類 し, 前 者 で は 生理 学 的 に も 型 態 学 的 に も て T. foe- 
ts に 似 た 変異 を 起 し て 来る と 云っ つて いる が , 著者 の 実 
験 で は 感染 し た 例 の 内 , 腹水 の み を 認め た の は 1 例 の み 
で あぁ あつ て この 例 に つい て は 培養 , 動物 接種 な どの 探求 は 
行わ な か つ 浜田 (1958) の 本 型 に 相当 する も の か 
どう か は 過 定 し 得 な い 。 久保 田 (1956) も 2 つの 型 の あ 
る 事 を 認め て いる 。 更 に 著者 の 実験 で は 膜 間 の み を 認め 
た 例 の 他 に 腹水 を し た 認め 後者 の 1 例 の 
腹水 を 他 の 健康 マウ ス に 接種 し た 所 , 臓 瘍 形成 を 認め た 
の み で 腹水 は 認め られ ず , こと の 場合 の 腹水 は 浜田 (19538) 


の 1 型 と も 異 る 様 で あつ た 。 膜 瘍 及び 腹水 を 合併 する 例 


( 43 ) 


で あつ た 。 即ち 脳 内 接種 で は 接種 液 量 が 0.08~0.04cc と 
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は む しろ 乃至 中 間 型 と も 呼ぶ べき で あろ うぅ 。 様 な 
点 を 考え る と I, I 型 を 生ずる 原因 は T.V. の 性 状 に ょ よ 
る の か 和 宿主 側 の 因子 に よる の か 軽 本 に は 決定 し 得 な い 。 
叉 一 方 1, I 型 と 明確 な 分 類 を 行う こと に 無理 が ある と 
も 考え られ る 。 . 

脳 内 接種 に 関し て は Trussell & Mc Nutt (1941) は - 
モル モッ ト , 家 の 実験 に て 不 成 功 で つた と 報 
告 し て いる が , 著者 の マウ ス の 脳 内 接種 に 於 て も 不 成 功 


云う 微量 の た め 虫 体 数 最高 16x10* し か 接種 出来 な か 
つた が 培養 に と よる 生 検出 成績 より みて , T. v. の 
内 生存 期間 は 6 日 以内 で , それ 以後 の 剖検 例 で は 生 虫 を 
検出 し 得 な か っ た た め 脳 内 接種 に 於 て は T.v. は 感染 し 
な いと 考え られ る 。 

胸 艇 内 接種 は Bos (1984) が Trichomonas columbae 
で マウ ス の 胸 腔 内 感染 を 起 し た と 報告 し て いる が , T. v. 
で の 実験 は 著者 の 知る 限 け に 於 て は 末 だ 行 は れ て いな い 
様 で ある 。 著 者 は .T. v. を マウ ス の 胸膜 腔 内 に 接種 し 20. 
例 中 11 例 に 腹腔 内 接種 で 認め た と 同様 の 臓 瘍 を 認め 胸膜 
腔 に る 感染 し 得る こと を 確証 し 得 た 。 叉 肺 内 接種 を 試み 
た 所 , 11 例 中 3 例 に 肺 に 臓 間 を 認め た が 無菌 試験 は 行 は 
な か つた た めそ の 騰 瘍 が 無菌 か 否 か は 断定 出来 な い 。 

以上 の 如く T. v. は モル モッ ト , ラッ テ で は 感染 を 起 
し 得 な か つた が マウ ス 著 明 な 病原 性 を 示し た 事 よ り 
TT. v. は 種 属 特 異性 を 有する も の で ある 。 且つ ャ ウス で 
は 皮下 , 筋 内 , 腹腔 内 , 胸膜 腔 内 に は 感染 し , 脳 内 に は 
感染 を 起 さ ず , 又 Trussell & Mc Mutt (1941) は 経 : 
口 的 に は 感染 を 起 し 得 な か つた し , 中 野 (1956) は 前 立 
腺 接 種 に 於 て T. v. は 6 日 位 か 生存 な ず 感 染 を 起 し 得 
な か つた 事 よ り T.v. は 臓器 特異 性 も 有する と 考え られ 
る 。 感染 臓器 と っ い て は 里 盛 な 増殖 を 起す 筋 , 肝 が 多量 
の グリ コー ゲン を 有 し て いる と と は こと の 原虫 が 増殖 に 多 
く の 邊 質 を 必要 と す こ < 関係 が ある と 思わ れる 。 
最後 に T. v. が マウ ス に 致死 的 感染 を 起す ゃ 否や ゃ の 問 
題 が ある が , 皮下 及び 内 接種 ご の 明らか に 限局 
性 の も の で あり , 全身 症状 も 認め られ な か つた の で 之 等 
の 部 位 で は 致死 感染 は 起 し 得 な い 事 は 明らか で ある 。 又 
腹 旋 内 接種 で は 本 実験 で は 40 日 前 後 の 観察 で 相当 広汎 た 
腹腔 内 や 多量 の 腹水 を 認め ら , 的 に は さして 
全身 症状 も 見 られ ず , 又 和 途中 で 鑑 死 し た 例 で 何ら 病変 な 
く 生 虫 を 検出 し な か つた 例 も あり, T.v. が 致死 的 感染 
を 起 し う 事 は 出 
ウス に 対し て それ 程 強 い 病原 性 は 持 た と 云え よう 。 
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- 即 ち T.v. は 致死 感染 を も た ら す TT. columbae, T. 
が oetus に 比べ マウ ス に 対し て は 造 か に 病原 性 が 少 い と 
考 へ られ る 。 
結 論 

無 苗 培 養 に より 継 代 を 重ね た TT. v. を モル モッ ト ,。 ラ 
ッ テ 。 マウ ス の 皮下 , 筋 内 , 腹腔 内 及び 肝 内 (ラッ テ の 
. み ) に 接種 し , 各 動 物 の T. v. に 対す る 感受 性 を 比較 す 
る と 共に マウ ス で は 更に 胸腔 内 , 脳 内 接種 を 試み た 。 
1) モル モッ ト , ラッ テ で は T.v. に 対す る 感受 性 は 極 
め て 低い 。 
:2) マウ ス で は 筋 内 , 皮下 に 著 明 な 臓 瘍 を 形成 し , 腹腔 
内 で は 騰 瘍 及び 腹水 を 認 ふ , 胸 腹 腔 内 接種 で は 同様 の 膜 
瘍 を 認め た が , 脳 内 接種 で は 感染 を 起 さ な か つた 。 肺 内 
接種 で も 肛 瘍 は 認め た が 肺 内 に 生じ た も の か 肺 外 に 漏れ 
て 生じ た も の か 夢 定 し 難い 。 
.8) の は 細菌 の 共存 な し に v. 単独 で も 起 
り 得 る も の で ある 。 感 染 と 接種 虫 体 数 と の 間 に は 明らか 
な 関連 が ある 。 
4) 肝癌 中 に は 大 多数 の 例 で 生 虫 を 検出 し 得 た が , 生 虫 
を 検出 し 得 な か つた 例 は 治 着 機転 に よる ゃ の と 思わ れ 


本 論文 中 実験 エ の 要 引 は 昭和 30 年 4 月 4 日 第 24 回 日 本 
寄生 虫 学会 に 発表 し た 。 

稿 を 終る に あたり 御 指導 御 校 関 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 
並び に 浅見 敬三 助教 授 に 深謝 致し ます 。 
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Summary 


Trichomonas vaginalis maintained by successive 
subcultures in Asami’s medium without associated 
bacteria were inoculated into subcutis, muscle and 
peritoneal cavity of small laboratory animals. 
Animals used were guinea pigs, white rats and 
mice. Intrapleural and intracranial inoculations 
were also tried in mice. Guinea pigs and white 
rats were rarely infected. Only in very small 


number of cases, abscesses were produced in 


muscle or subcutis of these animals and tricho- 
monads were detected in these abscesses. Mice 
were highly susceptible and abscesses containing 
trichomonads and free of bacteria were often 
produced at the site of inoculation or subcutis, 
muscle, peritoneal and pleural cavity. Ascites 
was also produced by the intraperitoneal inocula- 
tion. Intracranial inoculation did not produce 
infection. Success or failure in producing abscess 
was much influenced by the number of tricho- 
monads inoculated. Smaller number often failed 


to produce abscesses. Abscess having no tricho- 
monad were likely to be on the way of being 
cured. 
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昭和 32 年 6 月 (1957〕 


虫 の 生物 学 的 研 


問 


慶応 学 医学 部 寄生 学 教 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 31 年 10 月 3 日 受領 ) 


種々 な る 目的 か ら 貝 虫 の 幼虫 を 宿主 体外 に 於 て 宿主 体 
内 に 訪 け る と 同様 の 生理 状態 に 於 て 生存 せしめ る と と が 
望ま し い の で ある が , 今日 それ は 尚 , 至難 に 属す る 。 上 鍋 
幼虫 の 発育 が 中 間 宿 主 を 必要 と せ ず , 直接 的 で ある と と 
は 現在 何人 も 疑わ な い 所 で あつ て , 攻 便 と 共に 排出 され 
た 卵 は 外界 で 発育 を 進め , 終 い に 仔 虫 を 形成 し 仔 虫 包 臓 
と な り , な 経口 的 に 摂取 を られ 腸 内 で 化 脱 幼 
貝 が 出る 。 こ の 幼虫 は 一 度 体内 移行 を 営 を で , 即ち 肺 臓 
を 通過 し 再び 腸 に 達する と 云う 経 堅 を 経 な けれ ば 成虫 に 
な り 得 な い 。 様 な の 生活 で は 幼虫 の 体内 移行 
と いう ぅ 問題 は 最も 生理 学 的 と 興味 の ある 点 の 一 つ で あら 
う 。 従っ つて, 此 の 時 期 の 幼虫 が 成育 に 如何 な る 生理 条件 
を 必要 と する か , 先 づ 第 一 た 手 を っ つっ け な け れ ば な ら な い 
問題 で ある 。 所 で 仔 虫 或 は 幼虫 と いう ぅ 言葉 の 定義 で ある 
が , 森下 1949) に 依 ば 卵 内 の も の を と 云い , 
化 後 の る の を 幼虫 と 云う と 述べ て 居り , 著者 る 以下 と これ 
に 従う 事 に し た 。 

上 城 虫 の 生存 及び 発育 に 関す る 報告 は 古く か ら あ る 。 
近藤 (1920) 及び 浅田 (1928) は 仔 虫 は 1 ヶ月 余生 存 し 
た と 述べ , 豊田 (1982) は 好適 と 思わ れる 種々 の 液 に 就 
いて 観察 し た が , 仔 虫 は 最少 8 日 ~ 最 長 43 日 生存 し た と 
述べ , 田村 治 (1982) は 種々 の メ ヂ ウム で 幼虫 の 飼育 を 
試み た が , 最長 4 時間 生存 し て 居 た と 述べ て いる 。 
Pitts and Ball (1958) は さき に Pitts (1948) が 行っ つ 
た 沈 法 に つて 人 工 し た 豚 仔 虫 を , Seitz's 
filter で 無菌 的 と し た 培養 液 中 で 飼育 レ し 89 日 間 で 2.4 
生存 し た と 述べ て いる 。 と これ に より 自然 界 で 脱 
た 幼虫 は 一 定期 間 生 存する こと は 多く の 人 に 依っ て 認め 
られ て いる が , その 間 , 多少 の 発育 を 進め 得る か , 否 か 


Michisuke Toikawa : Biological studies on Ascaris 
lumbricoides. I. An attempt to keep alive ascaris 
larvae in a bacteriologically steril medium. (De- 
partment of Parasitology, School of Medicine, Keio 
University, Tokyo,) 


に い て 平沢 (1927) , 豊田 (1932) は 及び 豚 


躍 で は 変化 を 認め な い が , 犬 個 虫 で は 多少 の 増大 を 認め 。 
る と 述べ て いる 。 

以上 の 事柄 か ら 特 殊 な 培地 を 考 技 す れ ば 工 境 次 第 で 人 
工 調 化 幼 虫 が 相当 長い 期間 (少く と も 1 ヵ月) 生存 し , 
一 定 度 の 発育 増大 を 営 な せ む で あら うこ と と は 考え られ る 。 

. 著者 は 犬 と 比 し 困難 と 云わ れ て いる 豚 
人 工 を 行い , この 脱 虫 が 宿主 体外 の 適当 な る 
地 に 於 て 生 々 永く 生存 し て , 幼虫 が 其 の 間 形 態 上 多少 の 
成育 を る も の か , か の 問題 を 種々 る メデ ウ ム を 
用 いて 実験 し た 。 以下 , 其 の 成績 を 報告 する 。 

実験 材料 及び 方 法 

の 上 採取 後 間 も な い ょ よく 発育 し た 体 を 0.95: 
26 の 食塩 水 で よく 洗 浴 し , 体 壁 に 附 着 し た 肉眼 的 不潔 物 
を 除去 し, 更に 数 回 減 菌 0.95% 食 で 洗 , 細菌 の - 
に た 。 と の 貝 体 を 5 アンチ ホル ミン 液 の 中 で 
開 体 し , 子宮 部 を 1~1.4 cm で 切 , 5 ア ンチ ホ 
ルミ ン 液 を 満た し た 減 シ ャ ー レ に 移し 虫 卵 を 取り 出し 
た 。 受精 ある こと と を 確認 し た 後 , 遠心 管 に 移 - 
し 30 分 ~ 1 時 間 後 に 1.5 00 回 転 5 分 間 遠 心 沈 江 し , 上 
清 液 を 捨て ゝ 蒸溜 水 を 注 加 しょ く て , 再び 
1.5 00 転 5 分 間 心 沈 つた 。 こと の 操作 を 4 ~5 
回 線 返 し て よく 洗 溢 し , アン チ ホ ルミ ン 液 を 除去 した 。 
アン チ ルミ ン は 貝 を ば ら ば ら に ほぐし , 蛋白 
去 し て 相 互 の 凝集 を 避け 培養 及び 脱 の 操作 を 
便 な らし め る 謝 に 用 いた も の で あぁ る 。 こ と の 液 は 後 の 脱 毅 
に 何等 か の 影響 を 及ぼす の で は な いか と 考え た が , 鏡 検 
し た 結果 は 形態 的 に 蛋白 膜 が 除去 され た 以外 , 卵 明 に は 
大 し た 変化 を 認め な か つた 。 

(2 卵 の 培養 

試験 管内 滅菌 水中 培養 滅菌 し た 大 試験 管 こ 減 菌 水 8 cc 
を 分 し , 処置 し た 虫 を 入れ て し , 28°C の 
器 内 に 約 15 度 の 尼 斜 と し て 静 置 し た 。 虫 卵 は 大 概 傾斜 し 


( 45 ) 
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: 大 管 沈 た 。 水 の 深 は 最も 深い 所 で 1 cm を 越 


で あり , 1 日 1 回 試験 管 を 振 携 し て 卵 発 


" 桶 の 均一 化 を は か つた 。 虫 卵 の 発育 は 虫 体 を 異 に する と 


と で , 赤 同 一 虫 体 か ら の 貝 卵 で も 個々 に 多少 の 差 は ある 


が , 18 日 後に は 大 部 分 の 虫 卵 が 仔 虫 形成 を 完了 し た 。 笑 


に は 相当 数 の 虫 卵 が 80 日 後に も 発育 し な か つた り , 或 は 


: 発 育 の 途中 で あつ た りす る 様 な 試験 管 も あつ た 。 


(C8) 脱 法 
の 人 に 就 い て の 研究 は 若干 ある が , 犬 


で 吉田 (1928) , 豊田 (1981) , 大 腸 (1928 , 越 


(1932) 等 は 培 ヂ ム 中 ご の 自然 脱 報告 し て い 


. る 。 叉 豊田 は 系 統 的 と これ を 研究 し , 0.05%% ペ プ ト ン 


水 0.1 ~0.052% 水 で 極め て 容易 に は 
化す る と と を 報告 し た 。 Pitts (1948) は 2 % ア ンチ ホ 
ルミ ン 液 と 2 2 昔 性 ソー ダ 液 の 混合 溶液 に 豚 虫 仔 虫 包 
蔵 卵 を 入れ , 87.5°C の 蜂 卵 器 に 24 時 間 静 置 後 , 生理 的 食 


で 遠心 依り 5 回 洗っ た 。 後に 3.0 00 回 転 10 分 
: 間 の 遠 に て 確実 と 99.122 の 高 率 の が 得 ち られ , 遊 


し た 仔 虫 の 87% 以 上 は 浮 化 後 24 時 間 自 動力 が あっ た と 人 述 
べ て いる 。 又 ,。 Mc Rae (1935) は 従来 な され て いる 角 
化 の 報告 は 真 の 包 化 で は な く , 卵 明 に 対す る 機械 的 損傷 
に 基く も の で ある と いう 報告 を 行 つ て いる 。 併 し 征 ら 浮 


- 化 の 条件 は その 様 に 単 一 な も の で な いこ と と は 容易 に 考え 


られ る 。 一般に 人 及び は 人 工 化 が 犬 と 


. 比 し 困難 で ある と 云わ れ て 居る が , 著者 の 方 法 は 次 の 如 


ある 。 

先ず Stoll の 試験 管 に 直径 5 外 の 玉 を 15~20 
位 入れ , を 施し 減 菌 し た 。 は 試験 管内 水 
中 に 培養 し た も の で , 培養 後 380~50 日 を 経過 し た 爺 虫 包 
用 い , この 懸 濁 液 を 減 菌 ピ ペッ ト に て つ て, 前 
記 の Stoll の 試験 管 こ 入れ た 。 そ を し て Stoll の 試験 管 を 
博子 玉 の 動く 程度 に 5 ~? 分 間 振 湯 し た 。 硝子 玉 の 摩擦 


ょ より 卵 機械 的 損傷 が 与え られ る の で , 仔 虫 は 脱 


し し た 。 と この 濁 を ピ ペッ ト に て , 1 
を スラ イド 上 に 拡散 させ 。 カバ ー グ ラス で 衝 う こと な く 
し , 仔 虫 の 生死 及び 脱 を し ら べ た 。 化し 


て 活 動い て いる 仔 、 脱 し 硝子 玉 の に ょ 


り 死 亡 し て いる 仔 虫 , 卵殻 より 脱出 途中 で 生存 し て いる 
仔 と 死亡 し て いる 仔 , 仔 包 蔵 の ま ゝ 全然 脱 レ 
な い 仔 虫 等 の 5 段階 の も の が 混在 し て いな た 。 浮 化 効 虫 の 


. 脱 毅 率 は 70~80% で 非常 に 高 率 で あっ た と 考え られ る 。 


(4) 飼 方 法 
飼育 虫 体 は 上 記 の Stoll の 試験 管内 と て 硝子 玉 に 依る 
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脱 で 化 し た 豚 を 使用 し た 。 即ち 幼虫 の 
懸 濁 液 1cc を 予め 飼育 液 8 cc 宛 分 注 せ る 試験 管内 と に 注ぎ, 
87 の 内 に 静 置 し た 。 飼育 容器 は 飼育 液 に 
の 混入 を 可 及 的 防止 し , 且つ 観察 に 便 な る た め 直 径 約 2 
cm, さ 約 18cm の 試験 管 用い, 部 と は を 施し 
た 。 之 等 の 器具 類 は 総 べ て 厳重 な 化学 的 微生物 学 的 静 浄 
を 必要 と する た め に , 使用 に 際 し て は 次 の 処理 を 行っ 
た 。 硝子 器 材 は クロ ー ム 硫酸 液 に 浸し 水洗 , 乾燥 , 乾 熱 
菌 を 行っ つた 。 飼 育 液 は すべ て 蒸気 を 行い , 人 血清 
は Seitz's filter で 無菌 的 と し た も の を 用 いた 。 使用 し 
た ピペット , 試験 管 , シャ ー レ 基 の 他 の 器具 は すべ て 減 
菌 し , 無菌 的 に 操作 し た 。 

使用 さる 飼育 液 は 0.4 26, 0.5 %, 0.6 %, 0.7 2%, 
0.8 2%, 0.9 26。 1.0 の 濃度 の 食塩 水 リン ガー 氏 液 , 
ロッ ク 氏 液 , タイ ロー ド 氏 液 , リン ガー デレ 氏 液 , 並 に 
リン ガー 氏 液 に 0.1 を 添加 し た た もの, リン ガー 
氏 液 に 六 敬 糖 0.1 添加 し た 液 を 基本 液 と し て , アス パ 
ラ ギ ン 酸 。 グルタミン酸 ソ ウー ダ ( 味 の 素 ), ビタ ミン B,, 
ビタ ミン C, 肝臓 未 , 塩酸 シス テイ ン , 寒天 , ペ プ ト ン 
等 を 単独 に た 加え た も の 及び 人 血清 を 用 いた 。 実験 操 件 は 
厳重 な 無菌 的 操作 の も と に 行っ た が , 念 の 為 に 飼育 液 中 
に ペニシリン 10000u/lcc。 スト レプ ト マ イシ ン 10mg/cc 
を 添加 し た 。 尚 , 実験 中 の 無 苗 試験 は Thioglycollate 
培地 に より 行っ た 。 

(5) 幼虫 の 生死 判別 

幼虫 の 生死 判別 は 専ら 運動 の 有無 に ょ つべ た :。 可 検 幼虫 
を 含有 せる 液 よ り 口 径 約 2 mm の 細 少 な る 「 ピ ペッ ト 」 に で 
1 滴 を 取り , 載 物 グラ テス 上 に 点滴 し その ま ゝ 検 レ し , 次 の 鑑 
別 点 を 基準 と し て 生死 を 判別 し た 。 真 直 に 伸展 せる も 
の , 及び 新 月 状 乃 至 滑 沢 な る 阪 を 画 い て いる も の , 頭 部 
ょ り 必 端 に 至る まで 局部 的 必 曲 運動 の な いも の を 以 っ て 
死 の 象徴 と し た 。 此 の 他 , 機械 的 損傷 ある も の は 計算 よ 
り 除 外し た 。 滑 運 動 , 運動 . S 字 状 運 動 , 半 
月 以上 の 姓 曲 運 動 を 示せ る も の は 勿論 , 波状 運動 , 其 の 
他 僅 か に て も 1 局部 の 械 曲 運動 を 究 い 得る も の を 生 と し 
た 。 生 存 期 間 の 末期 と に お いて 運動 有無 判定 の 困難 な 場合 
は 5 分 以上 観察 し て 振 加 温 な どの 加え , 
動 の 際 に こと れ を 死 と 認め た 。 

(6) 幼虫 虫 体 の 計測 

発育 の 有無 は 幼虫 の 体長 及び 体 幅 を 計測 し て 判定 し 
た 。 体 長 は Zeichenapparat を , 体 幅 は 接眼 測 微 計 を 用 
いて 計測 を 行っ つた 。 同一 条件 下 に る 体 の 生存 期間 
に は 個体 差 に より か な り の 長短 の 差 は 免 が れ な か つた 
が , 算術 平均 こよ ょ つて 各々 の 平均 生存 日 数 を 算出 し た 。 
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第 1 表 各種 食塩 濃度 の 飼育 液 に ける の 生存 期間 。 飼育 37 C°. 
( 表 中 の 幼虫 数 は 虫 体 100 個 中 の 生 幼 虫 数 を 示す 。 以下 各 表 共同 様 ) 


63 
2 
1 47 
0:6%| 2 56 
3 48 
3 42 
3 56 
68 53 33 13 2 2 1 0 
0.9%| 2 73 56 34 
3 78 
1.0%| 2 73 
実験 成績 れ , と これ に 種々 の も の を 深 加 し た 。 


1. 各 種 食塩 濃度 の 飼育 液 内 に 於 ける 幼虫 の 生存 期間 
舞 幼 虫 を 飼育 する 基本 と し て 食塩 の 最適 濃度 を 知る 旋 
た 食塩 の 用 量 を 0.4 %, 0.5 0.6 %, 0.7 %, 0.8 
26, 0.9 2%6, 1.0 2 の "7 通り に 作 つ て 貝 体 の 生存 期間 を 
し ら べ た 。 食塩 の 濃度 が 0.5 2% の も の が 上 良好 で 14.5 日 の 
平均 最高 生存 日 数 を 示し た 。 成 績 は 第 1 表 の 通り で ある 。 

2. 各 種 生 理 平衡 液 内 ど 於 ける 幼虫 の 生存 期間 

人 ん 工 合成 飼育 液 内 の 基本 と し て の 生理 平衡 液 の 既存 4 
: 殖 に つい て 各々 に 於 ける 貝 体 の 生存 期間 を 観察 し た 。 

リン ガー 氏 液 の 食塩 (NaCD は 正 失 の も の は 0.85 2 で 
. あ る が 前 記 の 実験 成績 に と より 最良 の 0.5 の 濃度 を 用 い 
平衡 液 の 種類 及び 製法 は 第 2 表 に 示し た 如く で あ 
る 。 飼 育成 績 は 第 3 表 に 示せ る 如く 平均 生存 日 数 か ら 見 
て ロッ ク 氏 液 で や > 良く, リン ガー 氏 液 が 最も 良好 で あ 
つた 。 そこ と で リン ガー 氏 液 の NaCl を 0.5 2 に 調製 レ 
た も の を 基本 飼育 液 と し て 用 いる こと と が 適当 と 考え ら 


%, 


(Co 
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8. 栄 養 物質 を 漆 加 し た リン ガー 氏 液 に 於 ける 幼虫 の 生 
存 期間 並 に 発育 

リン ガー 氏 液 に を 0.072%, 0.082,0.0926,0.1 
26,0.22%6 の 各 濃 度 で 添加 し た 結果 は 0.12% の も の が 良好 
で あぁ つた 。 リン ガー 氏 液 加え た 液 
を 基本 合成 液 に し て 次 の 各種 栄養 物質 を 添加 し た 。 即 ち , 
ァ ス パラ ギン 酸 0.007 2%, グル タ ミ ン 酸 ウー ダ (味の素 
) う 0.007 26,。 ビタ ミン C0.008 2。 ビタ ミン Bi 0.005 
2%, 肝臓 末 0.005 2%%, 塩酸 シス テイ ン 0.008 22, 寒天 0. 
008 2%6。 ペ プ ト ン 0.008 を それ ぞ れ 基本 合成 液 に 単独 
に 加え た 。 成績 は 第 4 表 に 示す 如く ビタ ミン C 0.008 
26,。 塩酸 シス テイ ン 0.008 を 別々 に 添加 し た も の が 良 
く 各 10 日 の 生存 日 数 が 得 ぁ られ た 。 幼虫 の 生存 日 数 と 俳 
行 し て 発育 に 就 い て の 観察 る 行 つ っ た 。 リ ン ガ ー 氏 液 に 
を 加え た 基本 合成 液 に 各種 栄養 物質 を 添加 し 
た 飼育 液 内 に 於 て は 第 4 表 の 通り , 幼虫 の 発育 は 殆 ん で 
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第 2 表 供 試 生理 平衡 液 一 覧 ( 表 中 の 数 字 は 必 を 示す ) 


KCI CaCl, NaHCO; MgCl, NaH,PO, 
Ringer 氏 液 0.5 0.02 0.02 0.01 
Locke 氏 液 0.9 0.042 0.024 0.02 
Tyrode 氏 液 0.8 0.02 0.02 0.1 0.01 0.005 
Ringer-Dale 氏 液 0.95 0.042 0.024 0.05 0.005 
第 3 表 各種 生理 平衡 液 内 た に 於 ける 功 虫 の 生存 期間 。 飼育 温度 37°C. 
( 表 中 の 幼虫 数 は 虫 体 100 個 中 の 生 幼 虫 数 を 示す ) 
試験 | 開始 日 . 存 () | 平均 最高 
No. 下 3 4 5 6 7 8 9 10 11 生存 日 数 (日 
Ringer 氏 液 2 81 9.3 
1 72 
yrode 氏 液 2 73 3.7 
1 78 
Ringer-Dale 氏 液 62 0 2.0 
認め られ な か つた 人 血清 単独 8 cc を 用 いた 成績 は 生存 果 が 示さ れ た 。 叉 , 幼虫 の 発育 も 8S 液 の 平均 体長 350 
日 数 は 4 日 で あつ た が , 幼虫 の 発育 は 可 成 り 良 好 で , 平 が 278 々 に 平均 体 幅 14.1x が 17、8m に な り , P 液 る 平均 体 っ 


均 体長 は 204 が 246 に 平均 体 幅 18 が に な 
り , 統計 学 的 に も 有意 の 差 が 得 ら れ た 

4. 人 工 合成 飼育 液 P 液 , S 液 , F 液 , T 液 , R 液 内 に 
於 ける 幼虫 の 生存 期間 並 た 発育 

以上 の 実験 の 成績 か ら 飼 育 液 の 基本 的 な 構成 は 分 つた 
の で , それ に 更に 複雑 な 栄養 物質 を 添加 し て 第 5 表 の 如 
き P 液 , 8 液 , F 液 , 下 液 , R 液 を 作り , 夫々 で の 生存 , 発 
育 を 検討 し た 。 浴 加 する 物質 に つい て Pitts and Ball 
(1953) は yeast extract 8.0 ペ ト ン 3.75gr, 
3.75 gr, 人 血清 250 ml を 11 の Fenwick'ssolu- 
tion に 加え た 飼育 液 を 無菌 的 に し て 飼育 し , 幼 虫 は 16 日 
間 で 93.622, 82 日 間 で 21.22%, 89 日 間 で 2.4 2 生存 し た 
と 述べ て いる 。 著 者 の 上 記 5 液 に は 彼 等 の 用 いた 物質 も 
加え て ある 。 

成績 は 第 6 表 に 示す 通り S 液 は 16 日 。P 液 は 22 日 の 生 
存 日 数 が 得 ら れ , 前 記 の 実験 成績 より 造 か に 良好 な る 結 


( 48 ) 


長 248 gm が 294 x に 平均 体 幅 13.2um が 19.8z に 夫々 成長 
一 方 , ビタ ミン Br 及び ビタ き ミン C の 代り た 
yeast extract を 用 い , その 他 の ぁ の > 濃度 を 多少 違え 
た FF 液 , T 液 , R 液 の 成 症 も 第 6 表 に 示す 通り 『F 液 30 
日 補 液 81 日 , 選 液 32 日 の 生存 日 数 が 得 ら れ , 発育 も 最 
長 の 生存 を 見 た 記 液 で 平均 体長 336 x が 267x に 平均 体 
幅 18.8 々 が 16.4u に 成長 し , 明らか に 発育 し た と 考え ら 
れる 計測 値 が 得 ら れ , 之 等 8 液 で は 何れ が 勝っ て いる と 
も 云え な い が , RR 液 の 生存 日 数 82 日 は 最長 で あり , 飼育 
液 と し て は 最 優秀 で ある と 考え る 。 
総括 並 に 考 接 
遇 虫 の 成虫 を 宿主 体外 で 飼育 する 事 は 古く か ら 行 われ 
て 居 て , 泉 教授 を は じ め 教 員 数 氏 に 依る か 
の 業績 が 発表 きれ て いる 。 最も 成績 の 良かっ つた も の は , 
鈴木 等 の を 除い た Ringer-Dale 氏 液 に ビタ ミン 
C を 0.5 に 添加 し た も の で , 最長 28 日 , 平均 12.6 日 の 
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第 4 表 Ringer 氏 液 十 各 種 旅 加 飼 育 液 内 に 於 ける 幼虫 の 生存 期間 並び に 発育 。 飼 育 温度 37°C, 
( 表 中 の 幼虫 は 虫 体 100 個 中 の 生 幼 虫 数 を 示す ) 


飼育 開始 日 
Ringer + 年 存 数 生存 日 数 
Ringer 氏 液 十 
ァ アァ スパ ペラ ギン 273 273 280 
0.007 % 12 
38 
グル タタ ミン 酸 ッ ー ダ 242 237 226 218 
0.07 % 12 12 12 12 
261 269 270 275 272 10 
14.8 15.2 15.7 16 “16 
63 
+ 
ビタ ミン B,0.005 253 243 254 
13.6 14.7 16 
258 272 270 
14.8 15.3 15.1 
76 
塩酸 シス テイ ン 263 255 273 261 272 10 
0.008 % 15.2 14.6 15.4 15.9 15.4 
231 249 237 
14.4 15 15.7 15.6 
68 
R+G.0.1% + 
ペア トン 0.008 | 281 240 238 
14.7 15.3 14.7 
42 
人 3cc | 204 246 
13 14.5 
生存 を 示し た 。 浅見 (1954) は 除 いた 挙げ て 見 る 。 近藤 (1920) は 養 で 自然 に 脱 


Ringer-Dale 氏 液 に 2, 8 の 抗生 物質 を 加え て , 最長 32 
日 , 平均 16.0 日 の 生存 を 見 , 飼育 液 中 に 混在 する 細菌 の 
増殖 を 阻止 する と こと が 貞 虫 の 生活 に 好適 な 影響 を 与え た 
と いう 証左 に 外 な ら な いと 述べ て いる 。 

幼虫 の 飼育 実験 に は 主として 犬 を 用 いた 研究 発 


表 が 多い が , 貞 幼 虫 の 生存 期間 に 就 い て の 報告 を 二 , 


( 49 


殻 せる 幼虫 は 尚 よ く , 1 ヵ月 以上 も 湿地 に 於 て 生存 し , 
動物 に 対し て 感染 能 方 を 保持 し て いる と 述べ て いる 。 
次 いで (1928) は 外界 に 於 て 自然 と 角 脱 た る 
は , 室温 (12C~15°C) に て は 1 ヵ月 間 に り 
て 生存 し , 同じ くく 感染 し 得る も の で あろ うと 報告 し , 億 
せ て 感染 動物 肝 内 より 採集 する 上 虫 は 室温 (12C~ 


) 
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第 5 表 
の PP 液 S 液 F 液 
Vitamin B; 10 mg "Vitamin B; 10 mg yeast extract 0.3g 
| Vitamin C 10 mg Vitamin C 10 mg pon 0.375g 
humanserum 25 cc humanserum 25 cc glucose 0.375g 
pepton 0.375g pepton 0.375g humanserum 25 cc 
glucose 0.1g glucose 0.375g 、 Fenwick’s-solution 75 cc 
ヽ Ringer-solution 75 cc \ Fenwick’s-solution 75 cc 
0.5g NaCl 0.8g NaCl 0.8g 
0.02g 0.02g 0.02 g 
| Cacl: 0.02g 0.02g 0.02g 
\ NaHCO; 0.01g MgCl, 0.01g MgCl, 0.01g 
⑤ RR 液 
yeast extract 0.3g / yeast extract 0.3g 
pepton 0.375 g pepton 0.375 g 
glucose 0.1g glucose 0.375g 
| humanserum 25cc | humanserum 25 cs 
\ Ringer-solution 75 cc 、 Ringer-solution 75 cc 
0.5g 0.5g 
KCI 0.02g | KCI 0.02g 
| CacCl, 0.02g | CaCl, 0.02g 
NaHCO; 0.01g \NaHCO;, 0.01g 
第 6 表 人 工 合成 倉 育 液 P 液 , S 液 , F 液 , T 
( 表 中 の 幼虫 数 は 虫 体 100 個 
飼育 開始 日 数 生 存 
飼育 液 平均 体長 (x) 
平均 体 幅 ( ) 1 
P 液 248 264 252 267 279 270 281 283 
13.2 14.7 15.3 16.4 17:2 18.5 18.2 19.1 
S 液 250 261 254 260 273 279 278 
14.1 15.6 16.2 16.3 17.4 17.8 17.8 
F 液 238 256 262 254 240 244 238 
13.5 15 15.7 15.4 15.3 15.4 15.5 
4 240 252 250 248 248 241 243 
13.8 15.2 16 15.6 15.3 15.8 15.7 
72 
R 液 236 252 246 249 252 254 250 
13.3 B.S3 15.7 15.5 15.3 15.8 15.7 
( 50 ) 
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15C) に て は 410 日 間 生 存する とこ と を 述べ て いる 。 以 上 , 2 
兵 の 実験 と よれ ば , 感染 動物 肝臓 内 幼虫 の 生存 力 は 自然 
の 生存 力 に 比 し て か に 短 か い 。 は 感染 動物 
体内 ょ り 遇 幼 虫 を 純粋 に 分 離す る こと は 極め て 容易 な る 
業 で な く , 如何 に 注意 し て 行 つ て も 軸 幼 虫 を 少し も 損 ぜ 
ざる 様 に 処置 する 事 は 不可 能 に 近い 為 に , 叉 既に 感染 


動物 体内 に て , ある 程度 発育 し た も の を 体外 に 取り 出す 
こと こと は , 幼虫 の 際 境 を 極め て 不利 に する 為 で ある と 考え 


られ る 。 皿 村 治 <1932) は 功 虫 の 飼育 を 試み て 蒸溜 水 , 

生理 的 食 リン ガー 氏 液 , タイ ロー ド を 用 い , 

これ に 酸 及 び ア ルカ リ を 種々 な る 濃度 に 元 え , 感染 動物 
の 肝 及 び 肺 か ら 集 め た 幼虫 を 飼育 し た が , タイ ロー ド 氏 
液 最 も 良好 で , 酸 及 び ア ルカ リ は 0.012%2 以 下 で あれ ば 結 
時 に 優 な い 。 は 0.1 如き 濃度 加 
えて も 経 果 は 不良 で ある が , その 内 比較 的 良好 な る は チ 
ロ チン, ス チン 及び セス で ある 
各種 の 臓器 浸出 液 の 添加 で は 100 倍 液 最も 良好 で , 卵 
試食 後 2~ 8 日 の 肝 及 び 肺 職 内 の 幼虫 を 用 いる 時 は , 肝 
及び n 堅 の 浸出 液 最も 良く , 7 日 を 経た 肺 臓 内 幼虫 で は 乱 
騰 浸 出 液 が 最も 良好 で , これ ら の メデ ヂ ウ ム で 少く も 最長 
44 時 間 生 存 し て 居る と 述べ て いる 。 さ きき に 自然 解 化 脱 殻 
幼虫 の 生存 時 間 に っ いて の 成績 は , . 1 ヶ月 以上 に 責 つ て 


液 , RR 液 内 た 於 ける 幼虫 の 生存 期間 並び に 発育 。 
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生存 する 事 を 示し て いる が , 人 工 幼虫 犬 卵 ) 
の 生存 期間 に つい て は 豊田 (1982) の 詳細 な る 報告 が あ 
る 。 即ち , 豊田 は 人 工 的 に 角 化 し た 犬 両 幼虫 を 用 いて 
適 と 思わ れる 柱 々 な る 液 に 投じ て , その 生存 力 を 検 し た 。 
此 の 観察 は 冬季 室温 で な され た の で ある が , その 中 の 
2, 8 を 挙げ る 。 (以下, P ニ ペ プ ト ン 内 虫 , 
内 仔 で ある 。 0.852 食 塩水 で は 
P は 21 日 , TT. 選 は 22 日 , アガ ー ル で は 12% で P は 28 
日 。 22 日 8 P は 28 日 , T. 選 26 日 生存 
し , ペ プ ト ン で は 溶液 で P は 5 日 , 
落 液 で は 何れ も 28 日 生存 し , は 1 で P は 
11 日 。 12 日, 0:052% で は 何れ 10 日 生存 し て い 
た 。 血清 ( で は リ 溶液 で は P は 34 日 。 TT. 27 
日 生存 する と 述べ て いる 。 

Pitts and Ball (1958) は 豚 箇 虫 の 幼虫 を 特別 に 設計 
し た 飼育 室 を 用 いて 前 述 の 飼育 液 を 無菌 的 と し て 37"C 
へ ~388°C で 飼育 し , 16 日 間 で 98.622, 82 日間 で 21.22, 89 日 
間 で 2.4 生存 し , 84 日 以上 生存 し た 効 虫 の 発育 は 平均 
増加 20 に 相当 する と 述べ て いる 。 成虫 の 場合 と 同様 に 
幼虫 の 宿主 体外 飼育 に 於 て も , Pitts 符 や 今回 の 著者 の 
実験 成績 と 示さ れ た 通り 飼育 液 を 無菌 的 と し た 方 が より 
優れ た 結果 が 得 ら れる と 考え る 。 


— 


の 生 虫 数 を 示す ) 温度 37°C 
数 ( ) 
1 0 
286 290 292 294 
19.3 19.5 19.5 19.3 
1 0 
242 259 256 260 
15.4 15.9 15.7 16.1 
249 265 269 266 
15.6 16.7 16.5 16.9 
256 263 261 264 267 
15.7 16.2 16.1 16.3 


(51 ) 
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人 工 的 脱 り 化し た 豚 の を 無菌 的 に 宿 
主体 外 於 て , 種々 な る 組成 の 人 工 合成 飼育 液 を 考案 し 
て 飼育 実験 を 行 つ た 著者 の 実験 成績 は 上 述 の 通り で , 『F 
液 , 了 液 , RR 液 は 夫々 380 日 , 81 日 , 82 日 の 生存 日 数 及び 
と れ に 伴 な う 発 育 を 示し た 。 貴 虫 の 発育 は 衆 知 の 如く 経 
に 浸入 し 来れ る 虫 成 ( 仔 虫 包 蔵 ) が 腸管 に 
於 て , 脱 仔 が 腸 を 突破 し 毛細 管 か ら 門 に 
入り , 肝 , 心 を 経由 し て 肺 臓 を 通過 する 体内 移行 を 営み , 
再び 食道 より 腸管 に 帰 来 し な けれ ば 成長 し 得 な い 。 即 
ち , 編 虫 は 血液 中 に 入り 血行 に 依り 肺 臓 を 通る の で ある 
か ら , 飼育 液 も 血液 に 近似 し た も ゃ の が 適当 で あろ う 事 は 
容易 に 想像 され , 人 血清 単独 8 cc 中 に 於 ける 功 虫 の 良好 
な る 発育 が これ を 示し て いる 。 そ こと で 先ず 塩化 ナ ト リ ウ 
ム ス の 濃度 を 決め , 各種 生理 平衡 液 中 より リン ガー 氏 液 を 
撰 択 し て 基本 液 と し て , これ に 単独 に 各 栄 養 物質 を 添加 
し た が , 成績 の 良好 な も の の 構成 は 正常 人 血液 に 比較 的 
近い も の と な つた と 思わ れ た 。 然 し 血液 と 同様 の 飼育 液 
を 作る 事 は 不可 能 で ある の で , 今後 R 液 を 潤 次 改良 すれ 
ば 一 過 長 期間 に 百 つ て 幼虫 を 飼育 する 事 が 可能 で あら う 
と 考え る 。 

の 宿主 体外 の 液 内 ける 発育 増大 に 関 レ 
て は 古く か ら 報 告 が ある 。 即ち , 黄 化 直 徐 の 幼虫 に 就き 
吉田 (1917) は 体長 0.267 mm, 体 幅 0.015 mm で あり , 小 
県 (1922) は 体長 0.183 ~0.272 mm, 体 幅 0.011 ~0.01 
4 mm と つ て いる 。 自然界 で 脱 た は 一 定期 
間 生 存する こと は 多く の 人 に 依っ て 認め られ て いる が , 
その 間 多 少 の 発育 を 進め 得る か , 否 か に 上 就 い て 平沢 (19 
27) は 人 員 虫 で は 永く 体外 培地 に 置い て も 大 さき 及び 体制 
に 変化 を 認め 得 な い が , 犬 興 虫 で は 多少 , 体 の 増大 を 認 
め る と , 豊田 (1982) も 犬 を 人 工 し て 得 

る 幼虫 に つい て 測定 を 行い , 1 ヵ月 培養 の も の は 幼虫 
に 比較 的 無 苗 操作 を 施し て 培養 皿 内 に 移し レ , 水道 水 を 以 
つて 培 る も の に つい て 測定 し た 。 直人 の 
は 体長 平均 0.8695mm, 体 幅 0.016 mm で あつ た が , 1 ヵ月 
水道 水 培養 の も の は 体長 平均 0.8985mm, 体 幅 平 均 0.018 
mm と な つた 。 人 , 豚 に つい て 前 記 犬 同 
様 に 処理 し , 人 工 法 を 施し て 得 た に つき て 測 
定 し た が 1 ヶ月 余 を 経た る 幼虫 と 直後 の と は 
体長 , 体 幅 に 於 て 何等 認 旭 べき 発育 増大 を 認め な か つ 
た 。 然し 古 ら 之 等 の 実験 は 皆 , 水道 水 培養 を し た も ゃ の で 
ある の で , 大 な る 成長 発育 を 認め な か つた が , 或 る 特殊 
な る 幼虫 培養 液 を 考 接 すれ ば 人 及び の 幼虫 で 
も 必 ら ず 一 定 度 の 発育 増大 を 営 せ で あら うと 述べ て い 
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る 。 次 に 感染 幼虫 の 発育 に 就 い て 小 県 1922) の 
染 後 各 時 間 に 於 ける 幼虫 の 計測 を 掲げ る と , 卵 試食 後 16: 
時 間 の 二 十 日 臓 内 の は 体長 0.284 mm, 体 幅 
4 mm, 8 昼夜 を 経た 肝臓 内 幼 虫 は 体長 0.824 mm, 同 肺 臓 : 
内 の も の は 体長 0.285 mm, 体 幅 0.018, 9 昼夜 を 経た も 
の の 肝臓 内 幼虫 は 体長 0.587 mm, 体 幅 0.028 mm, 同 肺 臓 
内 の も の は 体長 1.881 mm, 体 幅 0.067 mm で ある 。 要 する 
に 肺 臓 に 達し た も の は 著 る し く 発 育 の 進ん で いる と と が 
判る 。 発育 に 就 い て の 著者 の 実験 で は 体長 , 体 幅 の み の 
計測 を 行い , RR 液 内 の も の は 最長 で 382 日 間 生 存 し , 28 日 
目 の 体 長 は 286 x の も の が 267 xg に, 体 幅 18.8z が 16.4 
ム に な り 明 有 瞭 に 発育 の 跡 が 認め られ , 統計 学 的 に も 明 ら 
か に 発育 し た 計測 値 が 得 ら れ た 。 形 熊 学 的 に 詳し く 観 祭 : 
すれ ば 興味 の を る 問題 と 考え る が , 今回 は 人 工 脱衣 洗 
化 , 生存 期間 , 発育 に 関す る 実験 に と と ど め る 。 
結 論 

豚 を 無菌 的 に 培養 , 機械 的 損傷 を 与え て 
70~802% に 脱 毅 せ し め た 幼虫 を 用 いて , 種々 な 飼育 液 中 : 
で 無 に 飼育 し た 。 

26, 1.0 の 各種 食塩 濃度 の 飼育 液 中 で は , 0.5 2 の る も. 
の が 生存 日 数 14.5 日 で 最長 で あつ た 。 

2。 リン ガー 氏 液 , ビック 氏 , 液 タ イロ ー ド 捧 液 , リ 
ン ガ ー デ レ 氏 液 の 各種 生理 平衡 液 中 の 幼虫 の 生存 期間 は 
リン ガー 氏 液 の 9 .8 日 が 良好 で あつ た 。 

8.。 リン ガー 氏 液 に の 添加 で は 6 日 で あ 
つた 。 リ ン ガ ー 液 十 基本 合成 液 と し , 
と れ に 各種 栄養 分 を 添加 し た 結果 は , アス パラ ギン 酸 : 
0.007 2 で 232 日, グルタミン酸 ソー ダ 0.007 % で は 3 日 , 
ビタ ミン C0.008 は 10 日 , ビタ ミン 0.005 
4 日 , 肝 末 0.005 で 4 日 , 塩酸 シス テイ ン 0.008 で 
10 日 , 寒天 0.008 で 9 日 。 ペ プ ト ン 0.008 2 で 5 日 の 
生存 期間 で を つた が , 功 虫 の 発育 は 殆ど 認め られ な か 
つた だ 。 

4.。 人 血清 8 cc 中 で は 4 日 で , 平均 体長 204 々 が 246g 
に , 平均 体 幅 18 々 が 14.5zg に 発育 し た 。 

5. 以上 の 成績 より 人 血清 , リン ガー 氏 液 , Fenwick’'s: 
solution, ペ プ ト ン , , yeast-extract, ビタ ミン B_ 
ビタ ミン C 等 を 種々 な る 濃度 に 加え た PP 液 , 8 液 , 下 
液 , 液 , R 液 の 人 工 合成 飼育 液 を 考 技 し て 観察 し 
た 。 生 存 日 数 は P 液 22 日 液 1 6 日, 液 80 日 , 液 
831 日 , RR 液 32 日 で あり , 明瞭 に 発育 の 跡 が 認め られ る 
生存 を 示し て いて , 幼虫 の 発育 は 最長 の RR 液 で 始め の : 
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平均 体長 236xm の も の が 267 x に , 平均 体 幅 13.38 々 が 16.。4 
rzr に な り , 明らか に 発育 し た と 考え られ る 計測 値 が 得 ら 


れ 


稿 を 終る に 了 臨み, 御 る 御 指導 並び に 御 校 を 賜 
つ を 松林 久吉 教授 , 浅見 敬三 助教 授 に 深く 感謝 致し ます 
稿 , 本 論文 の 要旨 は 昭和 31 年 4 月 の 第 25 回 日 本 寄生 躍 学 
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Summary 


An attempt was made to keep alive and, if 
possible, to grow ascaris larvae in an artificial 
media. As the bacterial contamination was likely 
to be harmful for the survival of larvae, eggs 
were obtained from uterus of ascaris under con- 
ditions as steril as possible and kept in steril 
water until larvae developed completely. These 
eggs were put into a large glass tube containing 
glass beads and were shaken vigorously to make 
larvae hatch out. Larvae, thus hatched out, 
were kept in media of several different composi- 
tion and investigated how long they would survive 
or how much they would grow. Media were 
always made steril by heating or by Seitz-filtra- 
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tion and were added with streptomycin and 
penicillin to inhibit the bacterial growth due to 
incidental contamination. 

Among the NaCl solution of various concentra- 
tion, 0.5% solution was the most favourable, 
larvae being capable to live for 14.5 days. Ringer 
solution was then prepared to contain NaCl in 
0.5% and to this solution, many kinds of nut- 
rient was added separately or mixed. Among 
various media thus tested, the following composi- 
tion was most favourable for the survival and 
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growth of larvae. 


Yeast extract 0.3 gr 
Pepton 0.375 gr 
Glucose 0.375 gr 
Human serum 25 ml 
Ringer solution 75 ml 


The longest survival was 32 days and the body 
length which was 236p in an average at the 
beginning attained 267p after 30 days of sur- 
vival. 
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昭和 32 年 6 月 (1957) 


脳 肺 骸 虫 症 の 臨床 並び に 病理 組織 像 に 就 い て 
吸虫 症 の 統計 的 観 


細 川 修 治 * 森田 規 知 * 藤 井 正 
山口 医科 大 学 病 理学 教室 
森 
高知 市 町 田 病院 


(昭和 31 年 11 月 2 日 受領 ) 


肺 吸虫 は 本 邦 に 於 て は 岐阜 , 新潟 , 徳島 , 高知 , 切 媛 
山口 , 静岡 , 熊本 , 大 分 , 長崎 及び 大 阪 等 で 屋 々 認め 
られ た 寄生 虫 で ある 。 最近 で は 新 流行 地 が 発見 され る 一 
方 , 従来 の 可 成 り 流 行 し た 岐阜 県 で は 寧ろ 減少 し て いる 
状態 で ある 。 新 流行 地 の 発見 は 診断 法 の 進歩 に よる も の 
で 富永 及び 横川 等 の 皮膚 反応 に よる と こと ろ が 大 で ある 。 
叉 近 来 外科 分 野 の 進歩 に 伴い 脳 肺 吸虫 症 の 発見 頻度 は 増 
加 の 傾向 が ある 如く で ある 。 さ て 従来 か ら 肺 吸虫 の 異 所 
寄生 は 比較 的 多く 就 中 脳 寄生 例 が 最も 多い 。 然 る 古く は 
誠 検 に より 確 め られ た が , 最近 で は 手術 に より 病巣 が 明 
確 に され 衝 え 手術 治験 例 が 度々 報告 され る に 至っ つた 。 私 
共 は 脳 肺 吸虫 症例 の 手術 材料 及び 各 方 面 の 好意 に よる 材 
料 の 組織 学 的 検索 並 に 統計 観察 を 試み る 機会 を 得 た の で 
脳 肺 吸虫 症 に 就 て 若干 の 考察 を 試み た 。 

検 索 

(1) う 福 つ ? 3 才 高知 県 高岡 町 

突然 右 半 身 不 随 及 び 言 語 障 旭 を 来 し た が 医 治 に より 一 
時 治し た が , 2 ~ 38 月 後 右 半 身 の 姜 発作 を 来 し た が と 
れ も 軽 快 す 。 其 後 項 部 痛 , 吸 吐 及び 脱力 状態 著しい た め 
高知 市 町 田 病院 に 入院 す 。 (写真 1 参照 ) 

液 初 250 mmH:O 細胞 一 好 酸 球 78 

血液 像 Er. 820 万, Leu. 6000 Hb 802 好 中 球 
5522。 好 酸 球 102%2, 球 27% 

手術 ( 森 博 士 ) 左 後頭 葉 の 正中 線 に 近い 皮質 の 部 分 に 
*Shuji Hosokawa, *Kenkichi Morita, *Masatoshi Fujii, 
** Wataru Mori & **Takamaro Geshi : On clinic and 


histopathology of cerebral paragonimiasis. Sup- 
plement: statistical observation on cerebral 


paragonimiasis. (*Department of Pathology, Yama- 
guchi Medical School, Ube, 
pital, Kochi) 


**Machida Hos- 


頭 大 の 様 病 が あり , に より 黄色 液体 2.0 
cc を 除去 す 。 病 巣 の 大 &8.5 X1.4 cm 大 で 長 軸 は 側室 に 
向う 。 死亡 

病巣 は 所 指 頭 大 で 井 腫 様 感 あり , 表面 は 比較 的 平滑 で 
帯 黄 灰 白色 で ある 。 割 面 乳白 色 で ご 内 に 壊死 物質 を いれ 被 
膜 と これ を 包む 。 

組織 像 皮質 に 形成 され た 多 房 性 電 腫 様 腫 交 で 表面 の 
被膜 は 比較 的 厚い 。 病巣 内 に は 軟化 巣 が あり , 一 部 は 軟 
泥 状 物 が 流出 し た 様 を る 。 壊死 内 に は 黄 
色 の 有する 肺 吸虫 が あぁ る 。 其他 シヤ ルコ ・ ヌ ライ 
デン 結晶 体 及び 大 小 紅 染 の 蛋白 凝固 物質 が ある 。 壊死 
巣 内 に は 生 々 大 な る 紅 染 題 粒 を 有する 膨 化 し た 細胞 が あ 
り , その 胞体 内 に と シャル ご ・ ラ イデ ン 結 唱 体 を 認め る も 
の すら ある と こと ろか ら こ と の 細胞 は 変性 し た 好 酸 球 と 思わ 
れる 。 壊死 巣 外 側 に は 少量 の 繊維 芽 細 胞 が あり 更に そこ 
に は 多数 の プラ スマ 細胞 及び 泊 巴 球 , 少量 の グリ ア 細 有 
と 好 酸 球 が ある 。 モ ヂ デリ ン の 沈着 も ある 。 
に 変形 し 内 容 不明 で ある が , 形 は 逆 で 一 側 に 小 
が ある 点 か らち 「 ウ ウ 」 肺 吸虫 卵 で ある 。 

(2) 西 〇 % 10 才 高知 県 高岡 町 

頭 , 吐 が あり , 左上 下肢 運動 麻 来 し た の て 町 
田 病 院 に 入 術 す 。 

液 初 圧 280 mm 水 様 透明 。 細 胞 
毒 反 応 陰性 

血液 像 Er. 452 万 Leu. 5200 Hb 8522 好 中 球 
8926, 好 酸 球 1626, 球 8022, 単 球 5 

手術 森 博士 ) 右 後 中 心 転 部 の が 黄色 調 を お 
び , その 部 を 宰 弄 する に 2 へ ~ 8 cm の 部 に 硬い 抵抗 を 触れ 
る 。 そ の 部 に 2 ~ 8 cm 大 の 結節 数 さ が 認 め ら れる 。 
組織 像 病巣 は 大 部 分 は 肉芽 組織 で あつ て その 中 に 黄 
褐色 の 有する が 散在 し , その に は 好 酸 球 , プ 
ラス マ 細 胞 及 び 物 巨 態 細 等 が 混在 し , 其他 
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細胞 が 多数 認め られ る 。 へ モジ デリ ン 沈 着 も ある 。 血管 
は 充 族 し 或 る も の は 壁 の 肥厚 , 周囲 と 細胞 浸潤 が 認め ら 
れる 。 出血 も 基 しい. ウイ ル ヒ ョ ウ ビン 氏 腔 に 
は グリ ア 細 胞 浸 潤 が ある 。 本 例 に は シャ ルコ ー ラ イデ ン 
結晶 体 は な い 。 卵 は 大 部 分 は 内 容 は 脱 失 する か 異物 巨 細 
胞 に 侵 され て いる が 並 に 小 著 か ら 「 」 吸 出 卵 
で ある 。 

(8 う 久 〇 田 $ 28 才 高知 県 幡多 郡 後 川村 , 左上 
下肢 の 運動 麻痺 , 言語 障 得 等 の た め 町 田 病 院 に 入院 す 。 
初 圧 330 mm 水 様 透明 細胞 写 
真 5 参照 ) 

手術  ( 森 博 士 ) 右 後頭 部 の 前 方 は ロー テン ド 溝 , 中 
央 は 正中 線 に 至る 硬い 腫 癌 が 表面 か ら 約 2 cm の 深部 に 認 
め ら れる 。 は 小さ い 硬 い 病巣 が 相 寄 不 規則 な 状 
を 量 し , その 大 さき 6.5 X4.0 cm, 重量 は 27.5 g で ある 。 
腫 癌 は 弾性 硬 で 外面 は 褐 赤色 を 量 し , 割 面 は 充実 性 で 乳 
白色 の 組織 が 索 状 に 借 か 附 着 する 程度 で 肉眼 的 に は 卵 及 
び 堺 死 物質 は 認め 難い 。 

組織 像 結節 状 の 病巣 の 中 央 に は 広汎 な 壌 死 巣 が あり 
周辺 に は 黄 褐色 卵 有する 散在 する 。 卵 の 内 
容 は 己 に 脱 失 し た り , 媒 物 巨 細胞 の 侵襲 を 受け た も の が 
多い 。 壌 死 巣 内 に は シャ ルコ ・ ラ イデ ン 結 晶 体 が 数 ヶ 散 
在 す る 。 壊死 $ 巣 外側 に は 結合 織 の 増生 が ある 。 そ の 外周 
に は 好 酸 球 プラ スマ 細 及び 球 の が 可 成 り 強 
い 。 其他 細 血管 の 充 旬 強 く 小 出血 巣 も 混在 する 。 細 血 管 
壁 は 肥厚 し て 硝子 様 化 の 認め られ る も の , 内 皮 の 増生 す 
る も の , 血管 周 の 細胞 浸潤 の 著 明 な も の 等 が 認め られ 
る 。 そ の 地 グ リア 細胞 の 軽度 の 増生 』 へ モジ デリ ン 沈 着 
認め られ る 。 

(4 市 O $ 才 高知 県 高岡 

右 胸部 の 激痛 発作 後 一 時 軽快 し , 次 いで 背 痛 を 訴え 
る 。 更 に 両側 運動 麻 六 を 来 し て 町 田 病 院 に 入院 す 。 入院 
後 一 時 軽 羽 し た 如き 状態 が 続い た が 再び 運動 不能 と な る 
法 で は モレ ョ ドー ル の 下端 が に て 笹 状 
を し て 硬 外 腫 の 像 を し た (写真 6 参照 )。 

圧 160 一 Om HzO 細胞 
手術 < 森 博士 ) IMV~IKB.W. に 至る 腫 冶 を 別 出 す 。 
腫 は 長 さ 9cm, 重量 9.5 表面 平滑 に し て 上 下 は 
様 で ある が 中 央 実 性 で ある 。 1 mm 白色 様 
組織 に て 包 被 され , 内 部 は 白亜 化し た 壌 死 組織 が 灰 白 黄 
色 を 量 す る 。 

組織 像 被膜 は 厚く 且つ 硝子 様 化 し て 細胞 成分 は 殆 ん 
ど な い 。 内 に は 壌 死 物質 充満 し , 細胞 の 形態 は 全く 不明 
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で ある 。 黄 褐色 の 卵 明 が 多数 混在 し て いる 。 卵 の 内 容 は 
脱 失 し て 石灰 光 着 が 認め られ る 。 シ ャ ルコ ー ラ イデ ン 結 
上 唱 体 は な い 。 

(5) O $ 19 才 高知 県 郡 北 川村 

激 し い 頭 痛 発 作 後 右 半 身 不 障 を 来 し 尊 発作 展 々 あつ 
た 為 町 田 病 院 に 入院 す 。 

液 圧 200 mm Hz:O 細胞 

入院 中 言語 障 三 , 右上 下肢 運動 不全 麻痺 , 視野 狭小 を 
。 

手術 ( 森 博 士 左 後頭 部 で 膜 と 膜 と 広範 に 
着 す 。 脳 表 面 は て 黄色 調 を お び 転 な 平 化 
す 。 表面 か ら 約 8 cm の 部 に 小指 頭 大 の 星 益 多数 相 集 り 大 
きた な 集 塊 と な り 小 児 手 内 大 に 達し 重量 18.5 g で ある 。 但 
し 別 出 は 一 部 の み 。 表面 は 比較 的 平滑 で 厚い 被膜 に 包ま 
れ , 内 に 白亜 化し た 部 が ある 。 

組織 像 央 に 壊死 が あり 細胞 は 明 で 均 
等 性 で ある 。 そ の 中 に コレ ステ リン 針 状 結晶 及び 石灰 塊 
が 認め られ る 。 は 破 震 れ て 不正 形 の が 認め ら 
れる 。 壊死 梨 外 前 に は 厚い 被膜 形成 が ある 。 更 に 前 側 に 
は 洲 巴 球 , プラ スマ 細胞 浸潤 及び へ モン ジ デ リン 沈着 等 
が ある , 小 血管 壁 の 肥厚 及び 管 周 に 少 許 の 円 形 細胞 浸潤 
が 認め られ れる 。 粟 粒 大 の 卵 結節 の 中 央 は 壌 死に 陥り 己 
に 硝子 様 化 す 。 卵 は 内 容 脱 出し て 然 も 変形 甚 し い が 卵 
殻 , 小 著 及 び 形 態 上 か ら 「 ウ ウ 」 肺 吸 出 卵 で ある 。 本 例 は 
腰 繊 維 , 格子 状 繊維 の 増生 が 著 明 で ある 。 

真 15 才 高知 県 高岡 町 

右 半 身 不 秋 及 び 痢 発作 及び 左 眼 同 側 半 盲 症 を 来 し た 
為 町 田 病 院 に 入院 す 。 

血液 像 Er. 365 万 Leu. 6300 Hb 752 好 中 球 48 2 
好 酸 球 4 球 (写真 2.7 参 照 ) 

手術 ( 森 博 士 ) 右 後頭 部 の 硬 脳 は 白色 し , 
切開 に 附 し 黄色 膜 汗 様 液 が 流出 す 。 脳 表面 は 黄色 調 を 旦 
し 転 は 化 し て 溝 も 浅い 。 下 に 多数 の 病巣 が 
あり それ 等 病巣 が 相 集 り 大 き な 病巣 を 形成 し , 内 に は 穫 
泥 状 の 壌 死 物質 が ある 。 側 脳 室 の 後 角 は 前 方 中 心 溝 の 
位置 まで 圧迫 され て いる 。 列 出 標本 の 重量 は 73.9 g で ゐ 

組織 像 病巣 中 央 に は 壌 死 物質 が 充満 し 硝子 様 化 の 傾 
向 が 強い 。 壌 死 巣 周辺 と は 黄 褐色 の 卵 が ある も 己 に 内 容 
脱出 し で て 変 形 を 呈す る も の , 石灰 沈着 し た も の 等 が 多い 
が , 形態 及び 小 か ら 「 」 肺 吸虫 と 断定 
す 。 巣 外 に は 被膜 形成 ある も 厚く て 細胞 成分 は 
し く 硝 子 様 化 の 傾向 が 強い 。 更に 外側 に は プラズマ 細 


; 
| 
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球 グリ ア 細 胞 浸潤 の 外 好 酸 球 の 浸潤 も 認め ら 
れる 。 シ ャ ルコ ・ ラ イデ ン 結 曲 体 は な い 。 

(7) 山口 医大 森岡 例 (第 1 例 ) 

患者 才 $ 韓国 人 全身 及び 意識 不明 等 を 
来 す 。 エ メチ ン 注射 後 突然 ジャ クソ マン 氏 型 発作 を 
来 し た 例 で ある 。 

病巣 左前 頭 部 超 大 腫 大 き さ 1.8 Xx0.9 X 
0.5 cm 被膜 で 被 れ 軟 か く て 波動 を 認め る 。 割 面 上 は 厚 
い 被 膜 で 被 れ た 大 きい 病巣 と 大 豆 大 の 病巣 か ら 成 り , 
内 に は 灰白色 軟 泥 状 物 が あり , 被膜 に 接し て 黄 褐 色 の 色 
素 沈着 層 が ある が , こと こ ゝ に は 多数 の 肺 吸虫 卵 の 集合 が あ 
組織 像 大 小 の 協 死 巣 が 散在 し , 外側 に は 黄色 の 卵殻 
を 有する 卵 が 多数 ある 。 そ の 外側 に は 結合 織 性 の 硝子 様 
化 の 傾向 ある 被膜 が ある 。 そ の 外周 に は 主 に プラ スマ 細 
球 及 び グ リア 細胞 の が ある 。 多 数 の 新生 細 
血管 の 充 独 著 明 で あり , 血管 同 の グリ ア 細 胞 浸 潤 が ある 。 

(8) 山口 医大 第 2 例 * 

患者 15 才 $ 山口 県 

左上 肢 及 び 顔 面 の 間 代 性 半 

脳 病巣 頭 項 , 側 頭 部 の こ れ は 頭 大 か ら 
示 指 頭 大 の 腫 相 集 り 大 き な 腫 形成 す 。 で 波動 
が ある 。 

組織 像 処 々 に 壊死 巣 が あつ て 均等 性 に し て コレ ステ 
リン 結 唱 体 及 び 石 灰 沈着 が 認め られ る 。 卵 が 外側 に 散在 
する が 変形 し た り 石 灰 沈着 の も の が 多い 。 更 に 外側 に は 
結合 織 が あり 一 部 は 硝子 様 化 の 傾向 を 示す 。 そ を の 外 囲 に 
プラ スマ 細胞 , 繊維 細 胞 , 巴 球 , 好 球 等 の 潤 が 
ある が シャ ルコ ・ ラ イデ ン 結 唱 体 は 認め な い 。 細 血管 新 
生 も 多く 且つ 充 盆 も 著 明 で 出血 が ある 。 石灰 沈着 が 諸 所 
に 認め られ る が 細 血 管 壁 特に 中 膜 に 石灰 沈着 が ある 。 

(9) 徳 大 佐伯 氏 報 告 例 珠 

患者 9 徳島 県 頭 , 吐 障 来 
し 手術 

病 巣 右 後頭 部 状 腫 4 結節 は 膜 に 包ま 
れ ,。 内 部 は 大 部 分 幸 死 巣 で 均等 性 で あり , 中 に シャ ルコ 
ー ラ イデ ン 結 晶 体 が 散在 する 。 周辺 に は 変形 乃至 石灰 沈 
着 し た 卵 が ある 。 を こと に は 巨 態 細胞 も ある 。 外側 に は 結 
合 織 が あり , 外層 に は 好 酸 球 , 洲 巴 球 を 少数 混 じ た プラ 
スマ 細胞 か ら 成 る 浸潤 巣 が ある 。 更 記 外 層 に グリ ア 細 移 
* 本 学 第 二 外 科学 教室 徳岡 教授 , 横山 助教 授 の 御 好 


意 に ょ る 恵 送 例 未 発 表 
** 佐伯 氏 の 御 好意 に た にょ る 御 恵 送 例 
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が 認め られ る 。 血管 内 と に 卵 栓 を 認め られ た 。 佐伯 か ら 
恵 送 の 標本 で は シャ ルコ ・ ラ イデ ン 結 晶 が 認め 得 な か つ 
た が 血管 周 に 炎 性 肉芽 組織 の 増生 が 認め られ た 。 (写真 
8 参照 ) , 

以上 の 9 例 に 就 て の 脳 病巣 の 一 覧 表 は 第 1 , 2 表 の 如 

で ある 。 

考 

(1) 肺 吸虫 の 所 寄生 の 頻度 

肺 吸虫 の 昔 延 は 北 は 新潟 県 か ら 西 は 九州 に 豆 つ て 広く 
し て いる 。 文献 で 虫 体 , 虫 卵 被 
等 が 検出 され た 地区 は 次 の 如く で を る 。 怒 ち 北海 道 ・ 東 
北 で は 北海 道 , 秋田 , 宮 域 の 3 県 , 関東 は 東京 。 茨城 , 
千葉 の 8 県 , 中 部 は 静岡 , , 岐阜 , 長野 , 山 三 
重 の 6 , 新潟 , 富山 の 2, 近畿 は 京都 , 大 阪 , 奈 
良 , 和歌 山 , 兵庫 の 各 府 県 , 中 国 で は 岡山 , 広島 , 山口 , 鳥取 
の 4, 四国 , 九州 は 各 県 に 下 つ て 報告 例 が ある 。 併 し 虫 
卵 が 発見 され た 丈 に 過ぎ な い 地 区 も ある 故 直ちに 肺 吸 虫 
の 流行 地 と は 言え な い 。 を それ に し て 出 者 居る 
と と は 第 一 中 間 宿 主 で ある 河中 子 に 感染 する 危険 が あり 
更に 第 二 中 間 宿 主 で ある 川 角 (アメ リカ ザリガニ = を 含め 
た )〕 に 感染 する 恐れ が ある 。 細川 の 教室 の 調査 で ご は 剖 知 
。 山口 県 の を クズ ガ = の 被 虫 の 感染 率 は 高 
で 902 程 度 で ある 。 併 し 人 体 寄 生 は 必ず し も 左 程 高 率 で 
は な く , 高知 県 で は 最高 地区 で 住民 の 約 10%, 花 媛 県 で 
は 被 検 者 の 14,。 山口 県 で は 8.2 で ある 。 又 肺 吸虫 は 
肺 以外 の 臓器 に 迷 入 し て 異 所 寄生 する 。 野 々 村 , 郭 等 の 
統計 及び 私 共 の 調べ た 範囲 で は 時 所 寄生 204 例 中 脳 及び 
系 105 例 で ( 硬 外 寄 生 例 4 を 含む う で 所 
寄生 の 半数 余 の で ある 。 野々村 の 寄生 は 所 寄生 
の 80.3 2 に 当る と 言う か ら 吾 々 の 統計 で は 造 か に 高 率 
で ある 。 有 寄 生 例 が 他 の 媒 所 寄生 に 比 し 特に 多い と 言 


、 訳 で は な いと 思う が , 只 そ の 慈 状 が 激烈 な る た め 医 治 を 


も と め る 者 が 多い とこ と, 脳外科 進歩 に よ つ て 手術 的 に 治 
験 され る こと と 等 か らし て 発見 率 が 高い と 思う 。 実際 胸部 
肺 吸虫 症 の 場合 で る 和 白 覚 症 が 比較 的 軽 徴 で あつ て 放置 さ 
る こと と が 多い 。 尚 , 晃 寄 生 105 例 中 手術 例 は 80 で あっ つて 
近 来 は 手術 例 が 極め て 多く , 青々 の 検査 例 も 全部 手術 に 
ょ つて 病巣 の 別 出 され た も の で ある 。 

(82) 年 令 及 び 性 大 体 20 才 以下 に 多く 且 っ 男性 に 
多い こと は 従来 の 文献 と 同様 で ある 。 

(8) 症状 従来 の 報告 の 如く 突然 の 頭 , 
吐 , 様 発作 , 麻 等 を 来 し , 時 に は 発熱 を 伴い 脳 
炎症 状 を 星 し た 例 み ああ る 。 検索 例 は 症状 と 文 線 像 か ら 脳 
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第 1 表 脳 肺 吸虫 症 症 例 概略 表 


性 年 発 手 好 大 シ 細胞 備 
い ラ 形 大 好 
| 
1 言語 障 x 
27 327 4 末 卵 
3 年 月 年 月 ( 二 ( ( 二 ( ) 死亡 
昭 左上 下肢 運動 8 右 後 中 心 回 転 や 内 
本 a 16 
= 
昭 下肢 右 後頭 部 
12 
昭 昭 右 胸部 痛 IV~IX 手術 後 下肢 
市 和 痛 膜 外 麻 度 
年 年 月 両脚 運動 府 Spastischer 
| 14 昭 頭痛 を 後頭 部 。 小 石灰 
年 言語 障 。 
和 和 
8 14 年 4 a 
昭 昭 約 左上 肢 間 右 頭頂 側 
例 27 年 代 性 
~~ 
前 視力 障 結節 


| 
( 58 ) 


昭和 32 年 6 月 


著者 等 の 例 従来 の 例 
左 半 身 不了 2 7 
右 半 身 不 障 2 6 
左上 肢 麻 六 2 11 
右上 肢 2 
左下 肢 麻 1 8 
右 下 肢 麻 1 
両 下 肢 麻 1 3 
右上 肢 左 下肢 麻 義 1 
四肢 麻 1 
左 顔面 5 
右 顔面 3 
知覚 鈍麻 2 
言語 障 4 4 
頭痛 , 吐 5 32 
視力 障 2 11 
突然 失神 4 


用 診断 され 手術 され た 例 で あり , 第 4 例 は 
に より 膜 外 腫瘍 の 手術 され た も の で ある 。 
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も 角 忠 呆 症 状 は 表 1・ 2 の 如く 従来 の 続 計 に 示さ れ た 如 
く で あぁ る 。 症状 は 笑 然 激烈 な 症状 発現 する た め 真 正 宇 
, 脳 膜 出血 脳出血 , 脳 化 症 , , 脳炎 等 と 
別 を 要する こと こと が ある 。 

(4) 脳 , 病巣 脳 , の 何れ の 局所 に も 
菓 形成 が 起 る が , 従来 の 統計 上 脳 で は 後頭 葉 , 側 頭 葉 に 
病巣 が 多く , 右側 は 左 に 比較 し て 多い 。 青々 の 検索 例 は . 
後頭 葉 が 最も 多く , 右 が 左 よ り 多 い 。 所 寄生 は 
極め て 稀有 で ある が , 森 宏 の 報告 が ある が , 森 等 に よる . 
第 4 例 , 道 免 ・ 安 部 , 小野 ・ 西 井 等 の 報告 ぶ あ る に 過 な 
い (第 1 図 , 第 8 表 参 照 ) 

脳 の 病変 は 生々 硬く て 結節 と し て 認め られ る も の と , 
で 軟 い も の ゝ 2 つの 型 が 認め ちら れる 。 と れ は 稲本 
も 指摘 し た と こと ころ で ある 。 形 が 然 と 区 別 さ れ な 
い の も あれ ば , 両 型 が 混在 し て いる も の も ある 。 富 も 色 
病巣 は 皮質 下 或 は 皮質 で 表層 に 近い 部 位 に 形成 され る こと 
と が 多い が , 自 質 内 , 脳 核 等 に も 病巣 形成 する 場合 も あ 
る 。 病巣 の 大 さ , 形態 も 区 々 で ある が 多く は 円 形 , 椿 
形 に し て 大 豆 大 , 示 指 頭 大 , クル ミ 大 で ある が 選 等 が 本 

合 し て 大 な る 病巣 を 形成 する 。 


第 1 脳 肺 吸 虫 症例 病巣 位置 


市 原 
MV BW. 以下 硬 膜 外 9cn 腫 
上 下部 部 固形 , 


す | 
す 
お 
5 
山口 医大 例 1 7 


第 3 表 
脳 病巣 所 在 著者 等 の 例 従来 の 例 
左 大 脳 半球 1 
左前 頭 1 
側 頭 12 
後 頭 工 10 
3 
内 外 包 2 
小 脳 1 
小 計 4 7 
右 大 脳 半球 1 
前 頭 8 
側 頭 1 14 
後 頭 4 15 
2 
内 外 包 2 
小 
小 計 6 48 


結節 状 の も の は 一 般 に 小さ く 形 は 円 形 か 椿 円 形 で あ 
る 。 結節 の 中 央 は 灰白色 か 灰 白 黄 色 を し 結核 の 
た を 似 て いる 。 そ の 周 に は 肉芽 組織 が ある 。 硬 度 は 一 般 に 硬 
い 。 屋 々 褐色 の 着色 が あり , そこ と に 卵 の 集団 が 認め られ 
る こと が ある 。 組織 像 は 中 央 に は 壌 死 巣 が あり , 大 体 均 
等 性 で ある が 時 に は 共 出 細胞 例え ば 好 酸 球 の 崩壊 像 を 認 
め る と と が ある 。 壊 死 巣 内 の 卵 は 周辺 に 偏在 する 。 卵 は 多 


第 2 図 脳 肺 吸虫 症 脳 内 虫 卵 の 大 いき (9 例 線 合 ) 
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く は 毅 の み 認 め ら れ , 内 容 は 脱 失 する か 巨 細胞 が 侵入 す 
る か 或 は 石灰 沈着 が 認め られ る 。 卵 存在 部 に は 巨 細胞 が 
集積 し て いる 。 其他 コレ ステ リン 針 状 結晶 及び 石灰 光 着 
の 認め られ る も の も ある 。 シ ャ ルコ ー ラ イデ ン 結 唱 も 認 
め ら れる が 常に 認め られ る と は 限ら な い 。 9 例 中 2 例 に 
こと れ を 認め た の み で ある 。 第 1 例 は 好 酸 球 の 崩壊 像 が 僅 
に 認め られ る 状態 で あっ つて, 膨 化 し た 細胞 内 に 結晶 体 が 
認め られ た 。 第 8 例 で は 詳細 に 検査 し た が 2 ~ 8 ご 認め 
られ た に 過 な い 。 

壊死 巣 周囲 と は 肉芽 組織 の 増生 が ある が 各 例 と も 繊 準 
化し て 結合 織 性 被膜 と な り 病 巣 を 包囲 し て いる 。 そ の 外 

に は 多く は プラ スマ 細胞 , 好 酸 球 , 湊 巴 球 等 の 浸潤 が 
あり , 更に その 部 に グリ ア 細 胞 の 増生 が ある 。 卵 や 互 細 
胞 及 び シ ャ ルコ ー ラ イデ ン 結 晶 は 中 , 外層 に は 殆 ん ど な 
い 。 浴 出 細胞 は 各 例 と も プラ スマ 細胞 が 多く 次 いで 好 酸 
球 , 泊 巴 球 等 で ある が , 併 じ 好 酸 球 の 殆 ん ど 認 め ら れ な 
い 場 合 も ある 。 血 管 周 に 細胞 浸潤 の 著 明 な 例 で は 内 膜 の 
肥厚 , 内 皮 細 胞 の 増生 が 著 須 で ある 。 

枯 腫 形 と て 特別 の 形態 で は な い が 多く は 不 規 則 で あ 
り , 大 き さ も 種々 で は ある が 一 般 に は 生 々 大 きい 病巣 を 
形成 する 。 被膜 は 灰白色 或 は 灰 白 黄 色 で 薄く て 且つ 波動 
が ある 。 内 に は 濃厚 な 肘 汁 様 泥 状 物 を 容れ 宰 破 する と 空 
洞 と な る 。 組織 像 は 中 央 は 軟化 し た 物質 で , その 周辺 に 
少数 の 卵 と 巨 態 細胞 が 散見 され る 。 中 層 に は 結合 織 が あ 
り その 周囲 と に は グリ ア 細 胞 の 増生 と 若干 の プラ スマ 細 
胞 , 好 酸 球 の 浸潤 が ある に 過 な い 。 シ ャ ルコ ・ ラ イデ ン 
結晶 体 は 吾 々 の 検索 例 で は 見 当ら な い 。 こ と の 形 は 軟化 埋 
胞 の 形態 で ある 。 以 上 の 如く 脳 病巣 は 大 体 3 層 に 区 別 出 
来る 。 結 節 形 で は 内 層 は 壊死 巣 で 卵 や 巨 細 
胞 が あり , 中 層 に は 結合 織 が ある 。 外 層 に 
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は プラ スマ 細胞 , 好 酸 球 , 水 巴 球 , グリ ア 
| 細胞 層 が ある 。 初め は 虫 体 歌 は 卵 を 中 心 に 
湖 出 炎 が 起り 蘭 次 壊死 を 来 し , 次 いで 周囲 


に 肉芽 組織 形成 し 更に 外層 に プラ スマ 細胞 


等 の 細胞 反応 を 来 す も の で あろ う 。 即ち 初 
め は 疹 出 炎 で 次 いで 増生 炎 の 形 を と る も の 


で ある 。 病巣 も 略 々 同様 で ある ( 写 
真 1, 2。 3, 4, 第 3 図 参照 )。 


好 酸 球 は 寄生 虫 病 変 の 際 増 加 す る こと は 


事実 で ある が , これ に は 消長 が あつ て 毎 党 
一 定 の 増加 を 維持 する も の で は な いと と は 


三浦 , 及び 和 谷 崎 の 実験 か ら 首 衣 さ れる 。 病 


人 巣 に 於 て も 同様 で 感染 早期 で は 局所 に 好 避 
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隷 を 主 と す る 小 出 性 炎症 反応 が 起 る が, 時 期 の 経過 に つ 
て 増生 性 炎 を 量 し 局所 に は 好 酸 球 は 必ず し も 増加 し な 
い 。 シ ャ ルコ ラー イデ ン 結 上 晶 は 好 酸 球 と 密接 な 関係 を 有 
する 政 こ れ 叉 病巣 に 常に 見 出さ れる と は 限ら な いこ と と も 


の 


卵 は 固定 後 で ある た め 路 療 中 の も の に 比 し て 生 々 小型 
で ぁゃ る 。 大 体 0.06~0.08 x0.985 ~0.05mm 大 で 三浦 の 数 
値 よ り 低 い 。 形 は 逆 卵 形 で ウ 和 肺 吸虫 卵 で ある 。 (第 2 図 
参照 ) 

ci の 脳 へ の 移行 に 就 い て は 横川 の 説 即ち 血管 周 の 

卓 但 織 を 通り 頭蓋 腔 内 に 侵入 する こと は 一 般 に 背 定 され 
て いる 。 肺 内 に 寄生 se は ょ よく 移動 する こと は 事実 
で ある し し, 移動 し て へ て 大 きい と も 周 
知 で ゃ り , 内 野 の 樹脂 鋳 形 標 本 は その 状 を と ら え て 
いる 。 佐 伯 は 脳 肺 吸虫 症 検 例 に こ 槍 を 
認め の た こと か ら 脳 病 巣 は 虫 体 及 卵 が 血管 内 栓 寒 か ら 起 っ 
た と 思わ れる と 述べ へ, 清水 は 脳 病巣 の 血管 内 卵 の 存在 す 
る 点 か ら 脳 病巣 の 卵 が 血行 内 に 移り 更に 肺動脈 ! a 
= 来 し た と 推論 し , 湯本 ・ 吉 永 等 の 文献 を 引用 し 

性 を 強調 し て いる 。 脳 内 に 体 の 発見 され 
近 は 1 例 で あり , 従 々 5 例 に 過 
な い 。 < 貝 体 が 脳 内 で 死 減 軟化 する た めで あろ 5 う 。 
の 興味 の 推論 で ある 

は 被 旨 効 虫 の 血行 感染 移行 の 想定 の も と に 実験 を 
来 たと と ころ, 標本 に て 血管 破 認め , その 
部 の 連続 切片 で 幼 虫 が 門 脈 外 に 出る 像 を 把握 し 得 た 点 か 
ら 幼 虫 が 血行 と に よっ つて 臓器 に 移行 する こと も 予想 され 
る 。 佐 伯 の 推論 ゃ 成立 する 如く 思考 され る 。 外 
寄生 例 に 就 て 道 免 ・ 安 部 は 附近 の 通 レ 
て 直接 傘 秋 管 に 接し た も の と 述べ た が 貝 体 習性 か ら は 一 
応 考え られ る 。 併 し と これら は 可 成 り 困 難 で あろ うぅ 。 脳 か 
っ の 下降 或 は 血行 に よる 迷 入 を 考慮 に 入れ る べき で は な 
(5) 診 動 に つい て 
胸部 肺 吸虫 症 を 有する 場合 脳症 状 が 苦 皿 すれ ば 診断 は 
比較 的 容 紗 島 で ある が , 脳 部 肺 吸虫 症 の 不明 の 場合 は 診断 
は 困 上 で ある 。 脳 肺 吸虫 症 の 患者 で 胸部 肺 吸 出 症 の 不明 


の 場合 が 多い 故 , 負 の 疾患 例え ば 脳 星 瘍 , 脳出血 , 脳炎 
は 脳 膜 炎 等 と の 区 . 別 が 困 ある 。 

脳 症 の 場合 は 液 内 に 好 酸 球 の 出現 する こ 
が Bumki, Mari, 野々 村 等 に より 強調 され , 
値 が 高く 評価 され て いる 。 好 酸 


する と は 限ら 


の 
は 脳 病 に 常 出現 
な い 故 液 中 に も 常に 好 酸 球 が 出現 す 
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る と は 限ら な い 。 堕 つ て 好 酸 球 を 認め ざる た め 脳 肺 吸 
虫 症 の 否定 は 出来 な い 。 脳 肺 吸虫 症 の 疑 の ある 場合 は 皮 
反応 実施 する こと を 強調 し た い 。 特 に 肺 吸虫 地 
或 は 豆 国 人 に 対 し て は 本 反応 を 行う こと が 肝要 で ある 。 
富 水 の PG 反応 は 肺 吸虫 症 既 往 症 を 有する 者 に ゃ 陽性 こ 
現れ る 。 細川 , 三浦 等 に よれ ば 感染 か ら 陽 転 の 時 期 は 動 
物 実験 で は 8 週 以後 ご あぁ る 。 皮膚 反応 に 就 て 横川 は V. 
B. 8S に ょ る 内 反応 を 報告 し 来 各 方 面 で 応用 

され て いる 。 又 補 体 結合 反応 診断 的 価値 が 高い 。 胸部 
の 線 検 も 補助 診断 の 一 助 に な る も ゃ の で ある 。 

結 語 

C1) 及 で 存 吸虫 症 9 例 に 就 組織 像 の 解析 
を 試 は 8 層 か ら 成 り 。 中 心 層 は ご 卵 , 
巨 態 細 , シャ ルコ ・ ラ タイ デン 結晶 体 を 混 じ , 中 層 は 
結合 , 好 酸 球 , ググ 
リア 細 等 の 集 巣 が 

(3) 結節 型 の 病巣 は 
いで 増生 性 炎 に 進展 する の で あり, 型 は 
胞 の 形 を と < 

(8) 統計 的 観 肺 吸虫 の 脳 移行 に 就 て る 
の 考察 と 推論 を 試 誌 。 診断 面 に 言及 し た 

の 徳島 医学 部 佐伯 本 学 第 外 科 
徳岡 教授 , 横山 助教 授 た に 静 心 か らち 感謝 す る 。 本 研究 御 協 
の 助 手 君 に 敬意 を 表す る 。 
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下 昔 (1951) : . 最新 寄生 虫 病 学 1 , 医学 書院 , 東京 . 

ー26) 森安 吉 (1919) : 肺 トマ スト 
マ に 因 す る 右側 半身 不 懲 症 の 一 例 (臨床 議 義 ) 朝鮮 医 
学会 雑誌 , 16, 95~100. 一 27) 新津 勝 宏 (1955) : 肺 
吸虫 の 脳 寄生 に 因 る Jackson 型 療 靖 発作 重 積 症 の 一 
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科 , 3 (2), 80. 一 30) 小野 典 郎 , 西井 長 武 (1955) : 
家族 的 に 発生 せる 肺 吸 虫 症 の 種々 相 , 日 本 外科 学会 雑 
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165= 


森本 (1936) : 長崎 県 高 来 郡 に け る 肺 デス トマ - 
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1936) : 脳 膜 を 供え る 脳 デス トマ , 実験 医 報 , 
21, 14911497. 一 43) 氏家 秋 果 (1951) : 肺 デ スト 
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Summary 


An analytical research was performed about 9" 
cases of cerebral and spinal paragonimiasis and . 
following results were obtained : 

1. The cerebral and spinal foci consist of 3" 
zones, namely central zone is composed of necro-- 
tic focus, egg, giant cell and Charcot-Leyden's . 
crystal, middle zone connective tissue, and peri-- 
pheral zone infiltration of plasma cell, lymphocyte, 
eosinophilic leucocyte and glia cell. 

2. Tubercle type focus consists of exudative:- 
inflammation induced the parasite and egg, and 
subsequently the focus alters for productive in-- 
flammation. Cystic type focus is type of cyst 
of softening. 

3. On cerebral paragonimiasis the statistical . 
observation was performed, and some considera- - 
tion and deduction on migration for the brain of 
worm and diagnosis of cerebral paragonimiasis,., 
was attempted. 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 2 号 


報告 者 名 患者 内 肺 内 
文 買 番号 年齢 居住 地 床 脳 所 見 母 
年 月 日 性 母 虫 卵 其 の 他 
26 突然 発作 右前 頭 葉 後頭 葉 米 料 
8 号 熊本 県 約 半 年 同様 発作 頻発 大 一 鳩 卵 大 多数 連 十 
1887 8 絡 す 
会 
1889 年 4 製造 Jackson's Epilepsie 病巣 が ある 。 
1. 幼時 より 肺 吸虫 症 
あり 
20 突然 頭痛 右上 及 び 2. 右 顔面 上 に 
井上 麻痺 を 残 。 の 検査 
岡山 県 約 6 年 右 顔面 3. 右 陳 旧 は な い 
医学 会 雑誌 右上 肢 大脳 皮 質 の 運動 
第 88 号 領 の 一 部 侵さ れ た 
も の と 診断 
肺 吸虫 症 の 
1897 年 20 診断 肺 吸虫 
岡山 県 約 6 年 発作 , の 寄生 に 
8 ょ る と 
診断 
桂 田 , 藤木 左 葉 , 後頭 葉 
東京 医学 会 雑誌 岡 出 年 半 條 言語 障 に 至る 大 乃至 小 一 
13 巻 12 号 13 号 津 高 郡 3 右 箱 反射 元 進 児 手 委 大 , 隔壁 に て 
1899 年 $ 右 幹 相 隣 る 
= に 
1250~1262 熊本 県 約 2 年 ? 人 事 不 省 詳細 不明 i } + を 認め ず 
三角 , 谷 右前 大 , 海馬 
Srch. f. Psy. 17 角 底 に 鳩 卵 大 の Cy- 
u.Nervenkr. 北 痛 発作 , 頭痛 , ste レン ズ 核 , 視 , ・ 
Bad.38. 101~ 熊本 県 3 年 床 , 内 , 外 包 に 小 出 一 二 
121 血 斑 頭 項 葉 , 中 心 
1906 年 ゃ 多数 の レン ズ 
谷口 が 発表 大 か ら 針 頭 の 
島村 , 角田 : 視 
h 16 頭 項 葉 に 
ien M. Woc 前 頭 , に と 5 
-enschrift 運動 麻 沙 卵 大 の Cyste 数 = 視 内 8 pe th 
東京 医学 会 雑誌 8 の の 小さ い Cyste の 
1907 年 対 
沢 左上 下肢 運動 麻痺 , 右側 頭 葉 , 後頭 , 
児 科 雑誌 下肢 頭痛 , 
1910 年 視力 障 
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和 32 年 6 月 (1957)) 
報告 者 名 肺 内 
文 南 番 号 年齢 居住 地 所 見 母 
年 月 日 性 卵 基 の 他 
右 半 身近 左 後頭 葉 , 隅 角 

1910 年 作 
視神経 炎 , 其 の 他 神 
三角 , 豊田 16 経 症 状 右 後頭 , 側 後 状 突 
第 103 左 顔 面 筋 上肢 に 
発作 
左側 葉 , 後頭 葉 に 
鎮西 医 報 多数 の 大 小 の 相 連 絡 csi: 
第 103 号 の 
東京 医学 会 雑 対 
大 結節 , + 
右 後頭 葉 に 米粒 大 
朝鮮 医学 会 雑誌 朝鮮 人 約 10 年 至 頭 大 の 5 個 の 
左上 下肢 運動 。 物質 を 有する 
突然 左 半 身近 前 頭 , レン 
16 約 7 年 下 有 側 知 覚 内 米粒 大 指 あり 
+ 肺 病 
同 上 右 後頭 
稲 本 25 左 後頭 葉 
同 上 右 
に 暗 
上 約 2 年 右 半 身 失神) 新生 あり + 上 
全身 一 部 脳 底 に 達 す 。 
左上 下肢 運動 障 
笑 本 21 右 後頭 葉 に 麻実 大 か 
同 上 $ , 5 撮 指 頭 大 結節 多数 
経 
同 上 $ 右 前 頭 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 2 号 


居住 地 


経 過 


臨 床 状 


脳 幸 所 見 


脳 内 肺 内 
母 
母 虫 卵 其 の 他 


報 
年 


朝 魚 医学 会 雑誌 
16 巻 


1915 年 


約 10 年 


28 歳 か ら 月 1~2 回 
人 事 不 省 


左上 下肢 運動 障 
頭痛 , 言語 障 


右 後頭 葉 に 粟 粒 大 の 
3 = の 結節 
左右 側 脳 室 の 拡大 内 
脳 水腫 の た あ 脳 質 非 
な る 。 


十 肺 病巣 あり 


左側 頭 葉 , 左 後頭 葉 
左 小脳 , 右 後頭 葉 


森 


朝鮮 医学 会 雑誌 
16 号 


1917 年 


所 寄生 


同 


言語 障 卒倒 , 
左 半 身 
路 ( 十 ) 


頭 靖 , , 右 半身 
知覚 
右上 下 運 動 不 能 
( 十 ) 


全身 人 事 不 省 
左上 下肢 に 無力 感 
左 半 身 不 
( 十 ) 


右 半 面 顔面 痛 , 頭痛 


, 頭 人 事 不 省 


左上 下肢 運動 不随 


弱視 
左 半 身 知 覚 障 歪 


左 運動 障 
左下 知 覚 
人 事 不 省 

左 半身 知覚 


約 10 年 


右手 指 上 肢 , 
肩 


の 順に 発病 
右 半 身 不 
重 聴 


言 
左上 肢 運動 障 
左 半身 不了 知覚 
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文献 番号 年 令 居住 地 症状 所 見 
年 月 性 卵 の 
16 養 朝鮮 人 約 4 年 包ま れ た 病巣 3 っ , 世 
1917 年 
$ 右 半 身 不 随 
53 頭痛 , 不眠 左 後 中 心 た 
同 上 同 上 約 2 年 + 
16 頭痛 , 
上 同 上 約 3 年 右 半 
視力 減退 
会 雑誌 側 頭 葉 , 
33 年 筑 6 号 頭 大 の 結節 集 
約 2 年 運動 不全 義 
中 卵 ( ) 
北越 医学 会 雑誌 。 8 病巣 症状 な し 卵 ( 十 ) 
第 33 年 築 6 号 右 下 の 間 代 性 
同 上 - 出 卵 な し (-) 
右上 , 下肢 運動 不全 
4 人 事 不 省 ,・ 右 半 身 間 
知覚 あり 
性 右 半 身 不 
東北 大 病理 
教室 1 の 2 不詳 
1921 年 
1921 年 $ 脳 性 麻 小 出 
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寄 生 学 雑誌 ・ 6 巻 ・ 第 2 


文献 番号 年 令 居住 地 臨床 症状 、 所 見 母 
年 月 性 母 卵 基 の 
鈴 木 6 初 あ 墜落 し て か ら 意 右前 頭 葉 , ジル ゼー 
神経 学 雑 
1922 年 経 胞 数 
池田 の 文献 より 
海馬 転 , 選 
よる 内 
23 
朝鮮 医学 会 
朝鮮 人 
1923 年 
久保 , 岡本 右 視神経 床 の 虫 性 相 
20 頭 , 左 手足 の 脱力 胞 視神経 より に 坪 
3 ・ 性 レン ズ 大 , 大 
形 
経 学 雑誌 。 に 豆 る 
29 巻 3 号 $ 大 分 県 約 4 カ 月 右 顔面 神経 麻 澄 レ ンズ 核 後 端 に も 較 
四肢 上 下肢 、 化 
9.6 頭 発作 。 左手 張 直 右側 葉 びに 島 
左 顔 面 神経 。 近 軟化 
1931 年 左 同 側 性 半 
床 小児 科学 雑 , 。 結節 。 左前 
誌 11 号 本 約 4 月 左 神経 内 に 面 し 提 大 サ 
1983 年 
約 1 年 左上 下肢 全般 の の 好 酸 球 の 存在 か ら 
間 性 上 肢 特 
1935 年 朝鮮 人 に 
隅田 , 森本 gg 吸 経 過 中 前 頭 中 心 転 
長崎 医学 会 Jackson'’s Epilepsie の 大 , 手 
a : 長崎 県 約 1 年 を 来 し 半身 不随 を 来 前 中 心 廻 転 上 部 3 分 。 一 
す の 2 に ける 軟化 肺 肺 吸虫 
1936 年 ( 右 運動 障 形成 手術 
(0) 
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1942 年 


32 年 6 月 (1957)〕 
報告 者 名 
番号 居住 地 経過 症状 所 見 
年 月 日 
小河, 塩崎 
医 事 
1228§ 4 朝鮮 人 
1229 号 5 
1936 年 
1937 年 色 野 の 左 部 欠損 に し 上 
17 
1938 年 
小 
7 頭 。 伊藤 加 
伊 報告 と 同一 
後 頭 葉 の 大 
い に 
特集 1 号 4 難聴, ょ り 脳 肺 吸 
1941 年 脳 底 脳 膜 炎 虫 症 と 診断 
伊藤 。 前 皮 質 部 鳩 
性 療 着 , が 既に 報 
1941 年 内 
一 夜 に し て 左 大 に あ 
19414 眼底 に 視神経 “あり , 
| に に 
( 筑 616 号 ) 脳 底 に 座 腫 形成 し た " 酸 球 が 多い 
右 同 側 性 半 盲 症 も の と 診断 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 筑 2 号 - 


報告 病名 患者 内 
交 番号 年 令 居住 地 臨床 所 見 
年 月 日 虫 卵 の 他 
初期 に 膜 を し 
30 あたる 症例 で 血液 内 

神戸 市 民 病 院 に 好 酸 球 増 多 症 , 臨床 所 見 か - 

集 報 7 朝鮮 人 中 に 吸虫 あり 
165 中 に 好 酸 球 増 多 ら 寄生 例 . 

の 寄生 と 診断 

台湾 医学 会 臨床 所 見 . 

1943 年 ら 診 断 

16 
出 根 左前 頭 の 性 手術 例 

右 後頭 葉 か ら 
1949 年 左 半 身 後半 部 に 豆 る 性 術 例 

佐 木 
肺 卵 を 認め た 手術 
指 頭 (皮質 内 ) 

3 
1950 年 

9 突然 全身 発作 , 

1950 年 を 認め た 

左側 後頭 葉 
同 上 竹野 郡 約 10 ヵ 月 発作 右 半 身 麻 小指 頭 桃 大 の 小 手術 院 
8 野 町 8 = 全体 と し て 
大 
眼 視 力 障 併 し て 大 と な る 診断 
左側 頭 葉 5 mm 深部 
京都 府 発作 性 頭 両 眼 視 に 腫 を 認め 大 
ーー 指 頭 大 の の 15 
同 上 野 町 約 1 年 障 視 個 , 皮質 下 15mm に + 手 
小宮 体 1 
右 半 身 運動 障 。 側 頭 葉 後頭 の 


前 半 に 達する 


( 
72 ) 
4 


昭和 32 年 6 月 (1957)) 173 
報告 病名 患者 内 内 
文献 番号 年 居住 地 床 状 脳 所 見 
年 月 日 母 虫 卵 基 他 

第 一 例 脳炎 の 如き 経過 を と る 
高坂 , 松村 二 例 Jackson's Epilepsie 

te を 起 し 脳腫瘍 像 を 量 す 
62 年 4 手 

179 四 例 四肢 , 身体 一 部 の 
1950 年 惹起 
約 7 年 左 半 不 + 
発熱 
光 野 
約 9 ヵ月 左上 肢 軽 運動 及び 
4 1 知覚 麻 , 視力 障 た る る 77.5g 腫 
1951 年 右側 葉 に 17.9g 
. 発熱 , , 左 半 身 あり , 
約 11 ヵ 月 脳 表 面 大 結節 + 
3 り , と れ が 卵 大 の 
範囲 卵 結節 で ある 
4 
i と 神 経 
1951 年 8 側 頭 葉 を 満 す 大 
光 野 に 追加 $ 形成 
家 突然 発作 あり 

静岡 県 約 4 年 血 で 右 大 脳 半 状 の 腫 

$ 球 の Geioma と 診 吸 母 虫 を 認め る 

1951 年 

日本 病理 学会 

1951 年 約 4 年 下 ° + 前 検 

新潟 医学 会 雑誌 

'67 年 7 号 627 (7 XxX7.5Xx5.5cm) 

28 
原 

医学 会 雑誌 突然 声 と 共に 

61 年 3 p.79 左前 中 心 転 , 
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報告 病名 患者 内 肺 内 
文献 番号 年 令 居住 地 床 症 状 所 見 母 
卵 基 の 他 
富田 , 永見 
(米子 博愛 病 院 ) 転倒 , 意識 消失 , Emetin 注 
有 眼科 診療 15 る も 歩行 不 射 後 症状 
良 , 胸 痛 
1952 年 
吐 基 の 後 後頭 葉 の 皮質 及び 検 
徳島 県 約 5 月 急速 に が 見 えな く 下 に 大 豆 大 に 病巣 あ 
な る 豆 大 の 腫 多数 
ルル 
17 p. 286 レ 線 診断 大 腫 + 手 
$ 脳腫瘍 の 一 部 重量 62 g 
19 9 か 下肢 シ 右側 部 に 皮 様 
日 本 外科 
第 23 3 号 ビレ 感 寒冷 様 の も の 2 治 
p. 279 全身 作 
1954 年 
山口 床 医 学 
1955 年 $ 
山口 医大 外科 
1955 年 数 相 集 り 大 き な 
未 発表 8 腫 成 
免 , 49 県 突然 下 肢 が だ る X~XII B.W. 
外科 17 巻 で 有川 魚 
9 678 を た 歩行 困難 , 夜間 腰痛 術 ; 
1955 年 て 以来 下肢 動か ず 膜 の 様 
清 発作 右側 頭 葉 , 下 
東京 医事 新 , 下線 維 描 転 状 転 部 皮 
東 医学 身 不 頭 項 , 側 頭 部 の 
51 2 Jackson 型 部 の 硬 結 
1955 年 
小野 , 西井 
日 本 外科 学会 雑 手 
回 1 詳細 不明 


1955 年 
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放射 性 物質 Cobalt-60 に ょ る 虫 卵 
関す る 研究 
II 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 31 年 11 月 7 日 受領 ) 


人 工 放 射 性 同位 元素 は 近年 わが 国 で も 医学 の みな ら ず 
あら ゆる 学問 分 野 で 使用 され , 大 き な 進 歩 を も た らし て 
いる 。 

と れ ら の 放射 性 同位 元素 (radioactive isotope) を 使 
用 し て , 食品 主 に 野菜 に 附 着 す る 寄生 虫 卵 を 容易 に 殺 減 
出来 れ ば 公衆 衛生 的 意義 は 大 きく , その 点 で も 将来 に 於 
ける か > る radioactive isotope の 実用 化 が 大 い に 期 待 
な る 。 

私 た ち は 寄 生 虫 卵 中 最も 抵抗 力 の 強い と 云わ れ て いる 
を 対象 と し て , cobalt-60 照射 に よる その 減 に 
関す る 基礎 実験 を つて 来 た ( 見 ・ 小 林 . ・ 1955)。 
その 第 一 報 に 於 いて は , 発育 期 の 卵 よ り 比較 的 抵抗 性 
・ の 強い と 思 は れる 単細胞 期 卵 に 対し cobalt-60 を 照射 し 
て , 発育 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し , 単細胞 期 卵 の 仔 虫 形成 
阻止 線量 , 発育 異常 卵 並び に 変性 卵 に つい て 報告 し た 。 

今回 は 引き 続い て 単細胞 期 よ り 負 映 期 に 至る 発育 途上 
に ある 貝 卵 を 対象 と し て , 前 回 と 同様 y 線 の 殺 卵 線量 決 
定 を 目標 に 夫々 の 仔 虫 形成 阻止 線量 を 求め , Y 線 に 対す 
る 遇 虫 卵 の 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 を 比較 検討 し た 。 

材料 及び 実験 方 法 

1. 卵 材料 

虫 卵 材料 は 必殺 場 よ り 得 た 豚 処 虫 の 新鮮 子宮 内 (下部 
1.5 cm) 卵 で , 試料 こと ょ る 差 を 小さ くす る た め , 各 実 験 
に 夫々 十 数 匹 分 の 材料 を 充分 携 拝 混合 し て 用 いた 。 

2. 照 射 前 の 虫 卵 培養 

上 記 の 貝 卵 材料 を 5 アン チ ホ ルミ ン 液 に 40~50 分 間 
浸 潰 し , 蛋白 膜 を 除去 し て 後 , 蒸溜 水洗 浴 を 8 回 行い , 


Shozo Saito : Observations on the effects of irra- 
diation with cobalt-60 on the development of 
Ascaris lumbricoides ova. II. Differences of sensi- 
tibity in various developmental stages. (Depart- 
ment of Parasitology, School of Medicine, Keio 
University, Tokyo,) 
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均一 な 虫 卵 砂 濁 液 と し た も の を 0.5 ホルマリン 加 2 
平板 上 に 置き , 27~28°C の 器 内 に 収め て 前 
に 培養 を 行 つ た 。 

8.7 線 源 

cobalt-60 は 当 医 学部 所 有 の 40 curie の も の を 使用 し 
た 。 一 定 の 強 さ の 線 源 より され る 線量 は 時 間 
に 比例 し , 距離 の 2 乗 に 反比例 する こと が わか つて いる 
の で , 実験 に お ける 各線 量 は 線 源 か ら 一 定 距 離 。 一 定時 
間 内 に 上 照射 せら れる 実測 線量 を 基準 と し て 算出 する こと 
に ょ っ つて 簡単 に 求め る と こと が 出来 る 。 

4。 の 方 法 

実験 区 分 を 1) 単 細胞 後期 2 細胞 3 数 細胞 
及び 期 の 6 期 と わけ た 。 各 実験 共 照 射 直 前 に 
ホル マリ ン 加 寒天 平板 上 の 虫 卵 を 夫々 ポリ ェ エチ レン 製 小 
に 移し て , 前 後に 薄く 圧 平 し た も の を 作り , これ を 袖 双 
射 材料 と し た 。 実験 毎 に と この 被 照 射 材料 を 数 個 乃 至 十 数 
個 作成 し , これ を 線 源 に 対し て 一 定 距 離 , 垂直 方 向 に 正 
し く 設 置 し た 。 照 射 時 間 は 主として 15 時 間 (午後 6 時 ょ よ 
り 翌朝 9 時 和 〕 に 統一 し た が , 一 部 は 839 時 間 (午後 6 時 
より 翌々 朝 9 時 和 も 行っ つた 。 

尚 対照 卵 と し て 被 照射 材料 と 同様 ポリ ェ チ レン 製 小袋 
に 移し た 虫 卵 を 研究 富 に おき 室温 に 放置 し た 。 

5.。 後 の 虫 培養 

照射 を 完了 し た 貝 卵 は 第 一 報 と 同様 直ちに 研究 富 に も 
ち 来 り ,。 ポ リエ チレ ン 製 小袋 より 再び ホル マリ ン 加 寒天 
平板 に 移し て 卵 も 同様 27~28°C の 器 に 収 
め て 培養 を 継続 し た 。 

6. 卵 の 線 に ょ る 被 果 の 観察 

被 効果 の 指標 を 主として 照射 後継 続 培養 に にょ る 
期 卵 形成 率 に お いて , 対照 卵 が 7~982% の 仔 虫 期 卵 形成 っ 
を 認め る 培養 第 14 日 頃 よ り 観 察 を 始め , 照射 後 毎週 一 回 , 
第 4 週 ま で 行っ つた 。 


| | 
| 
3 
' 
s 


176 


と ゝ で 問題 に と な る の は 卵 の 生死 解 別 で ある 。 今回 は 発 
育 途 上 に ある 貝 卵 を 対象 と し て , cobalt-60 照射 を 行っ つ 
た の で , 死 減 虫 卵 の 判定 方 法 を 後続 培養 に ょ る 仔 虫 期 争 
形成 の 如何 に お いた 。 し か し 7 線 の 長 時 間 の 照 射 に ょ く 
病 え て 仔 虫 期 卵 まで 発育 し た も の で も , その 後 直 ち に 死 
減 す る も の 或いは 徐々 に 変性 死 減 し て 行く も の も ある と 
考え られ , こと の 場合 観察 所 見 の み で は 生死 を 決定 出来 な 
い が , 一 応 明 か な 変性 像 の られ な い 虫 期 百 分 
比 を も つて 観察 を 進め た 。 

染 能 な 虫 期 に 及ぼ す 線 の 作用 こつ いて は 
別 の 機会 と に ゅ づる 。 

実験 成績 

1. 単細胞 後期 第 2 日 の 実験 

本 実験 に 於 いて 使用 さる 貝 卵 は 培養 第 2 日 の 100 2 単 
細胞 期 で あり , これ を 単細胞 後期 し て 扱 つ た 。 摘 
出 後 の 単細胞 期 於 ける 実験 成績 (第 一 報 より 考 
えて , 単細胞 後期 て も 恐らく その 虫 形成 完 
組 止 限界 線量 は 10 万 レン トゲ ケン (r と 略記 す ) 前 後に あ 
る だ ろ ら と 思 われ た の で , 一 応 駐 射 線量 を 7,000 r 
227,000r の 範囲 に し, 各線 量 問 の 巾 は 出来 る だ け 小 さ 
く と つた 。 第 1 表 は 単細胞 後期 に ける 各線 量 被 卵 の 
培養 経過 に と も な つて 形成 され る 仔 虫 期 九 の 比率 を 示し 
た ゃ の で ある 。 と の 結果 に よる と , 仔 虫 形成 完全 阻止 限 
界 線 量 は 培養 第 14 日 (照射 後 12 日 う の 観 察 で は 70,000 r 
以上 で あり , 照射 後 2 週末 、 83 週末, 4 週末 で は 夫々 
98,200 r 以上 と な つて お り , 単細胞 後期 卵 に 対す る 
形成 阻止 の 限界 線量 は ほ さ 70,000r か ら 98,200r の 問 
に ある と 考え られ , 前 回 の 成績 (110,000 r~153,090 
r) と 比べ て 明か に 減少 を 認め た 。 又 各線 量 照 射 卵 に つ 
いて 培養 日 数 に と も な う 仔 虫 期 卵 の 比率 を みる と , 照射 
後 12 日 と 2 週末 と の 間 で は 末 だ 増加 が みとめ られ て いる 
が , 2 週末 以後 の 比率 の 間 に は 殆 ん ど 差 が みとめ られ な 
い 。 と この と と は 摘出 直 仁 の 単細胞 期 卵 の 実験 と 同様 , 照 
を し めし , 以後 は ほ ゞ 均 率 に その 発育 を 停止 し た も の と 
考え られ る 。 

2。 2 細胞 期 九 < 培養 第 4 日 〕〉 の 実験 

験 に いて し た 虫 は 培養 第 4 日 の 主として 
2 細胞 期 (75%) で ある が , その わ づか に 単細胞 
卵 (8%), 細胞 期 , 4 細胞 期 (11%) 
等 を 含む 程度 に 発育 し た も の で ある 。 照射 線量 は Y, 000 
r より 126,400 r まで と し , 前 回 と 線量 間 の 巾 は 
出来 る だ け 小 さく と つた 。 第 2 表 は 本 実験 に 於 ける 各線 
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第 1 表 単細胞 後期 卵 ( 境 養 第 2 日 ) に 対す る 


照射 線量 と その 仔 虫 期 卵 形成 率 
線 距 仔 期 卵 百分比 
概算 線量 源 離 照射 後 。、 
No ド | 12 日 2 週 3 週 4 週 

の (hr) 日 16 23 日 30 日 
50 0 0 0 0 
0 0 0 0 
3 0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 2 2 2 
6 8 8 
7 20 28 27 28 
65 68 67 65 
# 76 80 81 78 
10 81 84 86 85 
1 198x100 D3 + 83 87 90 90 
08xX10' 89 94 95 94 
13 0.85x10‘ 25.8 ? ヶ 93 96 96 96 
14 0.70x10: 28.4 ヶ 94 96 98 97 
5 0 が 98 99 99 99 
16 0 RR 97 99 98 98 


第 2 表 2 細胞 期 卵 ( 境 養 第 4 日) に 対す る 照 


量 と その 仔 期 卵 形成 率 
線 距 仔 期 卵 百分比 
概算 線量 源 離 射 

No. (レン ト か _、 時 10 日 2 週 3 週 4 週 

(hr) 18 昌 32 日 
1 12.64x10‘ 10.8 39 0 0 0 0 
2 9.29x10* 12.6 ヶ 0 0 0 0 
3 7.02x10‘ 14.5 0 0 0 0 
4 7.00x10: 9.0 15 0 0 0 0 
5 5.79x10* 9.9 ヶ 0 2 1 
6 5.28x10‘ 16.4 39 0 2 2 
7 3 3 3 
11 1.38X10' 20.3 
13 0.85x10‘ 25.8 
14 0.70x10* 28.4 ヶ 6 86 84 82 
15 0 の 97 98 98 98 
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量 被 の 培養 経過 に 伴う 期 形成 率 を 示し た も の 
で ある 。 こ と の 場合 も 前 者 と 同様 照射 後 2 週 以後 は ほ ゝ 一 
様 の 発育 停止 が 認め られ る 。 仔 虫 形成 完全 阻止 限界 線量 
は 培養 第 2 日 の 単細胞 後期 九 よ り 更 に 減少 し , 照射 後 2 
週 ~ 4 週末 の 観察 で は 57,900r より 70,000r の 間 に あ 
る と 考え られ る 。 

8. 数 細胞 期 卵 (培養 第 7 日 〕 の 実験 

本 実験 に た 於 いて は , 培養 第 7 日 の 数 細胞 期 9822 と 単 細 
胞 期 並び に 4 細胞 期 夫 々 1 と を 含む 発育 途上 に ある 虫 
卵 に cobalt-60 照射 を 行っ つた 。 実験 成績 は 第 8 表 に 示す 
通り で ある 。 こ と これ に よる と 前 3 者 と 同様 照射 後 2 週 ま で 
は 発育 を 示し て いる と 考え られ る 。 し か し こと の 場合 第 8 
週 以 後 は 徐々 に 仔 虫 期 卵 百分比 は 減少 し て いる 。 こ とれ は 
前 述 し た 如く , 後継 続 培養 に と ょ り 一 旦 虫 期 育 
し た 貝 卵 が 照射 後 8 週 頃 よ り 徐 々 に 変性 を 始め , 培養 日 
数 の 経過 に と も な つて その 変性 は 増加 し , 逆 に 変性 像 の 
みとめ られ な い 正 常 仔 虫 期 卵 の 百分比 は 減少 し て いる こと こ 
と を 示し て いる 。 仔 虫 形成 完 限界 線量 は 2 細胞 
期 刻 よ り 更 に 減少 し , 照 射 後 2 週 ~ 4 週末 の 観察 で は 
.43,200r より 52,800r の 間 に あ る と 考 へ られ る 。 

4。 早期 期 (培養 第 9 日 の 実験 

第 3 表 数 細胞 期 卵 (培養 第 7 日 ) に 対す る 婦 


射線 量 と その 仔 虫 期 卵 形成 率 
仔 期 卵 百分比 
概算 線量 源 離 
.No. ( 1 2 週 3 週 4 週 


ら cm 間 


1 12.64x10* 10.8 39 
2 .9.29x10* 12.6 
3 7.02x10‘ 14.5 
4 7.00x10*′ 9.0 15 
6 5.28x10‘ 16.4 39 
7 4.32x10‘ 11.5 15 
8 2.70x10‘ 14.5 
9 2.10+10* 
30 
1 1.38x10‘ 20.3 
12 0.983x10< 23.5 » 
13 0.85x10* 25.8 
14 0.70x10* 28.4 
15 0.63x10* 30.0 ヶ 
16 0 0 
0 
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本 実験 で 早期 実 期 し て 扱っ た も の は , 細胞 分 
の 完了 せる 所 調和 期 な る 直前 の も の で , 細胞 分 
の 最盛 期 に ある と 思 は れる も の で ある 。 

実験 に 使用 さる 卵 は 培養 第 9 日 の 早期 実 期 85 
26, 数 細胞 単細胞 期 1 の 比率 に 発育 し た 
る ぁ の で ある 。 

前 回 まで の 実験 に て 仔 形成 完 会 限界 線量 を 
必 る と , 細胞 分 裂 の 進行 に つれ て 減少 し て いる の で , 本 
実験 に 於 いて は 更に 減少 する だ ろう と 想像 され た が , 照 
射線 量 は 一 応 6,300 r より 98,200r の 範囲 で 実験 を 試 家 
た 。 第 4 表 は その 実験 成績 で ある 。 こ れ に ょ る と 早期 径 
実 期 の 仔 形成 完全 限界 線量 は 照射 後 5 日 ~4 週 
末 の 観察 共 す べ て 27,000 r 以上 と な つて 居り , 21,000 
r か ら 27,000 r の 問 に ある と 考え られ , 前 8 者 の 実験 
の それ に 比 し て 更に 減少 を 示し た 。 又 各線 量 照 射 卵 に 於 
ける 培養 日 数 に 伴う 任 虫 期 卵 の 比率 と つい て は , 照射 後 
5 日 目 と 2 週末 と の 間 に は 殆 ん ど 差 を みとめ な いで , 8 
週 以後 に 於 いて は 徐々 に 減少 し て いる 。 とれ は 照射 後 5 
日 目 頃 よ りほ さく 一 様 に 発育 を 停止 し た も の と 考え られ , 
8 週 以後 は 前 述 し た 如く 変性 卵 に と よる 正常 仔 虫 期 婦 百 分 
比 の 減少 を 示し て いる 。 

5。 実 期 一 早期 (培養 第 9 ~10 日 の 実験 

本 実験 に て は 培養 第 9 ~10 日 の 期 早 


第 4 表 早期 桑 実 期 卵 (培養 第 9 日) に 対す る 
線量 と その 虫 期 卵 形成 率 
線 距 


期 卵 百分比 
概算 線量 源 離 射 - 
ゲン ) ら cm 


2 7.00x10: 9.0 
3 5.79x10: 9.9 
4 4.32x10' 11.5 
5 2.70x10: 14.5 
2.10x10° 16.4 » 
7 1.71x10 18.2 
8 1.38x10% 16 18 14 42 
9 0.93x10: 23.5 7 41 4 35 32 
10 0.85x10: 25.8 # 68 64 59 50 
12 0.63x10: 30.0 92 89 85 

0 99 98 98 98 


= 
No. 
| 
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期 152 も の に し た 。 と と に 早期 
と し て 扱っ つた も の は 卵 内 容 の 一 側 に 於 いて 極め て わ づ か 
な 陥 生じ 始め た 位 の ご く 初 期 の ある 。 

実験 成績 は 第 5 表 に 示す 通り で ある 。 こ と ゝ で 注目 すべ き 
と と は , 虫 形成 完全 限界 線量 が 早期 実 期 そ 
れ と 比べ て 急激 に 増加 を 示し た こと こと で ある 。 即 ち 央 射 後 
4 日 目 ~ 2 週末 の 観察 で は 168,500 r 以上 で あぁ あり, 38 週 
末 で は 126,800 r 以上 と な つて お り , 本 時 期 に 於 ける 位 
虫 形成 完全 阻止 限界 線量 は 126,800 r か ら 168,500 r の 
間 に あ る も の と 考え られ る 。 双 各線 量 昭 射 卵 に つい て 培 
養 日 数 に こと も な う 虫 期 比率 を みる と , 後 4 日 
目 が 最高 で 2 週 以後 は 減少 し て いる 。 と の と と は 照射 後 
2 週 より 仔 虫 変性 が 始 つ て いる こと こと を し レ 
17,100 r~ 98,200 r 照射 の 4 週末 の 観察 で は 
形成 卵 の 約 半 数 が 変性 を 示し て いる 。 し か し 早期 又 実 期 
の 同 線量 照射 の 仔 虫 期 卵 融 分 比 と 比べ る と , 本 時 期 に 於 

いて は 著 明 に 増加 し て 居り 抵抗 力 の 増強 を 示し て いる 。 

第 5 表 期 ・ 早 期 第 9 日 ) 

に 対す る 照 射線 量 と その 仔 忠 期 卵 形成 率 


概算 線量 源 離 


ゲン ) ら cm 間 
の (hr 14 日 24 38H 


0 
'# 8 5 
22 15 
60 36 24 
16.4 ヶ 72 43 
87 83 
23:5 ヶ 95 91 
0:85x10* 25.8 ? 96 94 92 
0.0x10* 28.4 98 98 96 
15 0 x 0 99 100 99 
16 0 . 0 99 99 98 


る 


6. 一 実 期 (培養 第 日) の 実験 

培養 第 11 日 の 8022, 期 も の に 
射 し た 。 に いて は 長 時 間 射す る と 中 に 
すでに 虫 期 形成 し て し まう の で , 時 間 を 15 時 


(78 ) 


間 に 一 定 し て 央 射 直後 に 観察 し て 仔 虫 期 卵 を 形成 し て い ・ 


な いも の を 用 いた 。 第 6 表 に 示し た 如く , 本 時 期 に 於 け : 


る 卵 の cobalt-60 r 線 に 対す る 抵抗 力 は 期 一 早 


り 更 に し , 最大 量 280,000 r し て も , 
な お 仔 虫 期 卵 形成 を 完全 に 陽 止 出来 ず , 照射 後 8 日 目 の 
仔 期 形成 率 は を 示し た 。 し か し こと の 142% の 
後 3 週末 の 観察 で は 完全 に 変性 を 量 し , 正常 仔 虫 期 卵 百 
分 比 は 0 と な つた 。 つい て に 


伴う 仔 虫 期 卵 の 比率 を みる と , 照 射 後 8 日 が 最高 で 1 週 : 


以後 は 減少 し て 居り , この こと と は 前 述 の 如く 仔 虫 期 卵 の 
変性 を 示し て いる 。 


第 6 表 ・ 実 期 卵 第 11 日 ) に 対 
する 照 射線 量 と その 仔 虫 期 卵 形成 率 
線 距 


概算 線量 源 離 


ゲン ) bcm 間 
{hr) 18 日 25 日 32 


1 28;00x10’ 4.5 15 14 7 5 0 
2 22.68x10*′ 5.0 ヶ 24 20 15 5 
3 20.52x10* 5.3 » 47 3886 13 
4 16.85x10‘ 5.8 65 63 32 18 
5 15.75x10* 6.0 » ヶ 76 3 34 29 
6 12.63x10’ 6.7 82 09. 58 39- 
7 RO. 80 65 53 
87 86 78 67 
9 5.9x10* 9.9 ? ヶ 83 86 84 79: 
10 92 87 86 83 
11 2.70x10‘ 14.5 » ヶ 95 91 91 88 
12 1.71x10* 18.2 ヶ 96 98 93 91 
14 0 a 98 9 98 98 


7. 発 育 時 期 に よる 感受 性 の 差 

形成 され る 虫 期 比率 を みる と , 単細胞 後期 
は , 夫々 照射 後 2 週 の 観察 で 最高 値 を 示し て お り , 以後 の 
比率 の 間 に は 殆 ん ど 差 が な いか , 或いは 徐々 に 減少 し て 
いる に 過ぎ な い 。 又 期 一 早期 一 
実 実験 に いて は 夫々 培養 14 日 目 (照射 後 4 日 ~ 
8 日 の 観察 で 仔 期 比率 は 最高 値 を 示し , 以後 1 
週 ~ 4 週末 の 観察 で は 蘭 次 減少 し て 司る 。 そ と で その 仔 
虫 形成 率 の 最高 値 を も つて 発育 時 期 に よる 感受 性 を 比較 
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し よう と 試み , 各 実 験 成績 を 第 7 表 に 一 括 し た 。 

と れ ょ より 各 発 育 時 期 に 於 け る 虫 形成 完全 限界 
線量 を 比べ る と , 摘出 直後 の 単細胞 期 卵 は 既報 の 如く 
110,000 r~158,000 r の 間 で あつ た が , 単細胞 後期 卵 
は 70,000 r~ 98,200r 間 , 2 細胞 期 卵 57,900 r~70,000 
r , 数 細胞 期 43,200 r~ 52,800 r 間 , 早期 実 期 
21,000r ~ 27,000 r 間 , 期 一 早期 12 
6,300 r ~168,500 r の 間 に あ り , 早期 又 実 期 ま で は 虫 


第 7 表 央 射 卵 の 時 期 に ょ る 線量 と 仔 虫 期 卵 形 


線 照射 時 の 卵 期 

No. 概 線量 ら 5 間 細 細 期 実 期 上 

cm hr 後 胞 | | 実 

期 期 期 期 期 期 
2 
3 20.52x10‘ 5.3 
5 
16 3.10X10% 6.4 # 
19 0.93x10* 23.5 94 70 64 41 95 ノ 
20. 25.8 #.906 80.7%8 604 96 
21 0.70x10: 28.4 / 96 86 86 83 98 / 
23 0 / 099 98 99 97 99 98 
24 0 / 099100 99 98 99 98 


( ) 単細胞 後期 早期 実 期 は 後 2 週末 , 
培養 2 週末 (照射 後 日 ) の 観察 で あり 
最高 の 仔 期 卵 形成 率 を 示す 。 

* 紫 の 項 の 数 字 は 全て 形成 され た 仔 虫 卵 の 必 を 示 
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の 発育 が 進 に 従い 減少 し , 和 実 期 一 早期 に 於 - 
いて は 再び 増加 し , 一 実 期 に いて は 280,000 
r 照射 に 対し 培養 第 14 日 の 観察 で な を 仔 虫 形成 を 完全 
に 阻止 する こと が 出来 ず , 14 の 仔 虫 形成 束 を 示し た 。 
第 1 図 は 第 7 表 を 基 に し て 照射 線量 CX) と , 仔 虫 形 ・ 
成 陽 止 率 (Y) と の 関係 を 図示 し た も の で ある 。 今回 の 
実験 に 於 いて も 前 回 と 同様 夫々 8 字 状 曲線 と な つた 。 こ -. 
れ よ り 各 発育 時 期 に 於 ける 夫々 の 仔 虫 形成 502 阻 止 線量 
を 求め て みる と 次 の 如く な つた 。 即ち 摘出 直後 の 単細胞 . 
期 卵 は 既報 の 如く 58,000 r, 単細胞 後期 九 (培養 第 2 
日 83,000 r, 2 細胞 期 (培養 第 4 日 は 15,000 r 


数 細胞 期 基 養 第 7 日) は 18,000 r, 早期 実 期 


(培養 第 9 日 う は 9,000 r, 期 一 早期 培 養 第 
9 ~10 日 う は 30, 000 r, 一 実 期 培 養 第 11 日 は 
190,000 r で ある 。 こ と の 形成 502 量 に いて 
も 早期 期 いて 最低 を 示し その 前 後に いて 増加 


第 1 各種 照射 線量 と 虫 形成 率 


Wor 
+ 


前 述 の 虫 形成 完全 了 限界 線量 と この 仔 形成 50 
阻止 線量 を 基準 に し て , cobalt-60 に 対す る 虫 卵 の 発育 
時 期 と ょ る 感受 性 の 差 を みる と , 単細胞 期 よ り 早期 又 実 
期 ま で は 発育 の 進 ぶ に 従い 感受 性 は 高まり , 細胞 分 裂 の 
最盛 期 と 思 は れる , 早期 径 実 期 に 終 い て 感受 性 は 最高 に 
達し た 。 し か し 期 一 早期 に て は 再び 感受 
性 は 低下 の 傾向 を 示し , 遇 一 に な る と その 
受 性 は 突然 閉 し い 低 下 を 示し た 。 

者 接 

近年 米国 で は cobalt-60 を 食品 の 殺菌 及び 保存 に 利用 
し て 相当 な 成果 を あげ て いる と 云う (尾崎 ・ 山 田 1954)。, 
更に 同国 約 252% が 感 し て いる と いう Trichinelia 
spiralis の 予防 に cobalt-60 の 利用 が 試み られ て 居り , 
Gould et al. (1953) に ょ る と 7 線 の 照射 に より 極め て 
容易 に 食肉 内 の Trichinella の 幼虫 を 殺 減 する こと が 出 


(79 ) 
; 
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来 , これ まで 知ら れ て いる 衛生 対策 の うち 最良 の も の で 
ある と 云う 。 

レ か し cobalt-60 照射 に よる 虫 卵 に 関す る 
実験 は 殆 ん ど 行 われ て 居 ら ず , その 報告 も 前 回 の 私 た ち 
の も の 以外 に は 見 当ら な い 。 今回 私 の 行 つ た 実験 は 前 回 
と 同様 卵 の 基礎 実験 で あり , 各 発 育 時 期 の 仔 
虫 形成 旧 止 線量 を 追求 し た も の で ある が , 将来 の cobalt- 
60 等 radioactive isotope 使用 に る 卵 の 実際 
. 面 に 一 つ の 手がかり に な る だ ろう と 考え る 。 

文 線 ・ ラ ジウ ム 線 ・ 外線 等 の に よる 卵 
は 鞭 虫 卵 の 発育 に 及ぼ す 影 響 に 関す る 報告 は 古く か ら 行 
われ て 居り , 双 そ の 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 に つい て 
論 及 し て いる 。 即 ち ラジウム を 照射 し た も ゃ の 
に 沢田 ・ 大 木 (1924) , SeideC1925) 等 が ある 。 沢田 ・ 大 
木 は ラジ ウム の 7 線 昭 射 は 遇 虫 卵 に 対し , その 少量 で は 
発育 促進 的 に 大 量 で は 発育 障 三 乃至 破壊 的 に 作用 する こ 

と を 述べ て いる が , 発育 時 期 に と に ょ る 感受 性 の 差 に つい て 
は 論 及 し て いな い 。Seide は 馬 遇 虫 卵 に ラジ ウム 線 ・ 文 線 
を 照射 し , 発育 の 進ん だ も の 程 そ れ ら に 対す る 感受 性 は 
低下 する と 述べ , 同時 に 紫外 線 の 照射 で は 発育 の 進ん だ 
ぁゃ も の 程 そ れ に 対す る 感受 性 は 強い と 述べ て いる 。 双 HoI- 
-thusen (1920) は 馬 遇 虫 卵 に 文 線 を 照射 し , 卵細胞 の 分 
列 が 進 き に 従い それ に 対す る 感受 性 は 減少 し , 卵細胞 が 
2 個 に 分 る 時 期 に 最も 著しく る と 報告 し て 
いる 。 虫 に つい て は 河合 (1920) が その 種々 な 時 期 
に 文 線 を 照射 し て , 卵細胞 が 2 乃至 8 個 と 分 列 す る 時 期 
に 野 る 文 線 に こと ょ り 侵 され 易く , その 前 後に は 感受 性 は 減 
少し , 培養 前 の も の が 最 る 感受 性 が 少 い と 述べ て いる 。 

以上 の 時 期 に よる 受 性 の に つい て は 
必ず し も 一 致し た 成績 が 得 ら れ て いな い 。 こ と の こと と は 貝 
卵 の 発育 過程 が 相当 長い こと , 又 各 虫 卵 の 発育 速度 も ーー 
様 で な いと と , 更に 各 発 育 時 期 の 虫 卵 の 感受 性 も 赤 大 い 
に 動揺 性 を 有する こと 等 に , 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 
の 決定 の 困難 な 原因 が 存在 する こと に よる だ ろう と 考 

今回 私 の 行 つ た 実験 で は , 比較 的 発育 速度 を 一 様 に す 
る よう 留意 し て , 各 発 育 時 期 の 虫 卵 た 対し , 発育 抑制 の 
殆 ん ど 見 られ な い 少 線量 か ら , 仔 虫 形成 を 完全 に 阻止 す 
る 大 線量 に 互 り , 古 も 各線 量 間 の 巾 を 出来 る だ け 小 さく 
と つて cobalt-60 照射 を 行い , 仔 虫 形成 50%% 並 びに 100 
26 限 止 線量 を 基準 に し て 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 を 検 
。 討 し て みた の で ある 。 と れ ら の 実験 成績 を 私 は hit 説 
(target 説 ) に 関連 づけ て 考え て みた い 。 
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hit 説 王 い は target 説 と 呼ば ん れる も の は 放射 線 の 生 
物 に 対す る 作用 機構 に 関す る 学説 の 一 っ つ で , 現在 最 信 
用 され て いる も の で ある 。 こ の 説 の 根本 を な す 概 念 は 細 
胞 の 中 に 特に 放射 線 感 受 性 の 高い 部 分 (target) が あり 
と の 部 分 を 放射 線 が hit し た 時 の みあ た か も ぁ を る 的 に 弾丸 
が 命中 し た と き の よう 
分 は 放射 線 の 作用 に 対 し 直接 関係 し な いと 云う の で あ 
藤 1953)。 

そこ で 上 処 虫 の 卵細胞 中 に も 一 定数 の 特に 放射 線 感 受 性 
の 高い 部 分 (target) の 存在 を 考え る と , 虫 卵 の 発育 が 
進み 細胞 数 の 増加 と 共に 当然 虫 卵 内 の target 数 も 赤 増 
加 じ , 従 つて 虫 卵 内 で 放射 線 が hit する 確率 が 大 と な り , 
結局 より 少 線量 で 環 虫 卵 に 致命 的 変化 を 起す だ ろう と 考 
えら れる 。 か くし て 貝 卵 の 発育 が 進む に 従 つて cobalt- 
60 に 対す る 感受 性 は 高まり 細胞 分 列 の 最 貴 期 と 思わ れる 
早期 艇 実 期 に その 感受 性 は 最高 に 達し た も の で あら う 

更に 虫 卵 の 発育 が 進み に 入る と 今 の 細胞 分 
は 完了 し , こと ゝ に 又 新 し い 分 化 の 過程 が お こと る 。 即ち 器 
官 形成 の 原 基 (Anlage) が 決定 し , 基 の 後 そ れ ら は 外 
る 。 こ とこ とれ ら の Anlage の 一 部 が た と え 放 射線 に より hit 
来 な いも の と 考 へ る 。 か くし て 期 に いて は 著 レ 
い 感 受 性 の 低下 を 来 し た も の で あろ 3 う 。 

cobalt-60 照射 に よる 発育 各 時 期 の 卵 減 実験 を 
行い , 下記 の 結果 を 得 た 。 

(1) cobalt-60 照射 に よる 発育 各 時 期 の の 仔 
虫 形成 完全 阻止 限界 線量 は 次 の 如く で ある 

単細胞 後期 卵 (培養 第 2 日 )〉 70,000r ~ 98,200 r 
間 

2 細胞 (培養 第 4 日) 57,900r ~ 70,000 r 間 
数 細胞 期 (培養 第 7 日) 48,200r ~ 52,800 r 
早期 期 (培養 第 9 日) 21,000r ~ 27,000 
r 
実 期 一 早期 (培養 第 9 ~10 日 126,300 
r ~168,500 r 

(2) cobalt-60 照射 に よる 発育 各 時 期 の 遇 虫 卵 の 仔 
虫 形成 50%% 阻 止 線量 は 次 の 如く で ある 。 単細胞 後期 卵 
833,000 r, 2 細胞 期 15,000 r, 数 細胞 後 13,000 
r, 早期 実 期 9,000r, 期 一 早期 期 80,000 
r, 一 期 (培養 第 11 日 〉 190,000 r。 
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(8) う 上 記 (1), (2) の 成績 より cobalt-60 照射 
に よる 員 虫 卵 の 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 を みる と , 細 
胞 分 裂 の 最盛 期 と 思 は れる 早期 菜 実 期 に 於 いて 感受 性 は 
最高 に 達し その 前 後に 於 いて 感受 性 は 低下 を 示し た 。 

終り た に た のぞみ , 御 指 導 , 御 校 関 を 賜 つ た 松林 久吉 教授 
見 敬三 助教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表し ます 。 
( 紫 の 研究 た に 要 し た 費用 の 一 部 は 厚生 省 科学 研究 費 に ょ 
つた 。 お 本 論 要 引 昭 31 年 4 月 第 25 回 日 本 寄生 
虫 学会 総会 に 於 い て 発表 し た ) 

1) 浅見 敬三 , 小林 昭夫 , 斎藤 昭三 (1955) : 放射 性 物 
質 cobalt-60 射 に よる 卵 に 関す る 研究 I. 
寄生 虫 学 雑誌 , 4 (4 ), 331~336. 一 2) 江藤 秀雄 
(1954) : 人 体 と 放射 線 , 岩波 書店 , 東京 . 一 3) Gould, 
S. E., Gomberg, H. G. and Bethell, E. H.: (1953) : 
Prevention of Trichinosis by Gamma Irradiation 
of Pork as a Public Health Measure. Am. Jour. 
of Public Health and the Nation’s Health,* 43 
(12), 1550~1557. —4) Holthusen, H. (1921) : 
Beitrage zur Biologie der Strahlenwirkung. Unter- 
suchungen an Ascarideneiern. Pfligers Arch. f. 
d. gesamte Physiologie, 187, 1~24. —5) 河合 一 
郎 (1927) : 鞭 虫 卵 た 及ぼ す X 線 の 作用 . 慶応 医学 , 7 
(3), 567 一 601. 一 6) 尾崎 嘉 篤 , 山田 幸 孝 (1954) : 
放射 能 た ょ る 食品 の 殺菌 の 保存 , 公衆 術 生 , 15 (6), 
83 一 86, 一 7) 沢田 卓 , 大木 常 松 (1924) : 血 虫 (Ascaris 
lumbricordes) の 卵子 に 対す る ラ ヂ ウ 。 ム 有 放射線 の 影響 . 
愛知 医学 雑誌 , 31 (5), 969~994. 一 8) Seide, J. 
(1925) : Zur Kenntnis der biologischen Strahlen- 
wirkung. Untersuchungen an Ascaris-Ei mit ultra- 
violetten, Rontgen und Radiumstrahlen. Zeitsch. 
f. wiss. Zoologie, 124, 252~304. 


Summary 


Effects of the irradiation of cobalt-60 on ascaris 
eggs in various developmental stages were in- 
vestigated. Eggs were obtained from uterus of 
pig ascaris and were distributed evenly on the 
surface of a agar plate which was then kept in 
a 27°C incubator. These eggs were collected in 
various developmental stages such as uni-cellular, 
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bi-cellular, multi-cellular, early molular, late: 
molular, early tadpole and late tadpole stages. 
Eggs of each stages were put into a small polye-- 
thylen sack separately and were irradiated by 
cobalt-60 from various distances for 15 hours 
or in some cases for 39 hours. After the ir- 
radiation eggs were again distributed on the 
agar plate and kept in the incubator to investi 
gate the further development. 

The minimum dosis of irradiation which resulted 
a complete inhibition and 50 % inhibition in each 
developmental stages of eggs are shown in the. 
following table. The complete inhibition indicates 
that not a single egg is able to become embryo- 
nated and 50 % inhibition indicates that 50 % of 
eggs became embryonated. 


Complete 50 
(unit 10000 r) (unit 10000 r) 
Unicellular stage 9.82 3.3 
Bicellular stage 7.00 1.5 
Multicellular stage 5.28 1:3 
Early molular stage 2.90 0.9 
Molular and early 
tadpole re 16.85 3.0 
Tadpole and molular impossible 19.0 
stage mixed even in 28.00 


It is obvious from this table that the sensi-- 
bility of eggs to the Irradiation became higher 
as the cellular division proceeded, and the mol- 
ular stage showed the highest sensibility. When 
the egg attained tadpole stage, sensibility be- 
came much lower. These phenomena may be 
explained according to the target theory. That-. 
is to say, as the number of cell increase by 
division the number of the target may 1increase 
also and the probability that the target may be 
hitted by the radio active rays becomes larger. 
Then the target may be hitted even by the ir-- 
radiation of smaller amount of the rays. After 
the tadpole stage, the differentiation of the 
organs takes place and it is conjectured that-. 
even if a certain primitive organ may be hitted, 
the embryonation may not be injured. So the 
tadpole stage gets a higher resistance to the: 
rays. 
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肺 の 異 所 寄生 例 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 2 号 


治 人 竹 内 清 海 森田 健 規 知 


山口 県 立 医科 大 学 病理 学 


肺 吸虫 は 元 来 肺 肛 の 寄生 虫 で ある が , 媒 所 寄生 例 が 比 
' 寺 的 多数 で あつ て , 従来 報告 さき れ た 異 所 寄生 例 は 208 例 
以上 の 多数 で ある 。 寄生 部 位 は 脳 , 眼 穴 , 眼 検 , 大 網 , 
"腹膜 , 間 膜 , 腸 壁 , 体 表 , 勝 , 心 肪 膜 , , 
肝臓 , 上 行 大 動脈 周辺 , 膜 で ある 。 本 は 寄生 
に 結節 は を 形成 する た め 結 核 結節 或 は 
瘍 と 誤 られ る 場合 が 多い 。 今回 卵 管 部 の 腫 癌 の 検査 に 当 
り , 偶然 と も 肺 吸 虫 の 異 所 寄生 を 認め た の で 報告 し , 異 
』 折 寄生 例 中 に 更に 1 例 追 加 す る 。 

症例 患者 27 韓国 人 臨床 診断 骨盤 腹膜 炎 
. 左 附属 器 が 大 綱 と 塊状 の 癒 着 を 営み その 一 部 を 別 出す 。 
(手術 山口 県 小郡 町 田村 病院 ) 

列 出 標本 卵 管 膨 大 の 卵巣 側 に 8.0 x1.7 cm 大 で 重量 
約 8 g の 卵巣 形 の 腫 閣 が あり ,。 これ が 卵 管 の 被膜 と 同一 
の 被膜 に 包ま れ そ の 表面 は 栗 粒 結核 結節 の 如き 灰白色 の 
半 米 粒 大 か ら 粟 粒 大 の 多数 の 結節 が ある 。 色 調 は 卵 管 


: 灰白色 を , 膨 隆 部 は 白 黄 色 か 或 は 暗 赤 色 を 


し , 粒 大 結節 は 特に 細 血 管 は 充 。 面 で は 管 
大 の 卵巣 側 の 壁 に 接し て 小指 頭 大 の 汚 機 褐色 の 壊死 巣 が 
あり , 黄 褐 色 及 び 白 色 の 被膜 に ょ り 囲 まれ て お り , 卵 管 
を 圧迫 す 。 こ と の 病巣 に 接し て 示 指 頭 大 の 同様 壊死 巣 並び 
に 米粒 大 乃至 半 米 粒 大 , 大 の 巣 が 点々 散在 す 。 
病巣 は 黄 褐 色 の 組織 と 包ま れ , その 外周 は 灰 白 黄 色 の 組 
織 と て 包ま れ て いる 。 大 きい 壊死 巣 内 に は 大 豆 大 の 灰 白 
色 の 貝 体 1 隻 を 容れ る も , 己 に 変形 し 外皮 は 浸 軟 され て 
いる 。 

組織 学 的 所 見 卵 管 粘膜 面 は 殆 ん ど 正 常 で ある が , 部 
位 ょ り 圧 さ れ て 陥る 。 卵 管 に 接し て 壊死 が 
あり , 中 央 に 貝 体 1 隻 を 認め 周辺 に は 変形 し た 褐色 の 卵 
が ある 。 壊 死 内 に は シャ ルコ ・ ラ イデ ン 結 体 は 
: 標 本 中 1 を 見 出し た に 過ぎ な い 。 基 他 に ェ オ ジン 和 天 粒 


Shuji Hosokawa, Kiyomi Takeuchi & Kenkichi Morita : 
One case of heterotopic parasitism of lung-fluke 
in the oviduct (Department of Pathology, Yamagu- 
.chi Medical School, 


Ube, Yamaguchi) 


(昭和 31 年 11 月 16 日 受領 ) 
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と 同様 な 色調 の 極め て 粗大 題 粒 が 細 了 胞 外 及び 組織 球 胞 体 
内 に 認め られ る 。 壊 死 巣 外周 に は 肉芽 組織 形成 が あり , 線 
維 化 像 が 著 明 で 上 且つ 硝子 様 化 が 認め られ る 。 外 側 に は 好 
酸 球 , プラ テラ ズ マ 細胞 の 浸潤 が 著 明 で ある 。 肉 式 内 に は へ 
モジ デリ ン 沈 着 が 認め られ る 。 他 の 病巣 も 大 体 類似 の 所 
見 で ある 。 多数 の 大 の 結 が ある 。 ち 中 央 に 
壌 死 巣 か 卵 か 異物 巨 細胞 が あり , その 周 に は 類 上 皮 細 胞 
が 並び 更 こ 外周 に は 線維 細胞 が 環状 に 並ぶ 定形 的 な 卵 結 
節 で ある 。 卵 は 褐色 か 或 は 殆 ん ど 無 色 の 変化 し た 卵 毅 の 
みみ で ある が 型 を 一 側 に は 小 有する 卵 で , 
大 さき は 183 ヶ の 平均 0.068 Xx0.04mm で あつ て 肺 吸 虫 と 略 々 
同 大 で ある 。 路 療 内 の 卵 の 平均 より 生々 小さ い が 形 態 , 
等 か ら 肺 吸虫 と 確信 する 。 貝 体 は 壊死 に 埋 
没 し て あつ た 関係 で 浸 均 きれ て いた が , その 皮 球 は ウ 肺 
は 特有 な 小 認め た 。 つて 本 は 管内 の 肺 
吸虫 所 寄生 に ょ る 肉芽 腹 診断 し た 。 


第 1 表 異 所 寄生 部 位 第 2 表 卵 の 大 きき 


部 位 76.:5 x 45Ag 
76:5 x 40.5 
中 枢 神 経 系 105 
58.5 x 45 
上 行 大 動脈 周辺 1 se 
肪 及び腰 胸 16 72 
大 , 腹膜 , 腸 膜 , 腸 36 
63 x 45 
覧 周囲 及び 1 
卵 著者 例 1 
67.5 x 36 
計 208 68.0X40.5 
考 


本 例 は 虫 体 が 卵 管 粘 膜 下 組 織 と に 迷 入 し て 小 腫 韻 形 成 し 
た 例 で 其 の 表面 の 状態 か ら 結 核 結 節 が 疑 は れ た 例 で , 従 
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1 図 肺 卵 入 
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写真 1 寄生 部 表 写真 2 


灰白色 大 結節 大 小 の 病巣 褐色 物質 を 容れ る 


写真 3 大 卵 結節 
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の 所 寄生 例 204 有 な 例 で ある 。 和 肺 吸虫 の 
所 寄生 は 決し て は な く , 脳 の 105 い 腹部 内 が 
86 例 , 
い 。 寄 で 統計 上 脳 に 
多く な つて いる の 如く 脳 で は その 状 が 
電 で ある た め 医 治 を 求め る 場合 が 多い の で その 発見 率 
多い も の で あり , 復 部 で は 自覚 症状 が それ 程 激しく な い 
見 逃さ れる こと こと が 多い , 発見 率 が 低い も の で を 
て , 詳細 : と 虹 大 等 に 寄生 する 場 
ey り 多 いも の と 思考 され る 。 
寄生 に で に 体 の 発見 され な い 例 え あ る 
が 本 例 は ウ 肺 吸虫 体 1 令 検 出さ れ た 例 で ある 。 肺 吸虫 は 
大 網 , ヘル = ア 等 に 入 する 。 本 例 腹 用 出 
た が 卵 管 入 し 該 部 に 結節 を 形成 し 卵 結 
節 形 成 し た ゃ の で ある 。 肺 吸虫 寄生 の 場合 虫 結節 或 は 卵 
結節 を 形成 し, 脳 に 於 て は 結核 結節 の 如く 乾 酷 化 梨 が 中 
央 に 存 レ 見 結 と れ 本 
の 病巣 は 栗 粒 結節 と 酷似 し て いた 。 生 々 大 な る 病巣 ご は 
巣 が 暗 赤色 を , 
線維 化 し : 組織 』 り 
着 に よる 黄 色 認め られ た 。 色素 に 近接 し て 褐色 
0 認め られ た 。 以 上 の 所 見 で 開腹 時 に こ に は 結核 結節 
た の も 当然 で あろ う 
は 術 前 に 診 = つけ る こと は で ある 。 胸 部 
吸虫 症 が が 明か な る 場合 は 肺 吸虫 の 異 所 寄生 が 比較 的 多い 


- は 厚い 組織 


基部 に ヘ へ モジ デリ ン 沈 


所 寄生 例 る が 末 だ 


寄 生 学 雑誌 


頭 に お き 精 査 す る 様 心 掛 く べき で ある 。 本 貝 
の 場合 は 肺 吸虫 感 染 が 可 成 り 多 いこ 
反応 施し て 本 虫 感 染 の 有無 を 精査 す 


結 語 
肺 の 卵 管 の 一 例 を 報告 し そ て 織 組 像 
と 統計 的 観 を 


材料 を し て いた で ぐい た 田村 病 完 田村 十 に 深謝 
を 表す 。 
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Summary 


The patient, 27 year-old Korean female, was 
taken operation under the diagnosis of pelvi- 
operitonitis. 

A tubal tunaor, 3 gm weight, caused by a worni 
cyst and nunierous egg cysts due to Paragonimaus 
westermani infection, was recognized. 

This case was rare one in 208 hetrotopic para- 
sitism in Japan. 
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鳥取 大 学 医学 部 石原 内 科 教 室 
(昭和 31 年 11 月 24 日 受領 ) 


序 言 
諸 種 疾患 に 際 し , その 血 条 蛋白 質 は 量 的 並 に 質 的 に 伯 
ら か の 変化 が 認め られ , 或 る 疾患 に 就 い て は その 変化 の 


性 が 確 め られ て いる 。 近 時 虫 に つい て も 


と の 方 面 の 業 忠 が 発表 され , 釣 虫 症 に 関し て も 二 三 の 報 
告 が ある 。 即 ち 釣 虫 症 患 者 血清 蛋白 像 に つい て (副島 , 19 
52, 牛尾 , 1958) Al (アル プ ミ ン ) の 減少 , r-G1 ( グ 
ロブ リン) の 増量 を 人 述べ て いる 。 白 像 に て は 
衣笠 (1954) は Al 減少 , 2 峰 増 大 を 述べ , 著者 等 (1953 
へ ~5) も 人 Al 減少 , 7-G1 増量 , 》 峰 増 量 を 報告 し た 。 し レ 
か し その 変化 の 成因 , 機転 に 関し て は 未だ 充分 な 検索 が 
な され て いな い 。 著 者 は この 点 に つき , 二 三 の 実験 を な 
し , 知見 を 得 た の で 報告 する 。 ) 

研究 方 法 

電気 泳 導 装置 は 日 立 製作 所 製 を 用 い , 条件 は 電気 泳 導 
研究 会 規約 に 従 つ た 。 緩和 は pH 8.0 の 塩 緩衝 液 
を 使い , 計測 は 原則 と し て 上 降 脚 を と つた 。 押 交 の 総 昼 
白 量 は 日 立 製 條 白 計 に ょ つた 。 採血 は 可 及 的 早朝 空腹 時 
を 選び , 凝固 防止 剤 に は 8.8 ク ェ ン 酸 ソ ー ダ 液 を 用 い 


研究 成績 
I. 健康 者 及び 釣 虫 感染 症 に 於 ける 血 条 側 白 像 の 比較 
, 若菜 病 57 例 の 血 蛋白 像 を 健康 成人 13 例 


: の それ と 比較 検討 し た 。 


第 1 表 に 示す 如く , 総 外 白 量 は 釣 虫 症 。 若菜 病 と も 
減少 し て いる が , 釣 虫 症 に 於 ける 減少 が 著しい 。 Al 量 
も 赤 釣 虫 症 , 若菜 病 と も に 減少 し て いる が , 釣 虫 症 に 於 
ける 減少 が より 著しい 。 «-G1 量 は 釣 虫 症 , 若菜 病 と も に 
生 増 量 す る 傾向 を 示し て いる 。A4-G1 量 は 釣 虫 症 , 若菜 病 
と も に 稲 増量 し て いる 。 7 ィ -GI 量 は 釣 虫 症 , と くに 若菜 
病 に 於 て , その 増量 が 著しい , % 峰 は 釣 虫 症 , 若菜 病 に 


増量 する 傾向 が 認め られ る 。 


_Osamu Mori: Plasma protein in hookworm infec- 
tion. (Department of Internal medicine School 
of Medicine, Tottori University, Yonago) 


以上 釣 虫 感染 症 患者 に 於 て は 著しい Al の 減少 と , そ 
れ に 由来 する 血 北 総 蛋白 量 の 減少 を 認め , 又 r-G1 の 増量 
と の 比較 的 増量 も 認め られ た 。 と 虫 症 の 
減少 と 若葉 病 ける r-G1 の 増量 が で あつ た 。 

多 虫 感染 と 犬 血 蛋白 像 

実験 犬 は 生後 1 ヶ年 未満 の 比較 的 幼 若 犬 で , 数 回 の 検 
便 で 虫 卵 陰性 の も の を 使用 し た 。20 日 間隔 で 犬 多 虫 仔 虫 
500 信 2 回 に り 経口 (A。 C) は 経 皮 的 (B) に 
投与 し た 。 採 血 は 感染 前 夜間 空腹 時 と , 7 頭 (A, B) 
に つい て は 最後 の 感染 後 7 ~12 日 目 に 採血 し , 3 頭 (C) 

第 1 図 釣 仔 感染 と 犬 血 上 像 
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第 1 表 血 (gldl) 


健康 成人 銘 虫 若菜 病 
13 例 27 例 57 例 

T. Pp 8.21 7.28 土 0.126 7.83 土 0.100 
Al 5.26 3.83 土 0.086 土 0.075 
0.48 0.64 土 0.033 0.66 0.066 
Gi 0.71 0.83 土 0.034 0.77 土 0.025 
| r 1.19 1.36 土 0.057 1.54 土 0.052 
0.57 0.67 0.055 0.70 0.038 


は 第 1 回 感染 後 30 日 目 に 採血 し た 。 第 1 図 の 如く 総 令 白 
量 は 4 頭 を 除き 他 は 生 低 下 し て いた が 平均 値 に は 著 差 は 
な い 。Al 量 は 平均 し て 減少 の 傾向 を 示し た 。@-, 8-GI 
は いずれ も 増減 半ば し レー 定 の 傾向 は 認め られ な か つた 。 
r-G1 量 は 再 感 染 後 8 日 目 採血 検 査 し た 1 例 を 除き , い 
ずれ も 増量 が 著しい 。 ? 峰 は 3 頭 に 生 減 少 , 不変 を 認め 
た が 他 の 4 頭 は その 増量 が 著しい 。 

以上 犬 多 仔 虫 感 染 犬 に 於 て は , 平均 Al 量 の 減少 , r- 
GI 量 の 増加 が 認め られ た 。 経 皮 感染 例 に 特に 著しい 差 
は 認め て いな い 。 

『. 虫 感染 と 家 蛋白 

2 歳 未満 の 白 家 兎 (体重 2 kg 内 外 ) に 釣 仔 虫 500 隻 の 
減 菌 生理 的 食塩 水 浮遊 液 1 cc を 背部 皮下 に 注入 し , 更 
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3 日 後 同様 処置 を 行 つ た 後 , 仔 虫 飼育 液 ( 森 , 1955) 1 cc 
を 38>~4 日 間隔 で 3 回 静 注 し た 。 そ の 感 作 前 と 50 日 後 の 
に つい て 比較 し た 。 (第 2 図 , 第 2 表 ) 
蛋白 量 , Al 量 は 1 例 増 加 , 2 例 低 下 し て いる 。 a-, 8-G1 
量 は 生 減 少 の 傾向 が ある 。 7 ィ -G1 量 は いづ れ も 増 量 し て 
いる 。 $ 峰 は 1 例 を 除き 増量 し て いる 。 

IV. 釣 虫 抗原 液 に よる 作家 像 

抗原 液 と し て は , 1cec 2 の マビ = 虫 乳 剤 の 煮沸 
上 清 液 !” を 用 い , その 1cc を 83~4 は 4 日 お き 5 回 静 注 し 
た 。 感 作 前 と 感 作 10 日 後 の 血 北 蛋 白 像 を 比較 し , 且つ そ 
の 経過 中 各 感 作 の 術 前 に 採血 検査 を 行い , 血 条 蛋 白 像 の 
変動 を 追求 し た 。 更 に 抗原 液 を 糖 質 分 割 , 條 白 分 割 (1 
cc 成虫 2 隻 相当 濃度 ) ( 森 , 1955 う に 分 け , その 0.5cc を 
も つて , 家 兎 を 同様 回 数 感 作 し , 最初 の 感 作 ょ より 50 日 目 
の 白 像 を 検索 し た 。 仔 虫 飼育 液 (C1 cc 中 5000 隻 
7 日 間 飼 育 〕 ( 森 , 1955 う を 3 ~ 4 日 間隔 で 5 回 静 注 し , 
その 結果 を 比較 検討 し た 。 

煮沸 上 清 感 作 群 で は 総 側 百 量 は 9 例 中 5 例 増 加 し た 。 
之 は 主として GI の 増量 に ょ よ つ て いる 。 Al 量 は 著 変 な 
く @-GI 量 は 6 例 に 生 量 , 1 例 不 変 で あぁ つた 
GI 量 は 5 例 に 生 量 , 4 例 生 し て いた 。 ァ -GI 量 
は 第 2 図 に 示す 如く , いずれ も 増量 が 著しい 。 ? 峰 は 5 
例 に 増量 , 平均 し て 生 増 量 し て いた 。 糖 質 分 視 感 作家 兎 
で は 総 側 白 量 及 び Al 量 は 減少 する 傾向 を 認め , a-, 6- 
GI 量 は 生 減 少 す る も 著しい 差 は な か つた 。 ァ GI 量 は 生 
増量 し て いた 。 白 分 感 作家 も .r-G1 量 の 生 
を 認め た 。 仔 虫 飼育 液 感 作家 束 で は Al 量 の 減少 及び % 
峰 の 増量 が 認め られ た 。 即ち 成虫 を 抗原 と する 感 作 家 更 
で は 7 ィ -G1 が 増量 する 傾向 を 示し て いた 。 

V. 感 作家 対す る 抗原 の 再 注射 と 白 像 

前 記 仔 虫 感染 , 仔 虫 飼育 液 , 成虫 質 分 , 蛋白 分 
液 感 作 家 束 に 就 て 第 1 回 感 作 後 40 日 目 に , 各 感 作 に 使用 
し た 抗原 1 回 感 作 使用 量 を 再 注射 し , 経 刻 的 に 血 此 蛋白 
像 の 変動 を みた 。 総 看 白 量 及び Al 量 の 増減 は 一 定 し て 
いな い 。 尽 e-, A-GI 量 の 変動 は 少く , 一 定 の 傾向 を 示 
し て いな い 。 

+-G1 量 は 第 3 図 に 示す 様 に 再 注射 後 一 時 減少 し , 後 
増量 する 傾向 を 認め , 24 時 間 後 は 更に 増量 し て いる も の 
が 多い 。 上 峰 の 増減 は 一 定 し て いな か つた 。 

以上 抗原 再 注射 に て -GI 量 の 減少 , 後 増量 が 一 
定 の 傾向 と し て 認め られ た が , と の 減少 は 体内 に 注入 さ 
れ た 抗原 と 既存 の 抗体 に よ ょ る 急激 な 抗原 抗体 反応 の 結果 
ァ 蜂 に 含ま れ た 抗体 の 喪失 に と よる も の と 想像 され る 。 
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第 2 表 抗原 感 作 の 家 像 に 及ぼす 影 響 
G1 
前 後 T. Pp Al 
a 
M-0-1 前 7.00 3.84 0.82 0.96 0.65 0.73 
50 日 後 6.00 3.64 0.34 0.64 0.80 0.58 
M-0-1 前 6.60 3.65 0.60 0.82 0.50 1.03 
感 50 日 後 8.38 4.09 0.62 0.84 1.46 1.34 
M-0-3 前 6.50 3.16 0.71 0.87 0.89 0.87 
家 50 日 後 6.25 2.94 4: 0.97 
後 6.88 3.55 0.50 0.71 1.12 0.96 
M-0-4 前 6.30 4.18 0.43 0.77 0.71 0.21 
で 50 日 後 6.00 3.90 0.48 0.62 0.56 0.44 
液 M-0-8 前 6.20 3.94 0.61 1.02 0.47 0.16 
- 50 日 後 5.25 3.56 0.40 0.51 0.41 0.37 
家 
更 均 前 6.25 4.06 0.52 0.89 0.59 0.19 
後 5.63 3.77 0.44 0.57 0.49 0.41 
前 6.63 3.98 0.44 0.71 0.69 0.81 
50 日 後 6.00 3.64 0.34 0.64 0.80 0.58 
分 M-2 前 6.00 3.10 0.64 0:90 0.56 0.80 
宣 50 日 後 5.75 2.86 0.60 0.90 0.67 0.72 
sce 前 6.88 4.52 <0.48 0.57 0:58 
作 50 日 後 6.50 3.59 0.66 0.33 0.74 0.62 
前 6.50 3.87 0.60 0.70 0.61 0.73 
後 6.08 3.36 0.53 0.62 0.74 0.64 
M-5 前 5.75 3.81 0.25 0.51 0.82 0.36 
折 後 6.38 4.10 0.31 0.50 1.07 0.40 
sM-6 前 6.00 3.92 0.46 0.64 0.57 0.41 
- 50 日 後 5.63 3.73 0.34 0.57 0.66 0.33 
家 
前 5.88 3.87 0.36 0.58 0.70 0.39 
後 6.01 3.92 0.33 0.54 0.87 0.37 
L. 吸収 試験 様 手技 で 泳動 を 行 つ た 。 成績 は 第 3 表 に 示す 様 に Al 量 


更に 抗原 に ょ る 抗体 吸収 の 目的 を 以 っ て 次 の 吸収 実験 
を 行 つ た 。 即ち 感 作家 宮 血 清 , 或 は 釣 虫 症 患 者 血清 2 cc 
に 仔 虫 500 隻 浮遊 液 , 又は 前 記 抗原 液 を 1 cc 加え る 。 対 
照 血 清 2 cc に 1 cc の 生理 的 食塩 水 を 加え , 混和 後 37 て , 
8 時 間 放 置 し , その 後 5000 回 転 30 分 の 遠 沈 後 上 清 に つい 
て 電気 泳動 を 行 つ た 。 尚 同一 被 検 患 者 血 に つい て る ゃ も 同 
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e-, R-G1 量 は 一 定 の 変動 を 示し て いな い が , 7-GI 量 は 1 
例 を 除き いづ れ も 多少 の 減少 を 認め た 。 ける 
収 試験 で は , 7-G1 量 は 蛋白 分 制 に よる 吸収 試験 の 1 例 不 
変 , 1 例 増 加 を 認め た が , 他 の 分 視 液 , 仔 虫 に よる 中 収 
で は 7 ァ -G1 量 は いづ れる も 減少 し 吸収 され た も の と 認め ら 
れ た 。 又 ? 峰 は 2 例 不変 , 8 例 生 増加 , 5 例 に 減少 を 
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第 3 図 抗原 再 注 に る 感 作 家 血 7-G1. 量 の 変動 
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第 3 表 試 験 
Gl % 
感 作 吸 総 量 
% a 差 
後 8.38 66.3 7:8 
後 70.8 4.6 9.6 15.4 
後 70.5 4.9 15.9 
M-0.2 
後 60.1 9.3 11.8 18.8 
後 $3 9.9 12.9 19.9 
後 11.6 7:5 9.1 
K 作 前 5.80 65.5 7.2 11.9 15.4 .-3.6 
後 68.5 12.2 
後 106,;8 11.5 14.5 
後 70.6 8.2 11.4 10.0 
後 70.3 6.4 10.8 12.4 


K…… 質 分 液 蛋白 質 分 割 液 
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VI. 釣 虫 症 及び 若菜 病 患 者 の 並 赤 沈 値 と 血 
白 像 と の 関係 に つい て 
釣 虫 感染 症 患 者 の 血 稀 蛋白 像 に 影響 を 及ぼ す 他 の 二 三 


の 因子 に つい て その 相関 性 を み 又 赤 沈 値 と の 関係 を 検索 


し て みた 。 

と 血 白 像 と の 関係 

第 4 図 に 示す 様 に , 釣 虫 症 の Al 量 と 赤血球 数 , Hb 
量 と の 間 に そ を それ ぞ れ 相関 性 が ある が , 若菜 病 た 於 て は さ 
ほど 著 明 で な い 量 と と の 関係 は 虫 症 , 若菜 
病 と も に 相関 性 が な い 。 % 量 と 赤血球 数 , Hb 量 と の 関 
係 は 逆 相 関 性 が あり , 殊 応 釣 虫 症 に 著しい 。 

と 血 蛋白 像 と の 関係 (第 5 図 ) 

図示 する 様 に 一 般 だ と 釣 虫 症 患 者 の 赤 沈 値 (ウェ スタ ー 
グレ ン 氏 法 一 時 間 値 ) は 促進 し て いる も の が 多い 。 赤 沈 


値 と 赤血球 数 及び Hb 量 は 征 逆 相関 に ある が , と の 関係 
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第 4 図 虫 若 菜 病 患者 の 和 と 像 
© 
Ev 00 500x 300 400 ey 300 400 
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は 赤 沈 1 時 間 5 mm 以上 の も の に 於 て 著 明 で あつ た 。 又 赤 
沈 値 と Al 量 と の 逆 相関 性 に 就 て も 同様 の 事 が 言え る 。 
赤 沈 値 と r-G1 量 と の 間 に は 順 相関 が 認め られ る が , 特 
に »% 量 と 赤 沈 値 と の 相関 は 著 明 で ある 。 し か し Hb 量 
と a-, 8-GI 量 と の 間 に は 相関 性 を 認め て いな い 。 

WWI. r-G1 量 と 免疫 反応 及び 血 中 好 酸 球 と の 
沈降 反応 と の 関係 : 各 家 加 の 感 作 に 使用 し た 抗原 を 用 
い , 感 作 家 琵 血清 に つき 重層 法 で 沈降 反応 抗体 価 を 測定 
を し た が , 抗体 価 と r-GI 量 と の 間 に 生 平 行 性 を 認め た 。 
感 作 赤血球 反応 と の 関係 : 5 成虫 乳剤 煮沸 上 
清 液 を 抗原 と し , M. D 氏 法 に 汐 じ 赤血球 凝集 反応 を 行 
つた ( 森 , 1955)。 本 淫 集 価 と r-G1 量 と の 間 に は 相関 性 
は 認め られ な い 。 

末 中 好 酸 球 数 と r-G1 量 と の 間 に も 図示 する く 
その 相関 性 は 認め られ な い 。 

総括 並 に 考 接 


( 89 ) 


4 
3 
< 
| 
3 
1 
0 
8 
3 
} 


0| 4 


A 


40F 


40F 


30 


20F 


50 60 80 90 100% 


第 5 症 に け る 赤 沈 値 と 血 白 分 割 と の 関係 
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釣 虫 寄生 の 生体 血液 成 盆 に 対す る 影響 は 大 きく , 殊 に 
赤血球 数 , 白血球 , 或 は 血色 素 量 に 及ぼ す 影 響 は 頭 著 で , 
に 注目 研究 され て いる 所 で ある が , 血 弟 部 分 に 対す る 
影響 も 必 し も 少く な い 。 多 虫 症 患者 の 血清 蛋白 質 に 関し 
て は 副島 (1952), 和 牛尾 (1958) 等 の 報告 が あり , 又 衣 小 
(1954) 他 の 血 条 人 蛋白 質 に 関す る 報告 も ある 。 し か し そ 
の 変化 の 原因 解明 の 点 に つい て は 尚 不明 の 点 少 し と し な 
い 。 著 者 等 は 釣 虫 寄生 に ょ る 血 灯 蛋 白 像 の 変化 と し て , 
釣 虫 症 並 に 釣 虫 新 感 染 と 認め られ て いる 若葉 病 と 健康 者 
の 白 像 と 比較 検討 し , 更に 感染 動物 に つい て 
変動 を 追求 し て みた 。 

血 穫 総 蛋白 量 は 若菜 病 , 釣 虫 症 患 者 と も に 減少 し て お 
り ,。 その 程度 は 後者 に 著しい 。 と の 総 蛋白 量 の 減少 は 主 
と し て Al の 減少 に 起因 し て いる 。 仔 虫 感染 を 行 つ た 動 
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物 の 総 側 白 量 及び Al 量 が 減少 し て いる の に 反し , 釣 虫 を 
抗原 と する 感 作 例 で は Al 量 は 略 ね 著 変 な く ゅ し ろ r-GE 
量 増 量 に よる 総 趣 白 量 の 増加 する も の が 多い 事 , Al 量 と 
と の 関係 より みて , と の 量 の 減少 は 感染 に 
よる 出血 , の 蛋白 喪失 , より の 蛋白 障 に 
よる も の と 考え られ , 虫 飼育 液 の 側 作用 森 
1955) に よる 蛋白 生成 機能 の に 加わ る 
も の と 考え られ る 。 尽 Al の 減少 が 多 虫 症 に 著しい の は 
長期 の 釣 虫 寄生 に よる 以上 の 障 末 が 強く 現われ た も の と 
推測 され , Al 量 と 筆 血 と の 関係 より 青 定 され る 所 で ある 。. 
a-, 6-G1 量 は 釣 虫 症 , 若菜 病 は 軽度 に 増量 し て いる が : 
動物 実験 の 成績 は 一 定 せ ず , 双 そ れ の 機能 も 複雑 で あり 
その 増減 に 関し て は 江 多 の 因子 が 加わ る も の と 思わ れ . 
る 。 A-G1 中 に は 鉄 結合 蛋白 体 , Ferritin の 問題 も ある が , 
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赤血球 数 ,。 Hb 量 と 4-G1 量 と の 間 に 閉 し い 相 関 性 を 認 
め て いな い 。 


r-G1 に 関し て は , 抗体 が r-G1 峰 に 含ま れ て いる 事 は 
古く か ら 指 摘 さ れ て いる 。 寄生 虫 学 の 分 野 に 於 て も r-G1 
と 抗体 に 関し て の 研究 が 近 時 瀬 く 盛ん と な り , Wright 
(19483) は 施 毛 感染 家 について, Sheldon (1942) 
アメ リカ 感染 家 つき , 永井 (1958~4 う も ン 
ビー= 虫 感染 家 に つい て 報告 し , 著者 (1958~5) 
名 と の 点 に つき 二 三 報告 し て いる 。 

釣 虫 感染 に よる 増量 し た r-G1 中 に は 非 特異 的 に 随 伴 
性 7r-G1 の 存在 も 考え られ る が , 前 記 実 験 殊 に 釣 虫 抗原 
感 作 実 験 , 吸収 試験 或 は 抗原 再 注射 に と よる 変動 より みて 
ィ -G1 増量 の 主因 は 抗体 増量 に よる も の が 多い と 考え られ 
る の で ある 。 若葉 病 と と くに r-Gl1 量 の 増量 が 著しい 事 
は 注目 に 価 す る 。 

% 峰 増 大 に と ついては, 主として フィ プリ ノー ゲン 増量 
師 由 来 す る と 考え られ る が , 衣笠 (1954) は ぁ 峰 増大 は 
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きず し ろ 7 ァ 」 増量 に 由来 する と し , と の 7?:-GI 中 に 抗体 
の 存在 を 推測 し て いる 。 著者 の 実験 成績 で は 釣 虫 感 
染 例 , 仔 虫 飼育 液 感 作 家 束 で は その 多く が 増量 し て 
いた が , 吸収 試験 , 抗原 再 注射 実験 , 釣 虫 抗原 感 作 実 
験 で は 一 致し た 上 績 が 得 ら れ な か つた 。 ろ 峰 
は 血 と の 関係 が 著しく , 即ち 家 に 対し 虫 飼育 
液 を 頻 回 注射 する と 委 血 を 認め ( 森 , 1955), 又 Al 
量 は 減少 し , 》 峰 増 大 を 来 し て いる 。 これら の 事 ょ 

り 虫 仔 虫 代謝 産物 が 骨 他 の 生成 機構 
に 障 帯 を 及ぼ す 結 果 に よる も の と 考え られ る 。 

赤 沈 値 , 
が 認め られ て いる (北山 ,。1951 う ) が , 一 島 (1952) 
は 血清 蛋白 像 と 赤 沈 , 委 血 度 と の 間 に 相 関 性 が な い 
と 述べ て いる 。 著者 の 成績 で は 赤 沈 促進 と 筆 血 と の 
間 相 関 性 あり (第 5 図 ), 血 白 成 分 殊 に Al 量 
の 減少 。 フィ ブ プリン ノー ゲン 及び 7 ァ -G1 量 の 増量 が 赤 

沈 促 進 と 有意 な 相関 を 有する 。 そし て と れ ら は 赤 洗 

促進 者 に 於 て の み 閉 い 相 関 を 有する の で ある 。 

結 論 

1) 釣 虫 症 患 者 及び 若菜 病 患者 に 於 て は Al 減少 
に 起因 する 総 看 白 量 の 減少 が 認め られ , 釣 虫 症 に 著 
し い 。 筆 血 と の 関係 より みて 出血 等 に よる 蛋白 喪失 
と 蛋白 吸収 障 或 は 釣 虫 そ の 他 に ょ る 生 

成 障 が 起因 する も の と 考え られ る 。 

2) 釣 虫 症 と くに 若菜 病 の 著しい r-GI1 増量 は 動物 

の 感染 実験 , 虫 抗原 感 作 実験 , 吸収 試験 等 
ょ りみ て , 7 峰 に 抗体 が 合 ま れ そ の 増量 を 示す も の と 考 
えら れる 。 

8) 多 虫 症 , 若菜 病 に 2 峰 の 軽度 増量 する も の が 多く 
且つ 仔 虫 感染 , 仔 虫 飼育 液 感 作動 物 に も 生 増 量 す る 傾向 
が 認め られ た 。 

4) 症 の 赤 沈 促進 に は Al 減 少 , r-GI 増量 , 
殊 と フィ ブリ ノー ゲン 増量 が 関係 する 。 

稿 を 終る に 臨ん で 御 指導 と 御 稿 半 を 賜 つ た 石原 教授 に 
深謝 する 。 本 論 要 昭和 31 年 4 月 第 25 回 日 本 寄 
生 虫 学会 総会 に 於 て 発表 し た 。 
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Summary 


Decrease in the total plasma protein due to 
that in plasma albumin has been recognized in 
the blood of patients of both hookworm and 
Wakana disease. These phenoniena were pro- 
minent in the case of the former. Decrease in 
the total plasma protein is likely to be attri- 
butable to the loss of protein owing to the lower- 
ing of the function of protein absorption and to 
haeriorrhage in the patient’s intestine. 

In the cases of hookworm disease, especially 
in Wakana disease, the prorzinent increase in 
7-globulin was observed. Experinaental infection 
with hookwornz larvae and administration of 
hookworm antigen to rabbits and dogs indicated 
more increase in 7r-globulin. The success in 
antibody absorption test on sensitized seruni has 
supported the idea that the increase in 7-globulin 
was due to the antibody. 

In riany cases of hookworm and Wakana 


.disease slight increase in ?-peak shown by electro- 


phoresis apparatus was observed. Animals in- 
fected with hookworm larvae and administered 
with culture media of the larvae, showed a 
slight increase in that peak. Acceleration of ery- 
throcyte _ sedimentation reaction in hookworna 
disease was related to anerzia, decrease in al- 
bumin and increase in 7-globulin and fibrinogen. 
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大 阪 府 新 淀川 産 ク ロ ベ ン ケイ ィ 4, Sesarma dehaani に お 
けり る 小型 大 平 肺 吸虫 被 の 寄生 に つい て 


村 保 


大 阪 府 立 大 学 農 学部 獣医 学科 病理 学 教室 (指導 一 色 於 欧 四 郎 教授 ) 
(昭和 31 年 12 月 19 日 受領 ) 


言 

新 淀川 の 河口 附近 は 肺 吸虫 の 浸 淫 地 と し て 古く か ら 知 
られ , 特に 同 地 方 は 本 邦 に お ける 肺 吸虫 症 (ウェ ステ ル 
マン 肺 吸 虫 に 因 る ) 流行 地 の 一 異例 と し て 注目 され て い 
た 。 即ち 明 治 40 年 , 川村 等 (1907) は 大 阪 府 西成 郡 欄 島 
村 (現在 の 大 阪 市 西淀川 区 姫島 町 ) の 住民 2,006 名 中 8 
80 名 (18.94 2) また 同村 小学 校 児童 292 名 中 33 名 (11 
.826) の 路 療 に 肺 吸虫 卵 を 証明 し , 同 虫 症 が 濃厚 に 墓 延 
し て いる こと と を 報告 し た 。 次 いで 吉田 (15~"*16) は 同 
村 及 びそ の 附近 に 棲息 する クロ ベン ケイ , Sesarnma de- 
haani( 以 下 S. d. と 略記 よ り 被 幼虫 (以下 mc と 
記 ) を 見 出し 村 で は 200 調べ て 寄生 率 海 
老 江 で は 18 匹 調べ て 88.8% あ る と し た ), 動物 試験 を 行 つ 
て 成虫 を 得 , S. 4 は ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 , Parago- 
nimaus westermanii (以下 PP. w. と 略記 ) の 第 2 中 間 宿 
主 で ある と し た 。 また 江渡 834) も 種 島 産 の カ = に つ 
き mc の 寄生 状況 を 調査 し た 結果 , 検査 数 50 匹 中 に 被 寄 
生 者 48 匹 (962%2 う を 認め , mc は 肝臓 に 最も 多く , 筋 が とこ 
れ に 次 ぎ , 人 た に は 極め て 少な いと 記載 し た 。 当 時 , 肺 吸 
虫 の 種 名 に 関し て は 江 渡 も 吉田 と 同様 の 見 解 で あつ た 。 

と こと ろ が 宮崎 ("39) は 新種 大 平 肺 吸虫 , Paragonimus 
ohirai (以下 PP. 0. と 略記 ) を 発見 し , 我国 に 分 布 し て 
いる 肺 吸 虫 は 従来 考 えら れ て いた ょ うに 有 P. w. 1 種 の 
みみ で な いと と を 明か に し た 。 同氏 で ?45〉 は その 分 布 を 
調査 中 , 偶々 新 淀川 産 の S. 4. より PP. w. と も また 
P. 0o. と も 明か に 異な る 肺 吸虫 の mc を 見 出し (検査 数 
226 匹 中 に 被 寄生 者 94 匹 を 認め , 寄生 率 41.6 と し た ), 
且つ 同様 の mc が 鹿児島 県 川内 川 の 河口 と も 分 布 す る と 
Tamotsu Tomimura, Akira Arakawa and Tadasuke 
Ono: Infection-incidence of larval lung flukes, 
Paragonimus iloktsuenensis, in Sesarma dehaani from 
Shin-yodo River in Osaka Prefecture. (Department 
of Veterinary Science, College of Agriculture, 
University of Osaka Prefecture, Osaka, Japan). 
* 学生 き 大 学院 学生 


と を 確 め , 氏 は これ を 仮り に 小型 大 平 肺 吸虫 と 呼び , 本 
邦 に お ける 肺 吸 虫 の 第 3 種 と し て 報告 し た 。 当時 , 氏 は 
本 種 と 広東 (中 華 民 国 ) で 陳 ('*40) に より 発見 され た 
Paragonimus iloktsuenensis (以下 P. 4. と 略 記 ) と は 
同じ も の で あろ うと 考え て いた が , 戦後 相互 に 意見 の 次 
換 を 行 つ た 結果 , 両者 は 果して 同一 種 で ある と と を 確認 
し た 。 
即ち , 宮崎 ('89~'50) は S.@. が の 第 2 中間 


"宿主 て な いこ と と, 及び 川 の 河口 に 4. が 分 布 し て 


いる と いう ぅ 重要 な 事実 を 明か に し た 。 そ を そう し て その 後 , 
同氏 門下 の 田辺 で *48 う , 米良 で 50) は 同 河 口 産 の カ = 
に つき 有 P. 4:. の mc の 寄生 状況 を 調査 し , 前 者 は 37. 
402% (検査 数 155 匹 また 後者 は 27.93 22( 同 240 
の 寄生 率 で ある こと と を 記載 し た 。 
以上 の よう に 新 淀 用 に お ける 有 .:. の 発生 状況 に つい 
て は , 従来 見 る べき 調査 成績 は ある が , 例え ば 寄生 素 の 
季節 的 消長 と か , カ = の 大 き さ (体重 ) と mc の 寄生 
素 あ る い は 寄生 数 と の 相互 関係 な ど 詳細 な 知見 に 逐 し 
い 。 よ つて 筆者 等 は 1955 年 6 月 より 翌年 5 月 に 至る 満 1 
カ ヵ年 間 こ の 問題 を 調査 し た と と ろ , 興味 ある 成績 が 得 ら 
れ た の で こと > に その 大 要 を 記載 し て 件 参 考 に 供し た いと 
う 。 
検査 材料 及び 方 法 ; 
検査 し た カ = は S.d@. 1 種 で あり, Fig.1 に 示 し た 
ょ うに 新 淀川 右岸 の 十 三 大 橋 ょ より 伝法 大 橋 に 至る 間 (大 
阪 市 東淀川 区 の 十 三 西 之 町 , 同 南 之 町 , 塚本 町 並び に 西 
淀川 区 の 柏 里 町 , 花川 南 之 町 , 野里 , 姫島 町 の 地域 )〕 で 
採集 し た 。 即ち , 箇 者 等 は 毎月 数 回 現地 に 赴き , 夏期 
(6 ~10 月 ) は 水際 に て 運動 活 溢 な カ = を , また 冬期 
11~ 5 月) は 河床 の 土 中 深く 冬 ご もり し て いる も の を 
掘り 起 し , 産科 用 ピン セッ ト を 用 い 極 力 傷 を つけ な い ょ よ 
うに し た 。 これら の カ = は 金網 の さ に 入れ , 研 
究 室 に 持ち 帰 つ て 検索 に 供 し た 。 各 個体 の 体重 を 測り , 雌 
別 を 行 つ た 後 , 心臓 に より せな し め た 。 甲殻 
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を 除去 , 肝臓 , 卵巣 , 順に 取り 出 


し て 2 枚 の 載 物 硝子 聞こ に 軽く 圧 平 し , ル 
ー ペ (X10) に て mc を 探し た 。 な お ぉ 同 
じ 要 領 で 上 租 幹 及び 肢 脚 の 筋 も 丁寧 に 調べ 

mc の 分 苑 に 当 つ て は 分 離 針 及び 毛細 
ピペット (乳頭 付 ) を 用 い , 個々 x の mc は 
予め 生理 的 食塩 水 を 夏 つ た 時 計 皿 中 に 収 
め , 再び 食塩 水 と 共に 載 物 硝子 上 に 移し レ 
子 を こと な く 下 に 計測 並 びに 
形態 的 観察 を 行 つ て 種 を 確認 CP. 9. の 混 
入 あ る や を も 知れ 次 と こと を 考慮 し )〉 し , 億 
せ て mc の 成 熱 程度 を 調べ た 。 

検 成績 


Fig. 1. Map of the mouth of Shin-yodo River showing the 


localities where S. dehaani were collected. 
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Fig. 2. Measurements of encysted metacerca- 
riae of P. iloktsuenensis (measurements 
were estimated on living specimens without 
coverglass). 0, a cyst of the metacercaria ; 
x, a metacercaria within the cyst. 


(1) の mc に つい て 
本 mc の 被 1 層 か ら 成 り , その 1 
カ所 で 肝 小 葉 外 面 に 附 着 し , . w. 及び o. の 内 
に 相当 する も の が な い 。 被膜 は 薄弱 な た め 僅 か な 圧 で 容 
易 に 破れ , 従 つ て 幼虫 は 分 離 操作 中 に 必 々 脱 喪 し た 。 
完全 に 取り 出し た mc 70 っ = に つい て の 計測 成績 は Fig. 

2 に 示し た 通り で ある 。 即ち 被 大 き さ は 最大 0.85 X 
0.28mm, 最小 0.26X0.18mm (平均 0.80X0.28mm), 被膜 の 
厚 さ は 平均 0.003mm, 幼虫 の 大 き さ は 最大 0.30X0.20mm, 
最小 0.21X0.13mm( 平 均 0.26X0.16mm) う で ある 。 の 
虫 は 体 肉 内 に いずれ る も 多数 の 美唄 な ピン ク の 色素 頼 粒 を 
持ち , わ り に ゆ つ た り と 伸び ぴた 姿勢 を と り , 且つ 被膜 と 虫 
体 と の 間 に 若 干 の 余裕 が 認め られ る (Plate 3 , 4 )。 そ て 
の た めか 他 種 の 肺 吸 虫 に 比べ 概して 運動 が 活 溢 で ある 。 
な お 本 mc の 排 江 費 は PP. 9。.。 の それ に 比べ て 幅 狭 く , 
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Observed 
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020 
Width & Length tmm) 


Fig. 3. Measurements of excysted metacerca- 
riae of P. iloktsuenensis (body length and width 
was estimated on living specimens without co- 
ver-glass) . 
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し か も 腹 吸盤 の 辺り で 特異 の くびれ を 形成 し , 色 淡 く な 
り 往 々 中 断 さ れ た よう に 見 える 特徴 が ある (Plate 1, 
2 

脱 井 幼虫 409= に つい て の 計測 成績 は Fig. 3 の 通り 
で 最大 0.80X0.20mm, 最小 0.20 x0.13mm (平均 0.26 0. 
16mm) を 数 え , 大 き さ は 被 概 内 の も の と 大 差 が な い 。 脱 
雲 幼虫 の 口 吸盤 及び 腹 吸盤 の 大 き さ は 夫々 平均 0.04 x 
0.08mm, 0.04X0.04mm で , 球 0.0115 x0.0030mm で 
ある 。 

(2) う S.g. に お ける mc の 寄生 率 及 び 寄 生 部 位 
検査 数 1,840 匹 ($ 811 匹 , ? 529 匹 ) 中 , 被 寄生 者 は 
288 匹 ($ 166 匹 , 9 122 匹 ) で , 21.4% (820.4%, 
23.02%) の 寄生 率 を 示し レ , 検出 され た mc の 総数 は 984 
コ CS より , .209 ) に た つて 


Table 1. Monthly incidence of metacercariae 
in S. dehani, 1955—'’56. 


Mean 
No. of crabe 
Month sinfected weight 
Examined Infected (g) 
8 34 3 8.8 
8 50 16 32.0 
July 84 34 25 ( 9 29.7 9.1 
3 26 3 11.5 
Aug. 59 ( 6.8 
8 46 9 19.5 
Sept 94 (。 ( 10.0 
33 10 
Oct 
66 9.0 
3 76 17 22.3 


28.3 
30.6 12.6 


22 19.6 
.8125 23.2 


5 15.5 15.1 11.4 


May n (。 36 12 ( 11.1 13.1 


811 20.4 


Year 1340 288 21.4 0 10.5 
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に 
ゃ 
= Pertod of hibernation 


1955 ~ *56 

Fig. 4. Relationship between seasonal variation 

of incidence and change of mean weight 

of crabs. 


査 カ = 1 匹 に 対す る mc の 平均 寄生 数 は 0.73= ($0.84 
コ , 0.56 ご ), また 被 寄生 者 1 匹 に 対す る それ は 8.41 ご さ 

次 に mc は すべ て 肝臓 か ら 見 出さ れ , 卵巣 , 急 , 娘 
幹 , 肢 脚 の 節 な どか ら は 証明 され な か つた 。 

(3) me 寄生 率 の 季節 的 消長 

月 別 の 検査 数 , . 被 寄生 数 及び 寄生 率 は Table 1 の 通 
り で ある 。 表示 の ょ うに 11 月 は 検査 数 117 匹 中 , 被 寄生 
者 は 僅か 10 匹 (寄生 率 8.5%) で , 検査 期間 を 通じ て の 
最低 値 を 記録 し た が , 翌 12 月 は 増加 し て 21.8 と な り , 
さら に 1 月 に は 80.6 に 達し た 。 以後 寄生 率 は 2 月 20.9 
26, 4 月 15.5% と 痢 減 の 傾向 を 示し , 6 月 に は 11.2% に 
減少 し た 。 と と ろ が "月 に 至 つ て 再び 増加 の 傾向 が 見 え 
29.72 に 達し た 。 次 に 8 月 の 寄生 率 は 22.02% で 前 月 に 比 
べべ 若干 減少 し た も の ゝ , 翌 9 月 に は 増加 し て 27.6% と な 
りみ , 10 月 は 検査 数 79 匹 中 , 被 寄 生 者 25 匹 (寄生 率 31.6 
26) を 数 え , 期間 を 通じ て の 最高 値 を 示し た 。 

次 に 。 こ と これ を 雌雄 別に 見 る と 雄 で は 7 月 の 32.0% (50 
中 16 匹 ) が 最高 , また 6 月 の 8.82% (34 中 3 ) が 
最低 値 を 示し レ , 雌 で は 9 月 の 85.422 (48 匹 中 17 匹 ),11 月 
の "7.822-(51 匹 中 4 匹 ) が 夫々 最高 及び 最低 寄生 率 を 示 
し た 。 

(4) 6.d. の 体重 と mc 寄生 率 と の 関係 

検 査 し た カ =1,340 匹 に つき , 体重 と 寄生 素 と の 関係 
を 調べ た 。 そ の 成績 は Table 2 の 通り で ある 。 表示 の ょ 
うに 58g 以 下 の も の で は , 検査 数 184 匹 中 15 砲 (8.1 
26) に mc の 寄生 を 認め る に 過ぎ な か つた が , 重 さ 6 
~10、11~15、16~4%0, 21~25g の カ = は 夫々 17.1( 600 
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Table 2, Incidence of metacercariae in all 
crabs, divided according to indi- 
vidual body weight. 


No. of crabs 
rab we g 
Examined Infected nfected 
8 86 4 4.6 
Up to 5 184 98 15 ( 1 
as ( 46 13.9 
$253 60 
1 15 395 106 ( 46 26.8 3 
96 29 30:2 
16 — 20 (。 15 35 ( 6 
¢ 34 18 52.9 
る 9 69.2 
26 Bnd up 13 (。 9( 
$811 166 20.4 
Total 1340 529 288 21.4 0 


中 103 ), 26.8 (395 匹 中 106 ), 31.5C111 中 35 
) 及び 54.02%2 (87 匹 中 20 匹 ) の 和 率 を 示し , 寄生 
は 体重 の 増加 と と も に 蘭 増 の 傾向 が 見 られ た 。・ な お 26 8 
以上 の も の で は 13 匹 中 9 匹 に mc を 認め 最高 の 寄生 素 
を 示し た 。 
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と れ を 雌雄 別に 見 る と ,、 55g 以下 , 6 ~10、11~15, 
16~20、21~25 g 及び 26 g 以上 の 夫々 4.6, 18.9, 
28.7、30.2。、52.9, ま は 夫々 11.2, 21.0, 
66.6 生 率 を 示し 対 称 の な い 26g 以 
上 の も の 以外 は , その 寄生 率 は 雌 の 方 が 雄 を 多少 上 回 つ 
て いる 。 

人 千 上 の 事実 か ら 寄生 率 の 月 別 消 長 と カ = の 平均 体重 と 
の 関係 を 調べ た と ころ , Fi 所 . 4 の ょ うに 寄生 率 の 低い 11 
月 の 平均 体重 は 最も 軽く こと これ に 反し て 寄生 率 の 高い 月 
に は 体重 も また 概ね 重く , 双方 の 曲線 間 に 略 正しい 相 北 
関係 が 見 られ る (Table 1 )。 

(5) S.d. の 体重 と mc 寄生 数 と の 関係 

mc の 寄生 を 見 た 288 匹 の カ = に つき , 体重 と 寄生 数 
と の 関係 を 調べ た 。 そ の 成績 は Table 3 の 通り で ある 。 
表示 の よう に mc の 和 寄生 数 が 5 = 以下 の も の は 862 (288 
匹 中 247 匹 ) の 多き に 達し , 従 つて 6 ご 以上 寄生 の も の 
は 比較 的 少な く , 81= 以 上 の も の は 僅か 3 匹 を 数 える に 
過ぎ な か つた 。 

し か し これ を 体重 別に 見 る と , 5 ご 以下 寄生 の も の は 
5 8g 以 下 , 6 ~10, 11~15, 16~20, 21~25g 及 び 26 &g 
以上 の 夫々 15 匹 中 15 匹 (100 22), 108 匹 中 99 匹 (96.1 
26), 106 中 92 (86.822),385 匹 中 29 匹 (82.92),20 
中 10 匹 (502%2) 及び 9 匹 中 2 匹 (22.8225) で あり , 体重 
の 増加 と と も に 被 寄 生 者 が 減少 て (6 = 以上 の 被 寄生 者 が 


Table 3. Relationship between body weight of crabs and number 


of metacercariae in hosts. 


No. of crabs infected with metacercariae to no. of 


Up to 5 15 (2 15 
16 — 20 1(。 s(。 
21 — 25 (2 2(? 2 (> 
26 and up 2(2 s(。 


. 
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Table 4. Comparison of metacercariae of P. iloktsuenensis from different localities. 


Measurements in mm. 


Cyst of metacercaria 


Metacercaria Oral 


Aceta- 


Investigator Remarks 
Largest Smallest Average Largest Smallest Average sucker bulum 
0.302by 0.214by Metacercaria, 
Ch 0.230 0.200 0.216 within cyst walf 
en 
( i ) a 
(China, 1940) (28) (20) 16, 
0.360by 0.266by 0.313by 0.052by 0.054by Ce 
0.209 0.196 0.199 0.052 0.053 y 
: (30) * (50) (50) (50) 
0.338by 0.462by 0.056by 0.060by 
0.262 0.198 0.047 0.060 
(70) (70) 
Metacercaria 
0.350by. 0.260by 0.300by 0.300by 0.210by 0.260by ‘eta , 
Present 0.280 0.:180 0:230 0:200 0:130 0.160 within cyst ‘walF 
investigators 
(Japan,1955-’56) (409) (50) 


excysted 


by 0.200by 0.260by 0.040by 0.040by Metacercaria, 
0.040 


0.160 0.030 


( ), No. of specimens measured. *, body length and width was estimated on 
living specimens with cove-rglass, but other measurements without cover-glass. 


増加 ) する 傾向 が 認め られ た 。 即 ち 重 さ 21~25& の カニ = 
で は , 6 ~10 ご = 寄生 の も の 20 匹 中 8 匹 , 11~15 っ の も の 
4 匹 , 16~20= の も の 2 匹 , 21~25 ご の も の 1 匹 を 数 え , 
さら に 26g 以上 で は 6 ~10= こ 寄生 の も の 9 砲 中 4 匹 で , 
残り の 3 匹 に お ける mc の 和 寄生 数 は 夫々 89=, 42 ご 及び 
44 っ を 数 えた 。 次 区 11 ご = 以上 寄生 の 19 匹 を 雌雄 の 別に 
ける と , 雄 16 匹 に 対 し 雌 は 僅か 3 匹 で , 被 寄生 者 は 雌 よ 
り 雄 に 多い 傾向 が 見 られ る 。 
議 

(1) 同定 論 

宮崎 (*39~'50) に よれ ば ,、 肺 吸虫 の 鑑別 に は mc の 形 
態 が 極め て 重要 で あり , と これ を 比較 する こと に ょ つて 本 
邦 産 3 種 の 肺 吸虫 (CP. w., . o. 及び 5.) は 容易 に 
区 別 し 得る も の と され て いる 。 即ち P.z. の 被 埋 は 1 層 
か ら 成 り , P. w. 及び P. o. の 内 膜 に 相当 する も の が 
な い 。 被膜 は 薄弱 な た め 容 易 に 破れ , 幼虫 は 遊離 する 。 
従 つ て これ を 完全 に 取り 出す に は 相当 な 熟練 を 要する 。 
と れ に 反し て w. 及び 0o. は 2 の 被 外 膜 ・ 内 
膜 ) う を 持ち , 内 膜 が 丈夫 な た め 分 離 操 作 中 に 幼虫 が 脱 電 すす 
る こと こと は な い 。 また . の 被 球形 で 大 きく 内 
は 厚い が , は 形 で 小さ く 内 膜 も 薄い 。 つて 
両者 の 区 別 も 比較 的 簡単 で ある 。 次 に 井内 の 幼虫 を 比べ 
る と , P. 及び P. で は 前 後に , 排 
広 く 色 調 は 濃厚 で ある が , の 幼虫 は ゆ ひつ たり と 


伸び た 姿勢 を と り , 排 幅 狭く , し か も 腹 吸盤 の 
り で くびれ を 形成 し , 色 淡 くく な り 往 々 中 断 さ れ た よう に 
見 える 特徴 が ある 。 さ きら に 幼虫 の 動き 方 を 見 る と , PP... 
は 相当 に 活 浴 で , その た めか 被膜 が 変形 する も の も 認め 
られ る 。 と こと ろ が 他 の 2 種 (P. ww. 及び PP. 0.) で は 運動 : 
が ゆる や か で , 被膜 は た や すく 変形 し な い 。 幼 虫 の も の - 
の 構造 は 3 種 と も 殆 ん ど 同 様 で ある が , 仔細 に は 貝 体 , 
上 盤 , 宰 刺 隷 の 大 き さ な ど 差 異 が 認め られ , 大 き さ は 
P. w. が 最大 PP. 5. が 最小 で ある 。 

最近 , 一色 (58~56') は 自然 例 及び mc か ら 出 発し 
て 実験 的 に 得 た P. :. と P. o. の 卵 に つき 詳細 な 比較 
研究 を 行 つ た 。 そ の 結果 何れ も か な り の 変形 や 変異 が 見 . 
られ る が , 多数 の 卵 を 見 る こと に ょ より 両者 の 鑑別 は 可能 . 
で ある と いう 結論 を 得 た 。 

今 , 筆者 等 の mc に つい て の 計測 成績 を 従来 報告 され -. 
て いる 有 P. :. の それ と 比較 すれ ば Table 4 の 通り で あ 
る 。 即 ち 計 測 値 と 前 記し た mc の 形態 と か ら 宮 崎 C*45,. 
'47) 陳 (40 う 両氏 の P. 4. に 関す る 記載 は 全面 的 に 承 
堆 さ れる 。 (た だ し , mc の 計測 値 は 計り 方 に より 若干 
の 差異 を 生ずる )。 

以上 の ょ うに な わけ で 本 種 は P. iloktsuenensis Chen, 
1940 と 同定 する こと が で きる 。 

(2) う mc の 寄生 率 及 び 寄 生 部 位 
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Table 5. Summary of survey as compared with the results of other investigators 
examined into S. dehaani from Shin-yodo River. 
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Collected No of crabs 


localitiy 


Investigator 


of crabs Examined Infected 


infected 


No. of metacercariae in 
one crab 
Mini- 

mum mum 


Distribution of 
metacercariae in 
Average hosts 


Chiefly in liver, 


Hiezima* 200 40 8 1 2.18 very rarely in 
muscles and gills 
“Yoshida (1915) 
Frequently in 
Ebie 18 16 30 1 18.50 liver, rarely in 


muscles and gills 


‘Eto (1934) 48 


Hiezima 


23.50 


* 、 Himezima* Examined on liver 
Miyazaki (1945) & Ebie 226 94 156 i 5.40 only 
Present All in liver, none 
ey (1955-56) Himezima 1340 288 44 1 3.14 in other parts 


検査 数 1,840 匹 中 , 被 寄生 者 は 288 匹 で 21.4% の 寄生 
率 を 示し , 得 ら れ た mc は 総数 984= に 達し た 。 ょ つて 
検査 カ = 1 匹 に 対す る mc の 平均 寄生 数 は 0.73 っ = っ , また 
被 寄生 者 1 匹 に 対す る それ は 38.41 ご = (最小 1 =, 最多 44 
コ ) で ある 。mc の 寄生 部 位 は 概ね 肝臓 で あつ て 筆者 等 
検索 範囲 で は 卵巣 , 並び に 肢 の 艇 ど に こと 
: れ を 証明 し 得 な か つた 。 

次 に , これ を 従来 の 成績 と 比較 すれ ば Table 5 の 通り 
で ある 。 表 示 の ょ うに 江渡 (34) の 寄生 率 は 96% (50 匹 
中 48 匹 ) の 高 率 を 示し レ , 被 寄 生 者 1 匹 に 対す る 平均 寄生 
泊 は 28.5 こ (最少 5 こっ, 最多 62 こ っ) の 多き を 数 えた 。 即 
ち 後 者 を 寄生 部 位 別に 見 る と 肝臓 , 筋 , 鍋 の 夫々 21 ご , 
1.7 っ =, 0.86 で ある 。 一 方 吉田 う に ょ る 
湯村 で は 200 匹 の ヵ カ = を 調べ 20.0%, また 対岸 の 海老 江 
で は 18 匹 調べ て 88.82% で あり , mc の 平均 寄生 数 は 前 者 
が 2.18= (最少 1=, 最多 8 っ) 後者 は 18.5 コ (最少 1 
ご , 最多 30 っ) で ある 。 ょ つて 表 で も 明らか な ょ うに 氏 の 
攻 島 村 に お ぉ ける 成績 は 筆者 等 の も の と 大 差 が な い 。 さ ら 
に mc の 体内 分 布 を 見 る と 筐 島 産 の も の は 肝臓 が 主 で あ 
つた が , 海老 江 産 の も の で は 筋 , 候 に も 話 々 認め られ た 
と いう 。 こ と れ は 今回 の 上 茂 績 と 略 同 様 で あり , 前 者 の 寄生 
率 が 後者 の を それ に 比べ 著しく 低 か ふつ た と と に ょ る も の と 
想像 され る 。 

(83) mec 寄生 率 の 季節 的 消長 
11 月 の 寄生 率 は 僅か 8.5% で 検査 期間 を 通じ て の 最低 


*+, Himezima was formerly called Hiezima 


(98 ) 


値 を 記録 し た が , 翌 12 月 は 激増 し て 21.8 と な り 1 月 に 
は 30.6%% に 達し た 。 そ を その後 2 月 に は 20.9%, さら に 4 月 
に は 15.5% と 滴 減 し 6 月 の 寄生 率 は 11.2 に 減少 し た 。 
と とろ が "月 に 至 つ て 再び 寄生 率 増 加 の 傾向 を 示し 29.7 
26 を 数 えた 。 次 に 8 月 の 寄生 率 は 20.0% で , 前 月 に 比べ 
若干 減少 し た も の ゝ 9 月 に は 27.62% に 増加 し , 10 月 は 検 
査 数 79 匹 中 に 被 寄生 者 25 匹 (31.622) を 認め , 検査 期間 
を 通じ て の 最高 を 示 し た 。 

寄生 率 の 消長 と カ = の 平均 体重 と の 関係 は Fig. 4 の 
通り で ある 。 即 ち 相 互 の 曲線 は 略 正 し い 相 関 関係 を 示 し, 
従 つ て 11 月 に お ける カ = の 平均 体重 は 最も 軽く と これ に 
反し て 寄生 率 の 高い 月 は 体重 も 概ね 重い よう で ある 。 か 
よう に 11 月 の 平均 体重 が 特に 軽 か つ た の は , 10 月 の 末 か 
ら 11 月 に か け て カ = が 人 冬 ど ご どもり を 開始 し , 箇 者 等 が 大 き 
い カ = を 捕獲 する 要領 を 会 得する の に 若干 の 日 子 を 要 レ 
た た めで あら 5 う 5 。 

陳 で *40) が 広東 附近 で 行っ つた 検査 成績 と ょ る と mc の 
寄生 率 は 3 , 4 月 の 候 に 最も 高く 90% 以 上 に 達し , 11 月 
は 1 年 中 で 最も 低く 僅か 10 内 外 で あつ た 。 氏 は 月 別 の 
検査 数 比 び に カ = の 平均 体重 を 明記 し て いな い の で 検査 
総数 , 寄生 率 と 体重 と の 関係 な ど は 全く 不明 で ある 。 し 
か も 氏 の 検査 地 と 筆者 等 の それ と で は 自然 的 諸 条 件 ( 気 
温 そ の 他 ) に 差異 が ある た め , と これ ら の 点 を 十分 比較 す 
る と と が で き な い 。 筆者 等 の 所 見 し た 寄生 率 は 氏 の それ 
に 比べ 著しく 低く , 且つ 変動 も 少な いよ ょ う で ある 。 
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以上 の ょ うな わけ で 寄生 率 の 消長 に つい て の 真相 を 究 
明 す る た め に は , と の 種 の 調査 を さら に 長期 に 豆 つ て 行 
うこ と が 必要 で あら う 。 な お , カ = の 生態 , 第 1 中 間 宿 
主 の 種類 ) さら に 将来 は これ ら と 寄生 体 と の 関係 な ど を 
仔細 に 探索 す る 必要 が ある と 思う 。 

(4 う カ = の 体重 と 寄生 率 と の 関係 

5 gg 以下 の ヵ カ = で は , 検査 数 184 匹 中 僅か 15 匹 (8.1 
2%6) に mc の 寄生 を 認め る に 過ぎ な か つた が , 重 さ 6 
~10, 11~15, 16~20, 21~25, 26g 以上 の も の は 夫々 
17.1, 26.8,。 81.5, 54.0 及 び 69.2% の 寄生 率 を 示し , 体 
重 の 増加 と と も に 寄生 率 瀬 増 の 傾向 が 見 られ た 。 と れ を 
雌雄 別に 見 て る や は り 同 様 の 傾向 が 認め られ , 対称 の な 
い 26g 以上 の も の 以外 は 何れ も 雌 の 寄生 率 が 雄 を 多少 と 
も 上 回 つて いる 。 
緒言 に も 述べ た よう に , 従来 カ = の 体重 と 寄生 率 と の 
関係 に 関す る 詳細 な 知見 CP, 7. に 関す る 限り ) う を 欠き , 
従 つ て と の 点 を 十分 比較 考察 し 得 な い が , 三浦 ('52)・ 
高橋 で *54~56*), 細川 (?54) 等 が 行 つ た P. w. に お け 
る モク ズ カ ガニ =, Eriocheir japonicus に つい て の 調査 成 
績 と 比較 する と 相互 に 多少 の 差異 が 認め られ た 。 即 ち 筆 
者 等 の 所 見 で は mc の 寄生 率 が カニ = の 体重 増加 と と も 
に 潤 増 する の に 反し て , 氏 等 の 場合 は 中 等 大 (甲殻 の 最 
大 横 径 ) の も の が 最高 寄生 率 を 示し , これ を 頂点 と し て 
小さ く な る に 従い , また 大 きく な る に 従 つ て 減少 の 傾向 
が あり , カ = の 大 き さ と 寄生 率 は 筆者 等 の よう に 正 比 例 
し な いよ う で ある 。 

(5) う ヵ = の 体重 と 寄生 数 と の 関係 
被 寄生 者 228 匹 中 , mc の 寄生 数 が 5 = 以下 の も の は 
247 匹 (862%) の 多き を 占め , 従 つ て 6 っ 以 上 寄生 の カ 


= は 比較 的 少な く 41 匹 (14 2%%) を 数 える に 過ぎ な か つ 
た 。 


し か し , と これ を 体重 別に 見 た と と ろ で は 5 g 以 下 , 6 
へ ~10, 11~15, 16~20, 21~25g 及 び 26g 以上 の カ = の 
夫々 0, 8.9, 18.2。 17.1,50.0, 7Y7.726 が 6 っ 以上 寄生 
で あり , 体重 の 増加 と と も に 寄生 数 瀬 増 の 傾向 が 見 られ 
た 。 ょ っ つ て 上 三浦 , 高橋 で 54~'56) ・ 細 
('54) 等 の 報告 に ある よう に , PP. ww. の mc は モク ズ 
ガニ =, Eniocheir jabonicus に お いて 中 等 大 ( 甲 最大 
横 径 ) の も の が 最高 寄生 数 を 示 し , これ を 頂点 と し て 小 
さく な る に 従い , また 大 きく な る に 従 つて 減数 の 傾向 が 
認め られ る と いう 上 成績 と は や ゝ > 異 る よう で ある 。 

総 括 
大 阪 府 新 淀川 産 の S.d. 1,840 匹 を 対象 と し て , と これ 
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に 寄生 する 肺 吸 虫 mc の 種類 , カ = 体 内 に お ける 分 布 状 - 
況 , 寄生 率 の 季節 的 消長 , カ = の 体重 と 寄生 率 並 びに 寄 
生 数 と の 関係 な ど を 調査 し , 大 体 次 の よう な 結果 を 得 

(1) mc の 被 雪 (1 層 で 内 膜 を 欠く ) は 大 きき 最大 
0.35 Xx0.28mm, 最小 0.26X0.18mm (平均 0.830X0.28mm) 
を 算 し , その 厚 さ は 平均 0.003mm で ある 。 

(2) う mc の 大 き さ は 最大 0.30X0.20mm, 最小 0.21X 
0.13mm (平均 0.26 X0.16mm) を 算 し , 口 吸 磐 の 大 き さ は 
平均 0.04 X0.03mm, 上 吸 は 0.04x0.04mm で ある 。 

(3) (1 (2) の 諸 所 見 か ら 本 虫 を Parago- 
nimaus iloktsuenensts Chen, 1940 と 同定 する と こと が で き 
る 

(4) 被 寄 生 カ = 数 は 288 匹 (寄生 率 21.4%) う を 数 え , 
mc の 寄生 部 位 は 殆 ん ど 肝 臓 で あつ た 。 

(5) 検出 され た mc の 総数 は 984 ご に 達し , 被 検査 
カ = 1 匹 に 対す る mc の 平均 寄生 数 は 0.783 っ, また 被 寄 
生 者 の それ は 3.41 ご = (最少 1 =, 最多 44 っ = っ) で あぁ つた 。 

(6) 月 別 の 寄生 率 は 10 月 の 831.62%%, 11 月 の 8.5% が 
夫々 検査 期間 中 の 最高 及び 最低 寄生 率 を 示 し た 。 し か し レ 
寄生 率 に は 特に 著しい 季節 的 変動 が 認め られ な か つた 。 

(7) カ = の 体重 と mc の 寄生 率 及び 寄生 数 と の 関係 
は , 体重 の 重い も の 程 寄生 率 ま た 寄生 数 も 多い 傾向 が 認 
め ら れ た 。 

終り に 臨み 御 指導 頂い た 一 色 於 区 四 郎 教授 , 種々 御 教 
示 に 与 つ た を 森田 平治 郎 教授 , 野田 亮二 助教 授 , 望月 宏 助 
教授 , 御 授 助 下 さ つ た 亀崎 孝次 郎 氏 に 議 ん で 感謝 の 意 を 
捧げ る 。 

本 研究 は 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 第 12 回 大 会 ( 昭 節 
31 年 11 月 3 日 ) に いて 発表 し た 。 
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Summary 


During 1955 and 1956, 1430 crabs (S. dehaan) 
collected from Shin-yodo River in Osaka Prefec- 
ture were examined to prove the presence of 
encysted Paragonirius larvae. Investigations were 
niade on the forna and distribution of metacer- 
cariae in the body of crabs, the rronthly varia- 
tion of incidence and the relationship between 
the body weight of hosts and the frequency of 
occurrence as well as number of parasites, and 
the following results were obtained. 

(1) Two hundred and ‘eighty-eight crabs or 
21.4% of those examined were infected with the 
netacercariae. Froni these hosts a total of 965 
cysts of the larvae were recovered. 

(2) Each crab was generally with 1 to 44 
(Av. 3.14) naetacercariae. All of these were 
found in the liver of the hosts and a careful ex- 
aniination failed to reveal any in other parts of 
the body. 

(3) As to the percentage of infection,' the 
highest occured in October (31.6 %) and the 
lowest in Noverrber (8.5 %) through the period 
of the investigation, as shown in Table 1. But 
there were no evidence to shown remarkablie 
seasonal variation. in the incidence of infection. 

(4) The frequency of occurrence and nurniber 
of the nietacercariae in any one crab varied 
considerably according to the body weight of the 
host. The heavier the body weight is, the niore 
often it is infected; for instance, the rate of 
infection was 8.1% in the group of under 6g 
body weight, 17.1% in 6 to 10g, 26.8% in 11 to 
15g, 31.5% in 16 to 20g, 54.0% in 21l to 25g, 
and 69.2% in 26g and over (Table 2). 

(5) Allof these larval lung fluks were identi- 
fied as P. iloktsuenensis (Chen, 1940) after the 
form of the metacercariae, naore over that of 
eggs discharged by test aninmals (dogs, cats) fed 
with the larval flukes in question. 
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Legends to Illustrations 


Plates 1~2. A metacercaria of P. iloktsuenensis, living, photographed inside 
the liver of a crab. Note the characteristic intestinal loops 
and excretory bladder filled with a dense mass of refractile 
granules which often become less dense at the region of 
acetabulum. 


Plates 3~4. A metacercaria, detached from the liver of acrab in physiological 
saline and photographed without any pressure on the specimen. 
Note the single wall of the cyst. 


Plate 5. A metacercaria, showing detailed structures of the body and the 
thin cyst which has been broken by slight pressure of a cover- 
glass. 
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和 群馬 県 館林 地方 の 膨 吸 虫 を 主 と よ とし た 


虫 の 的 調査 


宮 義孝 * 
国立 予防 研究 所 寄生 部 


群馬 県 館林 保健 所 
(昭和 31 年 12 月 20 日 受領 


由 * 


群馬 県 館林 地方 (邑楽 郡 ) に お ける 肝 吸 虫 の 感染 状況 
こつ いて は 高野 (1935) 及び 著者 の 一 人 小宮 ら (1950) 
の 高校 生 を 対象 と し て 行っ つた 調査 が ある が , いずれ も こと 
の 地方 一 帯 に 肝 吸 虫 感染 者 の 存在 し て いる と と を 報告 し 
て いる 。 我々 は こと の 地方 住民 の 内 部 寄生 虫 特 に 肝 吸 虫 の 
墓 延 状況 に 関し て , その 正確 な 実態 を 把握 する た め に 本 
調査 を 行 つ た の で その 成績 を 報告 する 。 

この 地方 は 関東 平野 の 西北 部 に あり , 概ね 平坦 で ある 
が , や ゝ 西高 東 低 の 地形 で , 北 , 南 , 東 に は 矢場 川 , 渡 
良 瀬川 及び 利根 川 の 三流 が , 中 央 に は 谷田 川 が 東 流 し , 
と り わ け そ の 東部 は 栃木 県 藤岡 附近 の 大 遊水 地帯 に 隣接 


第 1 図 館林 地方 の 略図 


し , 内 に 板倉 沼 , 郷 沼 及び 多々 良 沼 な ど 大 小 20 有 余 の 池 
を 有する 湿地 帯 で るる 。 ま た と れ ら 池沼 より の 


*Nonji Suzuki, * Yoshitaka Komiya, *Mitsuyoshi 
Kumada, **Kazuo Arai & **Kaoru Kawashima : 

Epidemiological survey on the helminthes, especi- 
ally on the liver-fluke in Tatebayashi districts, 
Gunma Prefecture (*Department of Parasitology, 
National Institute of Health, Tokyo, ** Tatebaya- 
:shi Health Center, Gunma) 


の 漁獲 量 も 大 で , 蛋白 源 と し て 自然 手近 か な 水産 魚類 
頼る 傾向 が みち ら れる 。 
調査 方 法 

調査 は 1956 年 5 月 と 9 月 に わけ て 実施 され た 。 即ち , 
と の 地方 の 旧 6 ヵ カ 町 村 よ り , 各 一 部 落 を 選出 し て , その 
部 落 金 住 必 の 尿 を 笑 塩 酸 ・ ェ ー テ ル を 用 いた 集 卵 法 に ょ よ 
る 同時 標本 3 枚 値 (18 X18mm の カバ パー グラ ス 使 用 ) に ょ よ 
り 検 査 し た 。 た くし , 一 部 に 戻 の 提出 を 見 な いと と ころ も 
あり , その 提出 率 は 85.5 以 上 ( 未 提出 者 中 に 若 千 の 転 


2 図 館林 地方 の 肝 吸 虫 , 多 , 地区 


別 感 染 率 上 ょ うり 郷 谷 , 伊奈 良 , 海老 
瀬 , 館林 西谷 田 , 大 箇 野 地区 の 感染 率 を 90 
信頼 限 で 示す . 
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出 , 死亡 者 が あり , また 提出 者 中 に は 検査 不能 は 含ま れ 
て いな い ) で あつ た 。 と れ ら 調査 に は 全 地 域 を 併せ て 
930 名 が 受検 し た 。 

調査 成績 及び 
調査 の 結果 , 14.84%2 の 肝 吸 虫 感染 者 を 見 出し た 。 と こと 
の 平均 感染 率 は 本 邦 に お いて も か な り 高 いも の と 推定 さ 


第 3 図 館林 地方 の 肝 虫 , , の 年 別 感染 率 
各 年 齢 別 の 感染 率 を 90 必 の 信頼 幅 で 示す 
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地 で ご で , 排水 用 の 堀 が 幾 条 も 通過 し て いる 。 し か し , この 
ょ うな 地勢 に つい て は 比較 的 低 湿地 で あり , 淡水 魚 が 棒 
息 し て いる と 云い うる が , 特に 他 地 区 と 大 差 は な いと 考 
えら れる 。 

年 齢 別に 考察 する と (第 8 図 a ), 3 階級 に 分 け 得 た 。 
すなわち , 13 歳 以下 , 29 歳 以下 及び それ 以上 の 3 階級 で , 
成人 層 が 一 般 に 高い こと は 云う まで も な 
い 。 と この と と は 肝 吸 虫 の 感染 が 経口 的 に 
成立 する の で , 成人 層 が 高い の は 当然 で 
ある が , 全 住 民 の 全 平 均 感 染 率 が 低い 場 
合 に は , 成年 層 の それ が 低く な る と 思わ 
れる 。 換言 すれ ば 両 層 間 の 感染 率 の 差 は 
消 減 す る と 推定 され る (小宮 ら , 1957) 。 
つま り , その 地区 の 肝 吸 虫 感染 率 は 感染 
の 集積 され た 成人 の 感染 率 に ょ つて 左右 
され る と と を 意味 する 。 


C. 


れる 。 こ と の 上 感染 率 を 地域 別に 比較 する た め , 感染 率 を 90 
2% の 信頼 店 で 示し , 6 地区 平均 感染 率 と 比較 し た も の が 
第 2 図 a で ある 。 図 に よる と 伊奈 良 , 海老 瀬 で は 平 値 
より 高く , 郷 谷 は 低い 。 他 の 3 地区 は 平均 分 布 を 示す と 
見 條 さ れ , 地区 に ょ る 差 を みる こと と が 出来 る 。 伊 奈良 は 
西方 に 谷田 川 , 北方 に 幹線 堀 が 通過 し , 東北 は 沼沢 地 で 
水田 が 多い 。 ま た 海老 瀬 は 上 記 遊 水 地 帯 に 隣接 し , 低 湿 


第 4 肝 吸 虫 の 性 別 感 染 率 を 示す 
百分率 相関 図表 


4 


全 地 域 


次 に 肝 吸 虫 の 感染 状況 を 性 別に 比較 し レ 
た も の が 第 4 図 で , 図 は 両性 の 総 感染 者 
数 を 求め , この 総 感染 者 数 の 何 ペ パー セン ト が 一 方 に 配分 
され て いる か を 90%% の 信頼 度 に ょ つて 信頼 限界 を 求め た 
も の で ある が , いずれ の 信頼 限界 も 50 を 含ん で いる の 
で 両性 に ょ る 感染 率 の 有意 差 は 認め られ な いと 考え られ 
る 。 し か し , と の 調査 と ほ ゞ 同時 期 に 行っ た 長野 県 諏訪 
湖 周 辺 地 方 の 調査 で は 男子 が 女子 に 比較 し て 有意 的 に 多 - 
い 。 と の こと と は 男子 が 一 般 に 女子 より 感染 の 機会 が 多い 
と と を 示し て いる 訳 で , 逆 に 考え る な ら ば , 感染 率 の 
高い 地方 で は 女子 も 相当 数 の 感染 を 受け て いる の で は な 
いか と いう 推定 が 成立 し うる 。 と の こと こと に つい て は , を 
ら に 各地 の 調査 成績 や 後に 記す る 生活 風習 な ど を 結 レ 
て みな けれ ば な ら な いと 考え る 。 

次 に , 職業 別に 感染 状況 を 調査 し た が , 職業 の 判然 と 

第 5 図 肝 吸 虫 の 職業 別 感 染 率 
郷 谷 , 伊奈 良 , 館林 の み 472 名 の 
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し な いも の を 除い た の で 472 名 が こと の 調査 の 対象 と な つ 
た 。 第 5 図 は 各 職 業 従事 者 の 感染 率 を 90% の 信頼 限界 で 
表し た も の で , 平均 値 (18.62%) より 高い 感染 を 示し た 
職業 は 農業 の み で あぁ あつ た 。 こ と の 地方 に は 漁業 専従 者 は な 
く , 漁業 従事 者 は 上 記 上 農業 従事 者 に 含ま えれ て いる 。 職業 
に よ ょ る と の ょ うな 差 に つい て 我々 は 目下 各地 の 感染 状況 
を 調査 し て いる が , 地方 に ょ つて 夫々 異 つ て お り , 我々 
は こと これら の こと と か ら , 職業 に と よる 差 は むし ろ 存 在 し な い 
と 見 た 方 が 妥当 で ある と 考え て いる 。 即ち , 年 齢 別 , 性 
別 , 職業 別 な どの 感染 状況 を 考え 併せ て , 肝 吸 虫 の 感染 
に あつ て は , 各 家 庭 の 淡水 魚 生食 の 風習 を 始め , 種々 考 
えら れる メタ セル カリ ア の 経口 摂取 等 の 何ら か の 風習 が 
極め て 重要 で あり , 人 間 の 生活 型 が 感染 に 大 きく 影響 を 
及ぼ ば し て いて 。 た また まこ と の 地方 で は 農業 従事 層 に 主 と 
し て 表 わ れ た も の と 考え る 。 次 に 実際 に 肝 吸 虫 感染 に 
つい て , 家族 集積 性 が 認め られ る か 否 か を 検定 する た め 
に , 二 項 分 布 に よる 理論 分 布 を 計算 する と , %*- 検 定 に 
ょ り 実 際 の 分 布 と 一 致し な い 。 つ まり , 明らか に 家族 集 
積 性 が 認め られ る 。 と の と と は 同一 家族 内 に お ける 食 生 
活 風習 が 肝 吸 虫 感染 と に 大き な 影 を 与え る と と を 
け , 魚類 生食 等 の 叶 好 な いし 習慣 は 家族 的 に 固定 する 傾 
向 が 強い と と を 示す 。 い ゝ か えれ ば , 一 家族 の 両親 が と こ 
の ょ うな 噌 好 な いし 風習 を 有する 時 に は , その 家庭 内 の 
構成 員 も 赤 こ れ に 準ずる 場合 が 多い 。 従 つ て 淡水 魚の 生 
食 に ょ り 媒 介さ れる 本 虫 の 感染 者 に 家族 的 集積 が 生じ て 
くる と と は 充分 合理 的 で ある と 考え られ る 。 一 方 。 この 
問題 の 解明 の た め に は 感染 家族 と 非 感染 家族 と の 食 生 活 
の 相違 その 他 の 条件 を も 更に 具体 的 に 調査 し て みる 必要 


が あろ う 。 
* ま た , 板倉 沼 を 始め , 各 池 沼 は 干 沢 が 進捗 し て 淡水 魚 
の 棲息 も 急激 に 減少 し , 農民 始め 一 般 の 衛生 思想 も か な 
り 普及 し て き て いる の で 過去 に お ける 感染 率 に つい て は 
不明 で ある が , 感染 状況 は 恐らく 減少 し つつ ある も の と 
推定 され る 。 
中 間 宿 

第 二 中 間 宿 主として の 淡水 魚の 存在 並び に 肝 吸 虫 メタ 
セル カリ ア の 感染 状況 に つい て は , 著者 の 一 人 で ある 小 
宮 ら (1950) う が 権現 沼 , 谷田 川 , 城 沼 及 び 多 々 良 沼 で 調査 
し た が モッ ゴ (58.72%), タモ コ (61.5%), ヤリ 
タナ ゴ (78.62%6), バラ タナ ゴ (35.722) に 寄生 を 認め 
て いる 。 我々 も 第 1 表 に 示す よう に , 幹線 掘 , 郷 沼 , 板 
倉 沼 , 内 沼 及 び 谷田 川 の 淡水 魚の 寄生 度 を 検 し た 。 検査 
は 全身 筋肉 の 圧 平 標本 を 鏡 検 し た も の で ある が , 魚の 種 
類 及 び 数 に お いて 少な き に 失 す る た め , と の 成績 を も つ 
て こと の 地方 全般 を 論ずる こと は 出来 な い 。 し か し ,。 モッ 
ゴ と バラ タナ ゴ に 寄生 を 認め , 今 な お , 感染 の 機会 が 有 
りう る こと と を 示し て いる 。 小宮 ら は 第 二 中 間 宿 主 の 感染 
上 類 度 は 高く て も 個体 こと た いす る 感染 濃度 は 稀 落 で ある と 
の べた が , と の 調査 に お いて も 最多 5 =, 最少 + っ で あ 
まり 多く な い 。 

第 一 中 間 宿 主 の マメ タ = シ に つい て は , 今回 組織 的 な 
調査 は 実施 し 得 な か つた が , 城 沼 周辺 の 小川 その 他 一 , 
二 の 場 所 に 見 出さ れ , 小宮 ら (1950) も 各地 に 家 て いる 
と と か ら 本 地方 一 円 に 棲息 し て いる と 考え られ る 。 

肝 吸 虫 以外 の 寄生 虫 の 感 染 駄 況 
と の 地方 で 最も 高い 感染 率 を 示 し た も の は 釣 虫 で あ 


第 1 表 二 中 間 宿 の 吸 虫 メ タ セル カリ 自然 感 染 
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り , 48.98 2% で あつ た 。 こ と これ を 年 齢 別に みた 場合 (第 8 
図 b), 16 歳 未満 , 19 歳 まで 及び それ 以上 の 3 群 に 分 ける 
と と が 出来 , 一 般 に は 農耕 従事 者 の 多い 成人 層 に 高い 。 
地域 的 に も 差 が あり , 町 を 形成 し て 農耕 地 が 少く , 農業 
従事 者 の 極め て 少 い 館林 で は 9.172% で あり , と の 館林 を 
除い た 5 地区 平均 は 48.42% と な る 。 館 林 を 除く 農村 地 
区 の み で 年 齢 別 感染 を 調べ る と , 19 歳 未満 と それ 以上 の 
2 群 に 分 れる 。 こ と これ は , こと の 地方 の 農村 の 17 歳 ~19 歳 の 
年 齢 層 あ 感染 率 が 低い 。 つ まり , この 年 齢 層 は 著者 の 一 
人 独 木 (1956) が 報告 し て いる 東北 地方 の 農村 の 感染 状 
況 と 多少 異 つ て いる が , と これ は , 両 地 方 に お ける 農業 形 
態 の 差 , 即ち , 生活 型 や 分 布 多 虫 の 相違 を 示す も の か も る 
し れ な い 。 

分 布 釣 虫 の 種別 に つい て は , 検査 時 に 郷 谷 , 海老 瀬 及 
び 館林 の 21 名 を 任意 に 選び , 瓦 培 養 法 に ょ つて 調べ た 
と と ろ ,。 ビー= 虫 単独 寄生 2 名) アメ リカ 虫 単独 寄 
生 14 名 , 両 種 温 合 寄生 5 名 で 一 般 と に アメ リカ 釣 虫 が 多 
い 。 ま た , 1956 年 末 本 地方 の 釣 虫 感染 者 の 駆虫 に 当り , 
大 在住 の 9 名 に つい て 薬 ( 四 塩 化 エチ レン 最終 
用 後 約 15 時 間 内 の 便 し た と と ろ , アメ リカ 
釣 虫 単独 寄生 5 名 , 両 種 温 合 寄生 4 名 で , アメ リカ 釣 虫 
308 隻 。 ツ ビ = 釣 虫 9 食 を 得 た 。 水野 (1956) は 群馬 県 
に お いて 山地 に は ジ ツ ビ = 釣 虫 が 多く , 平坦 地 に は アメ 
虫 が 多い と 報告 し , 永吉 (1956) は ツマ ビ 釣 
が dominant species で ある 地帯 は 一 般 に 高 燥 地帯 で あ 
る の に 反し , アメ リカ 釣 虫 で は 低 湿地 帯 に 多い と し て い 
る が , 我々 の 調査 し た 成績 は 群馬 県 の 平坦 地 の も の で あ 
り , 両者 の 主張 と 一 致し て いる 。 と の こと と に つい て は 上 感 
染 経 路 そ の 他 の 差異 を も 考慮 され な けれ ば な ら な いと し レ し 
て も , 一 般 的 に は 両 種 銘 虫 の 分 布 に つい て 気象 条件 の 影 
特に 慎 に 考え る 必要 が ある よう に 思う 。 


A.d. A.d.+N.a. N.a. 


郷 谷 0 0 2 

老 瀬 2 5 瓦 養 法 

館 林 0 0 7 

0 4 5 
計 2 9 19 30 


は 意外 に 少く 16.59% に 過ぎ な か つた 。 こ と の よ よ 


うに 釣 虫 の 感染 率 が 高く , 遇 虫 の それ の 低い と こと に つい 
て , 山脇 (1956) は 環 虫 と 釣 虫 の 括 抗 現象 を 論じ て いる 
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が , その 成績 と 著 明 な も の を 見 ず , また 基盤 と な る 例 数 
も や ゝ 少く , 再 検討 の 必要 が ある と 考え られ る 。 また, 
Beaver(1952) や Sadun (1955) は 虫 卵 の 発育 に 及ぼ ばす 
士 壌 の 性 質 を 気象 条件 と と も に 述べ て いる が , 我々 も 土 
壌 の 性 質 が 気象 条 件 と 相 作 つて 両 種 の 感染 並び に 分 布 に 
大 き な 影 響 を 与え る で あろ うこ と と は 充分 に 考え 得 ら れる 
と と で ある 。 勿論 , その 土地 の 人 間 の 生活 型 が 更に 第 二 
次 的 影響 を 与え る と こと は 既に の べた と お り で ある 。 

銅 虫 の 感染 率 を 年 齢 別に 考察 し た 場合 (第 83 図 C), 5 
~ 7 歳 の 幼児 が 平均 感染 率 よ り 高 い ほ か は 特に 差 は 認め 
られ な か つた が , と この と こと に つい て は 著者 の 一 人 鈴木 ら 
(1956) が 既に 報告 し た 。 | 

他 に 虫 ( 15,17%), 東洋 毛 様 線 虫 (0.492%), 横川 吸 
虫 (0.852%) を 認め , 全 寄 生 虫 を 含め た 虫 卵 陽性 率 は 
63.66 で あぁ つた 。 

総 括 

1) 群馬 県 館林 周辺 の 6 地区 980 名 の 内 , 検便 に ょ より 
14.84 の 肝 吸 虫 感染 者 を 見 出し た 。 

2) 年 齢 別 , 性 別 , 職業 別 な ど に ょ つて と れ ら 肝 吸 虫 
の 感染 状況 を 考察 し た が , 淡水 魚 生 食 そ の 他 肝 吸虫 メタ 
セル カリ ア を 経口 的 に 摂取 する と 予想 され る 各種 の 調理 
方 法 を 含む 各 家 庭 の 風習 が 感染 に 大 き な 役 割 を 果して い 
る と 考え られ る 。 

83)- これ を 検定 する た め に , 肝 吸 虫 感染 者 の 家族 集積 


の 有 無 を 二 項 に よる 理論 布 を 以 て 計算 し , 検 


定 を 行う と , 明らか に 実際 分 布 と くい 違い ,。 家族 的 に 集 
積 し て 感染 し て いる と と が 認め られ る 。 。 

4) 第 一 中 間 宿 主 と 第 二 中 間 宿 主 は 豊富 に 存在 し て い 
る が , 第 二 中 間 宿 主 の 一 個体 に 対す る 肝 吸 虫 え スタ セル カ 
リア の 感染 濃度 は むし ろ あつ た 。 

5) 他 の 内 部 寄生 虫 で は 釣 虫 が 最も 高 い 感染 率 を 示 
し , アメ リカ 釣 虫 が 本 地方 で は より 優先 的 に 分 布 し て い 
る も の と 推定 され る 。 

本 調査 に 当り , 板倉 町 役場 並び に 館林 市 役所 各位 の 協 
力 を , また 福島 健氏 に 技術 的 接 助 を 得 た 。 記 し て 調 意 を 
表す る 。 

本 要 第 11 回 日 本 公衆 生 学会 総会 に た 報告 
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Summary 


"The present work was undertaken to gain in- 
formation on the distribution and epidemiology 
of the hunmian liver-fluke in Tatebayashi districts, 
‘Gunma Prefecture. 

The distribution and intensity of human liver- 
fluke incidence in this districts were obtained by 
examining stools samples of six farmer’s com- 
munities from six villages. Of the 930 exami- 
nations secured, 138 (14.84 per cent) were positive 
for Clonorchis egg. The results of all the stool 
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examinations have been pooled for an analysis 
of the age and sex distribution of infection. The 
incidence and severity of the infection was found 
gradually increased with age up to adulthood 
(Fig. 3a). No significant difference was found to 
exist between sexes (Fig. 4). In the rural areas 
the incidence of the infection anaong those dwell- 
ing on the marshy region was, on the average, 
higher than that incidence among those distant 
from it. (Fig. 2) 


Among factors influenced the spread of the 
infection was found old customs habitually taking 
raw fish was to be noticed. Comparing the infe- 
ction rate of each family, we could observe the 
incidence of the infection was high among the 
family which prevail such customs. 

The distribution of Clonorchis metacercaria in 
56 fishes, was also studied and 0.05 per cent of 
them was found to habor Clonorchis metacercaria. 
The maximum number of metacercariae recovered 
from one fish was 5. Their infection rates were 
found lower than that of Miyagi Prefecture (Su- 
zuki, 1955) as well as Nagano Prefecture (Ko- 
miya, Suzuki et al, 1957). 

The incidence of hookworm infection was signi- 
ficantly high among the other parasites, and 
relatively higher percentage on residents working 
in cultivated fields were recognized. 

To 9 cases the treatment with tetrachlorethlene 
and to 21 cases cray plate culture technic was 
conducted to obtain the discharged worm or larvae 
of filariform. Two of them were infected with 
Ancylostoma duodenale, whereas 19 with Necator 
americanus and 9 with both species. Thus here 
among two species Necator americanus and re- 
cognized to be 2 dominant one. 
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D.D.D.S. 及び Actamer に ょ る 橿原 條 虫 駆 虫 試験 


[寄生 虫 学 雑誌 "第 6 巻 ・ 第 2 号 


奈良 学芸 大 学生 物 学 教 鹿 
(昭和 31 年 12 月 24 日 受領 ) 


著者 (1957) は 先 に Actamer (2, 2'-dihydroxy-3, 
3', 5, 5"-tetrachloro-diphenylsulfide) に よ ょ る 橿原 条 
Raillietina (Paroniella) kashiwarensis の 駆虫 試験 結果 に 
つい て 報告 し た が , 今回 は Actamer と 構造 式 が 類似 し 
"て いる D. D. D. 8. (2, 2'-dihydroxy-5, 5'-dichloro- 
diphenylsulfide) に よる 橿原 条 虫 の 駆虫 試験 を 行う と 同 
時 に , 先 に 行 つ た Actamer に よる 駆虫 試験 に 於 て は 
100% の 駆虫 効果 を あげ 得 な か つた の で 更に Actamer 
を 連続 3 回 投与 し て , その 効力 を 再 検討 し , D. D. D. 
S. に ょ る 駆虫 効果 と の 比較 検討 を 行 つ た 。 

材料 及び 方 法 

D. D. D. S. に ょ る 橿原 条 虫 駆虫 予備 試験 と し て 剛 
化 65 日 後 の レ グ ホ ン 5 羽 に 20~380 匹 の 条 虫 
尾 虫 を 飯 粒 に 挿入 し て 試食 させ た 後 15 日 間 飼 育 し た 。 そ 
し て 攻 便 上 に 離脱 片 節 が 排 溢 さ れ て いる の を 観察 し て , 
すべ て の 閉 が 橿原 条 虫 に 感染 し て いる こと と を 確 め た 後 , 
の 体重 1 kg に つき 約 200mg の で D. D. D. S. を 12 
時 間 絶 食 さ せ た 鶏 に 投与 し た 。 そ し て 日 間 鶏 を 飼育 し 
た 後 。 すべ て の 鶏 を 必殺 し て 小腸 内 に 残存 し て いる 条 貝 
の 生態 か ら そ の 駆虫 効果 を 検討 し に 。 

次 に 予備 試験 に 於 て は D. D. D. 8S. の 駆虫 効果 が 
余り 見 られ な か つた の で , 第 2 回 目 の 駆 虫 試験 と し て 負 
化 46 日 後 の 百 色 レ グ ホ ン 10 羽 に 橿原 条 虫 擬 裏 尾 虫 10 匹 ず 
つ を 施 与 し , それ 以後 19 日 間 肌 を 飼育 し た 。 そ し て 華 上 
に 排 港 され た 老 熟 離脱 片 筋 か らし て すべ て の 閉 が 条 虫 に 
感染 し て いる と と を 確 め た 上 , 5 羽 ず つの 2 群 に わけ , 
予備 試験 に 投与 し た と 同 量 の 割 で , A 群 に は D. PD. 
D. 8S. を , B 和 群 に は Actamer を 夫々 8 回 連続 投与 レ 
た 。 し か る 人 後 第 3 回 目 の 投与 日 か ら 数 えて 10 日 目 に 両 群 
の 鵜 を 居 殺 し て 小腸 内 に 於 ける 残存 条 虫 の 有無 を 調査 し 
両者 の 駆虫 効果 を 比較 検討 し た 。 


Isamu Sawada: On the experiment for the remo- 
val of the chicken tapeworm, Railketina (P.) 
kashiwarensis by D. D. D. S. and Actamer (Biologi- 
cal LabBoratory, Nara Gakugei University,Nara) 


試験 
No. 1 か ら No.5 まで の 5 羽 の 次 kID. D. D. 8. 
を 投与 し て 駆虫 試験 を 行 つ た 結果 は 第 1, 第 2 表 に 見 ら 
れる 如く で ある 。 


1 表 
施 し た Actamer 投与 し た Actamer 
No 後 の cysti. の 投与 時 の Actamer 投与 後 の 
・ 日 数 数 体重 (g) の 量 (mg) 飼育 日 数 . 
ま 65 20 750 ( 約 )140 
第 2 表 
居 時 に け 再生 し た 
・ 後 の 日 数 る 条 . 
24 9(1)* 45 8 
2 19( 7) 63 
3 3( 1 10 
4 / 15 (15) 50 0 
5 70 0 


* ( ) の 中 の 数 字 は D.D.D.S. の 影響 を 受け て 
いな い 成 条 虫 の 数 


本 試験 た に 於 て 小腸 内 に 宿 つ て いた 条 虫 の 寄生 率 は 10~ 
で その 平均 値 は 47.7226 で あつ た 。 一 方 各 小腸 
に 寄生 し て いた 条 虫 の 発育 状態 を 観察 する と , 全 寄 生 条 
虫 の 67% に あたる 45 条 が 老 熟 片 節 を 離脱 レ つ つ あ る 成熟 
条 虫 で あり , 残り の 882 に あたる 22 条 が D. D. D. 8. 
の 影響 を 受け て strobila が 争 部 か ら 切断 され て 小腸 壁 
の 綾 毛 内 に 残存 し た 頭 節 か ら 再 生 し た と 思わ れる 幼 条 虫 
で あつ た 。 沿 寄生 条 虫 の うち 第 2 表 か ら 明 ら か な 如く , 
No. 4 , No.5 の 次 で は すべ て の 条 虫 が D. D. D. 8.. 
の 影響 を 受け て いな いと 思わ れる 成 条 虫 で あつ た 。 
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第 2 回 目 に 行 つ た 駆虫 試験 に て は 施 後 19 
得 目 に 第 1 回, それ ょ り 6 日 後に 第 2 回 , 更に を それ ょ り 
10 日 後に 第 3 回 と 連続 3 回 と わた つて A グル ー プ に は 
D. D. D. 88. を, B グル ー プ に は Actamer を 夫々 90 
g ず つ 投 与 し た 。 そ し て 両 群 共 第 3 回 目 の 駆 虫薬 投与 後 
10 日 間 飼 育 し て すべ て の し て , 夫々 の 小腸 
内 の 寄生 条 虫 の 生態 を 調査 し た 。 そ を の 結果 は 第 3 表 及 び 
第 4 表 の 如く な り , わずか に A グル ー プ の No.4 即 の 小 


3 表 
第 1 回 の 第 3 回 の 
の 後 cysti。 及び Acta- Acta- 及び Acta- 
No. の 数 "mer 投与 mer の mer 投 
時 の 体重 の 
(g) 月 数 
Al 46 10 370 ( 約 )90 10 
A5 375 V2 
A group は D.D.D.S. 投与 
B group は Actamer 投 王 
第 4 表 
必殺 時 に 於 ける D.D.D.S. 及 再生 し た 
び Actamer 投与 後 日 数 ょ 思わ れ 
0. の 
Al 26 20 10 0 0 
A る 2 0 0 
A3 0 0 
A5 V4 0 0 
B2 V2 0 0 
B3 0 0 
B 4 0 0 


腸 内 に の み D. D. D. 8S. の 影響 を 受け て いな い 5 条 
の 上 成 熱 条 虫 の 寄生 を 認め た 以外 は すべ て 寄生 条 虫 は み ら 
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れ な か つた 。 症 し て と の 5 条 の 人 条 虫 は いづ れ も 老 熟 片 第 
の 離脱 を 行 つ て いた 。 
考 

(1) 予備 駆虫 試験 に 於 て は 擬 尾 虫 施 与 後 11 日 目 に 
叉 第 2 回 の 試験 に 於 て は 同じ く 19 日 目 に 個々 の 鶏 た につい 
いて 散 上 に 排 溢 され る 離脱 片 節 の 有無 を 調査 し , すべ て 
の 有 鵜 が 橿原 条 虫 に 感染 し て いる こと と を 確 め た 上 で 駆虫 試 
験 を 行 つ た 。 し た が つて 本 試験 た 使用 し た D. D. PD. 
8S. 及び Actamer 投与 時 に 於 て 橿原 条 虫 を 宿 し て いた 
と と は 明らか で ある か ら , 駆虫 薬 投 与 後 の 残存 条 虫 の 生 


態 か ら そ の 駆虫 効力 を 検討 する こと が 出来 る 。 


(2) 予備 試験 に ける D. D. D. 投与 後 
を 層 殺 し て 小腸 内 の 条 躍 を 調査 し た 際 の 寄生 率 の 平均 
値 は 47.7 で あつ た 。 こ と これ を 先 に 著者 (1955) が 行 つ 
た 条 虫 の 感染 実験 に ける 30 の 虫 を 施 与 レ 
太 際 の 感染 率 の 平均 値 61.0% と 比較 する 為 に 両 平均 値 の 
差 の 有意 性 の 検定 を 行う と X?==7.7466, し た が つて ee 
>0.01 と な り , 明らか に 今回 行 つ た 試験 に 於 ける 寄生 率 
の 方 が 低 率 で ある と と が 判明 し た 。 し た が つて D. PD. 
D. 5S. の 影響 に と により, 一 部 の 感染 条 虫 に 於 て は 頭 節 を 
も 合 め た 貝 体 全 体 が 駆虫 され た と と は 明らか で ある 。 億 
し 著者 (1957) が 行 つ た Actamer に よる 橿原 条 貝 駆虫 
試験 に 於 ける Actamer 1 回 投与 の 際 の 駆虫 結果 と 比較 
すれ ば 第 2 表 に 見 られ る 如く , 明らか に 駆虫 薬 の 影響 を 
受け て 須 部 か ら strobila が 一 度 切 断 し , 小腸 壁 の 綾 毛 
内 に 残 つ た 頭 節 が 再生 し た と 判断 し て あぁ ょ よい 幼 条 虫 数 が 
少く , 特に No.4 , No.5 の 商 に 於 て は 寄生 条 虫 の すべ 
て が D. D. D. 8. に 全く 無 影響 で あつ た 点 か ら 考 え 
る と 1 回 の み の D. D. D. S. 投与 は 横 原 条 虫 に 対し レ 
て 著しい 駆虫 効力 は な な いよ うに 考え られ る 。 

(8) 第 2 回 目 に 行 つ た D. D. D. S. 及び Acta: 
mer を 8 回 連続 投与 し た 結果 は 第 4 表 に 見 ちら れる 如く , 
僅か D. D. D. S. を し た A 4 の に の み 5 条 
の 成 条 虫 の 寄生 を 発見 し た の みみ で , 他 の 鶏 は すべ て 無 寄 
生 で つた 。 し て A 4 の 寄生 し て いた 5 条 の 条 
は いずれ る も 老 熟 片 節 の 離脱 を 行 つ て いる 成 条 虫 で ある か 
ら , 第 1 回 又は 第 2 回 目 に 投与 し た D. D. D. 8S. の 作 
用 を 受け て strobila が 銀 部 か ら 切 断 さ れ て 排 溢 され て し レ 
まい , 残 つ た 頭 節 か ら 再 生 し た 虫 体 で ある か も 知れ な い 
が 第 3 回 目 に 投与 し た D. D. D. 8S. の 影 押 を 受け た 
虫 体 で な いと こと は 確実 で ある 。 な ぜ せな ら ば 鶏 の 層 殺 を 行 
つた の は 第 8 回 目 の D. D. D. 8S. 投与 後 10 日 目 で あ 
る か ら , 若 レ D. D. D. 8S. の 作用 を 受け , 短 部 か ら 
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切断 され て 残 つ た 頭 節 か ら の 再生 虫 休 で ご ある な ら ば 老 熟 
片 節 を 離脱 出来 る まで に は 成熟 し て いな い 竹 で ある 。 

一 方 Actamer を 投与 し た B グル ー プ の 鶏 に 於 て は 人 金 
く 寄 生 条 虫 を 発見 する こと が 出来 な か つた の で , Acta- 
mer の 作用 を 受け て 橿原 条 虫 が 完全 に 駆虫 され ん た も の と 
断定 し て 差 レ つか えな い 。 

(4) 条 虫 の 虫 は の 小腸 に 着 後 5 日 
を 経過 すれ ば , は つき り と 肉眼 で 認め 得る 程度 の 幼 条 虫 
に 発育 する こと が 著者 (1956) の 行 つ た 発育 実験 に 於 て 
明らか で ある 。 し た が つて 第 1 回 の 予備 試験 に 於 て は 駆 
虫薬 投与 後 10 日 目 に , 又 第 2 回 目 の 試験 に 於 て は 同じ く 
7 日 上 月 に 夫々 の 鶏 を 必殺 し て 小腸 内 の 寄生 条 虫 の 生態 を 
調査 し た 。 か くす れ ば D. D. D. S. な り Actamer 
の 作用 が 頭 節 まで 完全 に 駆虫 し 得る 効力 が ある も の か , 
妥 部 に 於 て strobila を 切断 する 効力 が ある も の か を 確か 
め る こと と が 出来 る 。 即 ち 小 腸 を 調査 し た 際 , 無 寄生 で あ 
れ ば 前 者 に 属し , 小腸 内 に 功 条 虫 の 寄生 を 認め れ ば 後者 
の 場合 で ある と 判定 する と こと が 可能 で ある 。 

(5) び 吸 に 極め て 多数 の 小 具備 し て い 
る と と に 於 て 条 に 類似 し て いる 形 条 虫 , 条 
虫 並び に 有 輸 条 虫 に 対し て も Actamer は 今回 の 試験 同 
様 3 回 以上 連続 投与 すれ ば 著しい 駆虫 効力 を 示す も の と 
思わ れる 。 
約 

(1) 条 虫 を し て いる 5 羽 の 有 体重 1 kk に つ 
き 約 200m の わり で D. D. D. S. 及び Actamer を 
投与 し て それ ら の 駅 虫 効力 の 検定 を 行 つ た 。 

(2 う D. D. D. 8S. を 1 回 の み 投 し た 試験 
に 於 て は DPD. D. D. 5S. の 影響 を 全く 受け て いな い 多 
数 の 上 茂 条 虫 の 寄生 が 認め られ た の で , 醒 原 条 虫 に 対す る 
馬 虫 効力 は な た いし て な いも の と 考え られ る 。 

(8) 5 ず つか ら な る 2 組 の D. D. D. 
及び Actamer を 3 回 連続 し た 試験 に は , 前 者 
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を 投与 し た グル ー プ の 中 に 僅か に 1 羽 の 商 に の み 5 条 の 
成 条 虫 の 寄生 を 認め た 以外 は すべ て 無 寄生 で あつ た 。 

(4 う D. D. D. S. 及び Actamer を 38 回 連続 投 
与 す れ ば 前 者 は 時 に 少数 の 駆虫 を まぬがれ た 条 虫 を 残す 
と と が ある が , 後者 に 於 て は 10022 和 橿原 条 虫 を 駆虫 する 
と と が 出来 る 。 


献 


1) 沢田 (1955) : の 条 寄生 に 関す る 研究 , 
産 の 研究 , 9 (7 ), 723~724。 一 2) 沢田 (1956) : 
主体 内 に た 所 ける 酔 原 条 虫 の 発育 に 関す る 研究 , 動物 学 
雑誌 。 65 (10) , 362 一 369。 一 3) 沢田 勇 (1957) : アク 
タマ ー に よる 鶏 条 虫 駆虫 試験 , 寄生 虫 学 雑誌 , 6(1) , 8 一 


Summary 


(1) D.D.D.S. (2, 2/-dihydroxy-5, 5’-dichloro- 
diphenysulfide) and Actamer (2, 2'-dihydroxy-3, 
3', 5, 5’-tetrachloro-diphenylsulfide) at the dose of 
200 nag per kg body weight were administered to 
White Leghorn chickens experimentally infected 
with Railketina kashiwarensis, and their anthel- 
mintic values for the tapeworms have been 
demonstrated. 

(2) When the same dose of D. D. D.S. was 
administered to chickens only once, many para- 
sitic adult tapeworms which were not affected 
by D. D. D. S. were found in the small intestines 
of the chickens, in consequence of which it was 
found that D.D.D.S. had little anthelmintic 
value for the removal of the tapeworms from 
the chickens. 

(3) But when D.D.D.S. and Actamer were: 
administered to the chickens three times con- 
secutively, the second times at the interval of 
six days, the third time at the interval of ten, 
the removal of Railketina kashiwarensis by the: 
former was 85% and that by the latter 100 


' 
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ぇ クロ フイ 4 ラリ ア の 集 虫 診断 法 の 研究 


(1) ミク ロフ イラ リア の に つい て 
杉 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 (主任 佐々 学 助 教授 ) 
(昭和 31 年 12 月 25 日 受領 ) 
b 洗 0.92 食塩 水 ~8 倍 量 を 加え て ピペット 
で 数 回 。 


人 褒 糸 状 虫 症 に お いて , 臨床 的 検索 また は 疫学 的 調査 
を 行う に あたり , 少数 の ミク ロフ マ ィ ラリ ア (以下 mf と 
略称 ) を も 確実 に 検出 する ご と は 重要 で あり , 免疫 学 的 
に に も 純粋 に 近い ミク ロフ マ ィ ラリ ア を 生鮮 な 状態 で 集め る 
と と が 望ま れる 。 そ の 高 流血 中 の mf の 検出 法 , 集 虫 法 
の 試み る も とこ れ ま で 2, 8 あげ られ て いる 。 潮 上 (1913), 
松下 (1929) の 検出 法 , 鶴見 ・ 武 田 (1989) の 肺 宣 刺 法 , 
James knott (1939) 大 浜 (1940) に よる ホル マリ ン 深 
血 法 , 管 沼 (1921) の 酢酸 メチ レン プラ ウ 集 虫 法 , 近く 
は 石井 (1941), 管 沼 (1950 う , 久米 <1950) 等 の 報告 が な 
され た 。 し か し とれ 等 は 全く 溶血 せ ず に 検出 し た り , ホ 
マリン, 酸 , その 他 の 薬物 で 集中 し て いる が 
だ 充分 良好 な 成績 を えた と は 言い 難い 。 即ち これ まで フ 
ィ ラ リア 症 の 精密 診断 の 目的 で 広汎 に 実用 し レ う る 集 虫 法 
は 知ら れ て お ら す ず , また こと の 目 的 で 実施 され た 研究 も 不 
充分 で ある と 考え た の で , 箇 者 は ま づ 犬 糸 状 虫 Dir- 
Mlaria _immitis を 材料 と し て その 基礎 的 な 検討 を 行 つ 
た 。 さ き に , 佐々 (1944) は マラ リア 原虫 に 凍結 集 虫 法 
の 優れ て いる と と を 発表 し て いる が , と これ を 糸状 虫 に 試 
みた 実験 は な い の で , まず 凍結 集 虫 法 を 試み た と こと ころ, 
その 集 虫 成績 が 良好 で ある の みな ら ず , mf が 生き た ま 
ゝ 集め られ る こと と を 知り 。 さら に 疹 抹 法 と 集 虫 法 と の 
mf 検出 数 及び 検出 率 の 比較 検討 を し て , 興味 ある 結果 
を 得 た の で と ゝ に 報告 する 。 

ミク ロフ イラ リア の 凍結 集 虫 法 に つい て 

a 採血 3.8% ク ェ ン 酸 ウ ワー ダ を 採血 量 の リ 。 量 使用 
(若しくは 15 中 性 酸 カリ で 人 簡 内 を 洗 し て 血 を 
防ぎ 1~5 cc 採血 


Mikitaro Wakasugi : Studies on the concentrating 
method for diagnosis of microfilariae. 1. (Depart- 
ment of Parasitology, Institute for Infectious Disea- 
ses University of Tokyo) 


沈 毎 1000 回 転 10 分 間 上 清 を 除去 。 

d. 寒 剤 ( 細 砕 水 1 十 食塩 は メタ ノー ル 
中 区 ドラ イア イス を 投入 し た も の ) 中 に 約 10 分 間 以 上 入 
れ , 血液 表面 中 央 が 火山 状 に 突出 する まで 完全 に 凍結 さ 
せ , と これ を 約 87°C の 微 温湯 又は 室温 で 完全 に 融解 し , 約 
10~20 倍 量 の 0.9 水 を 加え て ピペット で 
る 

e, 遠心 毎 分 1000 回 転 10 分 間 上 清 を ピペット 
で 静か に 除去 し , 白血球 を 含む 湾 , ザー リー 氏 
色素 測定 用 メラ ンジ ュ ユール また は 毛細 管 ピ ペッ ト で スラ 
イド グラ ス に と る 。 

の 検 沈 ピペット で スラ イド グラ ス に 
と り , 弱 拡 大 で 鏡 検 する と , 陽性 例 で は 活 深 に 運動 する 
mf を 認め る 。 必要 に より こと これ を 生体 染色 し , ある い は 
乾燥 後 ス メタ ノー ルル 固定 し , ギ ム ザ 染色 を 行 つ て その 種類 
を 鑑別 する 。 

2. 実施 方 法 の 検討 

法 の 検 対 

採血 に あたり 溶血 を 防ぐ 方 法 と し て 15 中 性 夏 酸 カリ 
で ご 注射 筒 内 を 洗う 方 法 と , 8.82 ク ェ ン 酸 ソ ツー ダ を 採血 
量 の リリ: の 割 に 混入 する 方 法 と を 比較 し た 。 そ の 結果 両 
者 共 淫 血 を 防ぐ 点 で は ほ く 同 等 で て あつ た が ,. mf に 与え 
る 如 性 は 後者 が 強 か つ た 。 即 ち 両 者 に より 各 5 cc を 採血 
し , スピ ッッ グラ ス に 1cc ず つ 分 注 し て 。 うち 3 本 を 
0.922 食 塩水 ~ 8 倍 量 加 えて 洗 遠心 沈 し , 他 の 2 
本 は その ま ゝ 洗 浴 せ ず に 凍結 し た 。 そ の 結果 洗 浴 し た も 
の で は , 両者 共 約 30 分 後に 殆ど 100 活 洲 な 運動 を 示 レ 
た が , 洗 浴 し な いも の で は 間 結 融解 後 ク ェ ン 酸 ソ ー ダ 
で 100%% 運 動 し て いる の に 比 し 夏 酸 カリ で は "7622 (300 
隻 中 238 隻 ) で あつ た 。 又 一 50°C24 時 間 章 結 後 融 解 し た 
も の で は , 前 者 22.0%% (300 隻 中 66 隻 ), 後 者 02 (300 
隻 中 な し ) で , この た め 採 血 に は どちら か と いえ ば 事 性 
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の 少 い 点 で タク ェ ン 酸 ウー ダ の 方 が 推 賞 され る も の と 判定 
。 

夏 酸 カリ 採血 で は , 特に mf の 運動 性 を 考慮 すれ ば 洗 
浴 が 望ま し い が , 必ず し も 必要 で は な い 。 

て 操作 の 検 対 

採血 後 , 血球 成分 及び mf と 液体 成分 を 分 離す る た め 
遠心 操作 を 行う 。 上 記 の 目的 を 果す に 充分 な 回 転 数 と 時 
間 を し ら べ る と , 血液 1 cc 及び 5 cc を 用 いて の 結果 は 毎 
分 1000 回 転 10 分 間 , 1500 回 転 5 分 間 で 殆ど 同様 の 成績 を 
得 , mf も 完全 に 沈み , 分 離 も 充分 行 は も れ も た 。1000 回 転 
5 分 間 で は 生 不 足し , 1500 回 転 10 分 間 で は 5 分 間 に 比 し 
虐 分 良好 で ある が 大 差 は な か つた 。 mf に 与え る 影響 を 
考慮 に いれ , 他 の 遠心 成績 と 比較 し て 1000 回 転 10 分 間 を 
採用 し た 。 

d. 法 の 

血液 を 急激 に 凍結 し , 再び 融解 する と いう 物理 的 操作 
で 血球 を 破壊 する の が 凍結 溶血 法 で ある 。 

溶 面 操作 上 注意 すべ き 点 

完全 凍結 , 完全 融解 , この た め 一 10 て 以下 の 低温 が 必 
要 で ある 。 

1) 水 - 食 塩 法 で は , 水 を 細 砕 し て , 食塩 と の 接触 面 
を 広く する と と に ょ より 比較 的 容易 に , 一 18C~ 一 20"C 
(理論 値 一 22°C) の 低温 が 得 ら れる 。 

2) ドラ イア イス - メ タ ノ ー ル 法 で は メタ フール 中 に 
ドラ イア イス を 投入 する 共に メタ ノール の 飛 抹 が 試験 管 
内 に 入ら め 様 に 注意 する こと , この た め に 綿 栓 を する こと こ 
と が 望ま しい 。 

8) 試験 管 を 充分 に 寒 剤 中 に 入れ る と と 。 

4) 充分 に 凍結 させ た な ら ば , 温度 を あげ て 完全 に 飲 
状 の 液体 に な る まで 融解 する 。 

8。 凍結 操作 と mf の 運動 性 

非 凍 結 血 液 と 章 結 血液 で の mf の 運動 性 を 観察 する た 
め , 密 温 C8 で ~18"C 平 均 138C) 氷室 0 ~8°C, 平 
均 4C) 一 50C の 三 者 に つい て し ら べ た 。 (以下 50 隻 中 
の 運動 mf 数 の 百分率 ) 
室温 14 日間 100%% 15 日 目 0 
水 室 16 日 間 100% 18 日 目 20 日 
ー50°C 5 時 間 ~5 日間 100%6 日 目 022 
以上 の 実験 か ら , 非 凍結 室温 保存 血液 が 検 杜 ま で の 保 
存 に 適する と 推定 され た 。 更 に 凍結 融解 後 で は 室温 C22 
C) 保存 34 時間 で な ほ 1002% 生 存 の 成績 を 示し た が , 48 
時 間 で は 殆ど 運動 性 な く , 一 度 凍 結 し た も の は 鏡 検 まで 


(112 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 2 号 


その ま ゝ の 状態 で 保存 する か , 融解 し て 24 時 間 以 内 に 観 
察する と こと が 必要 と 思 は れ た 。 

4。 染色 性 

本 法 に より 集 虫 し た mf の 染色 所 見 を , 生体 染色 及び 
ギ ム ザ 染色 に つい て 述べ る と , 生体 染色 は , Azur II 
Neutralrot 染色 を 行 つ た が 原 血 液 中 の mf に 対し て 施 
し た 同一 染色 法 に 比 し て 何ら 劣る こと な く , G 細 胞 群 の 


青色 か ら 淡 紫 赤 色 ,. 赤色 え の 一 連 の 変化 を 観察 し 得 た 。 


更に Giemsa 染色 (pH 6.2~6.4 ) で は 特に 染色 上 の 
優劣 を 論ずる と こと は 出来 な い が ,。 メタ ノー ル 溶 血 梁 色 標 
本 に 比 し , 同様 の 良好 な 染色 を 示 し た 。 

5.。 凍結 集 虫 法 の 特徴 

a 血液 中 に 混 ず る 溶血 性 薬物 その 他 の 液体 不要 の た 


め , 大 量 血 液 か ら の 集 虫 が 可能 と な り 集 虫 率 を 高め う 
る 。 


b, 溶血 完全 な た め 視 野 が 明瞭 で ある 。 

c, 溶血 損 作 を 行 つ た に も 拘ら ず 1002 活 に 運動 す 
る mf を 視野 中 に 見 出し , 生体 染色 固定 染色 何れ も 意 の 
億 で あり 染色 性 も 良好 で ある 。 

d, mf に 対す る 薬物 の 影響 が な いた め , 免疫 学 的 , 
生態 学 的 研究 材料 の 草 集 目的 に 適う 。 

集 虫 法 と 法 と の 比較 

集 虫 法 と 通常 の 濃 塗 法 と の mf の 検出 率 及 び 検 出 数 の 
比較 を する た め に , 下記 の 如き モデ ル を 設定 し て 実験 を 
行 つ た 。 即ち 一 定数 の mf を 保存 する 犬 血液 を , 脱 フ ィ 
プ ブリン 馬 血 液 で 倍々 稀釈 し , それ ら を 集 虫 法 及び 濃 疹 法 
で 検査 し , 成績 を 検討 し た 。 

1. 原材料 及び 
犬 糸 状 虫 感染 犬 か ら 採 取 し た 約 5 cc の 血液 を 原 血 液 と 
し て , その 約 2 cc を 脱 フ ィ ブ リン 馬 血 液 で 倍々 稀釈 し , 
512 倍 迄 で の 10 段 階 と し た 。 各 段階 の 血液 を 2 等 分 し , 
1 方 の 1 cc ずつ を 夫々 10 本 の スピ ッッ グラ ス に 入れ て 集 
虫 法 を 行い , 他方 を 20cmm 直 接 塗 抹 に 用 いた 。 

2. 検査 操作 
濃 塗 法 は 上 記 材 料 を 20cmm の ザー リー 氏 血 色素 測定 用 
メラ ンジ ュー ル で 各 稀 釈 段階 の 血液 か ら 20cmm の 血液 江 
塗 標本 30 枚 づつ を つく り , 20% メ え メタノ ー ル 溶血 メタ ノー 
ルル 固定 後 ギ ム ふ ザ 染色 を 行 つ て 鏡 検 し た 。 疹 抹 血 液 の 一 部 
剥離 し た も の を 除外 し て 第 2 表 の 結果 を 得 た 。 集 虫 法 は 
上 記 ス ピッ ツ ッ グ ラス の 材料 に 前 記章 結 法 を 行 つ た 。 

考 
本 章 結集 虫 法 に ょ る 成績 で は , 原 血 液 1 cc 中 に 2554 令 
を た 。 が すゝ むず に つれ て 512 倍 で は 1 
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mi 
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第 1 表 法 と 結 集 虫 法 に ける 
mf 検出 状況 の 比較 


イド 数 数 平均 mf 全 mf 数 

2° 10 10’ (100%) 61.9 土 4.09 2554 
2! 10 10 (100%) 25.8 寺 4.32 1171 
2° 30 30 (100%) 8.7+1.22 345 
30 30 (100%) 7.9 土 0.37 
2‘ 20 15 (75%) 1.45 土 0.23 101 
25 20 8 (40%) 0.45 0.13 22 
2s 20 0 (0%) 0 21 
2? 20 0 (0%) 0 
2: 20 0 (0%) 0 7 
2° 20 0 @%) 0 6 


第 1 図 検査 枚数 と 検出 率 


9* 
£0 
(%) 
20 
2 3 é 


©C 中 mf 6 令 で あつ た 。 検出 mf 数 と 稀釈 倍数 の 対数 と 
の 間 に は 直線 関係 が 成立 する が , と の 直線 か ら 検 出 限 界 
を 求め る と 1379 倍 稀釈 まで 検出 可能 で ある 。 し た が つて 
1cc 中 平均 1.8 隻 の 上 血液 で も 検出 で きた わけ で ある 。 他 
方 濃 疹 法 で は 同じ く 1 cc 中 平均 45.7 隻 まで し か 陽性 と な 
ら な か つた 。 20cmm 約 30 枚 の 葵 抹 検 査 と 比 し , 本 法 が 
. 約 42 倍 の 検出 力 を 示す と こと が わか る 。 ま た 第 4 表 に 示す 
ど とく, 20cmm 法 に る 検出 率 と 検査 枚数 と の 関 
係 を し ら べ た と と ころ, 上 記 血 液 の 16 倍 稀釈 C1 cc 中 平均 
mf 数 95.5 令 の 塗 で は i 枚 法 75, 2 枚 法 3 
法 で 100% の 検出 率 を 示し た が , 382 倍 稀釈 (1 cc 中 平均 
mf 数 45.7 令 ) の 段階 で は 1 枚 法 94%2, 2 枚 法 682%, 3 
枚 法 78%2, 4 枚 法 5 枚 法 で く 100% 検出 され 


213 


た 。 従 つて 従来 広く 用 いら れ て いる 60 cmm の 疹 抹 検 査 
で は , 100 検 出 出来 る の は 1 cc 中 平均 mf 数 100 隻 程 
度 の も の まで に 過ぎ 導 と こと が 判明 し た 。 

総括 

1. ミク ロフ ィ ラ リア 集 虫 の 目的 で , 凍結 集 虫 法 を 糸 
状 虫 感染 犬 血液 に つい て 行い , 併せ て その 方 法 を 検討 し 
だ 

2. と の 方 法 は 溶血 に し て 薬物 を 使用 ず , 大 量 
液 か ふらの 集 虫 が 可能 で , し か も 凍結 を 行 つ て も ミク ロフ 
ィ ラ リア は よく 生存 し , 鏡 検 時 活 溢 に 運動 する ミタ ロフ 
ィ ラ リア を 観 祭 出 来る こと を 見 出し た 。 そ の 集 虫 率 も 良 
好 で , 染色 性 に 何ら 悪 影 響 を 与え な いこ と が わか つた 。 

8. 凍結 集 虫 法 と 20cmm 濃 塗 法 と の 検出 率 , 検出 限 
界 の 比較 を 行 つ た 結果 , 集 虫 法 で は 1 cc 中 平均 mf 数 1.3 
令 迄 検出 可能 で あつ た の に 比 し 葵 抹 で は 45.7 隻 まで し か 
検出 出来 ず , 約 42 倍 の 検出 力 で あつ た 。 ま た 1 cc 中 平均 
45.7 隻 の mf を 保有 する 血液 で は 疹 抹 5 枚 検査 が 必要 で 
あり 従来 広く 用 いら れ て いる 60cmm の 検 杜 で 1002 検 
出 出来 る の は 1 cc 中 平均 mf 数 約 100 隻 程度 の も の に 過 
き ぎ と と が 判明 し た 。 即ち , 集 虫 法 を 実施 すれ ば 従来 の 
濃 滴 標本 に 比 し は る か に 少数 の ミク ロフ マ ィ ラリ ア を る も 検 
出し 得る こと を 知 つ た 。 

な お , 本 研究 は 主として 犬 糸 状 虫 に つい て 行 つ た が , 
人 の パン クロ フト 糸 状 虫 及び 牛 の 指 状 糸状 虫 に つい て も 
凍結 集 虫 法 を 実施 すれ ば 生き た ミク ロフ マ ィ ラリ ア を 集め 
うる と と を 確か め た 。 

文献 は 第 2 報 参照 


Summary 


A new method of purifying or concentrating 
nsicrofilariae in the blood is presented. The 
technic of this '‘'Freezing niethod’’ is as fol- 
lows: take 3-5cc of blood into a syringe with 
sodium citrate solution to prevent the coagula- 
tion ; centrifuge and remove the plasma ; freeze 
the sediment with dry ice or with the mixture 
of ice and sodium chloride for about 10 minutes ; 
disolve the heamolysed sediment with 5cc of 
water or physiological saline ; centrifuge it again 
for a few minutes, and examine for sediment 
with microscope. 

In the experiments with Dirofilaria immitis of 
dogs, the freezing method was proved to yield 
satisfactory results in collecting and concentrating 
microfilariae alive and actively moving, and to 
be of practical value in diagnosis or in basic 
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biological studies. The efficiency of the freezing than 45.7 microfilariae per cc, the former being 
concentration method in detecting microfilariae in about 42 times more efficient under this condition. 
the blood was studied comparing with that of Similar results were obtained in cases of human 
the routine thick-smear method using 20 cubic blood with microfilariae of Wucheleria bancrofti 
milimeter of blood. In the former method, and of cattle blood with that of Setaria cervi. 
positive results could be obtained up to the micro- The technic was found to be of practical ad- 
filariae content of 1.3 per cc of blood, whereas vantage as the microfilariae could be concentrated. 
in the latter method the detection could be in actively moving status. 


expected only when the blood contained more 


( 末 記 参 照 ) 


VII International Congress for Microbiology 1958 
Tentative Programme 


Sections A : MICROBIAL PHYSIOLOGY AND GENETICS 
Symposiums I: The influence of civilization on microbial ecology 
Focal topics : 1 Virulence as 2 physiological problens 
2 Permeability problems 
3 The quantitative study of growth and cell division 
4 Transformation, transduction and reconibination 
Sections B: MICROBIAL CHEMISTRY 
Symposiums II: Role of protein in nucleic acid synthesis and role of nucleic acid in 
protein synthesis 
Focal topics : 5 Bacterial photosynthesis 
6 Bacterial toxins 
7 Chemical aspects on microbial structure 
8 Bacterial biosynthesis and metabolic errors 
Sections C : IMMUNOLOGY 
Symposiums III: Tissue specific antibodies 
Focal topics: 9 Diffusion methods in immunological research 
10 Natural resistance 
11 The mechanism of antigen-antibody reactions 
12 cell culture as an aid in immunology 
Sections D: VIROLOGY 
Symposiums IV: Latent and masked virus infeotions 
Focal topics: 13 Virus synthesis and reproduction 
14 Biology of virus transmission 
15 Variation in viruses 
16 Inactivation of viruses 
Sections E: HUMAN AND VETERINARY BACTERIOLOGY 
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Focal topics: 17 Influence of irradiation on the host-parasite relation 
18 Screening diagnostic methods 
19 Problems related t0 the therapeutic use of growth inhibitors 
20 Staphylococcal infections 
Sections F: INDUSTRIAL MICROBIOLOGY 
Symposiums VI: Continuous culture methods and their application 
Focal topics : 21 Production of microbial cells and viruses 
22 Production of extracellular substances 
23 Microbes as tools in synthetic chemistry 
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負 虫 の 腸管 外 寄 生 に 関す る 実験 的 研究 


(1) の 「 固 有 主 腸 」 外 に 於 ける 
生存 及び 発育 に 就 い て 


知 


大 阪 市 立 大 学 医 学部 小田 内 科 教 室 (指導 小田 俊郎 教授 ) 
(昭和 32 年 3 月 5 日 受領 ) 


特 別 


言 
釣 虫 の 生存 及び 発育 条件 に 関し て は 幾多 先 人 の 業 跡 が 
明 を 必要 と する 事項 が 多 
a し た 多数 の 報告 が ある が 未だ 判然 と し な い 居 み が あ 
る 。 固有 及び 非 固 有 宿 主 に 侵入 し た 期 被 仔 
が 体内 を 移行 する や 否や に 関し て も 種々 論議 され て 来 た 
が , それ 等 は 何れ 期 より の 間 で あり , 所 調 期 
に 於 いて は 腸管 外 で 見 られ る 事 は 極め て 稀 で , 了 MV 期 以後 
の 発育 は 腸管 内 で 営ま きれ る 事 の み が 既 知 の 事実 で あり , 
い 。 唯 腸管 に 附属 し た 育 腸 或 は 胆 可 等 の 臓器 に 寄生 し た 
れる 少 の 告 を 見 る が , 基 も 明らか に 
完熟 成虫 に 育 し た と 推定 する 根拠 は 無 
, 事実 上 腸管 外 で 発育 し た 完熟 成虫 に 関す る 報告 を 見 
な い 。 ま た 前 に 教室 の 松本 (1955) は 融解 赤血球 含有 血 
清 で 幼 若 成虫 を 1 ヵ月 に 渉 り 飼育 し た が 体長 等 の 増加 は 
見 られ ず , 発育 条件 に 関し て は 何等 示 唆 を 得 な か つた 。 
そこ と で 私 は 果して 釣 虫 が 宿主 腸管 外 に 於 いて 完熟 成虫 
に な り 得 る や や , 即ち 腸管 内 ご な けれ ば 期 が 
期 乃至 V 期 に 脱皮 , 発育 する 事 が 不可 能 で ある か , 又 釣 
外 に 人 為 的 に 犬 釣 虫 成虫 及び 幼 若 成虫 を 寄生 させ ,。 更に 
発育 さき せる 事 を 試み た 。 
即ち 私 は 犬 釣 虫 4ncylostoma caninum Ercolani を 
用 い , 非 固 有 宿 主 ど ある 家 加 の 腸管 内 及び 腹腔 内 , 固有 
宿主 で ある 犬 の 上 腹腔 内 , 胸腔 内 及び 筋肉 内 に 人 為 的 寄生 
を 行わ せ , 其 等 釣 虫 の 生存 及び 発育 に 関す る 実験 を 行い 


Studies on the growth and 


Masatomo Kusunoki : 


survive of the IVth and Vth stage hookworm 
out of the host intestine. (Department of 
Internal medicine, Medical School Osaka City 
University) 


多 知見 を 得 た の で 詳細 を 報告 する 。 
実験 成 

I. 自然 感染 完 釣 成 虫 の 家 管内 飼育 

実験 材料 及び 方 法 

体重 約 2 kk の 家 腸管 を 開腹 手術 に より 露出 し , 
より 約 15cm 下方 の 腸管 に , 内 径 約 3 mm の 注射 人 ' を 用 へ 
て , 自然 感染 犬 より 得 た 犬 釣 虫 完 就 成虫 を , 少量 の ペ = 
シリ ン 及 び ス え ストレプト マイ シン 添加 蒸溜 水 約 10cc と 共に 
注入 し , 注入 後 釣 虫 の 寄生 状況 を 観察 し た 。 又 次 に 同様 
の 方 法 に より 家 兎 腸管 内 に 犬 多 成 虫 を 注入 する と 同時 
に , その 腹腔 内 に 犬 の 肝 , 有 及 び 淫 血 塊 等 の 小片 を 封入 
し 同様 の 観察 を 行 つ た 。 臓器 は 可 及 的 無菌 的 に 採取 レ ペ 
ニ = シリ ン , スト レプ トマ イシ ン 添 加 生 理 的 食塩 水中 に 維 : 
8 時 間 浸 し , 血液 は 採取 人 後 北 結 前 に た ペ = シ リン , スト レ 
プ ト マ イシ ン を 添加 し た 。 更 に 一 群 の 家 兎 に は 非 観 血 的 
に ゾン デ を 用 いて 胃 内 に 犬 負 成 虫 を 注入 し , 同様 の 観察 
を 行 つ た 。 全 例 と も 注入 後 24 時 間 は 絶食 させ た 。 

実験 成績 

1) 腸管 内 に 犬 多 成虫 を 注入 し た 家 吉 群 に 於 ける 実験 
成績 

. ( 例 1 200 隻 注入 家 注入 後 24 時 間 以 内 に 死亡 


写真 1 多 虫 , 家 腸管 内 注入 24 時 間 後 の 
状況 
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: め , 注入 釣 虫 の 大 半 即 ち 166 隻 が 注入 箇所 直下 ょ り 約 40 
に 腸管 に 強く し, 且つ 取出 し た 其 等 の 


た テー 
{eo 


( 例 2 う 97 令 ($48, 49) 注入 , 24 時 間 後 家 現 は 健 
在 で 層 殺 剖検 する に 腹水 少量 を 見 , 小腸 内 に 55 令 <$ 
27, 928) 附近 に 6 隻 2。 の 咳 する を 
冷め , 即ち 生存 を 確認 し た 釣 虫 は 61 令 (825, 81) で 
あつ っ た 。 

( 例 3 う 42 令 (319, 28) 注入 , 48 時 間 後 必殺 誠 検 す 
る に 小腸 内 に 26 隻 (る 10, 16) の 釣 虫 を 見 ,。 その 内 23 
8 。 15) は 極め て 活 2 隻 ($ 1, 
は 不 活 発 に 運動 を 行い , 他 の 1 隻 ($ 1 う は 温水 中 に 於 
いて る も 全く 不動 で あつ た 。 直腸 内 に 全く 不動 の も の 4 令 
(82,92), 又 腸管 を 宰 通 し 上 腹腔 内 に 遊 出し 活発 と 運動 
を 行 つ て いる も の 2 隻 (8 1,。 ? 1) う を 認め た 。 即ち 生 
存 を 確認 し た 釣 虫 は 27 隻 ($10, 17) で あつ た 。 

( 例 4 う 10 隻 5, 5) 注入, 48 時間 後 誠 す 
る に , 腸管 内 及び 腹腔 内 に 生 虫 或 は 死 虫 を 全く 見 な か つ 

( 例 5 100 令 ($50, 注入 , 72 了 時 間 後 必殺 
. 検 する に , 腸管 内 及び 腹腔 内 に 生 虫 或 は 死 虫 を 全く 見 な 
か つた 。 

( 例 6) 68 隻 ($84, 9384) 注入 , 96 時 間 後 居 殺 誠 検 
する に , その 腸管 内 に 釣 虫 融解 片 と 考え られ る 一 小片 を 
, 朗 め た 他 , 腸管 内 及び 腹腔 内 に 生 虫 或 は 死 虫 を 全く 見 な 

( 例 7) 67 令 38, 9384) 注入 , 96 時 間 後 必殺 
する に , その 小腸 内 に 生 虫 1 隻 (3 1 う を 認め た 他 異 常 
を 見 な か つた 。 

( 例 8 う 68 ($384, 34) 注入 , 264 時 間 後 必殺 
: 検 する に , 腸管 内 及び 腹腔 内 に 生 躍 環 は 死 虫 を 全く 認め 
な か つっ た 。 

2) 腸管 内 に 犬 釣 成 虫 を 注入 し , 同時 に 犬 臓 器 小 片 或 
: は 血 塊 を 腹腔 内 に 封入 し た 家 琵 群 に 於 ける 実験 成績 

( 例 1 う 隻 ($835, ?35) 注入 , 犬 5 X5cm 
入 , 24 時 間 以 内 に 家 第 は 死亡 し , その 小腸 内 に 生 虫 62 隻 
(881, $381) 及び 死 虫 1 隻 (? 1 う を 認め た 。 

( 例 2 う 50 令 ($25, 25) 注入 , 犬 肝 約 2 X 5 cm, 
犬 有 約 2 X 5 cm 封入 , 24 時 間 以 内 に 家 兎 は 死亡 し , 誠 検 
する に 性 少量 を 認め , 小腸 内 に 生 384 隻 
220, 14), 腸 及 び 大 腸 内 に 生 虫 2 隻 (% 2 ), 死 虫 6 隻 


: 誠 検 す る に 其 の 腸管 内 に 大 量 の 疾 血 塊 の 充満 する を 認 
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6 ), 腹腔 内 に 生 1 (? 1 う 死 2 ($1, 
1) 即ち 生 計 87 令 ($20, 917) を 認め た 。 

( 例 う 50 令 (25, 925) 注入 , 犬 塊 約 50cc 
入 , 24 時 間 以 内 に 家 死亡 し , する に 大 量 の 性 
腹水 を 認め , その 汁 中 に 虫 2 2 小腸 内 に 生 
虫 30 ($18, 12), 大 腸 内 に 生死 不明 8 2, 
1) 即ち 生存 を 確認 し た 釣 虫 は 計 80 令 (18, ?12) で 
あつ た 。 

以上 実験 1 〉 及び 2 ) に 於 ける 釣 虫 の 寄生 部 位 及 び 寄 
生 状 況 に 就 い て は , 注入 部 より 15~25cm 下 方 に 坪 つて 寄 
生 す る も の 最も 多く , その 狭い 腸 の 一 小 部 分 内 に 集団 的 
に 着 する 例 が 多く , 孤立 し て 咳 着 し て いる 例 は 極め て 
少な か つた 。 又 腸管 外 ょ り 明 ら か に 認め 得る 由 針 頭 大 の 
出血 は 結節 を 形成 し, 腸管 を 切開 する に 生 は 外部 
より 認め られ た 出血 考 或 は 結節 部 に 一 致し て 極め て 強固 
に 咳 着 し , 摂 子 を 用 いて も 離す 事 が 困難 な 例 も 多く , 又 
虫 体 が 赤色 を 量 し 明らか に 中 血 を 行 つ て いた と 思わ れる 
も の も あつ た 。 上 述 の 結節 部 に いて 腸管 を 
し , 虫 体 の 一 部 を 腹腔 内 に 侵入 させ て いる も の , 或 は 人 金 
く 腹 腔 内 に 迷 入 し て いる 釣 虫 も 認め られ た 。 又 生 虫 を 保 
有 し て いた 大 多数 の 例 に 於 て 腸管 内 に 凝 血 塊 , 更に 下 

の 例 に 於 いて 腸管 内 に や や ゃ 膨 化 し た 死 虫 或 は 破壊 され た 
体 を 認め た 。 他 器 表 面 に 出血 結節 等 釣 
の 宰 入 し た と 思わ れる 痕跡 が 認 め ら れ た 例 は 全く 無 か 
つた だ 。 

3) ゾン デ を 用 いて 非 観 血 的 に 胃 内 に 犬 多 成虫 を 注入 
し た 家 群 に ける 実験 績 

( 例 1 う 10 令 5。 5) 注入 24 時 間 後 . 

( 例 2 う 100 令 (50, ゅ 50) 注入 , 24 時 間 後 . 

( 例 3 う 100 令 (450, $50) 注入 , 72 時 間 後 . 
の 38 例 は 何れ も 家 健在 で , と より 内 , 腸 
管内 及び 上 腹腔 内 等 に 病変 を 見 な か つた 。 

IT. 自然 感染 完熟 虫 の 家 腹腔 内 飼育 
実験 材料 及び 方 法 

実験 エ に 用 いた と 同様 の 自然 感染 完熟 犬 釣 成虫 を ペ = 
シリ ン , スト レプ トマ イシ ン 漆 加 蒸 溜 水 約 10cc と 共に , 
内 径 約 3 mm の 注射 針 を 用 いて 家 兎 腹腔 内 に 直接 注入 し , 
注入 後 基 等 銘 虫 の 寄生 状況 を 観察 し た 。 

実験 成績 

( 例 1 う 50 令 注入 , 24 時 間 以 内 に 家 更 は 死亡 し 誠 検 す 
る に 液 性 腹水 少量 あり , 腹水 中 に 死 虫 6 令 (84, ? 
2 ) を 認め , 小腸 下部 , 盲腸 及び 大 腸 上 部 等 の 表面 に 散 
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在 す る 多数 の 出血 班 あ り , その 部 に 一 致し て 生 虫 21 隻 
(8, の は 附 着 する を 見 , 腸 間 膜 に す 
る 生 虫 4 隻 (8 2) 及び 腹膜 に する 生 虫 2 隻 
(61, 1) を 認め , 即ち 生存 を 確認 し た 釣 虫 は 27 隻 

( 例 2) 80 令 注入, 24 時 間 以 内 に 家 兎 は 死亡 し 誠 検 す 
る に ( 例 1 と 殆 ん ど じ 状 態 で 生 虫 計 56 (821, 
85), 死 虫 5 隻 83) う を 認め た 。 

( 例 3) 200 令 注入 , 48 時 間 後 居 する に 性 
腹水 少量 あり , 小腸 下部 及び 大 腸 上 部 の 表面 に 帽 針 頭 大 
の 出血 竹 は 結節 約 30 ケ が 散在 する を 認め , その 部 を 剥 
離す る に 生 虫 15 隻 (る 9, 9 6) う を 見 出し , 更に 腸 内 容 
を 43°"C 前 後 の 温水 を 用 いて 釣 虫 の 誘 出 を 試み た と とこ と ろ 生 
虫 1 隻 (1 う を 認め た 。 即 ち 生 虫 は 計 16 隻 (49, 『 
で あっ 

( 例 4 う 200 令 注 入 , 72 時 間 後 層 殺 剖検 する に ( 例 3 ) 
と 同様 の 病変 が 約 10 ヶ 所 に 見 られ , その 部 を 剥離 する に 
虫 体 は 見 られ ず , 腸 内 容 を 金 綱 で 濾過 する に 破壊 な られ 
脱 化 し た 死 虫 1 隻 ($ 1 う ) を 認め た の み で あつ た 。 

以上 実験 了 に 於 ける 釣 虫 寄生 状況 は , 腸管 外壁 に 見 ら 
れ た 出血 び 小 結節 部 に し は 虫 体 を 埋没 し , 
虫 体 の 一 部 が 腸管 壁 を 宰 通 し , 或 は 全く 腸管 内 に 侵入 し レ 
て いる も の も 見 られ た 。 又 虫 体 が 赤色 を 量 し 明らか に 中 
血 を 行 つ て いた 事 が 知ら れる も の も あつ た 。 

『. 自然 感染 完熟 多 虫 の 犬 腹 内 

実験 材料 及び 方 法 
腹水 貯溜 の 無い 事 を 確認 し た 体重 2 ~ 4 kg の 幼 犬 の 腹 
腔 内 に , 自然 感染 完熟 犬 多 成虫 を ペニシリン , スト レプ 
トマ イシ ン 漆 加 蒸 兆 水 約 10cc と 共に , 内 径 約 3 mm の 注射 
針 を 用 いて 直接 注入 し , 注入 後 其 等 釣 虫 の 寄生 状況 等 を 
観察 し た 。 尚 と の 実 験 た に際し 被 注 入 犬 が 実験 前 に 腸管 内 
に 釣 虫 環 は 他 の 寄生 虫 保 有 の 有無 は 考慮 し な か つた 。 以 
下 の 実 験 も 皆 準じ た 。 
実験 成績 

( 例 1 う 56 隻 ($29, 27) 注入 。 24 時 間 以 内 に 犬 は 
死亡 し 湖 検 する に 血性 腹水 少量 あり , 腹水 中 に 生 虫 2 令 
(? 2 ), 大 網膜 及び 腸 間 膜 に 咳 着 し た 生 虫 26 令 ($15, 
小腸 外壁 に 5 隻 383, 92), に と 7 隻 ($ 
5, 2), 外 壁 に 1 隻 ($ 1 , 肝 表面 に 1 隻 1) 
及び 表 面 に 1 隻 ($ 1 う の を 認め , 更に 腹腔 内 を 
48"C 前 後 の 温水 で 洗 する に 生 6 ? 4) 及 
び 死 虫 5 隻 (48, 2) う を 認め た 。 即 ち 生 虫 は 計 49 隻 
(827, で , 殊 に 表面 に 着 する も の の 中 に は 
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変 接 を 営む 例 も 見 られ , 尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 3 隻 (3: 
2, 1) 及び 1 隻 (? 1 う を 認め た 。 

( 例 2 う 830 隻 注入 , 120 時 間 後 3 
検 す る に 腹水 無く , 骨 及 び 腸 管 外 壁 と 大 網膜 と の 癒着 よ : 
り 成 る の あり , 剥離 する に 生 28 ($14, 
が 腫 に 作 つ た に する を 認め た 他 。,. 

写真 2 犬 大 膜 腫 た 形成 され た 虫 々 


腹腔 内 臓器 及び 表面 に する 釣 虫 を 見 ず , 又 腹 時 
内 洗 浴 水 中 に も 虫 体 を 見 な か つた 。 尚 本 例 は 腸管 内 寄生 
虫 は 皆無 で あつ た 。 

( 例 3 う 体長 約 4~6mm の 4 回目 脱皮 直後 と 思わ れる 
V 期 成 虫 50 令 注入 , 120 時 間 後 誠 する に 
管 , 大 網 び 腹 膜 の 癒着 より な る 鳩 大 の 腫 
り , その 表面 に 生 虫 1 隻 (9 1 ) の 吹 着 及び 死 虫 5 隻 ($ 
4, 1) う の 人 附 着 を 発見 , 癒着 部 を 剥離 する に 多数 の 
虫 あり , その 内 部 に 生 隻 及び 膨 化 . 
し 或 は 半ば 融解 し た 死 虫 4 隻 (& 2,。 2) う を 見 出し , 
腸管 外壁 に 生 虫 3 (3 1), に 生 虫 1 隻 
(1) う を 認め , 更に 族 腔 内 洗 浴 水 中 より 半ば 融解 し た 
虫 1 隻 (8 不明) を 認め た 。 即 ち 生 虫 は 計 82 隻 (412, 
20) で あつ た 。 又 其 等 虫 体 の 大 半 に 於 いて 明らか に 体 
長 及 び 体 幅 が 増加 し て いる 事 を 認め た 。 尚 本 例 は 腸管 内 
に 釣 虫 2 隻 (る 1, 1) う を 保有 し レ て いた 。 

( 例 24) 50 令 ($25, 注入 , 21 日 後 層 殺 誠 する 
に 部 腸管 と 大 網膜 の よ り 成 る 鳩 卵 大 の 腫 あ 
り , 剥離 する に その 内 部 に 多数 の 虫 杏 あり , その 内 壁 に 
する 生 計 16 隻 9 を 認め た 。 本 例 は 
腸管 内 に 隻 1, 2) を 保有 レ し て いた 。 
以上 実験 に ける 多 部 位 は 主として 及 び 
管 , 大 網膜 , 腸 韻 膜 は 他 臓 器 の 表面 に 散在 し て 咳 着 す 
る も の も 見 られ , 之 は 注入 後 比較 的 短 時 間 の も の に 多 
く , 文 其 等 臓器 及び の 癒着 に より 形成 され た の ・ 
内 , 或 は 癒着 部 に 所 調 虫 費 を 作り , その 内 壁 に 咳 着 す る > 
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: も の あり , 之 は 注入 後 比 較 的 長 時 日 を 経過 し た も の に 多 

く 見 られ た 。 

虫 大 は 頭 大 の も の ょ り 小 は 辛 う じ て 体 を 入 
: れ る に 足る 小さ な も の まで 多種 多様 で , 形状 も 種々 様々 
で , 四 囲 を 完全 に 閉 守 せ られ た も の 或 は 腹腔 内 と 交通 す 
る 管 を 有する も の 等 あり , 各 は 多く は 1 令 
つ , 極 く 稀 に は 2 へ ~ 3 令 の 釣 虫 が その 内 壁 に 咳 着 し , 且 
に は 暗 褐色 の 粘液 の 充 する を 見 る も の 多 
く , を 有する は その 内 部 に る 粘液 の 
が 比較 的 少な か つた 。 虫 に 変性 し た 虫 と 思わ 
泌 る も の の 認め られ る 例 も あつ た 。 

し て は の 表面 に 着 する 釣 虫 に は 比較 的 
不 活発 な も の が 多く , 特に ( 例 8 〉 に 於 いて 著 明 で あっ 
た 。 大 特に 腹腔 内 に 通ずる 管 を 有する に 
着 す る 釣 虫 に は 活発 な も の が 多く .。 之 に 反 し 小 虫 雲 特 に 
四 囲 を 閉 せら れ な の 釣 虫 に は 不 活発 な も の は 
は 死 虫 も 見 られ , 特に ( 例 3 う 及び ( 例 4) に 著 明 で あ 

尚 肝 , 肝 , 心 , 肺 , 筋肉 等 を 細 切 し 43°C の 温水 中 で 24 
間 虫 の 誘 出 を 試み た が 全 例 に いて 生 は 発見 し 得 
ず , 部 及び 腸 間 膜 等 の 巴 腺 が に いて 著 レ 
レ し て いる の を 認め た 。 . 

IV 期 幼 若 釣 の 犬 腔 内 発育 

実験 材料 及び 方 法 

虫 保有 犬 を 瓦 培養 し て 採集 し た 感染 虫 を 皮下 
注射 に より 成 犬 に 経 膚 感染 ミ させ , 感染 後 第 12 日 目 に 被 感 
染 犬 を 必殺 し , その 腸管 内 ょ り 集 め た 4 回目 の 脱 皮 直 後 
ど 思 われ る YV 期 幼 若 釣 成 虫 (体長 $ 2.7~5.1 平均 4.05 
mm, 8.0~5.5 平均 4.87mm) を , 体重 7 ~10kg の 成 
路 腔 内 に , 実験 『T と 全く 同じ 方 法 に ょ り 注 入 し , 注入 後 
其 等 釣 虫 の 寄生 及び 発育 状況 に つき 日 を 追 つ て 観察 レ 
: た 。 注入 選 際 し る 別 の 計数 は 行わ ず , 体制 の 測定 は 何 


写真 3 注入 前 V 期 功 若 釣 成 虫 ( 経 盾 感染 後 
第 12 日 目 ) 
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れ も 15 倍 拡大 , 顕微 鏡 描 画 装 置 を 用 いて 描画 計測 し た 。 
実験 成績 : 

( 例 1 う 100 隻 注入 , 7 日後 必殺 誠 検 する に 腹水 を 見 
ず , 腸管 外壁 及び 大 網膜 の 癒着 に こと ょ り 形 成 さ れ た 鳩 卵 大 
及び 人 大 の 腫 2 ケ あ り , する に 多数 の 虫 あ 
り ,。 その 内 壁 に 咳 着 する 生 虫 20 隻 ($11, 9 9) う 及び 剥 
離 に し 切断 せら れ た と 思わ れる 体 2 ケ (8, 
死 不明 ) を 見 出し , その 体制 平均 計測 値 は 表 1 に 見 と れる 
如く 88.87X0.28mm, 98.82X0.28mm, 生殖 の 位置 は 
前 端 よ り 6522 に あり , 子宮 内 卵 の 形成 は 見 られ な か つ 
た 。 尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 6 隻 ($8 2。 4) を 保有 レ 


写真 4 犬 腹 内 注入 後 7 目 の 


( 例 2 う 80 令 注入 。 第 14 日 目 た に 犬 は 死亡 し , 誠 検 する 
に 腹水 を 見 ず , 小腸 外壁 及び 大 網膜 の 癒着 より 成る 比 卵 
大 の あ り , 剥離 する に 形成 する 生 虫 8 令 
5,? 38) を 認め , その 体制 平均 計測 値 は 第 1 表 の 如く $ 
8.55X0.26mm, 10.94X0.81mm, 生 門 は 前 端 よ り 
59.5% に 位置 し , その 2 隻 に 少数 の 子宮 内 卵 を 見 た 。 
尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 2 隻 (8 1, 1), 1 
1) う を 保有 し て いた 。 

( 例 3 う 80 令 注入 , 21 日 後 属 殺 剖検 する に 腹水 無く , 
大 網膜 の 癒着 より 成る 鳩 卵 大 の 腫 韻 あ り , その 内 部 に 作 
られ た 数 ケ の り 生 虫 6 令 8, 9 う を 認め , 休 
制 平均 計測 値 は 第 1 表 の 如く 810.0X0.27mm, $12.9X 
0.8mm, 生殖 門 は 前 端 よ り 672 に 位置 し , は 何れ も 子 
宮内 及び に 卵 破損 され た 卵 と 思わ れる も 
の を 有 し て いた 。 尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 4 隻 (1, 
3) う を 保有 レ し て い た 。 

( 例 4 う 100 令 注 入 , 28 日 後 必殺 剖検 する に 小腸 外壁 
と 大 網膜 と の よ り 成 る 頭 大 の 腫 あり , その 内 
部 の 虫 可 よ り 生 虫 1 隻 ($ 1 う を 検出 , 体制 は 第 1 表 の 如 
く 12.5X0.42mm で あつ た 。 尚 本 例 は 腸管 内 に 寄生 虫 は 
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写真 5 犬 腹 内 注入 後 14 日 目 の 犬 


写真 7 犬 腹 有 内 注入 後 28 日 目 の 


: 有 レ し な か つた 。 

以上 実験 に 於 ける 釣 虫 は 何れ も 腸管 外壁 , 大 網膜 等 
の に る 星 部 に 形成 され た 内壁 に 
着 レ , 腹腔 内 は 等 の 表面 に 着 す る も の が 見 
られ な か つた 他 , 寄生 状況 は 実験 見 られ た と 大 同 
様 で あぁ つて, 体制 上 明か ら に 日 を 追 つ て 発育 する 事 が 認 
め ら れ , 注入 後 14 日 以上 を 経過 し 六 雌 虫 で は 体内 に 虫 卵 
を 保有 する に 到 る 事 が 知ら れ た 。 又 肝 , 肝 , 心 , 肺 , 
系 , 横隔膜 , 腹 艇 等 を 細 切 し 43°C の 温水 中 で 24 時 間 釣 虫 
の 誘 出 を 試み た が , その 成績 は 何れ も 陰性 で あつ た 。 

尚 同時 に 自然 感染 犬 より 得 た 交接 を 営み つつ ある 完熟 
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写真 8 自然 感染 完 成 


釣 成 虫 る , 夫々 6 隻 に つき 体制 を 計測 し た が その 平均 
値 な 表 1 の 如く 9.5X0.81mm, ?13.5X0.45mm, 門 
は 前 端 よ り 552% の 位置 に あり , ( 例 3 う 及び ( 例 4 う で 
竹 た 釣 虫 は 自然 感染 完熟 多 成 虫 と 全く 同じ 程度 の 発育 を 
遂げ て いる 事 が 知ら れ た 。 

V. 自然 感染 完熟 釣 成 虫 の 犬 胸腔 内 飼育 
実験 材料 及び 方 法 
成 犬 右側 胸腔 内 に 実験 相 と 同じ 材料 を , 回 じ 方 法 に ょ 
り 直 接 注 入 し , 注入 後 基 等 釣 虫 の 寄生 状況 を 観察 し た 。 
実験 成績 

( 例 1 う 30 令 15, 915) 注入 , 7 日後 誠 す 
る に 胸水 の 貯溜 無く , 胸壁 社 刺 部 に 一 致し て 肪 膜 と 肺 葉 
と の に る 頭 大 の 腫 り , 剥離 する に 5 ヶ の 
り , その 内 壁 に 6 隻 8, g 8), 肺 表 面 に 2 隻 
(9 2), 肪 膜 表面 に 1 隻 1 の する を 認め , 更 
に 胸腔 内 を 43*C 前 後 の 温水 を 以 て 洗 葵 し 生 虫 4 令 ($ 
2, 2), 死 虫 2 隻 (? 2 う を 発見 , その 他 肺 表面 に 約 
10 ヶ 所 の 出血 斑 を 認め た が 肺 内 部 より 貝 体 は 得 ら れず , 
即ち 生 虫 は 計 18 隻 ($ 6, て 7) う で あつ た 。 尚 本 例 は 腸 
管内 に 釣 虫 12 令 (る 4。 9 8) う を 保有 し て いた 。 

( 例 2 う 42 令 ($17, 注入 , 14 日 後 層 す 
る に 胸水 を 見 ず , 肺 第 2 葉 と 第 8 葉 及 び 第 2 葉 と 第 4 葉 
に 夫々 小豆 大 の 癒着 あり , 剥離 する も 貝 体 は 見 られ ず , 
叉 肺 表面 に 数 ケ の 出血 斑 あ り , その 部 を 切開 する も 貝 体 
を 得 ず , 縦 隔 側 肪 膜 表面 に 生 虫 2 隻 ($ 2 う の 咳 着 を 認 
め た 。 又 胸腔 内 洗 葵 水中 より 半ば 融解 し た 死 虫 7 隻 ($ 
2, $38, 不明 2 う を 見 た 。 尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 9 隻 
を 保有 レ て いた 。 
以上 実験 V に 於 ける 釣 虫 の 寄生 部 位 及 び 寄 生 状 況 は 肺 
及び 肪 膜 の 表面 に 咳 着 する も の と , 両者 の 着 に と ょ る 腫 
に 形成 され た 貝 に 着 する も の と が あり , 
に は 比較 的 不 活発 な も の が 多く , 後者 に は 比較 的 活発 な 
も の が 多く とこ の は 実験 ける 成績 に 大 一 致 レ 
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【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 2 号 - 


(単位 mm) 


V 成虫 #437 10 
8.37 0.23 0.09 0.96 0.28 11 
8.82 0.28 0.11 1.07 3.11 9 
8:55 0.26 0.11 0.91 0.43 
14 9 10.94 0.31 0.13 1.09 4.42 3 
10.00 0.27 0.15 1.0 0.37 3 7 
9 12.9 0.3 0.2 1.03 4.39 3 
0.42 0.2 0.33 1 
0.31 0.15 1.0 0.37 6 
完 9 0.45 0.16 6.1 6 


て いた 。 体 が 赤色 を , 明らか に を 行 つ て い 
た 事 が 知ら れる も の も 見 られ た 。 又 心 , 肺 ,, 横隔膜 等 を 
細 切 し , 48"C の 温水 に より 24 時 間 釣 虫 の 誘 出 を 試み た が 
何れ も 陰性 の 成績 を 得 た 。 

WM, V 期 成 の 犬 胸腔 内 発育 

実験 材料 及び 方 法 

実験 同じ 材料 同じ 方 法 に ょ り 成 犬 右側 胸膜 腔 
内 に 直接 注入 し , 注入 後 基 等 釣 虫 の 寄生 及び 発育 の 状況 
を 観察 し た 。 

実験 成績 

100 令 注 入 , 14 日 後 必殺 誠 検 する に 胸水 を 見 ず , 肺 と 
肪 と の 頭 面 大 の あり , する に 形成 
する 生 虫 5 隻 3, 2), 表 面 に 約 10 の 出血 
り , 切開 する に 生 1 隻 ( う 及び 膜 表面 に 着 する 
生 虫 2 隻 (8 2 う を 認め , 更に 胸腔 内 洗 浴 水 中 より 死 虫 
1 隻 (??』1) う を 発見 , 即ち 生 虫 は 計 8 隻 (85, 
83) で あつ た 。 市 し て その 寄生 状況 は 実験 V と 殆 ん ど 同 
じ く ,。 その 発育 状態 を 見 る に 体制 平均 計測 値 は 第 2 表 の 
如く る 7.74X0.28mm, ?9.07X0.28mm, 生殖 門 は 前 端 より 
542%2 に 位置 し , ? の 2 隻 は 子宮 内 に 少数 の 卵 を 包 蔵 し , 
実験 に 於 ける と 大 略 同様 の 発育 を 完了 し て いる 事 を 認 
め た 。 又 隣接 臓器 の 釣 虫 誘 出 試験 成績 は 陰性 で , 尚 本 例 
は 腸管 内 寄生 虫 は 見 られ な か つた 。 
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自然 感染 完熟 多 虫 の 犬 筋肉 内 飼育 
実験 材料 及び 方 法 

成 犬 筋肉 内 に 実験 了 T と 同じ 材料 を , 同じ 方 法 に より 注 : 
入 し , 注入 後 其 等 釣 虫 の 寄生 状況 を 観察 し た 。 

実験 成績 

( 例 1 う 41 隻 ($19,。 ?22) を 右側 大 胸 筋 に 注入 , 7 
日 後 層 殺 誠 検 する に 該 筋 肉 内 に 米粒 大 より 小豆 大 の 貝 雷 
約 10 ケ あぁ あり, 生 9 隻 (8 8。 6), 死 2 1, 
不明 1 う を 検出 , 尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 4 隻 (81, 
838) を 保有 し て いた 。 

( 例 2 う 85 隻 (る 12, 28) を 右側 大 艇 筋 に 注入 , 14 
日 後 層 殺 誠 検 する に ( 例 1 う と 同様 の 虫 費 を 形成 する 生 


| | 
a 
[写真 9〕 犬 胸腔 内 注入 後 14 日 目 の 釣 
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第 2 表 V 期 幼 若 銘 成虫 の 大 胸腔 内 及び 筋肉 内 に 於 ける 発育 (単位 mm) 

$ 4.05 10 
V 期 若 成虫 107 
0.23 0.12 0.98 0.31 57 
9.07 0.28 0.15 1.18 4.23 3% 
0.30 0.16 1.30 3.80 2% 
13.5 0.45 0.16 1.30 6.1 


虫 11 隻 (8 6 , ? 5) を 得 た 。 沿 本 例 は 腸管 内 に 寄生 貝 
を 保有 し な か つた 。 

以上 実験 世に 於 ける 釣 虫 の 寄生 部 位 は 何れ も 直接 注入 
せら れ た 筋肉 内 に 限り , 隣接 する 他 の 筋肉 等 へ の 移行 は 
全く 見 られ ず , 状況 及び 内 容 等 は 実験 T 大 同 
様 で , 大 虫 実 内 の 釣 虫 は 小 虫 概 内 の の に 比 し 比較 的 活 
発 な も の が 多く 見 られ た 。 沿 隣接 筋肉 等 を 細 切 し , 43°C 
の 温水 中 で 24 時 間 釣 虫 の 誘 出 を 試み た が その 成績 は 何れ 
も 陰性 で あぁ つた 。 

WI, V 期 幼 若 釣 成虫 の 犬 筋肉 内 発育 
実験 材料 及び 方 法 


実験 同じ 材料 を , 同じ 方 法 に より 右側 大 


内 に 注入 し , 注入 後 其 等 釣 虫 の 寄生 及び 発育 の 状況 を 観 
察し た 。 

実験 成績 : 

40 注入, 15 日 後 必殺 誠 する に 該 筋肉 内 に 虫 形 
成す る 生 虫 8 隻 (% 8 ), 生 死 不 明 1 隻 (切断 の 為 生 死 不 
明 ? 1 う を 検出 , その 体制 平均 計測 値 は 表 2 の 如く 8.8 


写真 10 犬 筋肉 内 注入 後 15 日 目 の 


Xx0.3 mm, 生殖 門 は 前 端 よ り 57% に 位置 し , 何れ も 子宮 
内 に 少数 の 虫 卵 を 包 蔵 する の が 見 られ , 実験 敢 に 於 ける 
と 大 略 同様 の 発育 を 完了 し て いる 事 を 認め た 。 又 隣接 航 
の 釣 虫 誘 出 試験 は 陰性 で , 尚 本 例 は 腸管 内 に 釣 虫 7 隻 ($ 
2,。 5), 1 隻 ( 1 う を 保有 し て いた 。 

IK, MV 期 仔 虫 の 犬 腹腔 内 寄生 

実験 材料 及び 方 法 

経 膚 感染 後 第 て ~8 日 目 の IMV 期 仔 虫 (体長 $ 1.9~2. 
8 平均 2.4mm, ? 1.8~2.9 平均 2.8mm) を 顕微 鏡 下 で 
選別 採集 し , 成 犬 腹腔 内 に 実験 了 ー と 同じ 方 法 で 注入 し レ , 
注入 後 其 等 多 虫 の 寄生 の 有無 を 検 し た 。 

実験 成績 : 

( 例 1 う 60 令 注入 , 7 日 後 . 

( 例 2 う 80 隻 注入 , 7 日後. 

( 例 3 う 80 隻 注入 , 14 日 後 . 
層 殺 前 検 を 行 つ た が 全 例 に 於 いて 生 虫 は 勿論 死 虫 を も 発 
見 し 得 ず , 又 腹 腔 内 臓器 及び 虐 膜 等 に 癒着 或 は 出血 考 等 
は 見 られ ず , 唯 物質 の し た 腸 腺腫 張 を 
認め た 例 が あつ た 。 更に 肝 , , 横 隔 
腹筋 等 の 釣 虫 誘 出 試験 も 陰性 で あつ た 。 

者 

腸管 外 に 於 いて 虫 が 成虫 に し , 育 き せ た 
と の 報告 は 今 沿 見 当ら な い 。 

釣 虫 成虫 の 固有 宿主 腸管 以外 へ の 迷 入 例 に 就 い て も 報 
告 殆 ん ど 無く た くさ 人体 に 於 いて 人 釣 虫 に て , 平尾 
(1938) 石井 (1949) は 虫垂 内 迷 入 を 認め , 福井 
(19835) は 胆汁 内 に 釣 虫 婦 の 存在 し た 事 よ り 胆 道内 迷 入 
を 推察 し , 原田 (1948) は 膝 臓 内 に 釣 虫 に よる 結節 
を 認め た 事 よ り 膝 臓 内 迷 入 を 推 谷 し た 等 の 報告 を 見 る の 
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号 
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及び 乳 共 等 で あろ うと し , Peroncito, Grassi (1932) 


み で , 等 は 何れ も 一 連 の 消化 器 系 臓器 内 の 迷 入 或 は 迷 
入 推定 例 で あつ て 事実 上 明らか に 腸管 外 に 於 いて 完熟 成 
虫 に 迄 発育 し た と 思わ れる 報告 は 見 な い 。 

又 教 室 の 松本 (1955) が 融解 赤面 球 含有 血清 で 幼 若 釣 
成虫 を 1 ヶ月 に 渉 り 飼育 し た が 体長 の 増加 は 認め られ な 
か つた と 報告 し て いる 。 

私 の 実験 に と よれ ば , 非 固 有 宿 主たる 家 兎 腸管 内 或 は 腹 
腔 内 に 注入 せら れ た 犬 釣 虫 完熟 成虫 は 注入 後 48 時 間 迄 は 
その 大 半 が 家 腸管 壁 等 に 強く 着 し, 明らか に 中 
し て いる 事 が 認め られ た が , 其 以上 長期 に 渉 り 寄生 し 得 
た も の は 注入 後 96 時 間 の 1 隻 の 他 全 く 見 らち ら れず, と の 事 
は 何等 処置 を 施さ な い 非 固有 宿主 体内 に 於 いて は 釣 虫 で 
は 成虫 で あつ て さえ も 寄生 する 事 が 困難 で ある 事 を 示し 
釣 虫 の 発育 に は 固有 宿主 体液 が 必要 で あり 種 属 特異 性 を 
有 す と の 詳 氏 の 実験 成績 と よく 一 致し て いる 。 


家 腸管 内 に 注入 せら れ た 犬 虫 が 腹腔 内 へ . 逆 に 


家 兎 腹腔 内 に 注入 せら れ た も の が 腸管 内 へ 侵入 し た 事 
は , 注入 せら れ た 釣 虫 が 最も 棲息 に 適し た 陣 境 を 求め て 
迷 入 し た 旋 と 考え られ , とこ の 事 は 宮川 (1980) が 非 固 有 
宿主 に 注入 し た 釣 仔 虫 が 肺 臓 に 集まる 事 に 対し , 最も 棲 
息 に 適し た 臓器 を 求め ん と 苦心 の 結果 肺 臓 に 集まる と 推 
定 さ れ て いる 事 と 同様 の 解釈 が 出来 る も の と 思わ れ た 。 

犬 臓器 , 血液 等 を 上 腹腔 内 へ 封入 し た 例 で は 何れ も 家 束 
が 釣 虫 注入 後 24 時 間 以内 に 死亡 し た が , 24 時 間 の 成績 で 
は 臓器 , 血液 非 封 入 群 と の 間 釣 虫 生存 率 に 有意 の 相違 
は 見 られ な か つた 。 

之 に 反し 固有 宿主 腹腔 内 , 胸腔 内 或 は 筋肉 内 に 注入 せ 
られ た 釣 虫 は 2~ 3 週間 以上 の 長期 に 渉 り 其 等 体腔 内 或 
は 筋肉 内 に 留まり , 特に 腹腔 内 注入 例 に 於 いて 有 表 面 に 
破 着 し 交接 を 営む ぜ も の も 見 られ , 且つ 経 膚 感染 後 第 12 日 
目 の V 期 幼 若 釣 成 虫 注入 例 に あつ て は 2~ 4 週間 の 長期 
間 寄 生 可 能 で ある ば か り で な く 体 制 上 自然 感染 完熟 成虫 
と 同 程 度 に 所 発育 し , 虫 卵 を 包 蔵 する に 到 る と こと が 認め 
られ た 。 

之 等 の 事実 は 固有 宿主 体内 が 釣 虫 に と つて 如何 に 好適 
な 環境 で ある か を 示し て いる も の と 考え られ た 。 

叉 釣 虫 の 養 資 に 関し て は 古来 諸説 あり , Looss(1905), 
AdLer (1922), Ashford (1910) 等 は 釣 虫 は 自己 の 口 赤 内 
に 入 つ た も の は 何 物 た る を 問わ ず 機 械 的 に 採取 する が そ 
の 主たる 養 資 は 腸 粘膜 で あり 血液 は 偶然 口 吉 内 に 入 つ た 
に 過ぎ な いと し , 宮川 (1948 う , 山田 1934) 等 も 概ね 
と の 説 に 養成 し , Lane(1948) は 赤血球 , 血清 , 泊 巴 液 
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Leichtenstern (1886), 西 氏 (1983) 等 は 血清 と 考え , 
Wells (1931) は 単に 腸 内 性 物質 が その で あろ 
も て いる 。 
私 の 実験 成績 より V 期 幼 若 釣 成虫 が 固有 宿主 上 腹腔 内 , 
胸腔 内 及び 筋肉 内 に 於 いて 長期 間 寄生 に 耐え 且つ 発育 可 
能 で ある 事 よ り 上 記 の 部 位 に は 釣 虫 に 必要 な 養 資 は 備 わ 
つて いる と 思わ れる 故に , 第 4 回 目 の 脱 皮 を 了 え 大 釣 虫 
が 生 棲 , 発育 する 為 の 養 資 と し て は 固有 宿主 血液 及び 体 
液 等 が 最も 必要 で ある と 考え られ , 腸 粘膜 或 は 腸 内 洲 温 
性 物質 は 必ず し も 必要 で は な く , 又 血 液 は 門 脈 血 で な く 
と も 充分 で ある と 推論 し た 。 ; 
次 に 犬 腹腔 内 及び 胸腔 内 に 於 ける 釣 虫 寄生 状況 を 観察 
する に 2 群 あ り , ① は 腸管 , 胃 , 大 網膜 , 腸 間 膜 , 肝 , 
肺 , 肪 等 の 表面 及び 其 等 の 癒着 に ょ り 形成 され た 
腫 面 に 虫 作ら ず 着 レ , 着 部 位 を 移動 し 得る 
と 考え られ る 一 群 と , ② は 其 等 臓器 及び 此 膜 等 の 癒着 に 
ょ り 形 成 さ れ た 腫 疹 内 部 或 は その 癒着 部 に 大 小 様々 の 所 
調 虫 作り , 各 壁 に 多く は 1 ず つ 稀 は 2 ~ 
8 隻 ず つ 吹 着 す る 一 群 と が あり , 前 者 即ち 臓器 , 条 膜 及び 
腫 等 の 表面 に する 例 は 注入 後 時 間 経 過 の 比較 的 
いも の に 多く 見 られ , 後者 即ち 虫 紹 を 作る 例 は 注入 後 長 
期間 を 経過 し た も の に 多く , 更に 8~ 4 週間 の 長期 に 渉 
り 生 棲 し 得 た 例 で は 虫 作り 更に 虫 腹腔 内 或 は 
胸腔 内 に 交通 する 痩 管 を 有 し て いる も の も 認め られ た 。 
此 等 の 諸点 より 臓器 , 条 膜 等 の 表面 に 咳 着 する 釣 虫 は 栄 
養 逐 し く , 且つ 吹 着 が 不安 定 で 宿主 の 体 動 , 映 動 及び 呼 
に し 摩擦 等 を 受け 着 部 が 移動 し 易く 一 度 吹 
が 逸脱 し た 場合 他 の 組織 に 咳 着 し 難く , 項 か る 事 を 繰り 
返 え すう ち 釣 虫 が 死亡 , 吸収 そら れる 為 比 較 的 短期 間 内 
に 死 し , 之 に 反し に し 得 た 釣 虫 は 宿主 の 体 
動 , 動 及び 呼吸 等 に より 刺 載 受け る 事 少 く 部 が 
安定 し , 且つ 血液 , 炎症 産物 等 前 者 に 比 し 栄養 に 富 妙 故に 
比較 的 長期 間 生 棲 可能 で ある も の と 思わ れ た 。 又 体腔 内 
或 は 筋肉 内 等 に いて 形成 し ら 死亡 し て いる 
虫 が 見 られ る 事 は 虫 自己 の 排 が 虫 内 に 充 た 
場合 生 棲 に 不適 な 環境 と な り 遂 に は 死滅 する も の と 考え 
られ , 体 腔 内 と 交通 する を 有する 形成 する 
例 に あつ て は , 咳 着 部 が 安定 性 に 富み 且つ 釣 虫 自己 の 排 
洪 物 の 貯溜 が 少 い 為 更 に 長期 に 渉 り 活発 に 生 棲 する 事 可 
能 で ある と 考え られ , 偶々 か か る 内 に し 得 た 
虫 は 腸管 内 に 寄生 する 釣 虫 に 於 ける と 同じ く 所 調 釣 虫 の 
寿命 を 全う し 得る の で は な いか と 思わ れ た 。 
次 に 注入 釣 虫 数 と 比 し 体腔 内 或 は 筋肉 内 で 検出 され た 
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昭和 32 年 6 月 (1957)】 
釣 虫 数 が 著しく 少な い 事 に 就 い て は 次 の 事項 が 考え られ 

る 。① 注 入 前 温水 中 の 操作 に 一 定時 間 を 要 し , 特に IV 期 
仔 虫 或 は V 期 幼 若 成虫 等 鑑別 を 要する 例 で は 更に 長 時 間 
を 要する 為 注入 前 既に 死亡 し 或 は 注入 直 化 死亡 し た 釣 虫 
の 混在 する と と , 又 上 述 の 如く 着 後 脱落 或 は 自己 の 排 
の 蓄積 に と より 不適 の を 招来 し 死亡 せ られ る 
事 も 考え られ , と の 事 に 就 い て は 多く の 例 に 半ば 融解 し 
た 体 が 検出 され , 部, 腸 間 膜 等 に 著 明 な 巴 腺 
張 を 見 た 事 よ り 推 定 し 得る 。② 内 に する も 検 
索 が 困難 で 末 発 見 例 の ある 事 も 考え られ る 。 特 に 筋肉 内 
或 は 大 内 に 形成 され た 検出 が 困難 で ある 。 
他 騰 器 或 は 筋肉 等 へ 迷 入 も 考え られ る が , 胸腔 内 注入 例 
に 於 いて 肺 へ 入 し た 1 隻 の ほか 他 組 織 へ 宰 入 し た 例 
を 見 ず , 更に 其 等 組織 を 細 切 し 43°C の 温水 中 で 24 時 間 釣 
虫 の 誘 出 を 試み た が 何れ も 陰性 の 成績 を 得 た 事 よ り 凡 そ 
否定 し 得る も の と 思わ れ た 。 

MV 期 寿 虫 が 固有 宿主 腹腔 内 に 寄生 し 得 な か つた 事 に 就 
いて は , 注入 前 その 選別 に 長 時 間 を 要 し 仔 虫 が 著しく 疲 
且つ IM 期 虫 は 体制 上 口 小さ く 更 多 有 せ ず 
腹腔 内 組織 に する 事 が 極め て 困難 で ある と 考え ら 
れ た 。 

結 

非 固 有 宿 主 腸管 内 , 腹腔 内 及び 固有 宿主 腹腔 内 , 胸腔 
内 及び 筋肉 内 に 於 ける 犬 釣 完 部 幼 成 虫 及び 
期 任 虫 の 実験 的 寄生 を 試み , その 生存 時 間 、 寄 生 状 況 用 
び 発 育た 就 い て 観察 し た 。 

1 非 固有 宿主 た る 家 兎 の 腸管 内 或 は 腹腔 内 は 犬 釣 虫 成 
虫 に 対し 好適 な 松 境 で は な く , 注入 後生 存 時 間 は 最高 96 
時 間 に 過 ぎ な か つた 。 

2 犬 虫 完熟 成虫 は 経 染 後 第 12 日 目 の V 期 
成虫 は 固有 宿主 た る 犬 の 腹腔 内 , 胸腔 内 及び 筋肉 内 に 於 
いて 2 へ ~ 4 週間 の 長期 に 渉 り 棲息 可能 で ある ば か り で な 
く , 幼 若 成虫 に あつ て は 体制 上 自然 感染 完 熱 成虫 と 同 程 
度 に 衝 発 育 し , 注入 後 2 週間 以上 を 経過 し た 雌 虫 の 多く 
は 卵子 を 保有 する に 到 つ っ た 。 

3 この 事 よ り 第 4 回 目 の 脱皮 を 了 え た 犬 釣 虫 は 必ず し 
も 固有 宿主 腸管 内 と 寄生 する の 要 な く , 即ち V 期 釣 虫 は 
養 資 と し て 腸 粘 膜 腸 内 物質 等 を 必要 と し な い 
と 思わ れ た 。 

4 固有 宿主 体腔 内 或 は 筋肉 内 に 注入 され た 犬 釣 虫 で 体 
内 器 或 は 等 の 表面 に し た も の は 注入 後 比較 
的 短期 間 内 に 死 し , 基 等 の に ょ る 腫 或 は 筋肉 内 
に 形成 され た 虫 旨 内 に 咳 着 し 得 た も の は 比較 的 長期 間 生 
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存 し 得 , 更に 体腔 内 と 交通 する を 有する の も 
の は 更に 長期 間 生 存 し 得 た 。 
5 固有 宿主 体腔 内 或 は 筋肉 内 に 注入 され た 犬 多 成虫 が 
他 組 織 へ 宰 入 する 事 は 極め て 少く 。 た さく 胸腔 内 へ 注入 さ 
れ た 釣 虫 の 1 隻 が 肺 へ 客 入 し た の を 見 た に 過ぎ な か つ 
た 。 
6 IV 期 釣 仔 虫 の 固有 宿主 腹腔 内 寄生 は 極め て 困難 で あ 
だ 


稿 を 終る に 当り 終始 御 る 御 指導 , 御 に 賜 
つと 小田 俊郎 教授 並び に 御 接 助 を た 教室 の 野田 
昇 に 深謝 の 意 を 表す る 。 

本 研究 は 昭和 31 年 4 月 , 入 25 回 日 本 寄生 虫 学 会 総会 

(東京 ) に 於 いて , その 要旨 を 公表 し , その 後 知見 の 増 
補 を 行 つ た も の で ある 。 
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Summary 


No experimental data have ever been available 
on the parasitic condition and development of 
adult, younger adult and IVth stage larval hook- 
worms in the other parts than the intestine of 
normal host. Present author attempted to inve- 
stigate them by means of intraperitoneal, intra- 
thracic and ‘intramuscular injections of adult and 
young hookwornms (Ancylostoma canimum) into dogs. 
Results obtained were as follows. 

1) Adult and young worms were able to ‘survive 
for 2-4 weeks in the peritoneal and thracic 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 6 巻 ・ 第 2 号 


cavities and muscle. Especially young worms 
(8 4.05mm, 9 4.37 mm in length) showed develop- 
ment to the same level as adult worms morpho- 
logically and even held eggs in their bodies on 
12th day after injection. 

2) Concerning the habitat of injected worms, 
some of them failed to form the worm cyst 
but many of them formed wormcyst in the tumor 
by adhesion of organs and serous membrane and 
in the. muscle. Worms inhabiting in these cysts 
with fistula connecting with body cavity of the 
host, were able to survive actively for the long 
est time. 


会 記 


国際 微生物 学会 が 1958 年 8 月 4 一 9 日 に スト ッ ク ホ ル 
で 開催 され る に つき , 出席 希望 者 は その 所 属 学会 を 通 
じ て 申 込ま れる よう , 学術 会 議 微生物 研究 連絡 委員 会 よ 
り 連 絡 が あり まし た 。 御 希望 の 方 は 下記 要領 に より 本 学 
会 事務 所 まで 御 申 込み 下さ い 。 

1) 国費 で 派遣 され る の は 23 --8 名 に 限ら れる こと と 。 
その 他 自 費 で 行く 者 で も 何人 か は デレ デ ヂ デイ ト と し て の 推 
受け る こと が 出来 る 。 

2) 出 する 論文 は 別項 英 (114 参照 に 記し た 
範囲 内 た る べき と と 。 但し 各 Section 共 シ ム ポ シウム は 
先方 より 招待 され た 人 に 限ら れ , 一 般 は Focal topics 
の 中 で 報告 する 。 そ を それ も , 各国 か ら 量 出さ れ た 論文 の う 
ち , 先方 で 重要 と 思わ れる も の だ け を 選出 し , それ を 演 
説 と し , 他 は 演題 だ け を 読み 上 げ る に 止ま る 。 

8) 出席 希望 者 は 報告 す 可 き 研 究 の 抄録 を 英 , 仏 , 独 
の 何れ か の 文章 で 350 語 以 内 に まとめ て , 一 行 置き に 
部 タイ プ で 打ち , 本 年 11 月 15 日 迄 に 当 学 会 事務 所 まで 送 
つて 下さ い Ns 関係 各 学 会 は 3 
に 限 つ て , こなつ て お 
a pe を 超過 し た 場合 に は , 当 学 会 で 3 
入 だ け を 選び 出す とこ Rt ます 。 報告 す 可 き 研 究 は 未 
発表 の も の と 云う こと に な つて お り ま す 

4) 詳細 の 点 を 御 知 り に な り 度 い 方 は 当 学会 に お 申込 


みみ 下さ い 。 学術 会 議 か ら First Circular を 取り よせ て 
御 送 り し ます 。 部 数 が 少 い そう で すか ら 早 目 に 。 


支部 会 の 御 知ら せ 


北日本 支部 大 会 (衛生 動物 学会 と 合同 ) 
昭和 32 年 7 月 中 旬 札幌 市 
道 立 衛生 研究 所 (会 長 中 村 豊 博士 ) 
東日本 支部 大 会 
昭和 32 年 9 月 27 日 
群馬 大 学 医学 部 
西日本 支部 大 会 
昭和 382 年 秋 名 古屋 市 
名 古屋 市 立 大 学 医 学部 (会 長 戸谷 徹 造 博士 ) 
南 日 本 支部 大 会 
昭和 32 年 10 月 下旬 
国立 別府 温泉 病院 


前 
(会 長 松村 竜 雄 博 士 ) 


別府 市 
(会 長 高安 慎一 博士 
(柳沢 十 四 男 記 ) 
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